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３ 奈良時代の遺構と遺物

奈良時代の竪穴住居跡１６軒，掘立柱建物跡３棟を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２５９９号住居跡（第４９１～４９３図）

位置 調査区中央部のＲ５ｆ２区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６１０号住居，第９３号堀，第４２８０・４２８５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸８�４６ｍ，短軸８�１３ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は７～１１�で，外傾し

て立ち上がっている。

第４９１図 第２５９９号住居跡実測図

―５７７―



第４９２図 第２５９９号住居跡・出土遺物実測図

―５７８―



床 ほぼ平坦で，竈の周辺と主柱穴の内側および出入口施設付近が踏み固められている。壁下には幅１６～２０�，

深さ６～１０�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝がみられ，北壁の北東コーナー部付近，東壁南東部，西壁中央部，

出入口施設周辺が部分的に途切れている。

竈 北壁中央部に付設されている。第２６１０号住居の掘り込みと耕作などによる削平により，袖部や煙道部は遺

存状態が悪く，焚口部から煙道部まで２０３�，袖部幅１９４�を確認している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，

火床面が赤変硬化している。

ピット ４９か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４０～９０�である。Ｐ５は，南壁際の中央部に位置しているこ

とから出入口施設に伴うピットと考えられ，Ｐ６は付属する支柱穴と考えられる。深さはＰ５，Ｐ６ともに３５

�である。また，Ｐ７はＰ２，Ｐ８はＰ３，Ｐ９はＰ５をそれぞれ掘り込んでおり，主柱穴あるいは出入口施設

の抜き取り痕と考えられる。深さは２１～５６�である。Ｐ１０～Ｐ４９は性格が不明であり，後世の諸施設が重複

していた可能性も考えられるが，構造は把握できなかった。

覆土 ７層に分けられる。全体的に粒径の大きいブロック状の含有物がみられる人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４８９点（坏１０６，高坏８，甕類１３６９，甑５，手捏土器１），須恵器片２９１点（坏１７７，高

台付坏７，盤１，蓋２７，鉢５，甕類７３，�１），土製品１点（球状土錘），石製品３点（勾玉１，双孔円板２），

鉄製品４点（刀子１，紡錘車２，火打具１），粘土塊２点が覆土中に散在した状態で出土しており，大形の破

片は壁際に集中する傾向がみられる。７８１は東壁際の中央部，７８５は南壁際の中央部からそれぞれ出土しており，

住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉以前と考えられる。

第４９３図 第２５９９号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子多量

５ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化物
少量

６ 灰 褐 色 粘土ブロック・砂粒多量，焼土ブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第２５９９号住居跡出土遺物観察表（第４９２・４９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７８０ 須恵器 坏 ［１２�３］ ３�８ ［７�２］ 長石・石英 灰黄褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部外面下端回転ヘ
ラ削り 底部回転ヘラ切り 覆土中 ２０％

７８１ 須恵器 坏 １２�６ ４�２ ７�６ 長石・雲母 褐灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部外面下端回転ヘ
ラ削り 底部回転ヘラ切り 上層 ８０％ PL１２６

７８２ 須恵器 蓋 － （１�７） － 長石・石英 灰白 良好 天井部左回りの回転ヘラ削り後つまみ貼り付け
つまみ径２�４� つまみ高１�０� 覆土中 ５％

７８３ 須恵器 蓋 ［１２�８］（２�１） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 不良 天井部左回りの回転ヘラ削り 竈覆土中 １０％

７８４ 須恵器 蓋 ［１９�４］（１�７） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 不良 内・外面ロクロナデ 覆土中 ２０％

７８５ 土師器 甕 － （１７�２） ８�６ 長石・石英・雲母 褐 普通 体部外面ヘラ磨き 体部内面ヘラナデ 底部木葉痕 上層 ４５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２３球状土錘 ３�３ ２�８ ［１�１］（１７�６）土（長石・石英） 一部欠損 ナデ 一方向からの穿孔 覆土中

―５７９―



第２６１３号住居跡（第４９４・４９５図）

位置 調査区中央部のＲ４ｆ９区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６３８号住居跡を掘り込み，第１５５号溝，第４２６９・４２７０・４３３４・４３３６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�２４ｍ，短軸４�６８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は１０～１６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側を中心に，竈の周辺や東側の壁際が踏み固められている。南壁際の中央部を除

く壁下には，幅１８～２４�，深さ８～１１�で，逆台形の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３２�，袖部幅１２６�である。袖部は床面を

深さ２２�ほどに掘りくぼめて第１１～１３層を充填し，その上部に粘土を主体とした第８～１０層を積み上げて構築

している。火床部は床面から７�ほどくぼんでおり，火床面は赤変硬化している。また，上部には灰を含む第

６層が堆積しており，層厚は６�である。煙道部は火床部から緩やかに立ち上がり，奥壁には袖部の構築材と

同じ粘土層を貼り付けて補強している。覆土は，第１～５層に分けられ，第４・５層が天井部の崩落土層に相

当する。各層はブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２５～５７�である。Ｐ５は深さ２３�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。全体的に粘土ブロックや焼土ブロックを含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 灰 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
４ にぶい褐色 粘土粒子少量，焼土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子中量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，灰少量
７ 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子・粘土

粒子微量
８ 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量

９ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土
粒子微量

１０ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
微量

１１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１２ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量
１３ 灰 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子
微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６６ 勾玉 ２�４ １�６ ０�８ ３�６ 蛇紋岩 孔径０�２� 全面研磨 一方向からの穿孔 上層 PL１４４

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６７ 双孔円板 ２�５ ０�２ ０�２ ２�４ 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４４

Ｑ６８ 双孔円板（２�８） ０�３ ０�１９ （２�３） 滑石 一部欠損 両面研磨 一方向からの穿孔 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２９ 刀子 １４�７ １�２ ０�３ １４�９ 鉄 両関 刃部断面三角形 Ｐ４上層 PL１４５

Ｍ１３２ 火打具 ８�８ （３�８） ０�５ （３３�０）鉄 紐孔有 下層 PL１４７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３０ 紡錘車 （１６�１） ０�７ ０�４５ （９�４） 鉄 軸部 端部欠損 断面方形 中層 PL１４５

Ｍ１３１ 紡錘車 （１３�６） ０�９ ０�４ （１０�０）鉄 軸部 端部欠損 彎曲 断面方形 覆土中 PL１４５

―５８０―



第４９４図 第２６１３号住居跡実測図

―５８１―



遺物出土状況 土師器片１２８点（坏１０，甕１１７，甑１），須恵器片６３点（坏３６，高台付坏１，蓋１０，盤１，高盤

１，瓶類１，甕類１３），鉄製品２点（刀子）が出土している。７８６～７８９は，完形もしくは完形に近い状態で出

土しているが，いずれも覆土中からの出土であり，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。Ｍ１３３は東

壁側の中央部，Ｍ１３４は西壁側の中央部の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えら

れる。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第４９５図 第２６１３号住居跡出土遺物実測図

第２６１３号住居跡出土遺物観察表（第４９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７８６ 須恵器 坏 １４�０ ４�５ ８�３ 長石・石英・雲母 褐灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 体部外面下端手持ちヘ
ラ削り 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ 下層 ８０％ PL１２７

７８７ 須恵器 坏 ［１３�４］ ３�９ ［８�８］ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部外面下端手持ち
ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 下層 ４０％

７８８ 須恵器 高台付坏 １０�８ ４�９ ６�９ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部下端回転ヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後ヘラナデ 下層 ８０％ PL１２７

７８９ 須恵器 盤 － （３�３） １１�１ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 下層 ７５％

７９０ 須恵器 高盤 － （９�８）［１６�２］長石・石英 黄灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 四方向の透かし孔 下層 １５％

７９１ 土師器 甕 ［２２�８］（６�３） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 １５％

―５８２―



第２６２２号住居跡（第４９６図）

位置 調査区中央部のＲ４ｉ８区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６３８号住居跡を掘り込み，第４８０号掘立柱建物，第９３号堀，第１５５号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１８ｍ，短軸３�１５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は８～９�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，竈周辺を含めた中央部と南・東側の壁際が踏み固められている。北西コーナー部と南東コー

ナー部の一部を除く壁下には，幅１０～１４�，深さ４～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０４�で，袖部は両端が耕作の撹乱で失わ

れており，最大で幅９７�を確認している。袖部は，床面を１１�ほど掘りくぼめて第１９層を充填し，その上部に

砂質粘土を主体とした第１１～１５層を塊状に積み上げている。火床部は床面から５�ほどくぼんでおり，火床面

は赤変硬化している。また，火床面の西奥側には支脚が据えられており，焚口からの距離は５４�である。煙道

部は，壁外への掘り込みが２５�で，火床部から彎曲して立ち上がり，奥壁は砂質粘土を主体とする第１６～１８層

を貼り付けて補強している。覆土は，第１～９層に分けられ，第２・６層は袖部及び天井部の崩落土層に相当

する。各層は焼土や砂質粘土のブロックを含む人為堆積である。

ピット ４か所。主柱穴で，深さは３２～５４�である。

覆土 ６層に分けられる。各層とも締まりが強いことから人為堆積と考えられ，踏み固めながら埋め戻された

と推定される。

遺物出土状況 土師器片９６点（坏１５，高坏２，甕類７９），須恵器片７点（蓋１，瓶３，甕類３），土製品１点（支

脚）が出土している。７９２は南壁付近の覆土中層，７９３は北東部北壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

いずれも細片であることから，廃絶後に周囲から流入した可能性が考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉以前と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子多量，砂質粘土ブロック中量，ローム粒

子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
５ 明 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
６ にぶい黄色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子小量，焼土ブロック

微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

１１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
１２ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
１４ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量
１７ 明 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量
１８ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１９ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３３ 刀子 （９�９） １�７ ０�５ （１２�３）鉄 刃部欠損 断面三角形 鞘木質残存 片関 床面

Ｍ１３４ 刀子 （８�３） １�５ ０�４ （１０�４）鉄 刃部欠損 断面三角形 両関 床面

―５８３―



第４９６図 第２６２２号住居跡・出土遺物実測図
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第２６３１号住居跡（第４９７・４９８図）

位置 調査区中央部のＲ５ｉ５区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６３５号住居跡を掘り込み，第２６３０号住居，第４７１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�５０ｍ，短軸６�４７ｍの方形で，主軸方向はＮ－８６°－Ｅである。壁高は２２～３２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて，全面が踏み固められている。壁下には，幅１３～２４�，深さ１０～１３�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部に付設されている。南東部を第４７１号掘立柱建物のＰ１に掘り込まれており，また，袖部が崩

落しているため遺存状態は悪い。規模は，焚口から煙道部まで１６３�であり，袖部幅は竈の中軸線で反転復元

すると１６０�である。火床部は床面とほぼ同じ高さを使用している。火床面は焼土ブロックが集中する程度で，

赤変硬化は不明瞭である。煙道部は壁外への掘り込みが４３�で，奥壁は外傾して立ち上がっており，第６・７

層の粘土を貼り付けて補強している。覆土は第１～５層に分けられ，第２層が天井部の崩落土層に相当する。

各層とも焼土や粘土をブロック状に含む人為堆積である。

ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６５～７１�である。Ｐ５は深さ１８�で，西壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６はＰ１・Ｐ４，Ｐ７はＰ２・Ｐ３の中央部にそ

れぞれ位置しており，深さは３２～５０�で支柱穴と考えられる。Ｐ８～１０は性格が不明である。

覆土 ８層に分けられる。全体的にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１８４点（坏２０９，高坏９，甕類９４５，小形甕１９，甑２），須恵器片１００点（坏４１，高台付

坏１，蓋３９，瓶類５，甕類１４），石製品３点（勾玉１，双孔円板２），鉄製品４点（刀子３，鏃１）が覆土上層

から下層にかけてのほぼ全域から出土している。７９８・８００は中央部，７９６は北壁際，７９９は竈前の覆土下層，７９７・

Ｑ７０・Ｍ１３５は覆土中層からそれぞれ出土している。出土土器はいずれも破片であり，廃絶後に投棄されたも

のと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉以前と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 灰 白 色 粘土ブロック多量，焼土粒子少量
３ 褐 色 焼土粒子多量，粘土ブロック少量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量

５ 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 灰 白 色 粘土ブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
７ 褐 色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 炭化粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２６２２号住居跡出土遺物観察表（第４９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７９２ 土師器 坏 ［１３�０］（４�０） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 中層 ２０％

７９３ 土師器 甕 ［２２�２］（９�８） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 床面 １０％

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２４ 支脚 （１７�３） ４�０ （７�６）（８４６�５） 土（長石・石英） ナデ 火を受けている にぶい橙色 竈火床面

―５８５―



第４９７図 第２６３１号住居跡実測図

―５８６―



第４９８図 第２６３１号住居跡出土遺物実測図

第２６３１号住居跡出土遺物観察表（第４９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７９４ 土師器 坏 ［１３�４］（３�３） － 長石・石英 橙 普通 体部内・外面横ナデ 輪積み痕 覆土中 ２０％

７９５ 土師器 坏 ［１４�３］（２�６） － 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き 竈覆土中 １５％

７９６ 土師器 坏 ［１４�４］（３�２） － 長石・石英 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ２０％

７９７ 須恵器 蓋 ［１５�３］（２�９） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り 中層 １５％

７９８ 須恵器 蓋 ［１５�６］（２�２） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り 下層 ４０％

７９９ 土師器 甕 ［２０�０］（８�６） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 １０％

８００ 土師器 小形甕［１３�４］１２�３ ６�８ 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 頸部内・外面ナデ 指
頭痕 体部外面ヘラ削り 底部ヘラナデ 下層 ４５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６９ 勾玉 （２�５） ２�５ １�３ （８�７） 瑪瑙 孔径２�６� 下部欠損 二方向からの穿孔 壁溝覆土中 PL１４４

―５８７―



第２６３２号住居跡（第４９９図）

位置 調査区中央部のＲ５ｊ２区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６３６号住居跡を掘り込み，第４７５・４７６号掘立柱建物，第４３２９号土坑に掘り込まれている。

第４９９図 第２６３２号住居跡・出土遺物実測図

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７０ 双孔円板 ２�８ ０�４ ０�１５ （５�０） 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 中層 PL１４４

Ｑ７１ 双孔円板（３�９） ０�４ ０�２ （９�４） 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３５ 鏃 （６�７） ２�８ ０�２ （８�９） 鉄 茎部欠損 柳葉式 両丸造 腸抉 透孔有 中層 PL１４５

―５８８―



規模と形状 長軸３�５８ｍ，短軸３�２６ｍの方形で，主軸方向はＮ－０°である。壁高は６～２０�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。覆土を除去した段階で袖部の基部が露出しており，遺存状態は悪い。規模

は，焚口部から煙道部まで９４�，袖部幅１１４�である。袖部は，地山を掘り残して基部とし，砂質粘土ブロッ

クを多く含む第７層を積み上げて構築している。火床部は床面を４�ほど掘りくぼめた部分を使用しており，

火床面が赤変硬化している。煙道部は壁外への掘り込みが２４�で，外傾して立ち上がっている。覆土は第１～

５層に分けられ，焼土や砂質粘土のブロックを含む人為堆積である。

ピット 深さ２７�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６４点（坏１１，高坏１，甕類２５１，甑１），須恵器片３１点（坏２０，蓋２，高盤１，甕類

８），石器２点（砥石），鉄製品１点（刀子）が出土している。いずれも細片の状態で覆土中に散在しており，廃

絶後に投棄されたものと考えられる。Ｑ７３は竈左袖際，Ｍ１３６は南壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 第４７６号掘立柱建物跡との重複関係から９世紀前葉より古く位置付けられ，出土土器から８世紀中葉か

ら後葉と考えられる。

第２６３６号住居跡（第５００図）

位置 調査区中央部のＲ５ｊ１区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６１７・２６３２号住居，第４７４～４７７掘立柱建物，第７３号井戸，第４３２９・４３７７号土坑に掘り込まれてい

る。また，遺構の重複と耕作による削平のため，北西部以外が失われており，床面はほとんど露出した状態で

検出されている。

規模と形状 南北軸は６�８０ｍ，東西軸は７�８５ｍを確認している。西壁の方向はＮ－０°である。壁高は残りの

良い部分で４�であり，壁の立ち上がりの状況は不明瞭である。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物微量
７ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

第２６３２号竪穴住居跡出土遺物観察表（第４９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８０１ 須恵器 坏 ［１３�１］（３�３） － 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７２ 砥石 （８�７）（６�５）（２�６）（１３２�２） 凝灰岩 一部欠損 砥面２面 断面長方形ヵ 覆土中

Ｑ７３ 砥石 ７�７ ４�０ ３�５ １０３�２ 凝灰岩 砥面５面 断面長方形 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３６ 刀子 （８�５） １�２ ０�３～
０�４ （７�８） 鉄 茎部欠損 断面三角形 中層

―５８９―



床 確認した部分ではほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。北壁および西壁下には，幅１０～１２�，深さ

６～７�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

ピット ２か所。主柱穴で，深さは２８～５４�である。南東および南西部にもＰ１・Ｐ２と対をなす位置に主柱

穴が想定されるが，遺構の重複が激しく確認できなかった。

覆土 ２層に分けられるが，層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１７３点（坏１７，甕類１５６），須恵器片１６点（坏１１，甕類５）が出土している。いずれも

覆土中から細片で出土しており，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量 ２ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第５００図 第２６３６号住居跡実測図

―５９０―



所見 第４７４号掘立柱建物跡との重複関係から８世紀後葉より古く位置付けられ，出土土器からも８世紀代と

考えられる。また，重複する第２６３２号住居跡とは主軸方向が一致しており，近接した時期に建て替えられたこ

とが想定される。

第２６４１号住居跡（第５０１図）

位置 調査区北東部のＱ６ｈ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第５０１図 第２６４１号住居跡・出土遺物実測図

―５９１―



規模と形状 長軸４�０５ｍ，短軸４�０１ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１３～１７�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～１８�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。南東部及び南西部に中心に向かって焼土が広がり，中央部北寄りの床面にも焼土ブロッ

クが検出され，焼失住居と考えられる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７６ｍ，袖部幅９９�である。袖部は砂質粘土

で構築している。火床部は床面を６�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に２７�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。覆土は第１～５層に分けられ，各層は

焼土ブロックを含む人為堆積である。

ピット 深さ４４�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ９層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４５点（坏２７，蓋１，甕類１１７），須恵器片１７点（坏１０，高台付坏４，甕類３），灰釉陶

器片１点が出土している。南西部及び南東部から中心部に向かう覆土上層から中層にかけて集中して出土して

いることから，多くの遺物は廃絶後に廃棄されたと考えられる。８０２は南壁西寄りの床面，８０３はほぼ完形の状

態で南壁際中央の床面から出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 検出された焼土の状況などから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

第２６４２号住居跡（第５０２・５０３図）

位置 調査区北東部のＱ６ｇ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６５８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�１０ｍ，短軸３�７４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は８～１２�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１３�，深さ４～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６４�，袖部幅１３４�である。袖部は床面を

２０�ほど掘りくぼめて第１２～１４層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第１０・１１層を積み上げて構築し

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２６４１号住居跡出土遺物観察表（第５０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８０２ 須恵器 坏 ［１３�２］ ４�２ ［７�８］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切
り後一方向のヘラ削り 床面 ３０％

８０３ 須恵器 高台付坏 １４�８ ５�３ ９�６ 長石・石英・雲母 褐灰 良好 体部外面下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラナデ
後高台貼り付け 床面 ８０％ PL１２６

―５９２―



第５０２図 第２６４２号住居跡実測図

第５０３図 第２６４２号住居跡出土遺物実測図

―５９３―



ている。火床部は床面を８�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２４�

掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられ，各層は焼土のブ

ロックや粒子を含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２８～５４�である。

覆土 １２層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２１４点（坏２６，高坏４，甕類１８４），須恵器片２８点（坏９，高台付坏１，盤１，高坏１４，

甕類３）が竈周辺の覆土中層から下層にかけて集中して出土している。また，混入した平安時代の土師器片９

点も出土している。８０４は北壁西寄り，８０５は中央部の床面から正位，８０６は中央部南寄りの床面から坏部を北

に向いた斜位でそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第２６５２号住居跡（第５０４・５０５図）

位置 調査区北東部のＱ５ｈ８区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４０・２６８０号住居跡を掘り込み，第２６５４号住居，第４４７９・４５８０・４７３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�４１ｍ，短軸５�６４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は１０～２４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北西コーナー部と中央部南東寄りを除き壁際まで踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部を第４５８０号土坑に掘り込まれているため，遺存する焚口部から煙道

部までは８４�，袖部幅１１１�である。袖部は床面を１０�ほど掘りくぼめて第１１・１２層を充填し，その上部に砂

質粘土を主体とする第８～１０層を積み上げて構築している。内側は火を受けて赤変している。火床部は床面と

ほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。覆土は第１～７層に分けられ，第１～５層は，天井

部および袖部の崩落土層に相当する。各層は，砂質粘土のブロックや粒子を含む人為堆積であり，住居の廃絶

に伴って破壊されたと考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
３ にぶい黄褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
４ 赤 褐 色 焼土粒子多量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
８ にぶい橙色 焼土ブロック微量

９ 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１０ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１１ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量
１３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

土層解説
１ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３ にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子微量
４ 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
５ 明 褐 色 ローム粒子少量
６ 黄 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量

７ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黄 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック微量

第２６４２号住居跡出土遺物観察表（第５０３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８０４ 須恵器 坏 １３�３ ４�０ ８�０ 長石・石英・雲母 灰褐 良好 体部外面下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り
後回転ヘラ削り 床面 ７５％ PL１２７

８０５ 須恵器 盤 － （２�６） １１�３ 長石・石英・雲母 灰褐 良好 体部外面下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ削り
後高台貼り付け 下層 ６０％

８０６ 須恵器 高坏 １６�７ １１�５ １１�２ 長石・石英・雲母 灰 普通 ロクロ成形 坏部外面下端回転ヘラ削り 脚部
内面ヘラナデ 床面 ８０％ PL１２７

―５９４―



第５０４図 第２６５２号住居跡実測図
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ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ６は主柱穴で，深さは１４～７４�である。Ｐ７は深さ２６�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径６１�，短径４７�の楕円形で，深さは６０�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３８４点（坏７７，高坏４，甕類３０１，甑２），須恵器片７６点（坏４５，蓋７，甕類２４）が出

土している。ほとんどが細片であり，北東部から南西部の覆土中層から下層にかけて出土している。８０７は竈

東側の床面から出土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。８０８は中央部の覆土下層から床面および貯蔵

穴の覆土中から出土した破片が接合し，８０９は南部中央の覆土下層から出土している。いずれも廃絶後間もな

く廃棄されたものと考えられる。細片のため図示できないが口縁端部がつまみ上げられた土師器甕片や横位の

平行叩きが施された須恵器甕片が出土している。

所見 ７世紀代と考えられる土師器坏を図示したが，７世紀後葉と考えられる第２６４０号住居跡を掘り込んでい

ることや土師器および須恵器の甕の形態から，時期は８世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック

微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量

６ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量
８ 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
９ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量
１０ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ にぶい橙色 砂質粘土粒子微量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１２ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ にぶい褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

ブロック微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量

第５０５図 第２６５２号住居跡出土遺物実測図

第２６５２号住居跡出土遺物観察表（第５０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８０７ 土師器 坏 ［１３�６］ ４�６ － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 床面 ５５％

８０８ 土師器 坏 ［１４�８］（４�４） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙
黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ後磨き 体部外面ヘラ削

り 内面ヘラ磨き
床面・貯蔵穴
下層 ５５％

８０９ 須恵器 蓋 ［９�８］（１�７） － 長石・石英・雲母 灰 普通 ロクロ成形 天井部右回りの回転ヘラ削り 下層 １０％

―５９６―



第２６５８号住居跡（第５０６図）

位置 調査区北東部のＱ６ｇ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４２号住居，第４４９３・４５７０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�４７ｍ，短軸３�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－１４°－Ｅである。壁高は４～７�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められているが，撹乱や第４４９３号土坑に掘り込まれているため，全容は不明

である。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１１�である。中央部を第４５７０号土坑に掘

り込まれ，さらに東側が撹乱されているため袖部幅，火床部は不明である。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，

火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５５点（坏３，甕類５２），須恵器片１１点（坏７，蓋１，甕類３），鉄製品２点（刀子，不

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・白色粘土粒子・砂少

量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，白色

粘土粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック・白色粘土粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子・砂微量

６ 褐 色 ローム粒子多量

第５０６図 第２６５８号住居跡・出土遺物実測図

―５９７―



明）のほか，混入した陶磁器片２点も出土している。覆土が薄いため遺物のほとんどが細片であり，出土量も

少ない。Ｍ１３７は中央部西寄りの床面から出土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 出土土器が細片のため土器による時期判断は困難であるが，８世紀中葉と考えられる第２６４２号住居に掘

り込まれていることや覆土中から出土した須恵器の形態から８世紀前半と考えられる。

第２６６７号住居跡（第５０７～５０９図）

位置 調査区北東部のＲ６ｄ２区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６７７号住居跡を掘り込み，第２６７０号住居，第４８６号掘立柱建物，第４５４０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５６ｍ，短軸３�８５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｗである。壁高は５０～５４�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅２０～２３�，深さ５～１０�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。右袖部を第４８６号掘立柱建物に掘り込まれているため，遺存する規模は焚

口部から煙道部まで１０３�，袖部幅は１１８�である。袖部は床面を１０�ほど掘りくぼめて第１１・１２層を充填し，

その上部にローム混じりの砂質粘土を主体とする第１３～１５層を積み上げて構築している。火床部は床面を６�

掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３３�掘り込まれ，火床部から急に

傾斜して立ち上がっている。奥壁には袖部の構築材と同じ第１４層を貼り付けて補強している。覆土は第１～１０

層に分けられ，各層にロームや焼土，砂質粘土のブロックを含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊さ

れたと考えられる。

ピット 深さ１６�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームを多く含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６１６点（坏１０４，高坏１，甕類５１１），須恵器片１３０点（坏６０，高台付坏１，蓋４，瓶１，

甕類５９，甑５），土製品３点（紡錘車１，支脚２），石製品１点（双孔円板），鉄製品２点（刀子，鏃）のほか，

鉄滓１点が覆土中層から下層にかけて全面から出土している。また混入した平安時代の土師器片１２点，灰釉陶

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
５ にぶい黄褐色 灰中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい黄橙色 灰中量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・灰少量，ロームブロック・炭化粒

子微量
８ にぶい黄橙色 灰多量，焼土粒子・炭化粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
１１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
１２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１３ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

土層解説
１ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック微量

第２６５８号住居跡出土遺物観察表（第５０６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３７ 刀子 １４�２ １�４ ０�４ １９�３ 鉄 ほぼ完形 平造 両区 断面三角形 床面 PL１４５

―５９８―



器片２点も出土している。８１０・DP１２５は竈の火床面，８１２は中央部西寄りの床面，Ｍ１３８は西壁際，８１１は竈煙

道部の覆土下層からそれぞれ出土し，また８１３は中央部北寄りの覆土下層から床面にかけて出土した破片が接

合したものである。いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。８１４は南部，Ｍ１３９は南東部の覆土下層，

Ｑ７４は覆土中からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第５０７図 第２６６７号住居跡・出土遺物実測図

―５９９―



第５０８図 第２６６７号住居跡出土遺物実測図�

―６００―



第５０９図 第２６６７号住居跡出土遺物実測図�

第２６６７号住居跡出土遺物観察表（第５０７～５０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８１０ 須恵器 坏 １４�０ ４�５ ８�４ 長石・石英・雲母 褐灰 良好 底部回転ヘラ切り後多方向のヘラ削り 竈火床面 ６０％ PL１２７

８１１ 土師器 甕 ［２３�８］（９�９） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘ

ラナデ 指頭痕 下層 １０％

８１２ 土師器 甕 ２２�７ ３１�５ ８�９ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面上位ヘラ削り 下
位ヘラ磨き 内面ヘラナデ 指頭痕 底部木葉痕 床面 ８５％ PL１２７

８１３ 土師器 甕 ［２０�４］３０�９ ８�８ 長石・石英・雲母
・赤色粒子・礫 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラナデ後ヘラ磨き

内面輪積み痕残しのナデ 底部一方向のヘラ削り 下層・床面 ５０％

８１４ 須恵器 甑 ［２９�４］２７�２［１３�２］長石・石英・雲母・礫 灰 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面横・斜位の平行叩
き 下位ヘラ削り 内面輪積み痕残しのナデ 指頭痕 下層 ３０％ PL１２７

番号 器種 高さ 最小径最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２５ 支脚 （５�４）（３�８）（６�３）（１４６�８） 土（長石・石英・小礫） ヘラナデ 火を受けている にぶい黄橙色 竈火床面

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７４ 双孔円板 ２�６ ０�３ ０�１５ （３�１） 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３８ 刀子 （１２�４） １�１ ０�３５（１１�８）鉄 刃部・切先部・茎部一部欠損 刃部断面三角形 茎部断面長方形 床面 PL１４５

Ｍ１３９ 鏃 １８�６ １�５ ０�６ ６７�４ 鉄 ほぼ完形 鏃身先端部一部欠損 断面長方形 下層 PL１４５

―６０１―



第２６６８号住居跡（第５１０・５１１図）

位置 調査区中央部のＲ５ｃ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６９号住居跡を掘り込み，第２６５５・２６５６・２６５９号住居，第４５１１～４５１３号土坑ほか１８基の土坑に掘

り込まれている。

規模と形状 西側を第２６５９号住居に掘り込まれているため，南北軸６�５０ｍ，東西軸は４�６４ｍだけが確認された。

主軸方向はＮ－３°－Ｅで方形と推定される。

第５１０図 第２６６８号住居跡実測図

―６０２―



床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。北・南・東壁の一部には，幅２３�，深さ１０�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が確認できる。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４６～５１�である。

覆土 第２６５６号住居に掘り込まれているため，不明である。

遺物出土状況 土師器片７４点（坏２７，高坏２，椀２，甕類４３），須恵器片１点（高台付坏），土製品２点（支脚），

石器１点（砥石）のほか，鉄滓１点が出土している。Ｑ７５はＰ１の覆土中から出土し，ピットが埋没する過程

で流れ込んだものと考えられる。

所見 遺物が少量細片のため，土器による時期判断は困難であるが，８世紀前葉と考えられる第２６６９号住居跡

を掘り込んでいることや，９世紀前葉と考えられる第２６５６号住居に掘り込まれていることから，８世紀後半と

考えられる。

第２６６９号住居跡（第５１２図）

位置 調査区中央部のＲ５ｃ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６５６・２６５９・２６６８号住居，第４５１１～４５１３号土坑ほか１７基の土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�８０ｍ，短軸４�１２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は７～１２�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４６点（坏１８，椀２，甕類２６），須恵器片３６点（坏１６，高台付坏１，蓋３，瓶２，甕類

１４）のほか，混入した平安時代の土師器片２点，土師質土器片６点が出土している。８１５は南部，８１６は南西部

壁際の床面から出土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第５１１図 第２６６８号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第２６６８号住居跡出土遺物観察表（第５１１図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７５ 砥石 ９�８ ４�９ ４�２ ２３５�０ 凝灰岩 砥面６面うち１面に条線状の研磨痕有り 他は破断面 Ｐ１覆土中 PL１４２

―６０３―



第５１２図 第２６６９号住居跡・出土遺物実測図

―６０４―



第２６７３号住居跡（第５１３・５１４図）

位置 調査区北東部のＱ５ｊ９区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８０号住居跡を掘り込み，第４６１８～４６２１・４６２３・４６２５～４６２９・４６９７・４７００号土坑に掘り込まれて

いる。

規模と形状 長軸５�３４ｍ，短軸５�０６ｍの方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。壁高は６～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，東壁および西壁を除いた壁際まで踏み固められている。壁下には，幅１６～２９�，深さ８～１６

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。右袖部を第４６１８号土坑に掘り込まれているため，遺存する規模は焚口部か

ら煙道部まで１０５�，袖部幅は１５３�である。袖部は床面とほぼ同じ高さに砂質粘土を主体とする第７～１４層を

積み上げて構築している。火床部は床面を１０�掘りくぼめているが，火を受けた様子は確認されていない。煙

道部は壁外に１５�掘り込まれ，火床部から急に傾斜して立ち上がっている。覆土は第１～６層に分けられ，い

ずれも天井部および袖部の崩落土層に相当する。火床部に直に接していることから廃絶後間もなく崩落してい

る状況を示しており，人為的に破壊されたと想定される。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは９１～９６�である。Ｐ５は深さ６０�で南壁際の中央部に位置し

ていることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第

８層はロームを主体とする貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片４７６点（坏８１，椀１０，高坏１，鉢３，甕類３８１），須恵器片１８点（坏１０，蓋５，甕類３），

石製品２点（紡錘車，剣形模造品），鉄製品１点（刀子）が散在した状態で出土しており，土器はほとんどが

細片である。また混入した土師質土器片１点，灰釉陶器片１点も出土している。８１７は南壁際中央の覆土中層

から出土し，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。８１８は北東部の床面，８１９は竈覆土中，８２０は竈火床部の

覆土中層，Ｑ７７は南西部の床面からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。Ｑ７６は

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量
２ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少

量，焼土ブロック微量
３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化

物・ローム粒子少量
４ 黒 色 炭化物多量，砂質粘土ブロック・ローム粒子中量，

焼土ブロック少量
５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量
６ 暗 灰 黄 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土ブロック中量

７ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック微量
８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック中量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・砂質粘土ブロック中

量，焼土粒子少量
１４ 褐 灰 色 炭化物多量，砂質粘土ブロック中量，焼土ブロッ

ク少量

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少

量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 灰 色 ロームブロック少量
８ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２６６９号住居跡出土遺物観察表（第５１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８１５ 土師器 坏 ［１６�８］ ３�２ ８�０ 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘ
ラ磨き 底部多方向のヘラ削り 床面 ７０％ PL１２６

８１６ 土師器 坏 ［１９�４］ ３�６ ［９�０］ 長石・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラ磨き 床面 ５０％ PL１２６

―６０５―



北西部，Ｍ１４０は南部の覆土下層からそれぞれ出土し，廃絶後間もなく投棄されたものと考えられる。細片の

ため図示できないが，かえりのついた須恵器蓋片も出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀中葉と考えられる。

第５１３図 第２６７３号住居跡・出土遺物実測図

―６０６―



第２６７６号住居跡（第５１５図）

位置 調査区東部のＲ６ａ１区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６０・２６６１・２６７１・２６７７号住居跡を掘り込み，第１５３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５７ｍ，短軸３�１４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１０～３２�で，外傾

して立ち上がっている。

第５１４図 第２６７３号住居跡出土遺物実測図

第２６７３号住居跡出土遺物観察表（第５１３・５１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８１７ 須恵器 坏 － （２�８）［７�６］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 中層 １０％

８１８ 土師器 椀 ［１１�０］（４�９） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面クシ状工具に
よる削り 内面ヘラナデ 床面 １５％

８１９ 土師器 椀 ［１９�２］（７�４） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ナデ 竈覆土中 ２０％

８２０ 須恵器 甕 ［３５�６］（９�５） － 長石・雲母・赤色粒子 灰 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 体部横位の平行叩
き 内面ヘラナデ 竈中層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７６ 紡錘車 （４�７） １�０ （０�７）（１３�７）蛇紋岩 全面研磨 上・側面に鋸歯状の線刻文 二方向からの穿孔 下層 PL１４２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７７ 剣形模造品 ４�０ １�９ ０�５ ５�２ 粘板岩 完形 両面研磨 一方向からの穿孔 孔径０�２� 床面 PL１４４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４０ 刀子 （３�８） ０�７ ０�３ （２�８） 鉄 切先部一部欠損 茎部欠損 両区 断面三角形 下層

―６０７―



床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１５～１７�，深さ６～１６�で，Ｕ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。北西コーナー部と北東部に焼土が堆積している。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６１�，袖部幅１０５�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さに砂質粘土を主体とする第７～１１層を積み上げて構築している。内側は火を受けてわずかに赤変

している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１０�掘り

込まれ，火床部から急に傾斜して立ち上がっている。奥壁には砂質粘土を含む第１４層を貼り付けて補強してい

る。覆土は第１～６層に分けられ，第１～５層は天井部および袖部が東から西へ崩落した土層に相当する。各

層は，焼土や砂質粘土のブロックを含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

第５１５図 第２６７６号住居跡・出土遺物実測図

―６０８―



ピット 深さ１８�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７４１点（坏１７６，椀１０，高台付椀５，高坏１２，甕類５３７，甑１），須恵器片１６点（坏１０，

盤１，高盤１，瓶３，甕類１），土製品１点（支脚），石器１点（砥石）が覆土中層から下層にかけて全面から

出土している。また混入した土師質土器片４点，灰釉陶器片１点も出土している。８２１は北東部の床面から出

土し，覆土中の細片と接合していることから廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 北西コーナー部や北東部に焼土が堆積していることや覆土中の各層に焼土粒子や炭化物・粒子が含まれ

ていることから焼失住居の可能性がある。時期は，７世紀後葉と考えられる第２６７１号住居跡を掘り込んでいる

ことや出土土器から８世紀代と考えられる。

第２６９５号住居跡（第５１６図）

位置 調査区東部のＲ６ｇ５区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２７０３・２７０４号住居跡を掘り込み，第１５０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 東部を第１５０号溝に掘り込まれているため，南北軸２�６６ｍ，東西軸は２�８６ｍだけが確認された。

東西軸の長さから長方形と推定される。主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は６～１４�で，ほぼ直立してい

る。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１５�，深さ２～４�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６４�，袖部幅１１１�である。袖部は床面を

１０�ほど掘りくぼめて第５・６層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第４層を積み上げて構築してい

る。内側は火を受けてわずかに赤変している。火床部は床面を９�掘りくぼめており，火床面は火を受けて赤

変硬化している。煙道部は壁外に１７�掘り込まれ，火床部から階段状に立ち上がっている。覆土は第１～３層

に分けられ，第２層は天井部の崩落土層に相当する。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２ にぶい褐色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ にぶい橙色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
４ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，炭化物・焼土粒子微量
５ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
７ 赤 褐 色 砂質粘土ブロック多量
８ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子多量

９ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物・

ローム粒子少量
１１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１２ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土ブロック少量
１４ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，ロームブ

ロック・炭化物少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
３ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

第２６７６号住居跡出土遺物観察表（第５１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８２１ 土師器 坏 １３�４ ４�０ ５�４ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後磨
き 内面ナデ 底部ヘラ削り 床面 ８０％ PL１２６

―６０９―



竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック・灰少量，炭化粒子微量
４ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

第５１６図 第２６９５号住居跡・出土遺物実測図

―６１０―



覆土 ３層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９４点（坏１４，高坏１，甕類７９），須恵器片２９点（坏１５，高台付坏７，盤５，甕類２），

鉄製品１点（鎌）が出土している。８２２は中央部の床面，８２３は北西コーナー部壁際の覆土下層からそれぞれ出

土している。いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。８２４は竈前，８２５は北壁際東寄りの覆土下層から

それぞれ出土した破片が接合したものであり，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。Ｍ１４１

は中央部北東寄りの床面から出土し，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

� 掘立柱建物跡

第４７３号掘立柱建物跡（第５１７図）

位置 調査区中央部のＲ５ｇ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 Ｐ５～Ｐ８が第２６１９号住居に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向がＮ－５°－Ｅの南北棟である。規模は桁行６�３ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２６�４６�である。柱間寸法は梁行，桁行ともに２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に配置さ

れている。柱穴の配置から，柱筋はほぼ揃っていたと考えられる。

柱穴 １０か所。深さは１４～４９�である。第１～３層が柱抜き取り痕，第４～６層が埋土に相当し，第５層と第

６層を主体として，版築状に突き固められている。

遺物出土状況 土師器片９８点（坏１５，高坏２，甕類８１），須恵器片１７点（坏１１，蓋１，甕類５）が各柱穴から

出土している。８２６はＰ５の埋土から出土している。

所見 台地上には同時期の住居跡群が展開しており，本跡はその南端に単独で存在しており，倉庫としての機

能が想定される。時期は，重複関係から９世紀中葉の第２６１９号住居より古く位置付けられ，出土遺物から８世

紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
６ 明 褐 色 ロームブロック多量

第２６９５号住居跡出土遺物観察表（第５１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８２２ 土師器 坏 ［１１�４］ ３�７ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ 床面 ６５％

８２３ 須恵器 坏 １３�３ ３�４ ８�１ 長石・雲母・礫 黒 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部多方向のヘラ削り 下層 ８０％ PL１２８

８２４ 須恵器 坏 ［１５�０］ ３�６ ［９�６］ 長石・石英・雲母・黒色粒子 褐灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ削り 下層 ３０％

８２５ 須恵器 高台付坏［１４�４］ ５�２ ９�４ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ削り
後高台貼り付け 下層 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４１ 鎌 （１６�６） ３�２ ０�４ （５２�１）鉄 切先部・茎部一部欠損 床面 PL１４６

―６１１―



第５１７図 第４７３号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第４７３号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第５１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８２６ 須恵器 坏 ［１３�０］（３�１） － 石英・雲母 にぶい黄橙色 普通 内・外面ロクロナデ Ｐ５埋土 １０％

―６１２―



第４７４号掘立柱建物跡（第５１８・５１９図）

位置 調査区南部のＳ５ａ２区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ２・Ｐ３が第２６０９号住居跡，Ｐ３が第４１９４号土坑，Ｐ６～Ｐ８が第２６３６号住居跡を掘り込み，Ｐ１

が第４２５７号土坑，Ｐ６・Ｐ７が第２６１７号住居，Ｐ８が第４７７号掘立柱建物のＰ９に掘り込まれている。また，平

面構造が第４７２・４７５号掘立柱建物，第７３号井戸と重複しており，第４７７号掘立柱建物との切り合い関係から最

も古く位置づけられる。

第５１８図 第４７４号掘立柱建物跡実測図�
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規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向がＮ－８２°－Ｅの東西棟である。規模は桁行７�２ｍ，

梁行４�８ｍ，面積は３４�５６�である。柱間寸法は，梁行，桁行ともに２�４ｍ（８尺）を基調とし，柱穴は均等に

配置されており，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。深さ４９～１０９�である。土層は，第１～４層が柱抜き取り痕である。第５～１１層は埋土に相当

し，第６層と第７層を主体として版築状に突き固められている。柱のあたりは各柱穴とも掘り方の底面に明瞭

に認められ，径１９～２７�の円形の範囲が硬化している。

第５１９図 第４７４号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，粘土ブロック・焼

土粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１０ 褐 色 ロームブロック中量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
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遺物出土状況 土師器片３２６点（坏４４，高坏１，甕類２７９，甑２），須恵器片４点（坏２，甕類２），土製品１点

（土玉），鉄滓１点が各柱穴から出土しているが，多くは下層の遺構から混入したものである。

所見 台地上には同時期の住居跡群が展開しており，本跡はその南端に単独で存在していることから，倉庫と

しての機能が想定される。出土遺物からの時期判定は困難であるが，重複関係から８世紀中葉の第２６３６号住居

跡より新しく，９世紀中葉の第４７７号掘立柱建物より古く位置付けられる。また，第４７７号掘立柱建物の前身で

ある９世紀前葉の第４７６号掘立柱建物と近接しているものの，主軸方向が一致していないことから，さらに遡

る時期と推定される。したがって，時期は８世紀後葉と考えられる。

第４８９号掘立柱建物跡（第５２０・５２１図）

位置 調査区東部のＲ６ｅ１区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６９７・２６９８・２７０５号住居跡，第４７２４号土坑を掘り込み，第１５３号溝に掘り込まれている。

第５２０図 第４８９号掘立柱建物跡実測図�
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規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－０°の南北棟である。規模は，桁行６�３ｍ，梁行

４�８ｍで，面積は３０�２４�である。柱間寸法は，桁行２�１ｍ（７尺），梁行２�４ｍ（８尺）を基調とし，均等に配

置されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。深さは５４～６３�である。土層は第１・２・５層が柱痕，第３・４層が柱抜き取り痕に相当し，Ｐ

８～Ｐ１０を除いた柱穴の下半部では柱の形状が比較的良好に残っている。第６～１１層が埋土であり，やや強

く突き固められている。柱のあたりは，各柱穴の底面に明瞭に残っており，径１５�ほどが著しく硬化している。

遺物出土状況 土師器片３８点（坏９，甕２９），須恵器片３点（坏２，蓋１），土製品１点（支脚）がＰ５・Ｐ７・

Ｐ９・Ｐ１０を除いた柱穴から出土しているが，いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。本跡の南西には第４７３号掘立柱建物跡があり，ほぼ

軸線を揃えている。時期は，７世紀前葉と考えられる第２６９８号住居跡を掘り込んでいることや出土した須恵器

蓋の形態から８世紀代と考えられる。

第５２１図 第４８９号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
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４ 平安時代の遺構と遺物

平安時代の竪穴住居跡４１軒，掘立柱建物跡１３棟，土坑１基，柱穴の可能性がある土坑３０基，柵跡１列を確

認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２５９０号住居跡（第５２２・５２３図）

位置 調査区南部のＳ４ｆ９区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６０７号住居跡を掘り込み，第１０２号堀に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸４�５８ｍで，南側は第１０２号堀に掘り込まれており，南北軸は３�２０ｍを確認している。主軸

方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は６～１６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈の周辺が踏み固められている。

竈 北壁中央部のやや東寄りの位置に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３６�，袖部幅９８�で

ある。火床部は床面から８�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６５�

掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。覆土は第１～７層に分けられ，第１層は天井部

表４３ 奈良時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２５９９ Ｒ５ｆ２ Ｎ－３°－Ｅ 方形 ８�４６×８�１３ ７～１１ 平坦 ほぼ全周 ４ １ ４４ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，勾玉，双
孔円板�鉄製紡錘車�火打具 ８世紀中葉以前

２６１３ Ｒ４ｆ９ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ５�２４×４�６８ １０～１６ 平坦 ほぼ全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，刀子 ８世紀中葉

２６２２ Ｒ４ｉ８ Ｎ－４°－Ｅ 長方形 ４�１８×３�１５ ８～９ 平坦 ほぼ全周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，支脚 ８世紀前葉以前

２６３１ Ｒ５ｉ５ Ｎ－８６°－Ｅ 方形 ６�５０×６�４７ ２２～３２ 平坦 全周 ４ １ ５ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，石製
勾玉，双孔円板，刀子，鉄鏃 ８世紀前葉以前

２６３２ Ｒ５ｊ２ Ｎ－０° 方形 ３�５８×３�２６ ６～２０ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，砥石，刀子 ８世紀中～後葉

２６３６ Ｒ５ｊ１ Ｎ－０° ［方形］ ７�８５×（６�８０） ４ 平坦 一部 ２ － － － － 不明 土師器片，須恵
器片 ８世紀代

２６４１ Ｑ６ｈ４ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ４�０５×４�０１ １３～１７ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 ８世紀後葉

２６４２ Ｑ６ｇ４ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ４�１０×３�７４ ８～１２ 平坦 全周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ８世紀中葉

２６５２ Ｑ５ｈ８ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ６�４１×５�６４ １０～２４ 平坦 － ６ １ － 竈１ １ 人為 土師器片，須恵
器片 ８世紀前葉

２６５８ Ｑ６ｇ５ Ｎ－１４°－Ｅ 方形 ３�４７×３�４２ ４～７ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，刀子 ８世紀前半

２６６７ Ｒ６ｄ２ Ｎ－８°－Ｗ 長方形 ４�５６×３�８５ ５０～５４ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，土製紡
錘車，双孔円板，刀子，鉄鏃 ８世紀中葉

２６６８ Ｒ５ｃ３ Ｎ－３°－Ｅ ［方形］ ６�５０×（４�６４） － 平坦 一部 ３ － － － － － 土師器片，須恵器
片，支脚，砥石 ８世紀後半

２６６９ Ｒ５ｃ３ Ｎ－２°－Ｅ 長方形 ５�８０×４�１２ ７～１２ 平坦 － － － － － － 人為 土師器片，須恵
器片 ８世紀前葉

２６７３ Ｑ５ｊ９ Ｎ－１２°－Ｗ 方形 ５�３４×５�０６ ６～１８ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，石製
紡錘車，剣形模造品，刀子 ８世紀中葉

２６７６ Ｒ６ａ１ Ｎ－２°－Ｅ 長方形 ４�５７×３�１４ １０～３２ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，支脚，砥石 ８世紀代

２６９５ Ｒ６ｇ５ Ｎ－２°－Ｅ［長方形］（２�８６）×２�６６ ６～１４ 平坦［全周］ － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，鎌 ８世紀後葉

表４４ 奈良時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模
桁×梁
（ｍ）

面積
（�）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱穴（�）
主な出土遺物

備考
（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

４７３ Ｒ５ｇ４ Ｎ－５°－Ｅ ３×２ ６�３×４�２ ２６�４６ ２�１ ２�１ 側柱 １０ 楕円形 １４～４９ 土師器片，須恵
器片 ８世紀中葉

４７４ Ｓ５ａ２ Ｎ－８２°－Ｅ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�４ 側柱 １０ 隅丸方形
楕円形 ４９～１０９土師器片，須恵器片，土玉 ８世紀後葉

４８９ Ｒ６ｅ１ Ｎ－０° ３×２ ６�３×４�８ ３０�２４ ２�１ ２�４ 側柱 １０ 円形
楕円形 ５４～６３ 土師器片，須恵

器片，支脚 ８世紀代
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の崩落土層に相当する。ローム粒子や炭化粒子，砂質粘土粒子を多く含む人為堆積である。また，第４層中に

は１５�ほどの雲母片岩の角礫が含まれており，袖部の構築材に用いられたものと考えられる。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。長径９７�，短径７９�の楕円形で，深さは５０�である。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。覆土はローム粒子を多く含む人為堆積である。

覆土 ３層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土

粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量

３ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

第５２２図 第２５９０号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片４５１点（坏９５，高台付椀２４，甕類３３２），須恵器片４３点（坏８，高台付坏１，蓋５，甕

類２９），灰釉陶器片３点（瓶類），土製品１点（支脚），鉄滓１点，粘土塊２点が出土しているほか，縄文土器

片１点が流れ込んでいる。８２７・８３４は，貯蔵穴の覆土下層から斜位で出土しており，貯蔵穴を埋め戻す際に廃

棄されたものと考えられる。８２９・８３０・８３２は竈の左袖部際の覆土中層，８３３は竈の覆土下層および北壁際の覆

土下層，DP１２６は北西コーナー部北壁際の覆土下層からそれぞれ出土しており，いずれも廃絶後に投棄された

第５２３図 第２５９０号住居跡出土遺物実測図
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ものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

第２５９１号住居跡（第５２４図）

位置 調査区南部のＳ４ｇ０区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２６２３号住居跡を掘り込み，第１０２号堀，第４２７５・４２７６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０１ｍ，短軸３�４５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は１６～２０�で，ほぼ

直立している。

床 中央部は第１０２号堀の掘り込みによって失われており，確認できた部分ではほぼ平坦で，出入口施設の周

辺が踏み固められている。壁下には，幅８～１４�，深さ５～７�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。煙道部を第４２７６号土坑に掘り込まれており，焚口部から煙道部，壁外への

掘り込みの規模は不明である。袖部幅は９５�である。袖部は，床面を深さ５�ほど掘りくぼめて第１１層を充填

し，砂質粘土を主体とする第９・１０層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さを使用してお

り，火床面は赤変，硬化ともに弱い。覆土は第１～７層に分けられ，第１・４・７層は袖部及び天井部の構築

材，第３・５層は火を受けて赤変した部分の崩落土層に相当している。

ピット 深さ４１�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。含有物が細粒かつ微量であり，周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４０点（坏５６，高台付椀３，皿１，甕類８０），須恵器片３６点（坏２１，甕類１４，瓶類１）

が出土している。８３５・８３６は出入口施設付近の壁溝の覆土中，８３７～８３９は竈の右袖部際の覆土下層からそれぞ

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
５ 灰 赤 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック中量，ローム粒

子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

７ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
９ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１０ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

３ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第２５９０号住居跡出土遺物観察表（第５２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８２７ 土師器 坏 １１�１ ３�７ ４�３ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後二方向の手持ちヘラ削り 貯蔵穴下層 ８５％ PL１３０

８２８ 土師器 坏 ［１１�０］ ３�２ ６�８ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ
磨き 底部回転ヘラ切り後不定方向の手持ちヘラ削り 竈覆土中 ４５％

８２９ 土師器 高台付椀［１２�８］（４�２） － 長石・石英 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 竈中層 ３０％

８３０ 土師器 高台付椀［１４�２］ ５�５ ７�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り 内面ヘ
ラ磨き 底部回転ヘラ切り後ナデ 高台貼り付け 竈中層 ５０％

８３１ 土師器 高台付椀［１５�０］（５�１） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り 内面ヘ

ラ磨き 底部回転ヘラ切り後ナデ 高台貼り付け 覆土中 ４０％

８３２ 土師器 足高高
台付椀 － （７�７）［１２�４］長石・石英 にぶい黄橙 普通 高台部内・外面ロクロナデ 竈中層 ２５％

８３３ 土師器 甕 ［２２�０］３０�０ ［６�０］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 竈下層 ４０％

８３４ 土師器 甕 ［１８�８］（７�７） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 指頭痕 貯蔵穴下層 １０％

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２６ 支脚 （９�１） ４�４ （５�２）（２５２�４）土（長石・石英・雲母） 下部欠損 ナデ 指頭痕 にぶい橙色 下層

―６２０―



れ出土しており，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉以前と考えられる。

第５２４図 第２５９１号住居跡・出土遺物実測図

―６２１―



第２５９３号住居跡（第５２５・５２６図）

位置 調査区南部のＳ５ｆ３区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１０２号堀，第４１６４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸４�５８ｍで，南側は第１０２号堀に掘り込まれており，南北軸は３�８６ｍを確認している。主軸

方向はＮ－２０°－Ｗである。壁高は１５～２２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈の前面が踏み固められている。東西の壁下には，幅１３～１５�，深さ６～７�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９７�，袖部幅１００�である。火床部は床面

から２�ほどくぼんでおり，ほぼ同じ高さを使用している。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は

壁外に５８�掘り込まれ，火床部から階段状に立ち上がっている。覆土は第１～５層に分けられる。全体的にロー

ムや焼土，砂質粘土の粒子を多く含む人為堆積である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ５５�で，南壁の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考え

られる。Ｐ２は深さ１９�で，竈の前面に位置している。上屋を支える補助的な柱穴，または作業台などに伴う

柱穴の可能性が考えられる。

覆土 ６層に分けられる。含有物が細粒かつ微量であり，周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２０５点（坏７７，高台付椀２，高台付皿１，甕類１２５），須恵器片８１点（坏３１，高台付坏

２，蓋６，盤１，高盤２，甕類３９），灰釉陶器片１０点（瓶類），石器１点（砥石），石製品１点（双孔円板），鉄

滓１点，粘土塊１点が出土している。８４１は竈の焚口部付近，８４２は北東コーナー部，８４５は北西部，Ｑ７８は中

央部の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に遺棄されていたものと考えられる。８４６・８４７は竈の覆土下層

から破片の状態で出土しており，同一個体と考えられる。

所見 時期は，出土遺物から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒

子微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘土ブロック・
ローム粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
５ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第２５９１号住居跡出土遺物観察表（第５２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８３５ 土師器 坏 ［１５�２］ ５�２ ６�０ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り 内
面ヘラ磨き 底部回転ヘラ削り 壁溝覆土中 ８０％

８３６ 土師器 坏 － （１�７）［５�６］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ
磨き 底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 壁溝覆土中 １０％

８３７ 土師器 坏 － （３�２）［７�８］ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り 内面ヘ
ラ磨き 底部ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 下層 １０％

８３８ 土師器 高台付椀 － （４�０）［７�４］ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後
ナデ 高台貼り付け 下層 ３５％

８３９ 土師器 高台付椀 － （２�６）［８�０］ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き 底部回転
ヘラ切り後ナデ 高台貼り付け 下層 １５％

８４０ 土師器 皿 ［１２�８］（１�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

―６２２―



第５２５図 第２５９３号住居跡・出土遺物実測図

―６２３―



第２６０２号住居跡（第５２７図）

位置 調査区南部のＳ４ｉ８区，標高２１�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第９４号堀，第４１７６・４１７７・４１７８号土坑に掘り込まれている。また，耕作と造成による削平によって，

南半部は床面がほとんど露出した状態で検出されている。

規模と形状 東西軸３�６９ｍ，南北軸５�８３ｍを確認している。主軸方向はＮ－１６°－Ｅである。壁高は１２�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側が踏み固められている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは３４～５１�である。

覆土 単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

第５２６図 第２５９３号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第２５９３号住居跡出土遺物観察表（第５２５・５２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８４１ 土師器 坏 － （４�５） ７�０ 長石・石英 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 床面 ７０％

８４２ 土師器 坏 ［１４�４］（４�８） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 床面 ５％

８４３ 須恵器 坏 － （１�９）［７�８］ 石英・雲母 灰黄 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 覆土中 ２０％

８４４ 須恵器 盤 － （２�４）［１１�２］長石・石英・雲母 灰白 良好 体部内・外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り
底部高台貼り付け 覆土中 ５％

８４５ 灰釉陶器 長頸瓶 － （１６�５） － 長石 灰白 良好 体部内・外面ロクロナデ 床面 ３５％

８４６ 土師器 大形甕［３４�８］（５�８） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈下層 ５％

８４７ 土師器 大形甕 － （１０�６） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 頸部外面ヘラ磨き 体
部内・外面ヘラナデ 竈下層 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７８ 双孔円板 ２�５ ０�３ ０�１９ （３�３） 滑石 一部欠損 両面研磨 一方向からの穿孔 再穿孔 床面

―６２４―



遺物出土状況 土師器片１点（甕類），須恵器片３点（坏１，甕類２），土製品１点（土馬）が出土している。

DP１２７は，Ｐ２の抜き取り痕の覆土上層から横位で出土しており，抜き取り痕を埋め戻した最終段階で埋置さ

れたものと考えられる。

所見 土馬は縮小化の傾向がみられ，脚部や騎人像の表現が簡略化していることから，９世紀後半のものと考

えられ，本跡の時期もほぼ同時期と考えられる。

第２６０４号住居跡（第５２８・５２９図）

位置 調査区南部のＳ４ｅ０区，標高２２�５ｍほど台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６０３号住居跡を掘り込み，第２６１５号住居，第４１９３・４１９７・４４０１・４４３８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５６ｍ，短軸４�１６ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は１９～３２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈の前面を含む中央部が踏み固められている。

竈 ２か所。竈１は東壁中央部のやや南寄りの位置に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１２１�，

第５２７図 第２６０２号住居跡・出土遺物実測図

第２６０２号住居跡出土遺物観察表（第５２７図）

番号 器種 長さ 幅 高さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２７ 土馬 （７�１）（４�５） ７�９ （１０７�６） 土（長石・石英・雲母） ナデ Ｐ２上層 PL１３８

―６２５―



袖部幅１１３�である。火床部は床面とほぼ同じ高さを使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に８０�掘り込まれており，奥壁で外傾して立ち上がっている。覆土は第１～５層に分けられ，第

３～５層は袖部及び天井部の崩落土層に相当する。これらの層は火床部と直に接しており，廃絶後間もなく崩

落している状況を示している。竈２は北壁中央部に付設されている。第２６１５号住居に掘り込まれているため遺

存状態は悪く，袖部は基部の粘土範囲がわずかに認められる程度である。規模は焚口部から煙道部まで１１２�，

袖部幅１０８�である。火床部は床面から６�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変しているが，硬化は

弱い。煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，火床部から階段状に立ち上がっている。覆土は単一層で，堆積状況は

不明である。
竈１土層解説
１ 黒 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量

４ 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
５ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

竈２土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第５２８図 第２６０４号住居跡実測図

―６２６―



ピット Ｐ１は深さ２４�で，南壁側の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積がみられる人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５４０点（坏１９８，高台付椀３９，甕類３０３），須恵器片１０９点（坏１７，高台付坏４，蓋１，

高盤１，鉢３，甕類８２，甑１），鉄製品１点（紡錘車），銅製品１点（巡方）が出土している。８４８はＰ１の埋

土中層から押しつぶされた状態で出土している。８５３・８５８は覆土上層，８４９・８５０・８５５・Ｍ１４３は覆土中層，８５７・

Ｍ１４２は覆土下層からそれぞれ出土しており，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

第５２９図 第２６０４号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ にぶい褐色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

―６２７―



所見 北側と東側に２か所の竈を確認している。竈２の遺存状態が悪いため，新旧関係は不明であるが，竈１

は堆積状況から廃絶時に伴うものと考えられ，竈２は同時に機能したか，先行するものと推定される。時期は，

出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第２６０５号住居跡（第５３０～５３２図）

位置 調査区南部のＳ５ｇ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２６０６号住居跡を掘り込み，第１０２号堀に掘り込まれている。

規模と形状 一辺３�３６ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は７２�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，各コーナー部付近を除いて踏み固められている。壁下には，幅１０～１３�，深さ８～１０�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで８５�，袖部幅１１８�である。袖部は床面を深

さ２１�掘りくぼめて第１２層を充填し，その上部に白色粘土を主体とする第８・９層を積み上げて構築している。

火床部は床面から７�ほどくぼんでおり，火床面は赤変，硬化ともに弱い。煙道部は壁外に５２�掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。奥壁には白色粘土ブロックを含む第１０・１１層を厚く貼り付けて補強し

ている。覆土は第１～７層に分けられ，第２・４層は袖部及び天井部の構築材，第６層は火を受けて赤変した

部分の崩落土層に相当する。全体的に焼土や白色粘土の粒子を含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黄 褐 色 白色粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ にぶい褐色 白色粘土粒子多量，焼土粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 明 赤 褐 色 焼土粒子・白色粘土粒子中量，炭化物少量

７ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・白色粘土粒子少量
８ にぶい黄色 白色粘土ブロック多量，炭化粒子微量
９ 黄 褐 色 白色粘土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１０ にぶい黄褐色 白色粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック

微量
１１ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量
１２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第２６０４号住居跡出土遺物観察表（第５２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８４８ 土師器 坏 １２�６ ４�２ ７�８ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り
底部回転ヘラ切り Ｐ１中層 ７５％ PL１３０

８４９ 土師器 坏 ［１２�２］ ３�６ ５�８ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 中層 ６０％

８５０ 土師器 坏 ［１５�０］（４�０） － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り 中層 ２５％

８５１ 土師器 坏 － （１�９） － 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き 覆土中 ５％ 体部墨
書「クヵ」

８５２ 土師器 高台付椀［１７�０］（５�６） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部外面・体部内面ヘラ磨き 下端回転ヘラ
削り 覆土中 ２０％

８５３ 土師器 高台付椀 － （２�２）［９�０］ 長石・石英 橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ削り後高台貼
り付け 上層 １５％

８５４ 土師器 高台付椀 － （２�４）［８�０］ 長石・石英 にぶい黄褐 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ削り後高台貼
り付け 覆土中 ２０％

８５５ 土師器 高台付椀 － （２�９）［８�８］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部回
転ヘラ削り後高台貼り付け 中層 ３５％

８５６ 灰釉陶器 長頸瓶 － （３�４） － 長石・石英 灰 良好 頸部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

８５７ 土師器 甕 ［２１�６］（４�９） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 ５％

８５８ 土師器 甕 ［２２�６］（６�９） － 長石・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部外面横ナデ 体部内面ヘラ磨き 上層 ５％

８５９ 土師器 小形甕［１５�８］（８�３） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 覆土中 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４２ 紡錘車 （１７�４） ４�１ ０�２～
０�５ （２３�１）鉄 軸部断面方形 端部欠損 下層 PL１４５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４３ 巡方 （１�２） ２�２ ０�１７ （１�２） 銅 裏金具 長軸１�８�の垂孔有 鋲二本残存 中層 PL１４７

―６２８―



ピット Ｐ１は深さ１５�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。ローム粒子や白色粘土粒子を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９３点（坏５１，鉢１９，甕類１２２，甑１），須恵器片２４１点（坏４０，高台付坏２１，蓋３，盤

３，高盤１，瓶類１３，鉢４２，甕類１１７，甑１），土製品２点（土玉，紡錘車），石製品１点（紡錘車），鉄滓１点

が出土している。８６３・８６５は火床部の煙道部寄りの位置から重ねられた状態で逆位で出土しており，支脚に転

用されている。８６０～８６２・８６６・８６８・８７１は竈の覆土中・下層からまとまって出土している。いずれも原位置

を保っていないため，廃絶時に廃棄されたものと考えられるが，一部は支脚の補強材として用いられていた可

能性がある。８６７は北壁際の床面と竈の覆土中層から出土した破片が接合している。８６４は北壁際の床面から出

土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子少量，白色粘土粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子・白色粘土粒子少量，ローム粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第５３０図 第２６０５号住居跡実測図

―６２９―



第５３１図 第２６０５号住居跡出土遺物実測図�

―６３０―



第５３２図 第２６０５号住居跡出土遺物実測図�

第２６０５号住居跡出土遺物観察表（第５３１・５３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８６０ 須恵器 坏 ［１４�８］ ４�７ ［８�２］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 竈下層 １０％

８６１ 須恵器 坏 ［１２�６］ ４�５ ［５�８］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 中層 １５％

８６２ 須恵器 坏 １３�２ ４�２ ５�８ 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 竈下層 ６０％

８６３ 須恵器 坏 １３�１ ４�４ ６�５ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後ナデ 竈火床部 ９５％ 支脚

転用 PL１２９

８６４ 須恵器 高台付坏［１４�６］ ５�６ ［８�０］ 長石・石英・雲母 灰褐 不良 体部内・外面ロクロナデ 高台貼り付け 床面 ４０％

８６５ 須恵器 高台付坏 １４�５ ５�５ ７�４ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 不良 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り 底
部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 高台貼り付け 竈火床部 ８５％ 支脚

転用 PL１２９

８６６ 須恵器 鉢 ［２５�４］（１１�８） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面格子状叩

き 下位手持ちヘラ削り 竈下層 １５％

８６７ 須恵器 鉢 － （８�０）［１６�８］長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面格子状叩き 下位手持ちヘラ削り 底
部網代痕 竈中層・床面 ３５％

８６８ 須恵器 鉢 － （９�０）［１５�０］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面格子状叩き 下位手持ちヘラ削り 底
部網代痕 竈下層 ３５％

８６９ 須恵器 鉢 － （１１�１）１４�０ 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面格子状叩き 下位手持ちヘラ削り 底
部網代痕 覆土中 ４０％

８７０ 須恵器 短頸壺［７�６］（４�１） － 長石・石英 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

８７１ 土師器 甕 ［２２�０］（６�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈下層 ５％

８７２ 須恵器 甕 ［２４�４］（６�２） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面格子状叩き 覆土中 ５％

―６３１―



第２６０８号住居跡（第５３３・５３４図）

位置 調査区南部のＳ５ｃ３区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２５９４・２６０９号住居跡，第４７２号掘立柱建物跡を掘り込み，第４１８０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�８２ｍ，短軸３�７４ｍの方形で，主軸方向はＮ－８８°－Ｅである。壁高は６～３３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈の周辺から中央部が踏み固められているが，硬化は弱い。

竈 東壁中央部に付設されている。第４１８０号土坑に掘り込まれており，煙道部の一部が遺存するのみである。

壁外への掘り込みは８１�で，奥壁には補強のための粘土が貼り付けられている。

覆土 ３層に分けられる。ロームブロックは壁際から中央部に向かって細粒化しており，周囲から流入した堆

積状況を示した自然堆積である。

第５３３図 第２６０８号住居跡実測図

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２８ 土玉 ２�０ １�７ ０�４ ６�５ 土（長石・石英・赤色粒子） ナデ 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４０

DP１２９ 紡錘車 ４�４ ２�７ ０�７ ５４�４ 土（長石・石英） 側面ヘラ磨き 二方向からの穿孔 覆土中 PL１３９

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ７９ 紡錘車 （３�８）（１�１） ０�７ （１５�２）粘板岩 上部欠損 全面研磨 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４２

―６３２―



遺物出土状況 土師器片２１６点（坏４０，高台付坏４，甕類１７１，甑１），須恵器片１１５点（坏３３，蓋７，高盤１，

甕類７３，甑１）が出土している。遺物は，覆土下層から出土しており，出土位置が壁際に集中する傾向がみら

れることから，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半以前と考えられる。

第２６１０号住居跡（第５３５図）

位置 調査区中央部のＲ５ｆ２区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２５９９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�０８ｍ，短軸３�０３ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は８�で，外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。第２５９９号住居跡の覆土を掘り込んだ底面を床として利用しており，硬化は弱く，硬化面

の範囲は不明瞭である。

第５３４図 第２６０８号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量

３ 極 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第２６０８号住居跡出土遺物観察表（第５３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８７３ 土師器 坏 － （１�６） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き 覆土中 ５％ 体部墨
書「入ヵ」

８７４ 土師器 坏 － （２�２） － 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き 覆土中 ５％ 体部墨
書「丈ヵ」

８７５ 土師器 高台付椀 １４�９ ５�３ ６�４ 長石・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ８５％ PL１３２

８７６ 土師器 高台付椀［１５�６］（５�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ３０％

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP３９ 須恵器 甕 － （４�４） － 長石・石英 黄灰 良好 体部外面同心円文叩き 内面ナデ 覆土中

TP４０ 須恵器 甕 － （２�６） － 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部外面同心円文叩き 内面ナデ 覆土中

TP４１ 須恵器 甕 － （２�３） － 長石・石英・雲母 黄灰 良好 体部外面同心円文叩き 内面ナデ 覆土中

TP４２ 須恵器 甕 － （３�７） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面同心円文叩き 内面ナデ 覆土中
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覆土 単一層で，ロームや粘土のブロックを多く含む人為堆積である。

ピット ２か所。主柱穴で，深さは２５～４７�である。

遺物出土状況 土師器片５５点（坏７，高台付坏２，鉢１，甕類４５），須恵器片１４点（坏６，蓋３，甕類４，甑

１），灰釉陶器片２点（瓶類），鉄製品１点（釘），粘土塊１点が出土している。８７７・８７８は，いずれも細片で

あり，覆土中から出土していることから，埋没過程で流入したものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉以前と考えられる。

第２６１１号住居跡（第５３６・５３７図）

位置 調査区中央部のＲ５ｈ２区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４２３５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�００ｍ，短軸２�８０ｍの方形で，主軸方向はＮ－９５°－Ｅである。壁高は１３～１６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈の前面が踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８７�，袖部幅８６�である。袖部は遺存状態

が悪く，一部に灰褐色の粘土が認められるが，大半は地山を掘り残した基部が露出した状態である。火床部は

床面から５�ほど掘りくぼめた部分を使用しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は奥壁で外傾して立

第５３５図 第２６１０号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量

第２６１０号住居跡出土遺物観察表（第５３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８７７ 須恵器 蓋 ［１７�６］（２�０） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 覆土中 １０％

８７８ 灰釉陶器 長頸瓶［１３�３］（１�８） － 長石・石英 灰オリーブ 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％
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ち上がっている。覆土は第１～３層に分けられ，第３層は，袖部あるいは天井部の被熱部が崩落したものと考

えられる。各層とも含有物を多く含んでおり，人為堆積の状況を示している。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１１～２２�である。Ｐ５は深さ４８�で，竈の袖際に位置するこ

とから，竈に付属する施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ１８�，Ｐ７は深さ３０�で性格は不明である。

覆土 ３層に分けられる。全体的にロームブロック等を多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３７９点（坏１５，高台付坏１，小皿５８，甕類３０５），須恵器片８５点（坏３５，蓋１，甕類４９），

灰釉陶器片４点（椀２，瓶類２），土製品１点（小玉），鉄滓１点，粘土塊１点が出土している。８８０は西側と

南側の床面に散在して，８７９は竈の煙道部の覆土下層から破砕された状態で，DP１３０は，北壁際の覆土下層か

ら出土している。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 灰 褐 色 焼土ブロック多量，粘土ブロック中量
４ 浅 黄 橙 色 焼土粒子多量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第５３６図 第２６１１号住居跡実測図
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第２６１５号住居跡（第５３８・５３９図）

位置 調査区南部のＳ５ｄ１区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６０４号住居跡，第４７８号掘立柱建物跡を掘り込み，第４１８３・４４０１・４４３８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�９４ｍ，短軸３�８６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は１２～３０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈の前面から中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで１３４�，袖部幅１４２�である。袖部は地山を掘

り残して基部としている。火床部は床面とほぼ同じ高さを使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。煙道部は壁外に８３�掘り込まれ，奥壁が外傾して立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられ，第６

層は袖部及び天井部の崩落土層に相当する。各層中にブロック状の堆積がみられる人為堆積である。

第５３７図 第２６１１号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量

第２６１１号住居跡出土遺物観察表（第５３７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８７９ 土師器 坏 ［１５�２］ ４�７ ［６�６］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り痕 竈下層 ２５％

８８０ 土師器 甕 － （１９�６）［１７�０］長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ナデ 底部板目痕 床面 １５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３０ 小玉 １�１ １�１ ０�２ １�６ 土（長石・石英・赤色粒子） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１４０
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ピット Ｐ１は深さ５７�で，南壁際の中央部に位置していることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。周囲から流入した状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片３１６点（坏１０７，高台付椀２０，甕類１８９），須恵器片９３点（坏１１，蓋２，盤１，高盤１，

瓶類１，甕類７６，甑１），灰釉陶器片２点（瓶類），土製品１点（紡錘車），鉄製品１点（鏃），鉄滓５点，粘土

塊１点が出土しているほか，石器３点（石核，剥片，磨石）が流れ込んでいる。８８５は火床部，Ｍ１４４は北西コー

ナー部，８８１は北東コーナー部付近，８８２・DP１３１は南西側の床面からそれぞれ出土している。８８２はほぼ完形

で，正位で出土していることから，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前葉と考えられる。

５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子微量
７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量

８ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

４ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ 明 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒

子少量

第５３８図 第２６１５号住居跡実測図
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第５３９図 第２６１５号住居跡出土遺物実測図

第２６１５号竪穴住居跡出土遺物観察表（第５３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８８１ 土師器 坏 ［１３�４］（３�４） － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き 床面 １５％

８８２ 土師器 高台付椀［１３�５］ ５�６ ６�７ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り 内面
ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後ナデ 床面 ７０％

８８３ 土師器 甕 ［１９�０］（６�６） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈中層 ５％

８８４ 土師器 甕 ［２１�４］（５�６） － 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 覆土中 ５％

８８５ 土師器 甑 － （１３�５）［１２�４］長石・石英 橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 底部内面ヘ
ラ削り ５孔式ヵ 竈火床面 １５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３１ 紡錘車 （７�４） １�８ （０�９）（３７�１）土（長石・石英） 断面半円形 側面ヘラ削り 一方向からの穿孔 床面 PL１３９
刻書「�」

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４４ 鏃 （７�２） １�２ ０�４ （７�９） 鉄 刃・茎部端部欠損 長三角形式 両丸造 台状関 床面
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第２６１６号住居跡（第５４０図）

位置 調査区南部のＳ４ｂ９区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第７３号方形竪穴遺構，第４１８８号土坑に掘り込まれている。また，耕作などによる削平を受けている

ため，床面の西側が失われており，中央部はほとんど露出した状態で検出されている。

規模と形状 南北軸３�６５ｍ，東西軸は２�５０ｍを確認している。主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は１０�で，

外傾している。

床 ほぼ平坦で，竈の前面から南側へ広がる帯状の範囲が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８１�，袖部幅１１１�，壁外への掘り込み３１

�を確認している。火床部は床面から７�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化している。覆土は

第１～５層に分けられ，各層は焼土や砂質粘土のブロックを含む人為堆積である。

覆土 ３層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は明確でないが，含有物が微量であることから自然堆積と

考えられる。

遺物出土状況 土師器片１２６点（坏３１，甕類９５），須恵器片２９点（坏１３，甕類１６）が出土している。土師器坏は，

内面に黒色処理が施されたものが主体であるが，いずれも細片である。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉以前と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
３ 極暗赤褐色 炭化物中量，焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量

第５４０図 第２６１６号住居跡実測図
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第２６１７号住居跡（第５４１図）

位置 調査区南部のＳ５ａ１区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６３６号住居跡，第４７４～４７７号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�９４ｍ，短軸２�８０ｍの方形で，主軸方向はＮ－８７°－Ｅである。壁高は２～１０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 東壁中央部のやや北寄りの位置に付設されている。火床面がほとんど露出した状態で確認され，煙道部の

立ち上がりや覆土の状況は不明である。規模は，焚口部から煙道部まで１１３�，袖部幅１２３�を確認している。

袖部は，床面を２６�ほど掘りくぼめて，砂質粘土を主体とした第４・５層を積み上げた後，第３層を充填して

火床部としている。火床部は床面から２�ほどくぼむ程度で，ほぼ平坦であり，火床面は赤変硬化している。

煙道部は壁外への掘り込みが１８�である。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは１６～１７�である。Ｐ３は深さ３９�で，西壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４は深さ２３�で，北西コーナー部に位置してお

り，補助的な柱穴と考えられるが明確でない。

覆土 ６層に分けられる。ロームや砂質粘土のブロックを含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

第５４１図 第２６１７号住居跡実測図
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遺物出土状況 縄文土器片１点，土師器片９８点（坏９，甕類８８，甑１），須恵器片２５点（坏１３，高盤１，甕類

１０，甑１）が出土しているが，いずれも細片で，埋没過程で流入したものである。

所見 本跡の北方６�５ｍに位置する第２６１１号住居跡，北東２８�５ｍに位置する第２６８２号住居跡は，いずれも東竈

であり，規模や主軸方向が近似していることから，同時期に機能した可能性が高い。したがって，時期は，第

２６１１・２６８２号住居跡の年代観から，１１世紀前葉と考えられる。

第２６１８号住居跡（第５４２・５４３図）

位置 調査区南部のＳ５ａ４区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６０１・２６３５号住居跡を掘り込み，第４７５号掘立柱建物，第４２５７号土坑，第２１号柵に掘り込まれて

いる。

第５４２図 第２６１８号住居跡実測図
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規模と形状 長軸６�０ｍ，短軸５�２５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は１５～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１７～１８�，深さ４～９�，Ｕ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４０�，袖部幅１４７�である。袖部は床面を

２６�ほど掘りくぼめ，第１７・１８層を盛り上げて袖部の基部を作り，その上部に砂質粘土を主体とする第１４～１６

第５４３図 第２６１８号住居跡・出土遺物実測図
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層を積み上げて構築している。火床部は床面から８�ほどくぼんでおり，火床面は赤変硬化している。上部に

は第１０層の灰層が７�の厚さで堆積している。煙道部は緩やかに彎曲して立ち上がっており，奥壁は袖部と同

じ砂質粘土で補強されている。覆土は，第１～１０層に分けられ，第２層が天井部の崩落土層に相当する。

ピット ２か所。主柱穴で，深さは１８～３８�である。

覆土 ６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９０９点（坏１２３，高坏６，鉢３，甕類７６４，甑１３），須恵器片２０８点（坏７０，高台付坏１，

盤２，蓋３７，高盤２，甕類９２，甑４），灰釉陶器片１点（瓶類），石製品１点（管玉），鉄製品２点（不明），粘

土塊１点のほか，石器２点（剥片）が流れ込んでいる。８８６・８８８・８８９は覆土下層，８８７は覆土上層から，中央

部に散在した状態でそれぞれ出土しており，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉以前と考えられる。

第２６１９号住居跡（第５４４・５４５図）

位置 調査区中央部のＲ５ｇ４区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４７３号掘立柱建物跡を掘り込み，第７４号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�７５ｍ，短軸３�４０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は１０～１４�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，竈周辺を含む中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで１００�，袖部幅１１５�である。火床部は床面から１５�

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，

砂質粘土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少

量，炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
７ 灰 赤 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
８ にぶい赤褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子少

量，炭化粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

１０ 灰 褐 色 灰多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子少量
１６ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子微量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量

５ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・ローム粒
子微量

６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第２６１８号住居跡出土遺物観察表（第５４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８８６ 須恵器 坏 ［１２�６］ ４�５ ［６�０］ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ 下層 ３０％

８８７ 須恵器 高盤 － （９�８）［１３�０］長石・石英 黄灰 普通 脚部内・外面ロクロナデ 脚柱部内面ナデ 二
方向の透かし孔 上層 １５％

８８８ 土師器 鉢 ［１２�８］（９�８） － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ４０％

８８９ 土師器 甕 ［２７�２］（３２�２） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 下層 ３５％

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４３ 須恵器 甕 － （５�０） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面同心円文叩き 内面ナデ 覆土中

TP４４ 須恵器 甕 － （３�４） － 長石・雲母 灰黄 普通 体部外面同心円文叩き 内面ナデ 覆土中
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ほどくぼんでおり，火床面が赤変硬化し，焚口から５８�の位置に支脚が据えられている。煙道部は奥壁で急に

立ち上がっている。覆土は３層に分層され，焼土や炭化物を多く含む人為堆積である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ２４�で，中央部に単独で位置しており，主柱穴と考えられる。Ｐ２は深さ３１�で，

南壁際の中央部に位置していることから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。各層とも炭化物やロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３７８点（坏２５，高坏１，甕類３５２），須恵器片１１０点（坏２７，蓋６，鉢１６，甕類６１），土

製品１点（支脚），石製品２点（臼玉，双孔円板），鉄滓１点が出土している。８９１は床面に散在した状態で出

土している。また，８９３は竈の左袖部際，Ｑ８０は中央部の南側，Ｑ８１は中央部の南西側の床面，８９０は北東部の

覆土下層，８９２は竈の煙道部の覆土中層からそれぞれ出土している。出土土器はいずれも破片であり，廃絶時

に遺棄されたものが破砕したか，廃絶直後に投棄された可能性が考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物・粘土粒子微量
３ 灰 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第５４４図 第２６１９号住居跡実測図
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所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第５４５図 第２６１９号住居跡出土遺物実測図

第２６１９号住居跡出土遺物観察表（第５４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９０ 土師器 坏 ［１３�１］（３�７） － 長石・石英 にぶい褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削り 下層 ５％

８９１ 須恵器 鉢 ［２８�６］１８�６ １６�４ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面格子状叩き 下
位手持ちヘラ削り 内面ナデ 指頭痕 底部網代痕 床面 ５５％ PL１２９

８９２ 土師器 甕 ［２１�８］（１３�７） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 竈中層 ２０％

８９３ 土師器 甑 ［２４�８］（６�０） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 指頭痕
内面ヘラナデ 床面 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８０ 臼玉 ０�５ ０�３ ０�２ ０�２ 滑石 円筒状 両面研磨 一方向からの穿孔 床面 PL１４４

Ｑ８１ 双孔円板 ２�４ ０�３ ０�１９ ２�９ 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 床面 PL１４４
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第２６２０号住居跡（第５４６・５４７図）

位置 調査区南部のＳ５ｇ１区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１０２号堀に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�９０ｍ，短軸３�５０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は５～１５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側が踏み固められている。北東コーナー部の一部を除く壁下には，幅１４～１５�，

深さ５～９�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は，北壁中央部に付設されている。煙道部を第１０２号堀に掘り込まれており，袖部幅１０６�を

確認している。火床部は床面から１３�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化している。覆土は第１

～３層に分けられ，全体的に焼土ブロックや砂質粘土粒子含む人為堆積である。竈２は，東壁南寄りに付設さ

れている。焚口はＰ２に掘り込まれており，また，袖部もほとんど遺存していない。火床部は床面から９�ほ

どくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４７�掘り込まれ，奥壁が外傾して立

ち上がっている。竈は，主柱穴の位置や袖部の遺存状態から，竈２から竈１へ作り替えられている。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１５～５２�である。Ｐ５は深さ２５�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ１５�で，南東コーナー部に位置してい

る。竈２の機能時に伴う主柱穴と考えられ，竈の作り替えの際に，Ｐ２へ移設されたと推定される。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長径８０�，短径５５�の楕円形で，深さは４３�である。底面は皿状で，

南側の中位に階段状のテラス面をもち，その他の壁は外傾して立ち上がっている。覆土は土層の締まりが強い

人為堆積である。

覆土 １１層に分けられる。上層に粒径の大きいロームブロックを含み，複雑な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４４７点（坏１７８，高台付椀１７，甕類２５２），須恵器片９５点（坏６９，蓋３，高盤２，甕類２１），

土製品１点（土玉），石器２点（砥石），石製品１点（双孔円板），鉄製品２点（鋤先１，鏃ヵ１），粘土塊２点

が出土している。８９８は竈２の覆土中と貯蔵穴の底面から出土した破片が接合しており，竈２と貯蔵穴が同時

に廃絶した可能性が考えられる。DP１３２も貯蔵穴のテラス面上から出土しており，貯蔵穴の廃絶時に遺棄され

たものと考えられる。Ｍ１４６は北西側，Ｑ８４は東壁際の覆土上層，８９７は中央部の覆土中層，８９５はＰ２の覆土

上層，８９４は東側の壁溝の覆土中，Ｍ１４５は竈の覆土上層，８９６は竈の覆土下層からそれぞれ出土しており，い

竈１土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量

竈２土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

５ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

７ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
８ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 炭化粒子少量，砂質粘土ブロック・焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
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ずれも廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第５４６図 第２６２０号住居跡・出土遺物実測図

―６４７―



第５４７図 第２６２０号住居跡出土遺物実測図

第２６２０号住居跡出土遺物観察表（第５４６・５４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９４ 土師器 坏 ［１５�６］（６�０） － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部外面・体部内面ヘラ磨き 外面下端回転
ヘラ削り 壁溝覆土中 ３５％

８９５ 土師器 坏 ［１４�０］ ３�９ ［６�０］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り 内
面ヘラ磨き Ｐ２上層 ３０％

８９６ 須恵器 坏 １３�６ ４�３ ５�６ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 竈下層 １００％PL１３０

８９７ 須恵器 坏 １３�６ ４�１ ６�１ 長石・石英 灰黄 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 中層 ９５％ PL１３０

８９８ 土師器 高台付椀 １６�３ ６�６ ６�０ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部外面・体部内面ヘラ磨き 外面下端手持ちヘ
ラ削り 底部回転ヘラ切り後ナデ 高台貼り付け

貯蔵穴底面
竈２覆土中 ８０％ PL１３０

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３２ 土玉 １�６ １�３ ０�２５ ３�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 貯蔵穴底面 PL１４０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８２ 砥石 ７�２ ４�３ １�８ １１２�１ 凝灰岩 砥面４面 断面長方形 上層

Ｑ８３ 砥石 （７�８） ３�７ ３�４（１１３�１）凝灰岩 端部欠損 砥面８面 断面六角形 上層 PL１４２

―６４８―



第２６２１号住居跡（第５４８・５４９図）

位置 調査区中央部のＲ４ｊ０区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第９３号堀，第４１９６・４２４０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸３�８６ｍで，西側は第９３号堀に掘り込まれており，東西軸は３�６４ｍを確認している。主軸方

向はＮ－０°である。壁高は２５～４５�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側が踏み固められている。壁下には，幅１６～１８�，深さ７～９�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４７�，袖部幅１５６�である。袖部は床面を

２５�ほど掘りくぼめて第１７層を充填し，砂質粘土を含む第１３～１６層を積み上げて構築している。火床部は床面

から１３�ほどくぼんでおり，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれており，火床面から

緩やかに立ち上がっている。奥壁には袖部と同じ第１６層を貼り付けて補強している。覆土は第１～１１層に分け

られ，第２層が天井部の崩落土層に相当する。各層は煙道部側から流入した自然堆積の状況を示しており，そ

の上部に天井部が崩落していることから，住居の廃絶後，竈は一定期間放置された状態であったと推定される。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ１２～２１�で，位置と形状から主柱穴に相当する。Ｐ５は深さ２５�で，南側

中央部の壁際に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２３�で，Ｐ５を掘

り込んでおり，抜き取り痕と考えられる。

覆土 ７層に分けられる。下層にみられる含有物は，壁や竈の崩落土層に相当し，上層では細粒かつ微量であ

ることから自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５１７点（坏５３，皿３，高坏２，甕類４５８，甑１），須恵器片１６４点（坏７４，蓋２，盤７，

鉢８，甕類７２，甑１），灰釉陶器片１点（瓶類），石器１点（砥石），鉄製品１点（刀子）が出土している。９００・

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・灰微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 極暗赤褐色 焼土粒子少量，炭化物・砂質粘土粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

１２ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

ローム粒子微量
１４ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・

焼土粒子微量
１５ 極暗赤褐色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化

粒子微量
１７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

５ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８４ 双孔円板（２�１） ０�３ ０�２１ （１�８） 滑石 一部欠損 両面研磨 一方向からの穿孔 上層 PL１４４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４５ 鋤先 ９�９ （８�１）０�７～１�０ （５０�１）鉄 Ｕ字状 断面Ｙ字状 身（着装部）の差込式 １部欠損 竈上層 PL１４６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４６ 鏃ヵ （１０�８） １�１ ０�４ （２３�２）鉄 刃部欠損 断面長方形 棒状 上層

―６４９―



９０３・Ｑ８５は南壁際の床面に散在した状態で出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。８９９・９０５

は覆土下層から出土しており，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第５４８図 第２６２１号住居跡・出土遺物実測図

―６５０―



第２６２３号住居跡（第５５０・５５１図）

位置 調査区南部のＳ４ｆ０区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２５９１号住居，第１０２号堀，第４２７５・４２７６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東西軸は６�２２ｍで，南半部は第１０２号堀に掘り込まれており，南北軸は３�６０ｍを確認している。

主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は１２～４４�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１０～１２�，深さ７～１０�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

第５４９図 第２６２１号住居跡出土遺物実測図

第２６２１号住居跡出土遺物観察表（第５４８・５４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８９９ 須恵器 坏 ［１３�９］ ４�１ ［６�９］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部外面下端手持ちヘラ
削り 底部回転ヘラ切り後多方向の手持ちヘラ削り 下層 ３５％

９００ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�３ ［６�０］ 長石・石英・雲母 黒 不良 体部内・外面ロクロナデ 体部外面下端手持ちヘラ
削り 底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 床面 ４５％

９０１ 土師器 皿 ［１４�８］（１�２） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き 覆土中 ５％

９０２ 土師器 皿 ［１６�２］（１�３） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き 覆土中 ５％

９０３ 須恵器 鉢 ［３０�６］（１４�２） － 石英・雲母 灰黄 良好 体部外面縦位平行叩き 体部内面当て具痕 床面 １５％

９０４ 土師器 甕 ［２２�２］（９�８） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 竈覆土中 １０％

９０５ 土師器 小形甕［９�７］（４�２） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８５ 砥石 ２８�３ １６�２ ８�０ ５１８０�４ 砂岩 砥面４面 断面隅丸長方形 床面

―６５１―



竈 北壁中央部のやや東寄りの位置に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８３�，袖部幅１０２�で

ある。火床部は床面から４�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３０�

掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～７層に分けられ，全体的にロームや焼土の

粒子を含む人為堆積である。

覆土 ７層に分けられる。第５層は天井部および袖部の構築材である砂質粘土粒子を多く含んでおり，北側か

ら押し出されるように，竈の前面に広がっている。各層ともローム粒子を含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４ にぶい黄褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

５ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第５５０図 第２６２３号住居跡実測図

―６５２―



遺物出土状況 土師器片６４１点（坏１３５，高台付椀８，甕類４９８），須恵器片１０７点（坏４７，高台付坏１，蓋２，

鉢１，瓶類６，甕類５０）が出土している。９０６～９０８は北西部の覆土中から出土しており，廃絶後に投棄された

ものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉以前と考えられる。

第２６２６号住居跡（第５５２・５５３図）

位置 調査区中央部のＲ４ａ０区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６２８号住居跡を掘り込み，第７４号方形竪穴遺構，第５１・５３号地下式壙，第４３３１～４３３３号土坑に掘

り込まれている。

規模と形状 長軸５�９６ｍ，短軸５�３７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は４～２８�で，各壁

とも外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈周辺を含む主柱穴の内側が踏み固められている。壁下には，幅１４～２８�，深さ３～７�で

浅いＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。竈の北半分を第５１号地下式壙に掘り込まれており，煙道部の規模や形状は

不明である。袖部は幅１３８�で，床面を２６�ほど掘りくぼめて，第１２～１６層を充填し，その上部に粘土粒子を

含む第７～１１層を積み上げて構築している。火床部は床面から８�ほどくぼんでおり，火床面は赤変硬化して

いる。覆土は第１～５層に分けられ，全体的にロームや焼土，粘土の粒子を含む人為堆積である。

第５５１図 第２６２３号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

４ 灰 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子中量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック・粘土粒子微量

第２６２３号住居跡出土遺物観察表（第５５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９０６ 土師器 坏 － （２�８）［６�０］ 長石・石英 灰褐 普通 体部外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ
磨き 底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 覆土中 １５％

９０７ 土師器 坏 ［１３�２］ ３�５ ［５�６］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り 覆土中 １０％

９０８ 土師器 高台付椀 － （２�９）［８�６］ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中 ２０％

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４５ 須恵器 鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 不良 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面横位平行
叩き 内面ナデ 覆土中

TP４６ 須恵器 甕 － （２�４） － 長石・石英 灰 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 頸部外面波状文 覆土中

―６５３―



７ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
８ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量
９ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１２ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

１３ 灰 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物・ローム粒
子微量

１４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
１６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

第５５２図 第２６２６号住居跡実測図

―６５４―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５９～７９�である。Ｐ５は深さは４６�で，南壁際中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。各ピットとも柱の抜き取り痕が認められる。

第５５３図 第２６２６号住居跡出土遺物実測図

―６５５―



貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１は北東コーナー部に位置し，長径１２１�，短径９９�の楕円形で，深さは２４�である。

底面は平坦で，壁は外傾している。貯蔵穴２は北西コーナー部に位置し，長軸１０７�，短軸９６�，深さ２１�であ

る。底面は皿状で，壁は彎曲して立ち上がっている。覆土はともに不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

覆土 ５層に分けられる。層中にブロック状の堆積がみられる人為堆積である。また，中央部ではほぼ水平な

堆積状況が認められ，締まりも強いことから，土を均して，踏み固めながら埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片５４５点（坏４４，高坏１，鉢１，甕類４９９），須恵器片２６８点（坏１６７，蓋１６，盤１２，高盤

１，鉢２，甕類６７，瓶類２，甑１），灰釉陶器片３点（瓶類），土製品１点（紡錘車），鉄製品５点（刀子１，

鏃１，鎌１，釘２）が覆土上層から中層を中心に出土している。いずれも破片で，出土位置は東半部や壁際に

偏る傾向がみられることから，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉以前と考えられる。

第２６２７号住居跡（第５５４～５５６図）

位置 調査区中央部のＲ４ｄ９区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６２８・２６２９号住居跡を掘り込み，第１５５号溝に掘り込まれている。また，耕作などの撹乱や削平

のため遺存状態は悪く，西半部分は床面が露出した状態で検出されている。

貯蔵穴１土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック微量

貯蔵穴２土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２６２６号住居跡出土遺物観察表（第５５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９０９ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�２ ［８�３］ 長石・石英 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ 上層 １５％

９１０ 須恵器 坏 ［１２�５］ ３�９ ［７�４］ 長石・石英・雲母 黒 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ 中層 １５％

９１１ 須恵器 高台付皿［１２�６］ ３�１ ［７�４］ 長石 灰黄 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 壁溝覆土中 ４０％

９１２ 須恵器 盤 ［１９�６］（３�２） － 長石・雲母 灰黄 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 覆土中 １０％

９１３ 須恵器 盤 － （２�０） １３�０ 長石・石英 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 下層 ７０％ 硯転用

９１４ 須恵器 蓋 ［１９�６］（２�４） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り 下層 ２０％

９１５ 須恵器 蓋 － （２�４） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り後摘貼り付け つ
まみ径２�６� つまみ高１�１� 上層 １５％

９１６ 土師器 甕 ［１４�４］（７�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 下層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３３ 紡錘車 ４�６ ２�３ １�０ ４８�４ 土（長石・石英） ヘラ磨き 二方向からの穿孔 床面 PL１３９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１４７ 刀子 （１０�８） １�５ ０�４～
０�５ （１３�５）鉄 刃部一部欠損 断面三角形 下層

Ｍ１４８ 鏃 （６�２）（２�３） ０�５７（１２�０）鉄 刃部・頸部一部欠損 三角形式 両鎬造 上層

Ｍ１４９ 鎌 （５�１）（３�４） ０�２ （１８�５）鉄 刃部欠損 片関 床面 PL１４６

Ｍ１５０ 釘 （３�６） ０�７ ０�５ （２�９） 鉄 端部欠損 頭部円形 断面方形 床面

―６５６―



第５５４図 第２６２７号住居跡実測図�

―６５７―



規模と形状 長軸６�９４ｍ，短軸約６�８０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｅである。壁は最も残りが良い東側

で壁高３２�であり，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１５３�，袖部幅は１５７�である。袖部は床面

を３０�ほど掘りくぼめて第１６～２２層を充填し，その上部に粘性の強い第１３・１４層を積み上げて構築している。

火床部は床面から１７�くぼんでおり，火床面は赤変硬化している。上部には第１１層の灰層が堆積しており，層

厚は４�である。煙道部は壁外への掘り込みが１２�で，奥壁で外傾して立ち上がっている。奥壁は粘土粒子を

含む第１５層を貼り付けて補強している。覆土は第１～１０層に分けられ，第４・５層は袖部や天井部の構築材と

その火を受けて赤変した部分の崩落土層に相当する。全体的に不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３１～８９�であり，柱痕が住居の壁側に寄った位置に認められ

る。Ｐ５は深さ３０�で，南側中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。ロームブロックを含む人為堆積であり，北側から埋め戻された堆積状況を示してい

る。

遺物出土状況 土師器片７２３点（坏４３，高台付坏６，高坏２，甕類６７２），須恵器片６９９点（坏３６７，高台付坏６，

蓋５７，盤１６，高盤３，鉢２５，壺４，甕類２１４，甑７），緑釉陶器片１点（瓶類），灰釉陶器片４点（椀１，瓶類

３），石製品２点（紡錘車，双孔円板），鉄製品２点（釘，不明）が出土している。９２２は中央部，９１９・９２０・

９２７は北東部，９２３・９２６は東側の床面からそれぞれ出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第５５５図 第２６２７号住居跡実測図�

竈土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，粘土粒子微量
５ にぶい褐色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子・粘土粒子微量
７ にぶい褐色 粘土粒子少量，焼土粒子微量
８ にぶい赤褐色 焼土ブロック・粘土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，粘土粒子微量
１１ にぶい褐色 灰多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量
１３ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

１４ にぶい褐色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１５ 灰 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子

微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
１８ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
１９ 灰 褐 色 焼土粒子少量
２０ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量
２１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６ 灰 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

―６５８―



第５５６図 第２６２７号住居跡出土遺物実測図

―６５９―



第２６３０号住居跡（第５５７図）

位置 調査区中央部のＲ５ｉ４区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６３１・２６３５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�２０ｍ，短軸２�８４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は５～７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。耕作などによる撹乱や削平により遺存状態は悪く，火床面がほぼ露出した

状態で確認され，袖部の構築方法や煙道部，覆土の堆積状況は不明瞭である。確認できた規模は，焚口から煙

道部まで６３�，袖部幅６５�，壁外への掘り込み１９�である。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は赤変し

ているが，硬化は弱い。

ピット 深さ２４�で，南側の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片１２９点（坏１１，甕類１１８），須恵器片１８点（坏１１，蓋１，甕類６），灰釉陶器片２（瓶類）

が出土している。いずれも覆土中から細片で出土しており，廃絶後の埋没過程で投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉以前と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

第２６２７号住居跡出土遺物観察表（第５５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９１７ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�６ ６�５ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ
削り 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ 覆土中 ３５％

９１８ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�３ ［６�２］ 長石 灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ
削り 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ 覆土中 ３５％

９１９ 須恵器 坏 ［１２�８］ ４�４ ５�３ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ
削り 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ 床面 ５５％ PL１３０

９２０ 須恵器 坏 ［１２�４］ ４�１ ５�８ 長石・石英 黄灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部下端手持ちヘラ
削り 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラナデ 床面 ５５％ PL１３０

９２１ 須恵器 高台付坏 － （３�２）［８�０］ 長石・石英 灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 下層 ２０％

９２２ 土師器 高台付椀［１１�２］ ５�１ ７�５ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ５０％

９２３ 須恵器 蓋 － （３�０） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 良好 天井部左回りの回転ヘラ削り後つまみ貼り付け
つまみ径２�６� つまみ高１�１� 床面 ２０％

９２４ 須恵器 鉢 ［２９�４］（１６�５） － 長石・石英・雲母 黒褐 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面格子状叩
き 下位手持ちヘラ削り 上層 １５％

９２５ 須恵器 短頸壺［７�４］［８�９］［５�８］ 長石・石英 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 下端回転ヘラ削り
底部糸切り痕 覆土中 １０％ PL１３０

９２６ 灰釉陶器 長頸瓶 － （６�５）［８�４］ 長石・石英 黄灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラナデ 高台貼り付け 床面 ３０％

９２７ 土師器 小形甕［１３�２］（４�８） － 長石・石英 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 ５％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８６ 紡錘車 ４�１ ２�１ ０�７ ４５�７ 滑石 両面研磨 床面 PL１４２

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８７ 双孔円板（２�９） ０�５ ０�１９ （６�４） 滑石 両面研磨 一方向からの穿孔 覆土中 PL１４４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５１ 釘 （８�９） １�０ ０�５ （１３�５）鉄 端部欠損 頭部折り返し 断面方形 上層

―６６０―



第２６３３号住居跡（第５５８図）

位置 調査区中央部のＲ５ｈ１区，標高２３�０ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第９３号堀，第４２２３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸は４�５８ｍで，東西軸は３�１５ｍを確認している。東壁の方向はＮ－１０°－Ｅで，壁高は１０～

１２�でほぼ直立している。

床 確認した部分ではほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。

ピット ３か所。Ｐ１は深さ６４�，Ｐ２は深さ２６�で，位置と形状から主柱穴に相当する。Ｐ３は深さ２４�で，

性格は不明である。

覆土 ５層に分けられる。層中にロームや暗褐色土をブロック状に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１３０（坏９，高台付椀２，小皿３，甕類１１６），須恵器片２０点（坏８，高台付坏２，蓋

２，甕類８），灰釉陶器片２点（瓶類），石器３点（砥石），粘土塊１点が出土している。土師器片には体部内

面にヘラ磨きと黒色処理が施された高台付椀や小皿が含まれるが，細片のため図示できなかった。

所見 時期は，出土土器から１１世紀代と考えられる。

第５５７図 第２６３０号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

４ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 明 褐 色 暗褐色土ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・

炭化粒子微量

第２６３０号住居跡出土遺物観察表（第５５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９２８ 須恵器 坏 ［１４�０］（２�３） － 長石・石英・雲母 褐灰 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 覆土中 ５％

―６６１―



第２６４４号住居跡（第５５９図）

位置 調査区北部のＱ５ｈ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４０号住居跡を掘り込み，第４８４号掘立柱建物，第４４６８・４４７３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０２ｍ，短軸３�６３ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は２～４�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。西壁と南および北壁の一部の壁下には，幅２０～２１�，深さ６

～１２�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０３�である。袖部は左側のみ遺存してお

り，砂質粘土で構築している。火床部は床面を１２�掘りくぼめており，火床面は火を受けてやや赤変している。

煙道部は壁外に５１�掘り込まれ，火床部から急に傾斜して立ち上がっている。覆土は第１～４層に分けられ，

第１層は天井部の崩落土層に相当する。

ピット 深さ２５�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ２層に分けられる。覆土が薄いため堆積状況は不明であり，第２層は壁溝の覆土である。

遺物出土状況 土師器片６２点（坏１４，甕類４８），須恵器片１２点（坏８，盤１，蓋１，甕類２）が出土している。

第５５８図 第２６３３号住居跡実測図

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量
２ 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子微量

３ にぶい赤褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

―６６２―



覆土が薄いため遺物のほとんどが細片であり，出土量も少ない。９２９は南東部の床面から出土し，廃絶時に遺

棄されたものと考えられる。また，竈の覆土中から縦位の平行叩きを施した須恵器甕の体部片も出土している。

所見 出土土器が細片のため時期判断は困難であるが，７世紀後葉と考えられる第２６４０号住居跡を掘り込んで

いることや，出土土器から９世紀前葉以降と考えられる。

第２６４５号住居跡（第５６０・５６１図）

位置 調査区中央部のＲ５ａ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４６号住居，第４４６９・４４７５号土坑に掘り込まれている。

第５５９図 第２６４４号住居跡・出土遺物実測図

第２６４４号住居跡出土遺物観察表（第５５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９２９ 須恵器 盤 － （２�２）［１１�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 灰 良好 ロクロ成形 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 １０％

―６６３―



第５６０図 第２６４５号住居跡実測図

―６６４―



規模と形状 長軸５�２６ｍ，短軸５�０２ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は８～２１�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。西壁の一部を除いた壁下には，幅１５～３７�，深さ８～２０�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，遺存している袖部幅は１４４�である。

袖部は地山を掘り残して基部とし，第６・７層を積み上げて構築している。火床部は床面を５�掘りくぼめて

いる。煙道部は壁外に１５�掘り込まれ，火床部から階段状に傾斜して立ち上がっている。

ピット １３か所。Ｐ１～Ｐ６は主柱穴で，深さは３３～５５�であり，Ｐ２・Ｐ５は棟持柱の可能性が考えられる。

Ｐ７は深さ３６�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。Ｐ８～Ｐ１３の性格は不明である。

覆土 ３層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３８４点（坏５４，高台付椀１，甕類３２８，甑１），須恵器片２７３点（坏１５９，高台付坏１，盤

３，蓋１６，甕類９０，甑４），灰釉陶器片２点（瓶類），石器１点（砥石），鉄製品２点（刀子）が覆土中層から

下層にかけて全面から出土している。また，混入した土師質土器片２点も出土している。９３０は北西部，９３１は

南西部の壁際，Ｑ８８は南東部壁際の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと

考えられる。Ｍ１５２は覆土中から出土した破片が接合したものであり，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

第５６１図 第２６４５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・粘土
粒子微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

―６６５―



所見 時期は，９世紀後葉と考えられる第２６４６号住居に掘り込まれていることや，出土土器から９世紀中葉と

考えられる。

第２６４６号住居跡（第５６２図）

位置 調査区中央部のＲ５ａ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４５号住居跡を掘り込み，第４４７０・４４９１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１０ｍ，短軸３�６０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は１０～１４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南西部を第４４９１号土坑に掘り込まれているが，南壁と西壁の

壁下には，幅１７～２８�，深さ９～１７�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。南東コーナー部に焼土が堆

積し，その周囲から炭が検出され，焼失住居と考えられる。

竈 北壁中央部に付設されている。中央部から煙道部を第４４７０号土坑に掘り込まれているため，焚口部から煙

道部までの規模は不明である。袖部幅は９２�である。第１～６層は掘り方の土層である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ２２�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設

に伴うピットと考えられる。Ｐ２は深さ１８�で，性格不明である。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを多く含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１００点（坏４２，高台付椀４，甕類５３，手捏土器１），須恵器片４０点（坏１１，高台付坏２，

甕類２７），鉄製品２点（刀子，鏃）のほか，鉄滓３点が散在した状態で出土しており，ほとんどの遺物が細片

である。９３２は北東部の壁際，９３３は南部の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄された

ものと考えられる。Ｍ１５３は北部中央の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所見 南東コーナー部に焼土と炭の広がりが確認でき，覆土第１・２層には焼土ブロックや炭化物が含まれて

いることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，粘土ブロック・ローム粒子・焼土

粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・粘
土ブロック微量

６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量

第２６４５号住居跡出土遺物観察表（第５６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３０ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�１ ６�２ 長石・石英・雲母 褐灰 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 下層 ５０％

９３１ 須恵器 坏 １３�２ ４�１ ６�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 下層 ８０％ PL１２８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８８ 砥石 ７�１ ３�６ ３�４ １１３�１ 凝灰岩 堤砥石 一方向からの穿孔 孔径０�５� 砥面４面の１面に条線
状の研磨痕 下層 PL１４２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５２ 刀子 （１３�０） １�５ ０�３ （１４�０）鉄 切先部欠損 両区 断面三角形 覆土中 PL１４５

―６６６―



第５６２図 第２６４６号住居跡・出土遺物実測図

第２６４６号住居跡出土遺物観察表（第５６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３２ 土師器 坏 － （１�８） ７�５ 長石・雲母・赤色粒子 橙 黒 普通 ロクロ成形 体部下端手持ちヘラ削り 内面ナ
デ 底部回転ヘラ削り 下層 ５０％

９３３ 土師器 高台付椀 － （２�３） ７�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 底部回転

ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５３ 刀子 （１０�８） １�０ ０�４ （１２�２）鉄 切先部・茎部一部欠損 両区 断面三角形 下層 PL１４５

―６６７―



第２６４７号住居跡（第５６３・５６４図）

位置 調査区中央部のＲ５ｅ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４４９０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�７６ｍ，短軸２�４０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は２�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。東壁は撹乱を受けており，西壁は第４４９０号土坑に掘り込まれ

ているため明らかではないが，壁下には幅１２�，深さ５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。左袖部を第４４９０号土坑に掘り込まれているため，遺存する規模は焚口部か

ら煙道部まで４７�，袖部幅は１２４�である。袖部は砂質粘土で構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，

火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜し，奥壁で

ほぼ直立している。覆土は６層に分けられ，第２・４層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。

ピット 深さ１８�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積であり，住居の廃絶後間もなく埋め戻されたと

考えられる。

遺物出土状況 土師器片２７点（坏２，甕類２５），須恵器片９点（坏７，瓶１，甕類１）が北西部の覆土下層を

中心に出土している。９３４は北東コーナー部の覆土中層，９３５は北東部の床面からそれぞれ出土し，いずれも廃

竈土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
２ 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

５ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒子・
砂質粘土粒子微量

６ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

第５６３図 第２６４７号住居跡実測図
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絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第２６４８号住居跡（第５６５図）

位置 調査区中央部のＲ５ｃ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４９号住居跡，第４９１号掘立柱建物跡，第４５０５・４５４９号土坑を掘り込み，第４５１５号土坑に掘り込

まれている。

規模と形状 長軸３�１０ｍ，短軸２�５０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。壁高は２０～２３�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。踏み固められた様子はない。

竈 北壁中央部に付設されている。中央部から煙道部を第４５１５号土坑に掘り込まれているが，火床面までは達

していない。規模は，焚口部から煙道部まで１３２�である。袖部は両方とも遺存しない。火床部は床面とほぼ

同じ高さで，火床面は火を受けた様子は確認できない。煙道部は壁外に９２�掘り込まれ，火床部から急に傾斜

して立ち上がっている。覆土は第１～７層に分けられ第１・６・７層は，天井部が西側から崩落した土層に相

当する。

第５６４図 第２６４７号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒

子微量

第２６４７号住居跡出土遺物観察表（第５６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３４ 土師器 坏 ［１５�６］ ５�４ ７�２ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘ

ラ磨き 底部多方向のヘラ削り 中層 ７０％ PL１３０・
１３７ 墨書「�」

９３５ 須恵器 坏 １２�５ ４�４ ５�７ 長石・石英・雲
母・小礫 にぶい褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 床面 １００％PL１３０
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覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２８０点（坏５６，椀１，高台付椀３，高坏３，甕２１７），須恵器片２６点（坏１５，蓋１，高

盤２，甕８），鉄製品３点（鏃），石製品１点（硯）のほか，鉄滓２点が北東部から中央部の覆土中層から下層

に集中して出土しているが，いずれも細片である。また，混入した土師質土器片３点も出土している。TP４７

は北東部の覆土上層，Ｍ１５４は北壁西寄りの覆土中層から出土し，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 出土土器が細片であるため土器による時期判断は困難であるが，７世紀前葉と考えられる第２６４９号住居

跡を掘り込んでいることや，土師器椀の形態から９世紀後葉以降と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
８ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・炭化物・焼

土粒子微量

第５６５図 第２６４８号住居跡・出土遺物実測図

―６７０―



第２６５４号住居跡（第５６６・５６７図）

位置 調査区北東部のＱ５ｈ８区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６５２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�５７ｍ，短軸２�５８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は６～８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北東・南東コーナー部を除いた壁際まで踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９１�，袖部幅８２�である。火床部は床面を

６�掘りくぼめており，わずかに赤変している。煙道部は壁外に４４�掘り込まれている。

竈土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量

第５６６図 第２６５４号住居跡実測図

第２６４８号住居跡出土遺物観察表（第５６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４７ 須恵器 甕 － （５�５） － 長石・石英・雲母 褐灰 良好 体部格子状の叩き 上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５４ 鏃 （１２�３） １�１ ０�９ （３４�４）鉄 茎部一部欠損 断面方形 中層

―６７１―



覆土 ３層に分けられる。各層にローム粒子，焼土粒子，炭化粒子を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆

積である。

遺物出土状況 土師器片４６点（坏８，高台付椀３，甕類３５），須恵器片１４点（坏７，盤３，蓋１，甕類３）の

ほか，鉄滓４点が出土している。ほとんどが細片であり，出土量も少ない。９３６・９３７はそれぞれ中央部の床面

から出土した破片が接合したものであり，いずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２６５５号住居跡（第５６８図）

位置 調査区中央部のＲ５ｂ２区，標高２３�０ｍほどの平坦な

台地上に位置している。

重複関係 第２６５６・２６６８号住居跡を掘り込み，第９３号堀，第

４４９９・４５２８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 大部分を第９３号堀に掘り込まれているため，遺

存する部分はわずかであり，規模は南北軸は４�７０ｍ，東西軸

は０�８０ｍだけが確認された。主軸方向はＮ－９°－Ｅで，方

形または長方形と推定される。壁高は１０�で，ほぼ直立して

いる。

床 ほぼ平坦であるが，踏み固められた様子は確認されない。

遺物出土状況 遺存する部分はわずかであり，覆土も薄いた

め，遺物は出土していない。

所見 大部分を第９３号堀に掘り込まれているため遺存する部

分はわずかであり，出土土器が確認されていないため時期判

断は困難であるが，９世紀前葉と考えられる第２６５６号住居跡

を掘り込んでいることから，９世紀前葉以降と考えられる。

第５６８図 第２６５５号住居跡実測図

第５６７図 第２６５４号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土

粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２６５４号住居跡出土遺物観察表（第５６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３６ 土師器 高台付椀 － （２�３）［７�６］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 赤褐 普通 ロクロ成形 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り
後高台貼り付け 床面 ２０％

９３７ 須恵器 盤 ［１６�０］ ４�０ ［９�０］ 長石・石英・雲母・黒色粒子 灰 普通 ロクロ成形 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ５０％
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第２６５６号住居跡（第５６９・５７０図）

位置 調査区中央部のＲ５ｃ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６８・２６６９号住居跡，第４５８２・４５８３号土坑を掘り込み，第２６５５・２６５９号住居，第９３号堀，第４５０９・

４５１１～４５１３号土坑ほか１８基の土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西部を第２６５９号住居に掘り込まれているため，規模は南北軸７�６８ｍ，東西軸は６�６０ｍだけが確認

された。主軸方向はＮ－１°－Ｗで方形と推定される。壁高は１０～１６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であるが，踏み固められた様子は確認されていない。東および南壁の一部には，幅２０～２２�，深

さ６～９�でＵ字状の断面を呈する壁溝が確認できる。

竈 北壁中央部に付設されている。焚口部を第４６３８号土坑，左袖部を第２６５５号住居，第４５８９号土坑に掘り込ま

れているため，遺存する規模は焚口部から煙道部まで１１７�，袖部幅は１４８�である。袖部は砂質粘土を積み上

げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に６�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜し，奥壁でほぼ直立している。覆土は第１～１０層に分けられ，

第４・５層は天井部の崩落土層に相当する。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ５は主柱穴で，深さは１７～４４�である。Ｐ６は深さ４２�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７は深さ２２�で，Ｐ２とＰ５の中間に位置して

いることから支柱穴と考えられる。Ｐ８は深さ４３�で，Ｐ３のすぐ東側に位置しているが，性格は明らかでは

ない。

覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第７・

８層はＰ２の覆土である。

遺物出土状況 土師器片２４６点（坏２７，高坏１，甕類２１８），須恵器片４０点（坏１１，蓋１４，甕類１５），石器・石製

品２点（砥石，双孔円板）が覆土上層から下層にかけて散在した状態で出土している。９３８は東壁際の覆土下

層，９４０は北西部の覆土中からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。９３９はＰ３の

覆土中から出土し，ピットの埋没する過程で流れ込んだものと考えられる。Ｑ８９は中央部の床面から出土し，

廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 灰 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
３ 灰 褐 色 砂多量，焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒

子微量
４ 褐 色 砂多量，焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化

粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・砂中量，粘土ブロック少量，炭化粒子

微量

６ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子少量
８ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 砂多量，焼土粒子・炭化粒子中量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・砂微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第５６９図 第２６５６住居跡実測図
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第２６５９号住居跡（第５７１・５７２図）

位置 調査区中央部のＲ５ｄ２区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６５６・２６６８・２６６９号住居跡を掘り込み，第９３号堀，第４５６３・４５６５号土坑に掘り込まれている。

第５７０図 第２６５６号住居跡・出土遺物実測図

第２６５６号住居跡出土遺物観察表（第５７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９３８ 土師器 高坏 － （６�２） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 脚部外面ヘラ削り後ナデ 内面ヘラ削り 下層 ２０％

９３９ 須恵器 蓋 ［１１�６］（２�５） － 長石・石英 灰 良好 ロクロ成形 天井部回転ヘラ削り Ｐ３覆土中 １０％

９４０ 土師器 甕 ［２０�２］（２�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 覆土中 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８９ 砥石 ５�１ ８�７ ４�２ １３９�６ 凝灰岩 砥面１面 他は破断面 床面

Ｑ９０ 双孔円板（３�３）（１�６） ０�６ （４�３） 滑石 孔径０�１～０�３� 覆土中

―６７５―



規模と形状 西側の大部分を第９３号堀に掘り込まれているため，南北軸４�７２ｍ，東西軸は２�２３ｍだけが確認さ

れた。主軸方向はＮ－３°－Ｗで方形または長方形と推定される。壁高は８～１８�で，外傾して立ち上がって

いる。

床 ほぼ平坦で，南部が踏み固められている。南東部を第４５６３号土坑に掘り込まれているため全容は明らかで

はないが，壁下には幅１４～１６�，深さ６～１５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは３４�・２８�である。Ｐ３は深さ２８�で，南壁際の中央部に位

置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ２層に分けられる。各層にロームブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２２点（坏８，甕類１４），須恵器片２７点（坏３，蓋２，甕類２２），灰釉陶器片１点（椀）

が北東部の覆土下層を中心に出土しているが，層厚が薄いため出土量は少ない。９４１は東壁際北寄りの覆土下

層，９４２はＰ１の覆土上層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第５７１図 第２６５９号住居跡実測図
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第２６６４号住居跡（第５７３図）

位置 調査区北東部のＱ６ｈ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６５・２６７２号住居，第４６４１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西側の大部分を第２６６５・２６７２号住居に掘り込まれているため，遺存する部分はわずかである。規

模は，南北軸は３�４４ｍ，東西軸は３�０７ｍだけが確認された。主軸方向はＮ－８８°－Ｅで，方形または長方形と

推定される。壁高は３～４�で，緩やかに外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，東壁際が踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。焚口部を第２６７２号住居に掘り込まれ，また右袖部も撹乱を受けているため，

焚口部から煙道部，袖部幅は不明である。袖部は砂質粘土を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ同

じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。また火床部の東側には支脚が南北に２か所据えられている。

煙道部は壁外に４６�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜し，奥壁でほぼ直立している。覆土は第１～６層に

分けられ，第１・２・４層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。各層は，ロームや焼土のブロックを含

む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５点（坏３，高台付椀３，高台付皿１，甕類８），須恵器片４点（坏２，甕類１，円

面硯１），土製品２点（支脚）が出土している。覆土が薄いためいずれも細片で出土量も少ない。９４３・９４４は

竈火床部の覆土中層から下層にかけてそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第５７２図 第２６５９号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黄 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少

量・炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，砂質粘土ブロック少量，ロー

ムブロック微量
３ オリーブ黒色 炭化物多量，灰中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量

４ にぶい橙色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化物微量

５ にぶい黄橙色 焼土ブロック少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
７ にぶい褐色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第２６５９号住居跡出土遺物観察表（第５７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９４１ 灰釉陶器 椀 ［１５�０］（３�５） － 長石・黒色粒子 灰白 普通 ロクロ成形 体部内面灰釉塗り掛 下層 １５％

９４２ 須恵器 甕 ［３３�０］（７�１） － 長石・石英・雲母 灰 普通 口辺部内・外面ロクロナデ 体部縦位の平行叩
き 内面ヘラナデ 指頭痕 Ｐ１上層 １０％
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第２６６５号住居跡（第５７４～５７８図）

位置 調査区北東部のＱ６ｈ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６２・２６６４号住居跡を掘り込み，第２６７２号住居，第４６８５・４６８８号土坑に掘り込まれている。なお，

本跡は床と竈がそれぞれ作り替えられており，その対応関係を把握するため，竈２と貯蔵穴及び覆土の土層解

説を一括して記載している。

規模と形状 長軸７�０５ｍ，短軸６�７７ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は２５～２７�で，ほぼ直

第５７３図 第２６６４号住居跡・出土遺物実測図

第２６６４号住居跡出土遺物観察表（第５７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９４３ 土師器 高台付皿 １３�８ （２�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 体部外面ヘラ書き 竈中・下層 ７０％ PL１３１・１３７

刻書「田ヵ」

９４４ 須恵器 円面硯［１７�４］（２�５） － 長石・赤色粒子 黄灰 良好 ロクロ整形 竈中・下層 １０％
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立している。

床 ４面確認されている。廃絶時の床（第４次床面）は，ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。壁下に

は幅２８～４０�，深さ１０～１２�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。第３次床面以下では，出入口部から

竈側へ緩やかに傾斜しており，第１次床面では１５�ほどの高低差がある。第３次床面は竈２の焚口部付近，第

２次床面は西半部，第１次床面は竈２の前面にそれぞれ認められる。各床の構築土は，第５・１３・１８・２５層に

相当する。各層は黒色土と砂質粘土ブロックが互層をなし，それぞれ３～１０層に細分され，版築状に突き固め

られている。また，第１次床面の構築土を除去した段階で，中央部と南側に第２６層の焼土層を確認しており，

径６０�ほどの範囲が火を受けて赤変硬化している。

竈 ２か所。竈１は北壁の東寄りに付設されている。煙道部は撹乱を受けているため，焚口から煙道部までの

規模は不明である。袖部幅は５１�で，砂質粘土を主体とする第２層で構築している。火床部は赤変，硬化とも

に弱い。覆土は単一層で砂質粘土ブロックを多く含む人為堆積である。竈２は北壁中央部に付設されている。

規模は，焚口部から煙道部まで１６７�，袖部幅１４１�である。袖部は砂質粘土を主体とする第２７層を積み上げて

構築している。火床面は第１２・１７・２４層の３面を確認しており，第１～３次床面に伴うものと考えられる。第

２・３次床面段階では２～１０�ほど高く，第１次床面段階では７�ほどくぼんでいる。火床面の上部には第１１・

１６・２２層の灰層が堆積しており，層厚は第１１層が６�，第１６層が４�，第２２層が１１�である。第２次床面段階

の焚口部には竈から掻き出された炭化物や灰を含む第１５層が堆積している。火床部はいずれも火を受けて赤変

硬化しており，赤変の範囲は煙道部まで広がっている。煙道部は壁外に８４�掘り込まれており，火床部から緩

やかに傾斜して立ち上がっている。覆土は第６～８層で，焼土や砂質粘土のブロックを多く含む人為堆積であ

る。また，竈１に伴う壁溝に掘り込まれており，竈２から竈１への作り替えが想定される。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ３３～７０�である。

貯蔵穴 北西コーナー部に位置している。規模は，長径７６�，短径６５�の楕円形で，深さは２８�である。底面

は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。覆土は第９層に相当する。ロームブロックを含む人為堆積であり，

上部には第４次床面の貼床が構築されていることから，第３次面以前の床面に伴うものと考えられる。下部か

ら９５７が逆位で出土している。

竈１土層解説
１ オリーブ褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土ブ

ロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 灰 黄 色 砂質粘土ブロック中量

竈２・貯蔵穴・覆土土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
４ 暗 灰 黄 色 ロームブロック少量
５ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量

にぶい黄褐色 ロームブロック中量
両層が互層をなし，８層に細分される

６ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，砂質粘土ブロック・
ローム粒子少量

７ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック・暗褐色土ブロック中量，焼土
ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

８ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量，ロー
ム粒子・炭化粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック・焼土粒子
少量，炭化粒子微量

１０ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量
１１ 灰 黄 色 灰多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１３ オリーブ黒色 焼土粒子少量

にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量
両層が互層をなし，３層に細分される

１４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・砂質粘土ブ
ロック・炭化粒子少量

１５ 暗 灰 色 炭化物・灰多量
１６ 灰 白 色 灰多量，焼土粒子微量
１７ 赤 色 焼土ブロック多量
１８ オリーブ黒色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

暗 褐 色 砂質粘土粒子中量
両層は互層をなし，８～１０層に細分される

１９ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
２０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物・灰

少量
２１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク・炭化物少量
２２ 灰 白 色 灰多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
２４ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
２５ 黒 褐 色 焼土ブロック微量

にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量
両層が互層をなし，６層に細分される

２６ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子微量
２７ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
２８ 褐 色 ロームブロック多量
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第５７４図 第２６６５号住居跡実測図�
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覆土 ２層に分けられ，第１・２層に相当する。不規則な堆積状況を示した人為堆積であり，北側から埋め戻

されている。

遺物出土状況 土師器片１７６９点（坏６４８，高台坏椀５３，皿１７，高台付皿７，鉢２，甕類１０４１，小形甕１），須恵

器片３５９点（坏１１８，高台付坏５，蓋６，甕類２２４，甑６），灰釉陶器片２３点（椀１６，瓶類７），鉄製品２点（不

明），馬歯２点，貝殻片１点が出土している。また，竈２内に堆積した灰層から小動物や魚の骨片が出土して

いるが，小片のため種の同定は出来なかった。９５７は貯蔵穴の中位から逆位で，９５６・９７１・９７２・９７５・９７６は竈

２の覆土中からそれぞれ出土しており，第４次床面の構築以前の遺物である。９４７はＰ４周辺，９５３・９６８・TP

４８は東壁際，９５４は北西コーナー部，９６２・９６６は中央部の第４次床面の上面からそれぞれ出土しており，廃絶

時に遺棄されたものと考えられる。９４８・９４９・９５１・９５５・９６１・９６５・９６９・９７０・Ｍ１５５は覆土下層，９５２が覆土

上層から下層，９６０・９６４・９７４が覆土上層から出土している。

所見 一辺約７ｍの大形住居で，出土遺物に灰釉陶器や墨書土器などを含んでいることから，富裕層の居宅と

考えられる。また，床の構築から短期間に４期の作り替えが想定される。時期は，出土土器から９世紀後葉と

考えられる。

第５７５図 第２６６５号住居跡実測図�
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第５７６図 第２６６５号住居跡出土遺物実測図�
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第５７７図 第２６６５号住居跡出土遺物実測図�
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第５７８図 第２６６５号住居跡出土遺物実測図�

第２６６５号住居跡出土遺物観察表（第５７６～５７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９４５ 土師器 坏 － （３�５） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形 覆土中 １０％ PL１３７
墨書「�」

９４６ 土師器 坏 － （１�９） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 淡橙 普通 ロクロ成形 内面ヘラ磨き 覆土中 １０％ PL１３７

墨書 「石ヵ」

９４７ 土師器 坏 ［１６�８］（４�８） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 内面ヘラ磨き 床面 ３０％

９４８ 土師器 坏 ［１６�８］（３�８） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 内面ヘラ磨き 下層 ５０％

９４９ 土師器 坏 ［１３�８］ ３�３ ６�８ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 内面ヘラ

磨き 底部回転ヘラ削り 下層 ５０％

９５０ 土師器 坏 １３�７ ４�９ ６�６ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロ成形 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘ

ラ磨き 底部一方向のヘラ削り 覆土中 ７０％ PL１３１

９５１ 土師器 坏 １２�４ ２�７ ５�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 ロクロ成形 体部下端手持ちヘラ削り 底部二

方向のヘラ削り 下層 ６０％

９５２ 土師器 坏 － （７�７） ８�８ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘ
ラ磨き 底部回転ヘラ削り 上～下層 ５０％

９５３ 須恵器 坏 １４�０ ４�０ ６�６ 長石・石英・雲母 明褐灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 床面 ９０％ PL１３１

９５４ 須恵器 坏 １３�９ ４�１ ５�８ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 床面 ９０％ PL１３１・１３７
墨書「石□□」

９５５ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�３ ６�０ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 下層 ４０％

９５６ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�５ ［６�８］ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 竈２覆土中 ３５％

９５７ 灰釉陶器 椀 ［１７�０］ ５�６ ［７�４］ 黒色粒子 灰白 良好 体部内・外面ロクロナデ 内面灰釉刷毛塗り
高台貼り付け 貯蔵穴中層 ４５％ PL１３１

９５８ 灰釉陶器 椀 ［１４�０］（３�３） － 黒色粒子 灰白 普通 体部外面ロクロナデ 内面ロクロ目消しのナデ 覆土中 １０％

９５９ 灰釉陶器 椀 ［１５�４］（３�１） － 長石・黒色粒子 灰白 普通 体部外面ロクロナデ 内面ロクロ目消しのナデ 覆土中 １０％

―６８４―



第２６７０号住居跡（第５７９～５８１図）

位置 調査区東部のＲ６ｃ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６７・２６７１・２６７７・２６７８号住居跡を掘り込み，第４８６号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�００ｍ，短軸４�８６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１５～２５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１４～２４�，深さ７～１０�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３８�，袖部幅１３３�である。袖部はローム

混じりの粘土を主体とする第９～１２層を積み上げて構築し，内側は火を受けてわずかに赤変している。火床部

は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。上部には灰層の第５層が堆積しており，層

厚は５�である。煙道部は壁外に３９�掘り込まれ，火床部から緩やかに傾斜して立ち上がっている。覆土は第

１～８層に分けられ，第１・２層は天井部の崩落土層に相当する。各層は，焼土や粘土の粒子を含む人為堆積

であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
２ にぶい黄橙色 粘土粒子多量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量

４ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック・
炭化粒子微量

５ にぶい黄橙色 灰多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，灰・粘土粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９６０ 須恵器 高台付坏 － （１�９）［８�０］ 雲母 灰白 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 上層 ３０％

９６１ 土師器 高台付椀 － （３�５） ８�２ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 内面ヘラ
磨き 下層 ５０％

９６２ 土師器 高台付椀 － （３�４）［９�８］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 内面ヘラ
磨き 床面 ４０％

９６３ 土師器 高台付椀 － （２�６） ８�０ 長石・石英・赤
色粒子・小礫 にぶい橙 普通 ロクロ成形 底部ヘラ切り後高台貼り付け 底

部ヘラ整形（花弁状） 覆土中 ３０％

９６４ 土師器 高台付椀［１４�０］（５�３） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロ成形 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘ
ラ磨き 上層 ３５％

９６５ 土師器 足高高
台付椀 － （５�７） － 長石・石英・雲

母・赤色粒子 橙 普通 ロクロ成形 体部内面ヘラ磨き 下層 ４０％

９６６ 土師器 高台付皿 １１�８ ２�７ ６�１ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 内面ヘラ
磨き 床面 ７０％ PL１３１

９６７ 須恵器 高台付皿［１３�８］（２�３） － 長石・雲母 浅黄 良好 体部内面ロクロ目消しのナデ 覆土中 ４５％ PL１３７
墨書「土□」

９６８ 土師器 高台付皿 １４�４ （２�５） － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 ロクロ成形 体部内面ヘラ磨き 床面 ８０％ PL１３１

９６９ 土師器 高台付皿 １３�８ （１�８） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロ成形 体部内面ヘラ磨き 下層 ７０％

９７０ 須恵器 蓋 － （２�９） － 長石・赤色粒子 灰 普通 摘部のみ残存 下層 １０％

９７１ 土師器 鉢 １６�０ １２�４ １０�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部下端ヘラ削り 内

面ヘラナデ 底部多方向のヘラ削り 竈２覆土中 ６０％ PL１３２

９７２ 須恵器 鉢 ［３８�８］（１３�０） － 長石・石英・雲母 灰 普通 口辺部内・外面ロクロナデ 体部内・外面ヘラナデ 竈２覆土中 ２０％

９７３ 灰釉陶器 瓶 ［１１�０］（１�９） － 長石・石英・黒色粒子 灰白 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 覆土中 １０％

９７４ 灰釉陶器 平瓶 － （９�３） － 長石・石英・黒色粒子 灰黄褐 良好 頸部のみ残存 上層 １０％

９７５ 土師器 甕 ［１９�８］（９�１） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面輪積み痕残し

のナデ 指頭痕 内面ナデ 竈２覆土中 １０％

９７６ 土師器 小形甕［１６�４］（６�４） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面輪積み痕残し
のナデ 内面ヘラナデ 竈２覆土中 １０％

９７７ 須恵器 甑 ２７�０ ２７�７ １４�９ 長石・石英 橙 良好 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面上位格子状の平行
叩き 下位ヘラ削り 内面輪積み痕残しのナデ 指頭痕 上層 ７０％ PL１３１

TP４８ 須恵器 甕 － （４�１） － 長石・石英・雲母 褐灰 良好 体部外面同心円状の叩き 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５５ 不明 （５�８） １�０ ０�５ （１５�４）鉄 平面・断面長方形 下層

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５６ 不明 ２�９ ０�１５ ０�９ ４�４ 銅 平面円形 孔形長方形 覆土中 PL１４７

―６８５―



７ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
９ 暗 赤 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化

粒子微量
１０ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ にぶい褐色 粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

１２ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子
微量

１３ 暗 赤 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
１５ 極暗赤褐色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量

第５７９図 第２６７０号住居跡実測図

―６８６―



第５８０図 第２６７０号住居跡出土遺物実測図�

―６８７―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４６～５８�である。

覆土 １１層に分けられる。各層にロームを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０７９点（坏２３１，椀８，高台付椀１，蓋７，高坏１２，壺４，甕類７９４，小形甕２２），須

恵器片２１１点（坏１４５，高台付坏１，蓋８，�１，甕類５６），灰釉陶器片４点（瓶類），土製品２点（球状土錘），

石製品１点（紡錘車），鉄製品６点（刀子２，鏃１，鎌１，釘２）のほか，粘土塊３点，鉄滓１点が覆土中層

から下層にかけて全面から出土している。また混入した土師質土器片１点，磁器片１点，瓦片２点も出土して

いる。９７８～９８１は，北東部の覆土下層からそれぞれほぼ完形で出土している。また９８３は中央部の覆土下層，９８４

は東部の床面，Ｑ９１は南西部壁溝の覆土上層からそれぞれ出土している。さらに９８２は竈火床部の覆土下層か

ら出土し，９８５は竈火床部の覆土中層から下層にかけて出土した破片が接合したものである。いずれも廃絶時

に遺棄されたものと考えられる。９８６は北東部の覆土中層，DP１３４は南東部の覆土下層からそれぞれ出土し，

廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。DP１３５は中央部，Ｍ１５８は西部，Ｍ１６０は南東部壁際の覆土上層，

またＭ１５７は南西部，Ｍ１５９は中央部，Ｍ１６１は東部の覆土中層，さらにＭ１６２は北西部の覆土中からそれぞれ出

土し，いずれも廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第５８１図 第２６７０号住居跡出土遺物実測図�

土層解説
１ にぶい褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

ローム粒子微量
５ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子少量，焼土ブロック

微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化
物微量

７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
９ 明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第２６７０号住居跡出土遺物観察表（第５８０・５８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９７８ 須恵器 坏 １３�７ ４�３ ７�２ 長石・石英・雲
母・小礫 灰黄褐 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後

多方向のヘラ削り 下層 １００％ PL１２８

―６８８―



第２６７２号住居跡（第５８２図）

位置 調査区北東部のＱ６ｈ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６４・２６６５号住居跡を掘り込み，第４６８５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８０ｍ，短軸４�３２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は１２～２０�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際まで踏み固められている。壁下には，幅２０～２４�，深さ４～８�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

覆土 ３層に分けられる。第１層は覆土で，ローム・焼土・炭化粒子を含む人為堆積である。第２層は壁溝の

覆土，第３層はロームを主体とする貼床の構築土である。

遺物出土状況 土師器片１１５３点（坏３００，椀１，高台付椀２６，皿７，高台付皿１，高坏５，鉢１，甕類８０９，小

形甕１，甑２），須恵器片２５４点（坏１０６，高台付坏５，高台付皿１，蓋５，鉢１，瓶３，甕類１３２，甑１），灰

釉陶器片４点（椀２，瓶２），鉄製品１点（鎌）のほか，粘土塊３点，鉄滓１点が全面の覆土中層から下層に

かけて出土している。９８７は南東部，９９０は南西部の覆土下層，９８８は南西部，９９１は南東部の床面からそれぞれ

出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や９世紀後葉と考えられる第２６６５号住居を掘り込んでいることから１０世紀前半と考え

られる。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量

３ 黄 褐 色 ロームブロック多量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９７９ 須恵器 坏 １１�２ ３�７ ６�７ 長石・石英・雲
母・黒色粒子 灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後

一方向のヘラ削り 下層 ９５％ PL１２８
内面煤付着

９８０ 須恵器 坏 １３�６ ４�２ ７�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 内面下位ロクロ目消

しのナデ 底部一方向のヘラ削り 下層 ８５％ PL１２８

９８１ 須恵器 坏 １２�６ ４�０ ６�６ 長石・石英・雲
母・小礫 褐灰 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部多方向の削り 下層 ８０％ PL１２８

９８２ 須恵器 坏 １２�６ ４�２ ７�８ 長石・石英・雲母 灰黄 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 竈下層 ７０％ PL１２８

９８３ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�３ ７�４ 長石・石英・雲母・
赤色粒子・小礫 にぶい赤褐 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後

一方向のヘラ削り 下層 ６５％

９８４ 須恵器 高台付坏 － （２�０） ８�２ 長石・石英・雲母 灰黄 良好 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ３０％

９８５ 土師器 甕 ［２４�２］（１１�１） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ヘラナデ

内面指頭痕 竈中・下層 １５％

９８６ 須恵器 甕 ［３８�６］（１０�２） － 長石・石英・雲母 灰 普通 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面横位の平
行叩き 内面ヘラナデ 輪積み痕残しのナデ 中層 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３４球状土錘 ２�０ （１�６） ０�４ （５�７） 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 下層 PL１４０

DP１３５球状土錘 ２�１ ２�０ ０�４ ８�７ 土（長石・石英） ナデ 一方向からの穿孔 上層 PL１４０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９１ 紡錘車 （５�９） ６�１ ２�０ （７�２） 泥岩 全面研磨 一方向からの穿孔 孔径０�７� 壁溝上層 PL１４２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５７ 刀子 （４�４）（１�１５） ０�３ （５�９） 鉄 刀部・茎部一部欠損 刀部断面三角形 茎部断面長方形 中層

Ｍ１５８ 刀子 （４�５）（１�０） ０�３５ （３�６） 鉄 刀部・茎部一部欠損 刀部断面三角形 茎部断面長方形 上層

Ｍ１５９ 鏃 （３�２） １�０ ０�３ （３�１） 鉄 鏃身先端部一部欠損 鏃身部断面両丸 中層 PL１４５

Ｍ１６０ 鎌 （１６�３） ４�２ ０�３ （６８�８）鉄 切先部・柄付部一部欠損 切先部「Ｕ」の字に屈曲 上層 PL１４６

Ｍ１６１ 釘 ８�１ ０�９ ０�３ ５�４ 鉄 ほぼ完形 断面長方形 中央部で「く」の字に屈曲 中層

Ｍ１６２ 釘 ５�２ １�９ ０�４ ８�４ 鉄 完形 断面長方形 覆土中 PL１４７

―６８９―



第５８２図 第２６７２号住居跡・出土遺物実測図

第２６７２号住居跡出土遺物観察表（第５８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９８７ 土師器 坏 ［１２�０］（３�４） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ロクロ成形 体部下端手持ちヘラ削り 内面ヘ
ラ磨き 下層 １５％

９８８ 土師器 坏 ［１４�２］（４�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロ成形 内面ヘラ磨き 床面 １０％

９８９ 土師器 坏 － （２�９） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面ヘラ磨き 覆土中 ５％
墨書「□」
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第２６７９号住居跡（第５８３・５８４図）

位置 調査区東部のＲ５ｂ８区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�１８ｍ，短軸３�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－７９°－Ｅである。壁高は４～６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 東壁の南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで５５�，袖部幅１２１�である。袖部は砂質

粘土で構築している。また両袖の内側に補強材として土師器甕片が据えられている。火床部は床面を３�掘り

くぼめており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３７�掘り込まれ，火床部から緩やかに

傾斜して立ち上がっている。覆土は第１・２層に分けられる。各層はロームや焼土のブロックを含む人為堆積

である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ４０�で南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に

伴うピットと考えられる。Ｐ２は深さ３０�で，性格は不明である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

第５８３図 第２６７９号住居跡実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９０ 土師器 高台付椀 － （２�４） ８�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロ成形 底部ヘラ切り後高台貼り付け 底
部ヘラ整形（花弁状） 下層 ２０％

９９１ 土師器 高台付皿 １３�５ ２�９ ７�４ 長石・石英・雲母 灰 普通 ロクロ成形 体部内面ロクロ目消しのナデ 底
部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 １００％ PL１３２・

１３７ 墨書「石」

―６９１―



覆土 ３層に分けられる。各層にロームを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５５点（坏１４，高台付椀２，小皿７，甕類３２），須恵器片５３点（坏３，甕類５０），鉄製品

１点（刀子）が南東部の覆土中層から下層を中心に出土している。また混入した瓦片１点も出土している。９９２

は南東部の覆土下層，９９３は南東部の床面，９９４は竈火床部の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に

遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半と考えられる。

第２６８２号住居跡（第５８５図）

位置 調査区東部のＲ５ｉ９区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７号陥し穴，第２７０１号住居跡を掘り込み，第１５３号溝，第４７１３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 一辺３�５９ｍの方形で，主軸方向はＮ－８８°－Ｅである。壁高は１６～２０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅９～１０�，深さ６～１４�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部のやや南寄りの位置に付設されている。煙道部を第１５３号溝に掘り込まれており，詳細は不明

である。袖部幅は７３�である。火床部は床面から６�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化してい

る。覆土は第１～６層に分けられ，第４層は袖部及び天井部の崩落土層に相当する。全体的に焼土や砂質粘土

の粒子を含む人為堆積である。

覆土 ５層に分けられる。全体的にローム粒子を含む人為堆積である。

第５８４図 第２６７９号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

３ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

４ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
５ 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量

第２６７９号住居跡出土遺物観察表（第５８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９２ 土師器 高台付椀 － （２�９）［８�０］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロ成形 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ２０％

９９３ 土師器 甕 ［１８�０］（８�１） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削りおよ

びヘラナデ 内面ナデ 指頭痕 床面 １０％

９９４ 土師器 小皿 ［８�８］ １�９ ５�６ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 ロクロ成形 底部回転ヘラ切り 竈下層 ５０％

―６９２―



遺物出土状況 土師器片１９７点（坏９７，高台付椀１６，皿５，甕類７９），須恵器片２６点（坏１１，蓋３，鉢１，甕類

１１），灰釉陶器片２点（瓶類），鉄製品１点（鎖ヵ）が出土している。９９６は北側の覆土下層，Ｍ１６３は西側の覆

土中層，９９５は東壁溝の覆土中，９９７は竈の覆土下層からそれぞれ出土しており，いずれも廃絶後に廃棄された

ものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物から１０世紀後半以前と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

４ 明 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第５８５図 第２６８２号住居跡・出土遺物実測図

―６９３―



第２６８４号住居跡（第５８６・５８７図）

位置 調査区東部のＲ５ｇ０区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６９２・２７０５号住居跡を掘り込み，第４７０８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�８１ｍ，短軸２�７４ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は２０～２２�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１２～１３�，深さ７～１０�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。北半部を第４７０８号土坑に掘り込まれており，煙道部の状況は不明である。

確認できた袖部幅は１０６�である。火床部は床面から３�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変硬化し

ている。覆土は第１～４層に分けられ，第３・４層には灰が含まれている。各層はロームや焼土のブロックを

含む人為堆積である。

覆土 ５層に分けられる。粒径の大きいロームブロックや炭化物を含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質粘土ブ

ロック・炭化粒子微量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・灰少量，炭化粒子・
砂質粘土粒子微量

４ 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子・灰少量，ローム粒
子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物・砂質粘
土粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量

第５８６図 第２６８４号住居跡実測図

第２６８２号住居跡出土遺物観察表（第５８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９５ 土師器 坏 ［１３�０］ ３�７ ７�０ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り 壁溝覆土中 ４５％

９９６ 土師器 高台付椀［１５�８］ ５�１ ７�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面ヘラ磨き 底部回転

ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ５０％

９９７ 土師器 小皿 ８�８ １�８ ５�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部糸切り痕 竈下層 ８５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６３ 鎖ヵ （４�７） ４�２ １�７ （１６�８）鉄 端部欠損 断面半円形 鉄棒をＵ字状に折り曲げ，さらに円形
に彎曲させている 中層 PL１４７

―６９４―



遺物出土状況 土師器片１７７点（坏３０，甕類１４７），須恵器片２５点（坏２２，蓋１，鉢１，瓶１），鉄製品１点（刀

子）が出土している。９９８は南側，９９９は中央部の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２６８７号住居跡（第５８８・５８９図）

位置 調査区東部のＲ６ｈ３区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６９１号住居跡を掘り込み，第１５２号溝，第１５号道路に掘り込まれている。

規模と形状 東部を第１５２号溝に掘り込まれているため，南北軸４�４０ｍ，東西軸は４�６０ｍだけが確認された。

東西軸の長さから長方形と推定される。主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は１５～２０�で，外傾して立ち上

がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部と北西部の壁際が踏み固められている。東壁を除いて確認できる壁下には，幅１５～１８

�，深さ５～９�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１２�，袖部幅１４９�である。袖部は床面を

１５�ほど掘りくぼめて第１２～１５層を充填し，その上部に砂質粘土を主体とする第９～１１層を積み上げて構築し

ている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１０�掘り込

まれ，火床部から階段状に立ち上がっている。奥壁には袖部の構築材と同じ第９層を貼り付けて補強している。

覆土は第１～８層に分けられ，第２・３層は天井部および袖部の崩落土層に相当する。各層は，焼土のブロッ

クや粒子，砂質粘土粒子を含む人為堆積であり，住居の廃絶に伴って破壊されたと考えられる。

第５８７図 第２６８４号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
７ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

９ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化物・ロー
ム粒子微量

１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子・
炭化粒子微量

１１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１２ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１５ にぶい赤褐色 灰中量，焼土ブロック・ローム粒子微量

第２６８４号住居跡出土遺物観察表（第５８７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９９８ 須恵器 坏 ［１１�７］ ３�６ ６�４ 長石・石英・雲母 灰黄褐 良好 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 床面 ７５％ PL１２８

９９９ 須恵器 鉢 ［２９�０］（８�０） － 長石・雲母 灰黄 普通 口辺部内・外面ロクロナデ 体部外面格子状叩き 床面 １０％

―６９５―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４７～５５�である。Ｐ５は深さ３５�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ５層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

４ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

第５８８図 第２６８７号住居跡実測図

―６９６―



遺物出土状況 土師器片２５３点（坏２４，甕類２２９），須恵器片７９点（坏４０，高台付坏８，盤６，蓋４，高盤２，

甕類１７，甑２），灰釉陶器片２点（長頸瓶），鉄製品２点（鏃，釘）のほか，粘土塊２点が北西から南西部の覆

土上層から中層にかけて出土している。また，混入した土師器片２点も出土している。１０００・１００１は北壁際の

西寄り，１００２は西壁際の北寄り，１００５は北壁際の東寄り，１００７は南西部の床面からそれぞれ出土し，いずれも

廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１００３・１００４・１００８は，竈内の覆土中層から下層にかけてそれぞれ出土

第５８９図 第２６８７号住居跡出土遺物実測図

―６９７―



した破片が接合したものであり，いずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。１００６は竈の火床面から逆位

で出土していることから支脚として使用されていたものと考えられる。Ｍ１６４はＰ４の覆土上層，Ｍ１６５は南東

部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２６８８号住居跡（第５９０図）

位置 調査区東部のＲ５ｇ８区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８１・２６９９号住居跡を掘り込み，第４６５８号土坑のほか７基の土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�９７ｍ，短軸６�７６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は１２～１４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北西側を除く壁下には，幅１１～１８�，深さ６～１３�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。耕作による削平を受けており，袖部の遺存状態が悪い。規模は，焚口部か

ら煙道部まで１３３�，袖部幅１０８�である。火床部は床面から５�ほどくぼんでおり，火床面は火を受けて赤変

硬化している。煙道部は壁外に２４�掘り込まれ，火床部から緩やかに立ち上がっている。覆土は第１～４層に

分けられ，第２・３層は袖部及び天井部の崩落土層に相当する。各層はロームや焼土，砂質粘土の粒子を含む

人為堆積である。

ピット １０か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５６～６１�である。Ｐ５・Ｐ６は，深さ１４・２１�で，南壁際の

中央部に位置していることから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７～Ｐ１０は性格が不明であ

る。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，

炭化粒子微量

３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ロー
ム粒子微量

４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量，
炭化粒子微量

第２６８７号住居跡出土遺物観察表（第５８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０００ 須恵器 坏 ［１３�０］ ３�６ ７�８ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 下層・床面 ６０％ PL１２８

１００１ 須恵器 坏 ［１２�２］ ３�７ ［６�２］ 長石・石英・雲母・黒色粒子 褐灰 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 下層・床面 ３０％

１００２ 須恵器 高台付坏 － （４�３） １１�７ 長石・石英 褐灰 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 床面 ５０％

１００３ 須恵器 高台付坏 － （３�９） ８�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰黄褐 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後高

台貼り付け 竈中・下層 ４０％

１００４ 須恵器 盤 ［１５�０］（３�０） － 長石・石英・雲母 灰白 良好 ロクロ成形 底部ヘラ削り後高台貼り付け 竈中・下層 ３０％

１００５ 須恵器 蓋 ［１９�６］ ３�９ － 長石・石英・雲
母・小礫 明褐灰 良好 ロクロ成形 天井部左回りのヘラ削り 床面 ７０％

１００６ 須恵器 高盤 １６�２ （９�９） － 長石・石英・雲母 褐灰 良好 ロクロ成形 坏部下端ヘラ削り 竈火床面 ９０％ 内面焼
土付着PL１２９

１００７ 灰釉陶器 長頸瓶 － （１２�２） ８�０ 長石・黒色粒子 暗灰黄褐 良好 体部内・外面ロクロ成形 底部回転ヘラ切り後
高台貼り付け 床面 ５０％

１００８ 須恵器 甕 ［３７�６］（１４�９） － 長石・石英・雲母 褐灰 良好 口辺部内・外面横ナデ 体部外面横位の平行叩
き 当て具痕・指頭圧痕を残すナデ 竈中・下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６４ 鏃 （１２�１） ０�９ ０�６ （１１�９）鉄 柳葉状 茎部一部欠損 鏃身部中心よりわずかに屈曲 Ｐ４上層 PL１４５

Ｍ１６５ 釘 （４�３）（０�５） ０�３５ （３�０） 鉄 頭部・下端部欠損 断面長方形 下層

―６９８―



覆土 ５層に分けられる。焼土粒子や炭化粒子を含むブロック状の堆積がみられる人為堆積である。

第５９０図 第２６８８号住居跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

４ 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

―６９９―



遺物出土状況 土師器片１４４点（坏５１，高台付椀５，甕類８８），須恵器片１９点（坏５，盤２，甕類１２）は，いず

れも細片で，覆土中に散在した状態で出土している。また，石器（剥片）が流れ込んでいる。

所見 出土土器が少ないため，明確な時期は不明であるが，内面黒色処理された土師器坏や高台付椀，焼成の

悪い須恵器片が含まれていることから，時期は９世紀後葉以前と考えられる。

第２６９１号住居跡（第５９１・５９２図）

位置 調査区東部のＲ６ｇ４区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６８７号住居，第１５２号溝，第１５号道路に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�８４ｍ，短軸４�７０ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は２８～３４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北東コーナー部を除いた壁下には，幅１６～１９�，深さ６～１２

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 中央部を南北に第１５２号溝に掘り込まれているため規模などは不明であるが，袖部材に使われたと思われ

る粘土塊が確認できることから，北壁中央部に付設されていたと考えられる。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４６～５６�である。Ｐ１は掘り直された可能性がある。

第５９１図 第２６９１号住居跡実測図

―７００―



第５９２図 第２６９１号住居跡出土遺物実測図

―７０１―



覆土 ７層に分けられる。各層に焼土粒子，第５層に焼土ブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆

積である。

遺物出土状況 土師器片３４３点（坏２５，盤１，高坏４，甕類３１２，甑１），須恵器片１１９点（坏７３，盤１５，蓋１０，

甕類２１），石器１点（砥石），鉄製品７点（刀子１，鏃１，手斧１，釘１，縁金具１，不明２）が中央部から北

部の覆土中層から下層にかけて出土している。また，混入した平安時代後半の土師器片３点，土師質土器片１

点も出土している。１００９は中央部の西寄り，１０１３は東壁際の中央寄り，１０１４は北西部の覆土中層からそれぞれ

出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。１０１０・１０１１は北東部の覆土下層から床面，１０１２

は北東部東壁際の床面から逆位でそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に遺棄されたものと考えられる。TP４９は

南壁際中央の覆土下層から出土している。また，Ｑ９２は北壁際の西寄り，Ｍ１６６・Ｍ１６７は北西部の覆土中層か

らそれぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。Ｍ１６８は西壁際の中央，Ｍ１６９・Ｍ

１７０は南西部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２６９６号住居跡（第５９３・５９４図）

位置 調査区東部のＲ６ｈ１区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６９７・２７０１号住居跡を掘り込み，第４８８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�８７ｍ，短軸３�５５ｍの方形で，主軸方向はＮ－９２°－Ｅである。壁高は１５～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第２６９１号住居跡出土遺物観察表（第５９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１００９ 須恵器 坏 ［１３�０］ ５�０ ７�４ 長石・石英・雲
母・小礫 浅黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 中層 ７０％ PL１２９

１０１０ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�０ ７�３ 長石・石英・雲
母・黒色粒子 灰白 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り 下層・床面 ６５％ PL１２９

１０１１ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�２ ８�０ 長石・石英・雲
母・小礫 灰褐 良好 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 下層・床面 ４０％

１０１２ 須恵器 盤 ２１�０ ４�７ １１�０ 長石・石英・雲母 灰 普通 ロクロ成形 体部下端回転ヘラ削り 底部回転
ヘラ切り後高台貼り付け 床面 １００％ PL１２９

１０１３ 須恵器 蓋 １２�４ ３�２ － 長石・石英・雲
母・小礫 褐灰 良好 ロクロ成形 天井部左回りのヘラ削り 中層 ９５％ PL１２９

１０１４ 須恵器 甕 ［２１�８］（４�７） － 長石・石英・雲母 灰白 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 中層 １０％

TP４９ 須恵器 甕 － （５�１） － 長石・石英・雲
母・黒色粒子 暗灰 良好 口縁部折返し 口辺部内・外面ヘラナデ 外面波状文 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９２ 砥石 （１１�３） ４�７ ５�９ （４６６�５） 凝灰岩 砥面４面の１面に条線状の研磨痕有り 他は破断面 中層 PL１４２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１６６ 刀子 （６�３） １�１ ０�４ （４�９） 鉄 切先部・茎部欠損 両区 断面三角形 中層

Ｍ１６７ 鏃 （８�６） ３�０ ０�４ （１９�７）鉄 鏃身先端部・茎部一部欠損 茎部断面三角形 中層 PL１４５

Ｍ１６８ 手斧 （４�２） ３�６ ０�８ （３６�５）鉄 袋部・刃部一部欠損 刃部は幅広 下層 PL１４６

Ｍ１６９ 釘 （６�１） ０�７ ０�６ （１５�７）鉄 頭部・下端部欠損 断面長方形 木質残存 下層 PL１４７

Ｍ１７０ 不明 ２�１ ０�８ ０�２ ３�７ 鉄 リング状 木質残存 下層 PL１４７

―７０２―



床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には，幅１２～２１�，深さ７～１０�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部に付設されている。煙道部を第４８８号掘立柱建物のＰ３に掘り込まれており，焚口部から煙道

部までの規模は不明である。袖部幅は１０６�である。袖部は床面を１６�ほど掘りくぼめて第１１層を充填し，そ

の上部に砂質粘土を主体とする第７～１０層を塊状に積み上げて構築している。火床部は床面から６�ほどくぼ

んでいる。火床面は火を受けて赤変しており，硬化は弱い。覆土は第１～５層に分けられ，第２・３層は天井

部の崩落土層に相当する。各層は全体的に含有物がみられる人為堆積である。

覆土 ５層に分けられる。全体的に含有物がみられる人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土

粒子微量
２ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量，

ローム粒子微量
４ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

７ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

８ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量，
ローム粒子微量

９ にぶい赤褐色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒
子・炭化粒子微量

１０ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土
粒子微量

１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子・焼土ブロック中量，炭化粒子少量

第５９３図 第２６９６号住居跡実測図

―７０３―



遺物出土状況 土師器片３３４点（坏３９，甕類２９５），須恵器片６６点（坏２４，蓋１６，盤２，鉢４，甕類２０），灰釉陶

器片１点（瓶類）が出土している。１０１５・１０１９は竈の前面，１０１７は北壁際，１０１６は南壁際の床面からそれぞれ

出土している。１０１５・１０１６は，いずれも正位で出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

� 掘立柱建物跡

第４７１号掘立柱建物跡（第５９５図）

位置 調査区中央部のＲ５ｊ６区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ１・Ｐ２・Ｐ８～Ｐ１０が第２６３１号住居跡，Ｐ３～Ｐ５が第２５９８号住居跡，Ｐ７～Ｐ９が第２６３５号

住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向がＮ－２°－Ｅの南北棟である。規模は桁行７�２ｍ，

梁行４�８ｍで，面積は３４�５６�である。柱間寸法は梁行，桁行ともに２�４ｍ（８尺）を基調とし，均等に配置さ

れている。

第５９４図 第２６９６号住居跡出土遺物実測図

第２６９６号竪穴住居跡出土遺物観察表（第５９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０１５ 須恵器 坏 １３�４ ４�３ ７�０ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部ヘラ切り後一方向のヘラ削り 床面 ８５％ PL１２８

１０１６ 須恵器 坏 ［１２�８］ ４�０ ７�２ 長石・石英・雲母 灰白 良好 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部ヘラ切り後一方向のヘラ削り 床面 ５０％

１０１７ 須恵器 蓋 ［１５�２］ ３�４ － 長石・石英 灰 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り後つまみ貼り付け
つまみ径３�１� つまみ高１�２� 床面 ４０％

１０１８ 須恵器 蓋 ［１２�４］ ２�８ － 長石・石英・雲母 黄灰 良好 天井部左回りの回転ヘラ削り後つまみ貼り付け
つまみ径３�１� つまみ高１�０� 下層 ３５％

１０１９ 土師器 甕 ２１�２（２８�２） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 床面 ４５％ PL１２９

―７０４―



第５９５図 第４７１号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７０５―



柱穴 １０か所。深さは，桁行が６０～９４�，梁行の中央が２３～５２�である。土層は，第１～５層が柱抜き取り痕

に相当する。第６～１２層は埋土である。埋土は，掘り方掘削の際に掘り上げた土を，突き固めながら埋め立て

たと考えられる。柱のあたりは，Ｐ５の底面に径３３�の円形の硬化範囲がみられるほかは，柱穴の底面に凹凸

があり，不明瞭である。

遺物出土状況 土師器片４１０点（坏類５９，甕類３５０，甑１），須恵器片７８点（坏４３，盤１，蓋６，瓶２，甕類２６），

灰釉陶器１点（瓶類）が各柱穴から出土しているが，土器片の多くは下層の住居跡からの混入である。本跡に

伴う遺物としては，１０２０がＰ６の埋土，１０２１がＰ１の埋土からそれぞれ出土している。

所見 本跡は柱穴の規模が大きく，柱間寸法が広いことから，やや大形の上屋構造が推定され，居宅としての

機能が想定される。西方９ｍの地点には，同時期の第４７６号掘立柱建物跡が位置し，桁行方向や南側梁行の柱

筋を揃えている。西方２７�４ｍの地点に位置している第４８０号掘立柱建物跡も，桁行方向を同じくすることから

同時期に機能していた可能性が高い。また，本跡に付属する施設として，西側桁行から２�４ｍ（８尺）の位置

に第２１号柵跡が並行しており，本建物の西側を遮蔽する簡易な塀と考えられる。時期は，出土遺物から９世紀

前葉と考えられる。

第４７２号掘立柱建物跡（第５９６図）

位置 調査区南部のＳ５ｃ２区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ１が第２５９４号住居跡，Ｐ２～Ｐ５が第２６０９号住居跡，Ｐ２～Ｐ４が第４７８号掘立柱建物跡の北桁行

部，Ｐ６・Ｐ７が第４７７号掘立柱建物のＰ２・Ｐ１を掘り込んでいる。また，平面構造が第４７４号掘立柱建物跡

と重複しており，本跡と第４７４号掘立柱建物跡，第４７７号掘立柱建物跡との切り合い関係から本跡が最も新しい。

その他，Ｐ２・Ｐ３が第２６０８号住居，Ｐ９・Ｐ１０が第４２５７号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向がＮ－８７°－Ｅの東西棟である。規模は桁行７�２ｍ，

梁行４�８ｍで，面積は３４�５６�である。柱間寸法は桁行，梁行ともに２�４ｍ（８尺）を基調とし，柱筋はほぼ通

っている。ただし，北側桁行の柱間寸法については，東から２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺），２�７ｍ（９尺）で，

柱筋は不揃いである。

柱穴 １０か所。深さはＰ１が３２�と浅く，その他は５７～１０９�である。土層は，第１・２層が柱抜き取り痕，

第３層は柱痕に相当する。第４～１０層が埋土であり，第５層と第６層を主体として，版築状に突き固められて

いる。柱のあたりは，各柱穴とも掘り方の底面に径２１～２６�の円形の硬化範囲が認められる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量

７ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子多量，炭化物少量
８ 明 褐 色 炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック多量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第４７１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第５９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２０ 須恵器 盤 ［２０�６］（３�０） － 長石・石英・雲母 黄灰色 良好 内・外面ロクロナデ 底部高台貼り付け Ｐ６埋土 ２０％

１０２１ 須恵器 蓋 ［１４�６］（１�５） － 長石・雲母 にぶい橙 不良 天井部回転ヘラ削り Ｐ１埋土 １０％

―７０６―



第５９６図 第４７２号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７０７―



遺物出土状況 土師器片１４４点（坏２５，高坏１，鉢類２，甕類１１０，甑６），須恵器片９点（坏５，蓋３，甕類

１），灰釉陶器片１点（長頸瓶），土製品１点（勾玉）が各柱穴から出土している。土製勾玉は，下層の第２６０９

号住居跡から出土した土製勾玉と接合関係にあり，柱穴の掘削の際に同住居跡から混入したものと考えられる。

本跡に伴う遺物は，１０２２がＰ６，１０２３がＰ４の埋土からそれぞれ出土している。

所見 性格は，形状からみて倉庫的な機能が想定される。北方２�４ｍの地点に隣接する第４７５号掘立柱建物が，

桁行方向をほぼ同一にし，東側梁行を揃えていることから，同時期に機能していたと考えられる。時期は，出

土遺物や重複関係から９世紀後葉と考えられる。

第４７５号掘立柱建物跡（第５９７図）

位置 調査中央部のＳ５ｊ２区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ１が第２６１８号住居跡，Ｐ５が第４７６号掘立柱建物跡のＰ６と第４７７号掘立柱建物跡のＰ８，Ｐ６が

第４７６号掘立柱建物跡のＰ７，Ｐ６・Ｐ７が第２６３２号住居跡，Ｐ８が第４７６号掘立柱建物跡のＰ３を掘り込み，

Ｐ２～Ｐ４が第７３号井戸，Ｐ４・Ｐ５が第２６１７号住居に掘り込まれている。また，平面構造が第４７４号掘立柱建

物跡と重複しており，第４７７号掘立柱建物跡との切り合い関係から本跡が新しい。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向がＮ－８６°－Ｗの東西棟である。規模は桁行６�３ｍ，

梁行４�８ｍで，面積は３０�２４�である。柱間寸法は，桁行が東から２�４ｍ（８尺），２�４ｍ（８尺），１�５ｍ（５尺）

で，梁行は２�４ｍ（８尺）を基調として均等に配置されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。深さは２５～８４�である。土層は，第１～４層が柱抜き取り痕，第５層が柱痕に相当する。第６

～８層は埋土で，第７層と第８層を主体とし，版築状に突き固められている。柱のあたりは，各柱穴の底面に

径１５～２５�の円形の硬化範囲が認められる。

遺物出土状況 土師器片１３４点（坏２３，甕類１１１），須恵器片１７点（坏１４，甕類２，甑１）が各柱穴から出土し

ているほか，縄文土器片がＰ１の抜き取り痕に流れ込んでいる。

所見 本跡の北方２�４ｍには桁行方向を同じくする第４７２号掘立柱建物跡が位置しており，近接して並列するこ

とから，倉庫として機能していたと想定される。時期は，重複関係から第４７７号掘立柱建物跡より新しく，第

２６１７号住居跡より古く位置づけられることから９世紀後葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

第４７２号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第５９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２２ 土師器 坏 ［１１�５］ ４�０ ［３�３］ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 体部内面丁寧なヘラ
磨き 底部回転ヘラ切り後一方向の手持ちヘラ削り Ｐ６埋土 ２０％

１０２３ 灰釉陶器 長頸瓶［８�８］（５�２） － 長石・石英 灰黄色 良好 内・外面ロクロナデ Ｐ４埋土 ２０％

―７０８―



第４７６号掘立柱建物跡（第５９８図）

位置 調査区中央部のＲ５ｊ２区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ７・Ｐ８が第２６３２・２６３６号住居跡を掘り込み，Ｐ３・Ｐ６・Ｐ７が第４７５号掘立柱建物のＰ８・Ｐ５・

第５９７図 第４７５号掘立柱建物跡実測図

―７０９―



Ｐ６，Ｐ５・Ｐ６が第４７７号掘立柱建物のＰ９・Ｐ８，Ｐ６が第２６１７号住居にそれぞれ掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向がＮ－２°－Ｅの南北棟である。規模は桁行５�４ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は１９�４４�である。柱間寸法は，桁行，梁行ともに１�８ｍ（６尺）を基調とし，均等に配置

されている。柱筋はやや不揃いである。

第５９８図 第４７６号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―７１０―



柱穴 １０か所。深さは１９～７９�である。土層は，第１～４層が柱抜き取り痕に相当する。第５～９層は埋土で

ある。第６層と第７層を主体として，版築状に突き固められている。柱のあたりは，Ｐ１の底面で径２２�の円

形の硬化範囲が認められ，その他の柱穴は底面に柱の抜き取りによる凹凸がみられ，不明瞭である。

遺物出土状況 土師器片１０５点（坏１５，甕類８９，甑１），須恵器片４７点（坏２３，高台付坏１，盤１，甕類１９，甑

３），灰釉陶器片１点（瓶類）が各柱穴から出土している。１０２４はＰ５の埋土から出土している。

所見 本建物の東方９ｍの地点には桁行方向と南側梁行の柱筋を同じくする第４７１号掘立柱建物跡，西方１０�８

ｍの地点にも同一方向の第４８０号掘立柱建物跡が位置している。両建物跡は比較的規模が大きいことから居宅

と想定され，本建物は倉庫としての機能が考えられる。時期は，出土土器や第４７１・４８０号掘立柱建物跡の年代

観，重複関係から９世紀前葉と考えられる。

第４７７号掘立柱建物跡（第５９９図）

位置 調査区南部のＳ５ａ１区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ６～Ｐ９が第２６３６号住居跡，Ｐ８・Ｐ９が第４７６号掘立柱建物跡のＰ６・Ｐ５，Ｐ９が第４７４号掘立

柱建物跡のＰ８を掘り込んでいる。東側梁行の中央部およびＰ１が第７３号井戸，Ｐ１・Ｐ２が第４７２号掘立柱建

物のＰ７・Ｐ６，Ｐ４が第４２３９号土坑，Ｐ６が第４２４０号土坑，Ｐ７・Ｐ８が第２６１７号住居，Ｐ８が第４７５号掘立

柱建物のＰ５に掘り込まれている。

規模と構造 第７３号井戸に掘り込まれているため，本来の構造は不明であるが，桁行３間，梁行２間の側柱建

物と推定される。桁行方向はＮ－８９°－Ｅの東西棟で，規模は桁行７�２ｍ，梁行４�８ｍ，面積は３４�５６�である。

柱間寸法は桁行，梁行ともに２�４ｍ（８尺）を基調とするが，南桁行は東から３�３ｍ（１１尺），１�５ｍ（５尺），

２�４ｍ（８尺）で，柱筋も不揃いである。

柱穴 ９か所。第７３号井戸の掘り込みによって，東梁行の中央に推定される柱穴は確認できなかった。深さは

１９～６７�である。土層は，第１～４層が柱抜き取り痕，第５～８層が埋土である。埋土は，第６層と第７層を

主体として，版築状に突き固められている。

遺物出土状況 土師器片８８点（坏１０，甕類７８），須恵器片７点（坏１，甕類６）が出土しているが，いずれも

細片のため図示できなかった。

所見 本跡の南方４�８ｍに位置する第４７８号掘立柱建物跡，西方１０�８ｍに位置する第４８２号掘立柱建物跡は，桁

行方向が同一または直交しており，同時期に機能していた可能性が高い。これらの建物跡は規模と構造を同じ

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック少量

第４７６号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第５９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２４ 須恵器 高台付坏［１３�６］ ５�１ ７�０ 石英・長石・雲母 にぶい
黄褐色 不良 内・外面ロクロナデ 底部回転ヘラ削り後高台

貼り付け Ｐ５埋土 ６０％

―７１１―



第５９９図 第４７７号掘立柱建物跡実測図

―７１２―



くし，近接した位置関係にあることから，倉庫として一群を形成していたと推定される。時期は，重複関係か

ら９世紀前葉の第４７６号掘立柱建物跡より新しく，９世紀後葉の第４７２・４７５号掘立柱建物跡より古いことか

ら，９世紀中葉に位置付けられる。

第４７８号掘立柱建物跡（第６００図）

位置 調査区南部のＳ５ｃ２区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ２～Ｐ４が第２６０９号住居跡，Ｐ２・Ｐ３が第２６０８号住居跡を掘り込み，Ｐ４・Ｐ５が第２６１５号住居，

第６００図 第４７８号掘立柱建物跡実測図

―７１３―



Ｐ６が第４３８０号土坑に掘り込まれている。また，北桁行の柱穴が推定される位置は，第４７２号掘立柱建物のＰ２

～Ｐ４に掘り込まれており，柱穴は完全に消失したと考えられる。

規模と構造 北桁行を第４７２号掘立柱建物に掘り込まれているため，本来の構造は不明であるが，桁行３間，

梁行２間の側柱建物で，規模は桁行７�２ｍ，梁行４�８ｍ，面積は３４�５６�と推定される。桁行方向がＮ－８９°－Ｅ

の東西棟である。柱間寸法は，桁行，梁行ともに２�４ｍ（８尺）を基調とし，均等に配置されている．柱筋は

揃っている。

柱穴 ７か所。深さは３５～７８�である。土層は，第１～３層が柱抜き取り痕，第４層が柱痕，第６～９層が埋

土に相当する。埋土は，第６層と第７層を主体として，版築状に突き固められている。柱のあたりは，各柱穴

の底面に径２４～２８�の円形の硬化範囲が認められる。

遺物出土状況 土師器片１８５点（坏３５，甕類１５０），須恵器片２点（坏，甕類）が各柱穴から出土しているが，

いずれも細片のため図示できなかった。

所見 本跡及び第４７７・４８２号掘立柱建物跡は，規模や構造，位置関係から倉庫群を形成していたと想定される。

時期は，桁行方向が一致する第４７７号掘立柱建物跡の年代観から９世紀中葉と考えられる。

第４８０号掘立柱建物跡（第６０１図）

位置 調査区中央部のＲ４ｊ７区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ１が第２６３８号住居跡，Ｐ２・Ｐ３が第２６２２号住居跡，Ｐ７・Ｐ８が第２６３９号住居跡，Ｐ１０・Ｐ１１

が第２６１２号住居跡を掘り込んでいる。また，平面構造が第４８２号掘立柱建物跡と重複しており，主軸方向など

から本跡が新しい。

規模と構造 北側が削平を受けており，正確な構造は不明であるが，桁行４間，梁行２間，桁行方向Ｎ－２°

－Ｅの南北棟の側柱建物と推定される。規模は現状で桁行９�６ｍ，梁行５�４ｍ，面積５１�８４�である。柱間寸法

は，桁行が２�４ｍ（８尺），梁行が２�７ｍ（９尺）を基調とし，均等に配置されている。柱筋は，Ｐ８がやや外

側に位置しているが，その他はほぼ揃っている。

柱穴 １１か所。削平のため北梁行中央に想定される柱穴は確認できなかった。また，Ｐ１１は柱のあたりのみ

を確認している。深さは掘り込みが確認できたものが２０～５７�である。土層は第１層が柱抜き取り痕，第２～

６層は埋土に相当する。柱のあたりは，各柱穴の底面に径２５～３５�の円形の硬化範囲が認められる。

遺物出土状況 土師器片１８４点（坏４４，甕類１４０），須恵器片１点（甕類），鉄製品１点（釘），種子１点が各柱

穴から出土しているが，多くは下層の住居跡からの混入であり，本跡に伴う遺物は少ない。

所見 構造からやや大形の上屋構造が想定され，居宅としての機能が想定される。時期は，主軸方向を同じく

する第４７１・４７６号掘立柱建物跡の年代観から９世紀前葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量

６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

―７１４―



第６０１図 第４８０号掘立柱建物跡実測図

―７１５・７１６―



第４８２号掘立柱建物跡（第６０２図）

位置 調査区中央部のＲ４ｉ７区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 Ｐ１が第２６３８号住居跡を掘り込んでいる。また，平面構造が第２６１２号住居跡，第４８０号掘立柱建物

と重複しており，第２６１２号住居跡より新しく，第４８０号掘立柱建物より古く位置付けられる。

規模と構造 北西側が後世の耕作により削平されており，本来の構造は不明であるが，桁行３間，梁行２間の

第６０２図 第４８２号掘立柱建物跡実測図

―７１７―



側柱建物と考えられる。桁行方向はＮ－１°－Ｅの南北棟で，規模は桁行７�２ｍ，梁行４�８ｍ，面積は３４�５６�と

推定される。柱間寸法は，梁行，桁行ともに２�４ｍ（８尺）を基調としている。

柱穴 ６か所。北西側は耕作による削平のため失われている。深さは，２１～４３�である。土層は，第１層が柱

抜き取り痕，第２～４層が埋土に相当する。埋土は，掘り方掘削の際に掘り上げた土でそのまま埋め立てたと

考えられる。柱のあたりは各柱穴とも径２８�ほどの円形の硬化範囲が認められる。

遺物出土状況 土師器片７６点（坏１２，甕類６３，手捏土器１），須恵器片５点（坏１，蓋２，甕類２）が各柱穴

から出土しているが，本跡に伴う遺物は少なく，いずれも細片のため図示できなかった。

所見 規模や構造，位置関係からみて，桁行方向が一致する第４７７・４７８号掘立柱建物跡とともに倉庫群を形成

していたと想定される。時期は，第４７７・４７８号掘立柱建物跡の年代観から９世紀中葉と考えられる。

第４８４号掘立柱建物跡（第６０３・６０４図）

位置 調査区北部のＱ５ｉ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４０・２６４４・２６５７号住居跡を掘り込み，第９３号堀に掘り込まれている。また，第４４６８・４４７３号土

坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行４間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－８８°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行９�６ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は４０�３２�である。柱間寸法は，桁行２�４ｍ（８尺），梁行２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等

に配置されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １２か所。深さは５０～６８�である。土層は第１層が柱痕で，柱の形状が良好に残っている。第２～８層が

埋土であり，強く突き固められている。柱のあたりは，Ｐ９を除いた柱穴の底面に明瞭に残っており，径１０～

１５�ほどが硬化している。

遺物出土状況 土師器片１３３点（坏１４，甕類１１７，甑２），須恵器片３点（坏２，蓋１）のほか，混入した土師

質土器片２点，瓦片１点がＰ９を除いた柱穴から出土している。１０２５はＰ２の覆土中から出土している。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。本跡の南には第４７７号掘立柱建物跡があり，軸線を

揃えている。時期は，９世紀前葉以降と考えられる第２６４４号住居を掘り込んでいることから９世紀後半と考え

られる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗オリーブ褐色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 黄 灰 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第６０３図 第４８４号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
―７１８―



第６０４図 第４８４号掘立柱建物跡実測図

―７１９―



第４８５号掘立柱建物跡（第６０５図）

位置 調査区北東部のＱ５ｆ９区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４４５８・４４５９号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

規模と構造 北側が調査区域外に伸びているため全体の規模は不明であるが，桁行３間，梁行２間の側柱建物

で，桁行方向Ｎ－８９°－Ｅの東西棟と推定される。規模は，確認された範囲では桁行５�４ｍ，梁行４�２ｍで，面

積は２２�６８�である。柱間寸法は，桁行は１�８ｍ（６尺），梁行は２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に配置されて

いる。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ６か所。深さは２０～８０�である。土層は第１層が柱痕に相当し，Ｐ１～Ｐ３・Ｐ５には柱の形状が良好

に残っている。第２～７層が埋土であり，強く突き固められている。柱のあたりは，Ｐ４・Ｐ６を除いた柱穴

の底面に明瞭に残っており，径１０～１５�ほどが硬化している。

遺物出土状況 土師器片８３点（坏３，甕類８０），須恵器片２点（甕）のほか，混入した縄文土器片１点が各柱

穴から出土しているが，いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。本跡の南西には第４８４号掘立柱建物跡があり，軸線

を揃えている。掘り方の形状などからほぼ同位置での建て替えの可能性が考えられる。時期は，９世紀後半と

考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

第６０５図 第４８５号掘立柱建物跡実測図

第４８４号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６０３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２５ 須恵器 蓋 ［１４�８］（１�５） － 長石・石英・雲
母・黒色粒子 黄灰 良好 ロクロ成形 Ｐ２覆土中 １０％

―７２０―



第４８６号掘立柱建物跡（第６０６図）

位置 調査区東部のＲ６ｄ３区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６６７・２６７０・２６７７・２６７８・２６８５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－８３°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行５�７ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２３�９４�である。柱間寸法は，桁行は東より２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺），１�８ｍ（６尺）

で，梁行は２�１ｍ（７尺）を基調として配置されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。深さは４４～８０�である。土層は第１層が柱痕に相当する。Ｐ６～Ｐ９を除いた柱穴には柱痕が

良好に残っている。第２～９層が埋土であり，第５層と第６層を主体として，版築状に硬く突き固められてい

る。柱のあたりは，各柱穴の底面に明瞭に残っており，径１５�ほどが著しく硬化している。

第６０６図 第４８６号掘立柱建物跡実測図

―７２１―



遺物出土状況 土師器片７９点（坏２１，甕５８），須恵器片３０点（坏１３，蓋２，甕１５）がＰ９を除いた柱穴から出

土しているが，いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。本跡の北西には第４８５号掘立柱建物跡があり，軸線

を揃えている。時期は，９世紀前葉と考えられる第２６７０号住居跡を掘り込んでいることから９世紀後半と考え

られる。

第４９０号掘立柱建物跡（第６０７・６０８図）

位置 調査区中央部のＲ５ｃ６区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４８・２６４９号住居跡，第４９１号掘立柱建物跡，第７７号方形竪穴遺構，第８１号井戸に掘り込まれて

いる。また，第４５０５・４５１５号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行１間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－８８°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行６�０ｍ，

梁行４�８ｍで，面積は２８�８０�である。柱間寸法は，桁行は東から２�１ｍ（７尺），１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺）

で，梁行は４�８ｍ（１６尺）であるが，２�４ｍ（８尺）２間と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

焼土粒子微量

第６０７図 第４９０号掘立柱建物跡実測図

―７２２―



柱穴 ７か所。深さは１００�内外である。北桁の柱穴は重複が激しいため確認できなかった。土層は第１～４

層が柱痕に相当する。Ｐ６を除いた柱痕は良好に残っている。第５～１０層が埋土であり，やや強く突き固めら

れている。柱のあたりは，各柱穴の底面に明瞭に残っており，径１０～２０�ほどが著しく硬化している。

遺物出土状況 土師器片１３０点（坏３６，高坏３，甕９１），須恵器片９点（坏２，蓋１，壺１，甕４，瓶１），鉄

製品３点（不明）のほか，混入した土師質土器片１点も各柱穴から出土している。１０２６はＰ１の覆土上層から

出土している。Ｍ１７１～Ｍ１７３はＰ４の覆土上層からそれぞれ出土し，埋土に混入したものと考えられる。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。時期は，９世紀後葉以前と考えられる第４９１号掘立

柱建物跡を掘り込んでいることや出土した土器から１０世紀代と考えられる。また，西妻部には２間と考えられ

るが重複などのため掘り方は確認されていない。

第６０８図 第４９０号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量

第４９０号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第６０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２６ 須恵器 壺 ［１６�０］（２�８） － 長石・赤色粒子 灰 良好 口辺部内・外面ロクロナデ Ｐ１上層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重さ 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７１ 釘 （１０�５）（１�０）（０�５）（２２�６）鉄 頭部・下端部欠損 断面長方形 Ｐ４上層

Ｍ１７２ 釘 （９�６）（０�９）（０�６）（２４�１）鉄 頭部・下端部欠損 断面長方形 Ｐ４上層

Ｍ１７３ 釘 （５�９）（０�９）（０�６）（１７�４）鉄 頭部・下端部欠損 断面長方形 Ｐ４上層

―７２３―



第４９１号掘立柱建物跡（第６０９図）

位置 調査区中央部のＲ５ｃ６区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４９号住居跡，第４５３１号土坑を掘り込み，第２６４８号住居，第４９０掘立柱建物，第７７号方形竪穴遺

構，第８１号井戸，第４５０５・４５１５・４５４９号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－２°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行５�４ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２２�６８�である。柱間寸法は，桁行１�８ｍ（６尺），梁行２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等

に配置されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ９か所。深さは２６～８６�である。土層は第１～３層が柱抜き取り痕に相当し，Ｐ７・Ｐ８には柱痕が認

められる。第４～７層が埋土であり，強く突き固められている。柱のあたりは，Ｐ１・Ｐ５・Ｐ９を除いた柱

穴の底面に明瞭に残っており，径１０�ほどが著しく硬化している。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第６０９図 第４９１号掘立柱建物跡実測図

―７２４―



遺物出土状況 土師器片４２点（坏１３，甕類２９），須恵器片４点（坏２，壺２）が，Ｐ２・Ｐ４を除いた柱穴か

ら出土しているが，いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。時期は，９世紀後葉以降の第２６４８号住居に掘り込ま

れていることから９世紀後葉以前と考えられる。

� 土坑

第５３９５号土坑（第６１０図）

位置 調査区南西部のＳ３ｈ９区，標高２１�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第５３９８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�５６ｍ，短径２�３４ｍの円形で，長径方向はＮ－６０°－Ｅである。深さは９６�で，底面は擂鉢

状を呈し，壁は外傾している。

覆土 ３層に分けられる。周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。最下層の第３層は弱い粘性を

おび，滞水時に堆積した可能性がある。

遺物出土状況 土師器片６４点（坏２１，高台付椀１，甕類４２），須恵器片９点（坏４，蓋１，甕類４）が出土し

ている。１０２７は覆土下層から斜位で出土し，廃絶後に投棄あるいは流入したものと考えられる。

所見 本跡は，ローム層下位の粘土層まで掘り込まれており，また，堆積状況から一時的に滞水していた状況

がうかがえることから，溜井としての性格が推定される。時期は，出土遺物から９世紀中葉以前と考えられる。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ローム粒子多量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子多量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第６１０図 第５３９５号土坑・出土遺物実測図

第５３９５号土坑出土遺物観察表（第６１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２７ 須恵器 坏 １２�１ ３�７ ５�８ 長石・石英・雲母 灰白 普通 体部内・外面ロクロナデ 下端手持ちヘラ削り
底部ヘラ切り後一方向のナデ 下層 ７０％

―７２５―



� 柱穴の可能性がある土坑（第６１１・６１２図）

調査区中央部から北東部の平坦な台地上において，柱痕や柱のあたり，人為的に埋め戻された痕跡が認

められる土坑が３０基確認された。これらの柱穴から出土した土器はいずれも細片であり，時期を特定する

ことは困難であるが，規模や形状が奈良・平安時代の掘立柱建物の柱穴と類似することや，重複関係から

当該時期のものと判断した。何らかの建物の可能性が考えられるが，建物の配列や構造を特定することは

できなかった。以下，これらの土坑について，実測図と土層解説を掲載する。

第６１１図 柱穴の可能性のある土坑実測図�

―７２６―



第６１２図 柱穴の可能性のある土坑実測図�

第４５０５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第４５０６号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

―７２７―



第４５２４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黄 灰 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，炭化物微量

第４５２６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック少量

第４５２７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

第４５６３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第４５９１号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第４６００号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第４６０５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第４６０９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ローム粒子多量

第４６１８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化物微量

第４６１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４６２１号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第４６２３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第４６２４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第４６２６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗オリーブ褐色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４６２７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第４６２８号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第４６３１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 褐 灰 色 ロームブロック中量

第４６３２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４６３３号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第４６５０号土坑土層解説
１ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 黒色土ブロック多量
３ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化

粒子微量

第４６５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

―７２８―



� 柵跡

第２１号柵跡（第６１３図）

位置 調査中央部のＲ５ｊ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 Ｐ１～Ｐ４が第２６３５号住居跡，Ｐ５が第２６１８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造 南北方向に５か所の柱穴が並び，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。規模は，全長８�４ｍ，柱穴の深

さ１５～３６�で，南側ほど深くなっている。柱間寸法は，２�１ｍ（７尺）を基調とし，ほぼ均等に配置されてい

る。

覆土 土層は，第１～５層が柱抜き取り痕であり，Ｐ５は第２６１８号住居跡の竈を掘り込んでいるため焼土，炭

化物，砂質粘土が混入している。第６～８層は埋土に相当する。

遺物出土状況 土師器片６点（坏３，甕類３），須恵器片１点（蓋）が出土しているが，いずれも下層の住居

から混入したものである。

所見 東へ２�４ｍ（８尺）の地点には，主軸方向を同じくする第４７１号掘立柱建物跡が位置している。この距離

は建物の柱間寸法と同じであり，建物に付属する施設と考えられる。柱穴は規模が小さく，身舎の柱間より狭

く配置されていることから，建物の西側を遮蔽する簡易な塀と想定される。時期は，第４７１号掘立柱建物跡の

年代観から９世紀前葉と考えられる。

第４６７０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
４ 黄 褐 色 ロームブロック多量
５ 黄 灰 色 ロームブロック少量

第４６７１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土ブロック少量
２ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量，砂質粘土ブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量
３ 黄 灰 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 黄 褐 色 ロームブロック中量
５ 黄 灰 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 黄 褐 色 ロームブロック多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第４６８８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４７１１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ にぶい褐色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物微量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・暗褐色土ブロック多量，焼土ブ

ロック・炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック多量，暗褐色土ブロック中量，焼

土ブロック・炭化粒子少量
６ 褐 灰 色 ロームブロック中量

第４７１２号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 灰 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化物微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・砂

質粘土粒子少量

５ にぶい赤褐色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，
砂質粘土粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子微量

―７２９―



第６１３図 第２１号柵跡実測図

表４５ 平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２５９０ Ｓ４ｆ９ Ｎ－６°－Ｅ［長方形］ ４�５８×（３�２０）６～１６ 平坦 － － － － 竈１ １ 不明 土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，支脚 １０世紀前葉

２５９１ Ｓ４ｇ０ Ｎ－４°－Ｗ 長方形 ４�０１×３�４５ １６～２０ 平坦［全周］ － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵
器片 ９世紀後葉以前

２５９３ Ｓ５ｆ３ Ｎ－２０°－Ｗ［長方形］ ４�５８×（３�８６）１５～２２ 平坦 一部 － １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰釉
陶器片，砥石，双孔円板 ９世紀中葉

２６０２ Ｓ４ｉ８ Ｎ－１６°－Ｅ ［方形・
長方形］ （５�８３×３�６９） １２ 平坦 － ２ － － － － 不明 土師器片，須恵

器片，土馬 ９世紀後半

２６０４ Ｓ４ｅ０ Ｎ－５°－Ｅ 方形 ４�５６×４�１６ １９～３２ 平坦 － － １ － 竈２ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀後葉

２６０５ Ｓ５ｇ４ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ３�３６×３�３６ ７２ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，土玉，
土製紡錘車，石製紡錘車 ９世紀中葉

２６０８ Ｓ５ｃ３ Ｎ－８８°－Ｅ 方形 ３�８２×３�７４ ６～３３ 平坦 － － － － － － 自然 土師器片，須恵
器片 １１世紀前半以前

２６１０ Ｒ５ｆ２ Ｎ－４°－Ｗ 方形 ３�０８×３�０３ ８ 平坦 － ２ － － － － 人為 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片，釘 ９世紀前葉以前

２６１１ Ｒ５ｈ２ Ｎ－９５°－Ｅ ［方形］［３�００］×２�８０ １３～１６ 平坦 － ４ － ３ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，小玉 １１世紀前葉

―７３０―



番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物

備考
（時期）主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２６１５ Ｓ５ｄ１ Ｎ－５°－Ｗ 長方形 ４�９４×３�８６ １２～３０ 平坦 － － １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰釉
陶器片，土製紡錘車，鉄鏃 １０世紀前葉

２６１６ Ｓ４ｂ９ Ｎ－３°－Ｗ ［方形・
長方形］ ３�６５×（２�５０） １０ 平坦 一部 － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵

器片 ９世紀後葉以前

２６１７ Ｓ５ａ１ Ｎ－８７°－Ｅ 方形 ２�９４×２�８０ ２～１０ 平坦 － ２ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 １１世紀前葉

２６１８ Ｓ５ａ４ Ｎ－３°－Ｗ 長方形 ６�００×５�２５ １５～３５ 平坦［全周］ ２ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，石製管玉 ９世紀前葉以前

２６１９ Ｒ５ｇ４ Ｎ－４°－Ｅ 長方形 ３�７５×３�４０ １０～１４ 平坦 － １ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
支脚，臼玉，双孔円板 ９世紀中葉

２６２０ Ｓ５ｇ１ Ｎ－６°－Ｅ 長方形 ３�９０×３�５０ ５～１５ 平坦 ほぼ全周 ５ １ － 竈２ １ 人為 土師器片，須恵器片，土
玉，砥石，双孔円板，鋤先 ９世紀後葉

２６２１ Ｒ４ｊ０ Ｎ－０° ［方形］ ３�８６×（３�６４）２５～４５ 平坦［全周］ ４ １ １ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，灰
釉陶器片，砥石，刀子 ９世紀後葉

２６２３ Ｓ４ｆ０ Ｎ－２°－Ｗ ［方形・
長方形］ ６�２２×（３�６０）１２～４４ 平坦［全周］ － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵

器片 ９世紀中葉以前

２６２６ Ｒ４ａ０ Ｎ－５°－Ｅ 長方形 ５�９６×５�３７ ４～２８ 平坦 ほぼ全周 ４ １ － 竈１ ２ 人為 土師器片，須恵器片，灰釉陶
器片，土製紡錘車，鉄鏃，鎌 ９世紀前葉以前

２６２７ Ｒ４ｄ９ Ｎ－１１°－Ｅ ［方形］ ６�９４×（６�８０） ３２ 平坦 － ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，緑釉陶
器片，石製紡錘車，双孔円板 ９世紀中葉

２６３０ Ｒ５ｉ４ Ｎ－１０°－Ｗ 長方形 ３�２０×２�８４ ５～７ 平坦 － － １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 ９世紀中葉以前

２６３３ Ｒ５ｈ１ Ｎ－１０°－Ｅ［長方形］ ４�５８×（３�１５）１０～１２ 平坦［全周］ ２ － １ － － 人為 土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，砥石 １１世紀代

２６４４ Ｑ５ｈ５ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ４�０２×３�６３ ２～４ 平坦 半周 － １ － 竈１ － 不明 土師器片，須恵
器片 ９世紀前葉以降

２６４５ Ｒ５ａ５ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ５�２６×５�０２ ８～２１ 平坦 ほぼ全周 ６ １ ６ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，灰
釉陶器片，砥石，刀子 ９世紀中葉

２６４６ Ｒ５ａ４ Ｎ－２°－Ｗ 長方形 ４�１０×３�６０ １０～１４ 平坦 一部 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，刀子 １０世紀前半

２６４７ Ｒ５ｅ４ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 ２�７６×２�４０ ２ 平坦 一部 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀後葉

２６４８ Ｒ５ｃ５ Ｎ－１０°－Ｅ 長方形 ３�１０×２�５０ ２０～２３ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，硯，鉄鏃 ９世紀後葉以降

２６５４ Ｑ５ｈ８ Ｎ－８°－Ｅ 長方形 ３�５７×２�５８ ６～８ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀中葉

２６５５ Ｒ５ｂ２ Ｎ－９°－Ｅ ［方形・
長方形］ （４�７０×０�８０） １０ 平坦 － － － － － － － ９世紀前葉以降

２６５６ Ｒ５ｃ３ Ｎ－１°－Ｗ ［方形・
長方形］ ７�６８×（６�６０）１０～１６ 平坦 一部 ５ １ ２ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器

片，砥石，双孔円板 ９世紀前葉

２６５９ Ｒ５ｄ２ Ｎ－３°－Ｗ ［方形・
長方形］ ４�７２×（２�２３）８～１８ 平坦［全周］ ２ １ － － － 人為 土師器片，須恵器

片，灰釉陶器片 ９世紀後葉

２６６４ Ｑ６ｈ３ Ｎ－８８°－Ｅ ［方形・
長方形］ （３�４４×３�０７） ３～４ 平坦 一部 － － － 竈１ － － 土師器片，須恵

器片，支脚 ９世紀中葉

２６６５ Ｑ６ｈ３ Ｎ－３°－Ｅ 方形 ７�０５×６�７７ ２５～２７ 平坦 全周 ４ － － 竈２ １ 人為 土師器片，須恵器片，灰
釉陶器片，骨片，貝類 ９世紀後葉

２６７０ Ｒ６ｃ３ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ５�００×４�８６ １５～２５ 平坦 全周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，灰釉陶器
片，球状土錘，刀子，鉄鏃，鎌 ９世紀前葉

２６７２ Ｑ６ｈ３ Ｎ－２°－Ｅ 長方形 ４�８０×４�３２ １２～２０ 平坦 全周 － － － － － 人為 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片，鎌 １０世紀前半

２６７９ Ｒ５ｂ８ Ｎ－７９°－Ｅ 方形 ３�１８×３�１０ ４～６ 平坦 － － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，刀子 １０世紀後半

２６８２ Ｒ５ｉ９ Ｎ－８８°－Ｅ 方形 ３�５９×３�５９ １６～２０ 平坦 全周 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，鎖ヵ １０世紀後半以前

２６８４ Ｒ５ｇ０ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ２�８１×２�７４ ２０～２２ 平坦 全周 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，刀子 ９世紀前葉

２６８７ Ｒ６ｈ３ Ｎ－６°－Ｅ［長方形］（４�６０）×４�４０ １５～２０ 平坦［全周］ ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，鉄鏃，釘 ９世紀前葉

２６８８ Ｒ５ｇ８ Ｎ－２°－Ｗ 方形 ６�９７×６�７６ １２～１４ 平坦 ほぼ全周 ４ ２ ４ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀後葉以前

２６９１ Ｒ６ｇ４ Ｎ－９°－Ｅ 方形 ４�８４×４�７０ ２８～３４ 平坦 ほぼ全周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，砥
石，刀子，鉄鏃，手斧，釘 ９世紀前葉

２６９６ Ｒ６ｈ１ Ｎ－９２°－Ｅ 方形 ３�８７×３�５５ １５～１８ 平坦 ほぼ全周 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 ９世紀前葉

表４６ 平安時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模
桁×梁
（ｍ）

面積
（�）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱穴（�）
主な出土遺物

備考
（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

４７１ Ｓ５ｊ６ Ｎ－２°－Ｅ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�４ 側柱 １０ 楕円形 ２３～９４ 土師器片，須恵器
片，灰釉陶器片 ９世紀前葉

４７２ Ｓ５ｃ２ Ｎ－８７°－Ｅ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�４ 側柱 １０ 隅丸方形
楕円形 ３２～１０９土師器片，須恵器片，灰釉陶器片 ９世紀後葉

４７５ Ｓ４ｊ２ Ｎ－８６°－Ｗ ３×２ ６�３×４�８ ３０�２４ ２�４
１�５ ２�４ 側柱 １０ 隅丸長方形

楕円形 ２５～８４ 土師器片，須恵
器片 ９世紀後葉

４７６ Ｒ５ｊ２ Ｎ－２°－Ｅ ３×２ ５�４×３�６ １９�４４ １�８ １�８ 側柱 １０ 楕円形
方形 １９～７９ 土師器片，須恵器

片，灰釉陶器片 ９世紀前葉

４７７ Ｓ５ａ１ Ｎ－８９°－Ｅ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�４ 側柱 ９ 楕円形 １９～６７ 土師器片，須恵
器片 ９世紀中葉

４７８ Ｓ５ｃ２ Ｎ－８９°－Ｅ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�４ 側柱 ７ 隅丸方形
楕円形 ３３～７８ 土師器片，須恵

器片 ９世紀中葉

４８０ Ｒ４ｊ７ Ｎ－２°－Ｅ ４×２ ９�６×５�４ ５１�８４ ２�４ ２�７ 側柱 １１ 楕円形 ２０～５７ 土師器片，須恵
器片，釘，種子 ９世紀前葉

４８２ Ｒ４ｉ７ Ｎ－１°－Ｅ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�４ 側柱 ６ 隅丸方形 ２１～４３ 土師器片，須恵
器片 ９世紀中葉

４８４ Ｑ５ｉ５ Ｎ－８８°－Ｗ ４×２ ９�６×４�２ ４０�３２ ２�４ ２�１ 側柱 １２ 円形
楕円形 ５０～６８ 土師器片，須恵

器片 ９世紀後半

―７３１―



番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模
桁×梁
（ｍ）

面積
（�）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱穴（�）
主な出土遺物

備考
（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

４８５ Ｑ５ｆ９ Ｎ－８９°－Ｅ ３×２ ５�４×４�２ ２２�６８ １�８ ２�１ 側柱 ６ 円形
楕円形 ２０～８０ 土師器片，須恵

器片 ９世紀後半

４８６ Ｒ６ｄ３ Ｎ－８３°－Ｅ ３×２ ５�７×４�２ ２３�９４ ２�１
１�８ ２�１ 側柱 １０ 円形

楕円形 ４４～８０ 土師器片，須恵
器片 ９世紀後半

４９０ Ｒ５ｃ６ Ｎ－８８°－Ｗ ３×１ ６�０×４�８ ２８�８０ ２�１
１�８ ４�８ 側柱 ７ 円形

楕円形 １００内外 土師器片，須恵
器片 １０世紀代

４９１ Ｒ５ｃ６ Ｎ－２°－Ｅ ３×２ ５�４×４�２ ２２�６８ １�８ ２�１ 側柱 ９ 円形
楕円形 ２６～８６ 土師器片，須恵

器片 ９世紀後葉以前

表４７ 平安時代柱穴の可能性がある土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

４５０５ Ｒ５ｃ５ Ｎ－７９°－Ｅ 隅丸方形 １�１２×０�９３ ６０ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２６４９・SI２６４８・SB４９１・
SK４５４９�本跡

４５０６ Ｒ５ｂ６ Ｎ－５°－Ｗ 隅丸方形 １�００×０�９５ ８１ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２６４９�本跡

４５２４ Ｑ５ｉ６ Ｎ－４４°－Ｅ 楕円形 １�１２×１�００ ６９ 外傾 平坦 人為 土師器片

４５２６ Ｒ５ｄ６ Ｎ－８３°－Ｗ 方形 ０�８８×０�８６ ５４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４５２７ Ｒ５ｄ６ Ｎ－２５°－Ｅ 円形 ０�８６×０�７６ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６４９�本跡

４５６３ Ｒ５ｄ３ Ｎ－４４°－Ｅ 不整楕円形 １�２３×０�８５ ５２ 外傾 皿状 人為 SI２６６９�SI２６６８�
SI２６５６�SI２６５９�本跡

４５８０ Ｑ５ｇ８ Ｎ－８６°－Ｗ 隅丸方形 ０�８６×０�７４ ９０ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２６５２�SK４７３５�本跡

４５９１ Ｒ５ｉ２ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ０�９７×０�９７ １１０ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６６３�本跡

４６００ Ｒ５ｂ４ Ｎ－３°－Ｅ 隅丸方形 （１�００）×１�００ ８２ 外傾 漏斗状 人為 土師器片 SI２６４９�本跡�SK４５１７

４６０５ Ｒ５ｂ５ Ｎ－１°－Ｗ 不整円形 （１�２０）×１�２０ １１４ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６４９�本跡�HT７７

４６０９ Ｑ６ｇ６ Ｎ－３４°－Ｅ 楕円形 ０�９２×（０�７０） ９２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡�SD１５２

４６１８ Ｑ５ｉ９ Ｎ－３４°－Ｗ 円形 １�１１×１�０３ ３８ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２６７３�本跡

４６１９ Ｑ５ｊ０ Ｎ－４°－Ｗ 円形 ０�８９×０�８２ ５８ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２６７３�本跡

４６２０ Ｑ５ｊ９ Ｎ－１８°－Ｗ 隅丸方形 ０�７９×０�７８ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６７３�本跡

４６２１ Ｑ５ｊ９ Ｎ－１°－Ｗ 隅丸長方形 １�１６×０�９８ １０３ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６７３�本跡

４６２３ Ｑ５ｊ９ Ｎ－６°－Ｗ 隅丸方形 １�４１×１�３４ ４０ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８０�SI２６７３�本跡

４６２４ Ｑ５ｊ７ Ｎ－８１°－Ｅ 隅丸方形 ０�８４×０�７８ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４６２６ Ｑ５ｊ９ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 ０�４９×０�３７ １２ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２６８０�SI２６７３�
本跡・SK４６２７

４６２７ Ｑ５ｊ９ Ｎ－１９°－Ｗ［楕円形］ ０�８４×（０�４５） １３ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２６８０�SI２６７３�
本跡・SK４６２６

４６２８ Ｑ５ｊ９ Ｎ－２２°－Ｗ 円形 ０�７１×０�７０ ４０ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８０�SI２６７３・SI２６７４
�本跡

４６３１ Ｑ５ｊ８ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 １�２５×１�１２ ７２ 外傾 凹凸 人為 土師器片，石製勾玉 SI２６８０�SI２６７４�本跡

４６３２ Ｒ５ａ８ Ｎ－８７°－Ｗ 楕円形 １�２８×０�８６ ３５ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８０�SI２６７５�
SI２６７４�本跡

４６３３ Ｒ５ａ８ Ｎ－６８°－Ｗ 円形 １�０４×０�９７ ５５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６７５�本跡

４６５０ Ｑ５ｊ７ Ｎ－５２°－Ｅ ［円形］ ０�９７×（０�５０） ５２ 緩斜
外傾 平坦 人為 SI２６７５�SI２６７４�SK４７１１

�SK４７１２�本跡�SK４６５１
４６５３ Ｒ６ｃ４ Ｎ－０° 円形 ０�７０×０�７０ ３４ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２６７０�本跡

４６７０ Ｒ５ａ９ Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 ０�７８×０�５６ ６６ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

４６７１ Ｒ５ａ９ Ｎ－８６°－Ｅ 隅丸長方形 １�００×０�９０ ７０ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

４６８８ Ｑ６ｇ２ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 ０�７６×０�６０ ４０ 緩斜 平坦 人為 土師器片 SI２６６２�SI２６６５�本跡

４７１１ Ｑ５ｊ７ Ｎ－１３°－Ｅ 円形 （０�７６×０�７２） ９７ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６７５�本跡�
SK４６５０・SK４７１２�SK４６５１

４７１２ Ｑ５ｊ７ Ｎ－３７°－Ｅ 楕円形 ０�９２×０�７２ ４８ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２６７５�SK４７１１�
本跡・SK４６５０�SK４６５１
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５ 中・近世の遺構と遺物

中・近世の掘立柱建物跡５棟，方形竪穴遺構８基，地下式壙１７基，堀跡１２条，溝跡３２条，道路跡４条，井

戸跡５６基，土坑８基，粘土貼り土坑４基，火葬土坑５基，墓坑９基，墓坑の可能性がある土坑１７５基，柱穴の可

能性がある土坑３１基，ピット群３か所，不明遺構１基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 掘立柱建物跡

第４７９号掘立柱建物跡（第６１４図）

位置 調査区西部のＲ４ｈ３区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 Ｐ３が第４８１号掘立柱建物跡のＰ４を掘り込んでいる。また，平面構造が第４３５９号土坑と重複して

いるが，時期を特定できる出土遺物が乏しく，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱建物で，桁行方向がＮ－２０°－Ｅの南北棟である。規模は桁行３�６ｍ，

梁行２�１ｍで，面積は７�５６�である。柱間寸法は，桁行が１�８ｍ（６尺），梁行が２�１ｍ（７尺）を基調とする。

桁行中央のＰ２・Ｐ５は，隅柱を繋いだ柱筋より外側に配置されている。

柱穴 ６か所。深さは２４～６３�である。土層は，第１・２層が柱痕及び柱抜き取り痕，第３～５層が埋土に相

当する。柱のあたりは不明瞭である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

第６１４図 第４７９号掘立柱建物跡実測図
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遺物出土状況 土師器片３点（甕類）が柱穴から出土しているが，いずれも流れ込んだものと考えられる。

所見 周辺には地下式壙や墓坑と考えられる長方形の土坑群が密集し，一部は主軸方向を同じくしている。本

跡は柱穴の規模が小さく，簡易な構造であることから，墓域に伴う小堂としての機能が想定される。また，遺

構の重複関係から，第４８１号掘立柱建物跡から建て替えられていると推定される。時期は，土坑群の年代観や

重複関係から１７世紀前半以降と考えられる。

第４８１号掘立柱建物跡（第６１５図）

位置 調査区西部のＲ４ｈ３区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 Ｐ１が第４３６７号土坑を掘り込み，Ｐ２が第４３５０号土坑，Ｐ３が第４３５５号土坑，Ｐ４が第４７９号掘立柱

建物のＰ３に掘り込まれている。

規模と構造 桁行，梁行とも１間の側柱建物で，桁行方向がＮ－２３°－Ｅの南北棟である。規模は桁行３�０ｍ（１０

尺），梁行２�７ｍ（９尺）で，面積は８�１�である。柱筋は不揃いである。

柱穴 ４か所。深さは３６～５８�である。遺構の重複とトレンチャーによる撹乱のため，土層の観察は困難であ

った。

所見 周辺には地下式壙や墓坑の可能性がある土坑群が密集し，一部は主軸方向を同じくしている。本跡は柱

穴の規模が小さく，簡易な構造であることから，墓域に伴う小堂としての機能が想定される。また，遺構の重

複関係から，第４７９号掘立柱建物跡への建て替えが推定される。時期は，土坑群の年代観や重複関係から１７世

紀前半以降と考えられる。

第６１５図 第４８１号掘立柱建物跡実測図
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第４８８号掘立柱建物跡（第６１６図）

位置 調査区東部のＲ６ｈ１区，標高２３�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６９２・２６９６・２６９７・２７０１号住居跡，第１５３号溝跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行４間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－２°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行８�１ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は３４�０２�である。柱間寸法は，当初北より１�８ｍ（６尺），２�１ｍ（７尺），２�１ｍ（７尺），２�１ｍ

（７尺）であったものが，南間を１�８ｍ（６尺）へ縮小している。梁行は２�１ｍ（７尺）を基調とし，柱筋はほ

ぼ揃っている。

第６１６図 第４８８号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 １２か所。深さは２０～７４�である。土層は第１～５層が柱抜き取り痕に相当する。

遺物出土状況 土師器片２０点（坏６，甕１４）がＰ１・Ｐ６・Ｐ９・Ｐ１２を除いた柱穴から出土しているが，い

ずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。当初，桁行は北間だけ６尺であったものが南間も６

尺に建て替えたものと考えられる。時期は，中世後半と考えられる第１５３号溝跡を掘り込んでいることや柱穴

の規模・形状から中世後半以降と考えられる。

第５０７号掘立柱建物跡（第６１７図）

位置 調査区北西部のＱ４ｅ３区，標高２１�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５４０８・５４０９号土坑を掘り込んでいる。また，第５４１０・５４３１号土坑と重複しているが新旧関係は不

明である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック微量

第６１７図 第５０７号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造 桁行４間，梁行１間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－６０°－Ｗの東西棟である。規模は，桁行７�２ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は２５�９２�である。柱間寸法は，桁行１�８ｍ（６尺），梁行３�６ｍ（１２尺）を基調としている

が，梁行は２間の可能性が考えられる。また，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。深さは２６～６２�である。土層は第６層が柱痕に相当する。Ｐ３・Ｐ５・Ｐ６・Ｐ８には，柱痕

が認められるが，他は抜き取られている。第７・８層は埋土であり，やや強く突き固められている。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。桁行と梁行の軸線を揃え，本跡を囲むように第１５８

号溝跡がＬ字状に並列していることから，同時期に機能していたと推測される。出土遺物は無いが，時期は１７

世紀前半以降と考えられる。

第５０８号掘立柱建物跡（第６１８図）

位置 調査区北西部のＱ３ｅ４区，標高１９�０ｍほどの斜面部下段に位置している。

重複関係 第５４２５号土坑に掘り込まれている。また，第３２号ピット群と重複しているが，新旧関係は不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，白色粘土ブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，白色

粘土ブロック微量
５ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量，ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック・炭化粒子少

量，焼土粒子微量

７ 黒 褐 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼
土粒子・炭化粒子微量

８ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量，炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量
１０ 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量，焼土粒

子少量
１１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量

第６１８図 第５０８号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造 桁行１間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－１０°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行４�８ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は２０�１６�である。柱間寸法は，桁行４�８ｍ（１６尺）であるが２間の可能性があり，梁行は

２�１ｍ（７尺）である。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ６か所。深さは４５～６８�である。土層は第１～９層が柱抜き取り痕に相当する。

遺物出土状況 土師質土器片２６点（内耳鍋１７，擂鉢５，小皿４），陶器片１点（甕），粘土塊４点，鉄滓２点が

Ｐ１を除いた柱穴から出土しているが，いずれも細片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，倉庫としての機能が想定される。第１６４号溝が桁行，第１６３号溝が梁行の軸線に揃えて

並列していることから，それぞれの溝と同時期に機能していたと推測される。また，桁行は２間の可能性があ

る。時期は，出土した土器から１７世紀前半以降と考えられる。

� 方形竪穴遺構

第７３号方形竪穴遺構（第６１９図）

位置 調査区北部のＳ４ｂ０区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６１６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�４２ｍ，短軸１�９０ｍの方形で，長軸方向はＮ－１５°－Ｅである。壁高は８～２９�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦である。

ピット ２か所。深さは２１～４０�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ４層に分けられる。周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 白色粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量
２ 暗 灰 黄 色 白色粘土粒子中量，ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 白色粘土粒子少量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・白色粘土粒子少量
５ 褐 灰 色 白色粘土粒子多量，ローム粒子少量

６ 黄 褐 色 白色粘土粒子中量
７ 黒 色 白色粘土粒子多量
８ 暗 灰 黄 色 白色粘土粒子中量
９ 黒 褐 色 白色粘土粒子微量
１０ 黄 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土粒子少量
１１ 黄 灰 色 白色粘土粒子多量，ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 明 褐 色 ロームブロック多量

第６１９図 第７３号方形竪穴遺構・出土遺物実測図
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遺物出土状況 土師質土器片１点（内耳鍋），鉄製品１点（鏃）が出土しているほか，土師器片６４点，須恵器

片７点が流れ込んでいる。いずれも覆土中から細片で出土しており，廃絶後の埋没過程で混入したものと考え

られる。

所見 時期は，遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第７４号方形竪穴遺構（第６２０図）

位置 調査区中央部のＲ４ｃ９区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６２６号住居跡，第５３号地下式壙，第４３３１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�５０ｍ，短軸２�７２ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は３０～４８�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ３層に分けられる。標高の高い東側からの土砂流入の状況を示した自然堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

３ 灰 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

第６２０図 第７４号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第７３号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第６１９図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７４ 鏃 （６�８） ２�８ ０�２ （８�８） 鉄 茎部欠損 柳葉式 平造 逆刺 腸抉 透孔有 覆土中 PL１４５
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遺物出土状況 土師質土器片４３点（小皿４，内耳鍋３９），陶器片１点（甕），石器１点（砥石），鉄滓２点が出

土しているほか，土師器片１５８点，須恵器片３７点が流れ込んでいる。１０２８・１０２９は覆土上層から出土しており，

廃絶後の埋没過程で混入したものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀前半以前と考えられる。

第７５号方形竪穴遺構（第６２１図）

位置 調査区中央部のＲ４ｈ５区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４３９５号土坑を掘り込み，第４３８５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�７２ｍ，短軸２�６８ｍの方形で，長軸方向はＮ－４４°－Ｅである。壁高は５０～５４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦である。

ピット ３か所。深さは１０～２４�で，性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。ロームや黒色土をブロック状に含む人為堆積である。

土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック多量，黒色土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量，黒色土ブロック中量

４ にぶい褐色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 明 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック中量

第６２１図 第７５号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第７４号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第６２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２８ 土師質土器 小皿 ［７�０］ ２�３ ［３�６］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 上層 ４０％

１０２９ 土師質土器 小皿 ［７�４］ ２�５ ３�４ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り後ナデ 上層 ６０％
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遺物出土状況 土師質土器片１７点（小皿２，内耳鍋１４，擂鉢１），陶器片２点（壺ヵ）が出土しているほか，

土師器片９０点，須恵器片１７点が混入している。１０３０は覆土中から出土しており，廃絶後に投棄されたものと考

えられる。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀後半以前と考えられる。

第７６号方形竪穴遺構（第６２２図）

位置 調査区北部のＱ５ｈ７区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�２２ｍ，短軸２�０６ｍの方形で，長軸方向はＮ－３０°－Ｅである。壁高は３４～５２�で外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

ピット ４か所。深さは４８～５２�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分けられる。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（擂鉢），陶器片１点（不明），鉄滓２点が出土しているほか，土師器片１４６

点，須恵器片１０点が流れ込んでいる。いずれも細片で，覆土中に散在した状態で出土していることから，廃絶

後の埋没過程で混入したものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物や遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第６２２図 第７６号方形竪穴遺構実測図

第７５号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第６２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３０ 土師質土器 小皿 ［７�１］ ２�４ ３�０ 長石・石英・赤色粒子 灰白 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 ５０％
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第７７号方形竪穴遺構（第６２３図）

位置 調査区中央部のＲ５ｂ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４９号住居跡，第４９０・４９１号掘立柱建物跡，第４６０５号土坑を掘り込み，第４５１７号土坑に掘り込ま

れている。

規模と形状 長軸２�８５ｍ，短軸２�５０ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６８°－Ｅである。壁高は５～１６�で外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ２層に分けられる。含有物が細粒かつ微量な自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２３点（小皿４，内耳鍋１５，擂鉢４），陶器片１（壺ヵ），鉄製品２点（鏃）が出土

しているほか，土師器片６３点，須恵器片１５点が流れ込んでいる。Ｍ１７５は南壁際の床面から出土しており，廃

絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物や遺構の形状から１６世紀代と考えられる。

第７８号方形竪穴遺構（第６２４図）

位置 調査区中央部のＲ４ｆ２区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６８９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�１４ｍ，短軸１�４９ｍの長方形で，長軸方向はＮ－６６°－Ｗである。壁高は２２�で外傾して立

ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。北西コーナー部に径３０�ほどの円形の焼土範囲があり，その周辺には炭化材が確認され

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第６２３図 第７７号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第７７号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第６２３図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７５ 鏃 （７�２） ０�７ ０�４ （５�０） 鉄 刃部端部欠損 方頭式 平造 棘状関 床面
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ている。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ３は，深さ３６�・４８�で，規模と配置から柱穴と考えられる。Ｐ２は，深さ２１�で，

補助的な柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分けられる。周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片４点（小皿），瓦質土器片１点（不明）が出土しているほか，土師器片３６点，須

恵器片８点が流れ込んでいる。１０３１は中央部の床面から出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀前半と考えられる。

第７９号方形竪穴遺構（第６２５図）

位置 調査区北部のＱ４ｃ０区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第９６号堀跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５８ｍ，短軸２�４６ｍの方形で，長軸方向はＮ－６°－Ｗである。壁高は４６～５６�で外傾して

立ち上がっている。南壁東寄りに出入口施設をもち，長軸１�４０ｍ，短軸０�６７ｍの方形で，壁高は５６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。

覆土 ３層に分けられる。ロームブロックや粘土粒子などの含有物を多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６４点（小皿７，内耳鍋５３，擂鉢３，甕１），瀬戸・美濃系陶器片３点（灰釉平碗），

石器２点（石臼），石製品１点（硯），自然遺物４点（貝）が出土しているほか，土師器片５３点，須恵器片８点

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第６２４図 第７８号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第７８号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第６２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３１ 土師質土器 小皿 ８�０ ２�４ ４�２ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り後ナデ 床面 ８５％ PL１３５

―７４３―



が混入している。１０３６が覆土上層から中層，１０３２～１０３５・Ｑ９３・Ｎ１～Ｎ３は覆土上層からそれぞれ出土して

おり，廃絶後に投棄されたものと考えられる。Ｎ１～Ｎ３はアカニシで，写真図版（PL１５０）に掲載した。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀前半以前と考えられる。

第６２５図 第７９号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

―７４４―



第８０号方形竪穴遺構（第６２６図・第６２７図）

位置 調査区南部のＳ４ｊ９区，標高２１�０ｍほどの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１６号道路跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�１８ｍ，短軸１�９４ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２１°－Ｅである。壁高は２６�で，外傾して

立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，南西部に長軸９８�，短軸７７�で，深さ３６�の不整形な落ち込みがある。

ピット ３か所。深さは４２～５２�で，位置と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分けられる。ロームブロックや焼土粒子などの含有物を多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 石塔２点，（五輪塔水輪，宝篋印塔基礎），石器３点（砥石）が南西部の覆土下層から出土して

おり，廃絶後に投棄されたものと考えられる。土師器片１０点，須恵器片１点が流れ込んでいる。

所見 時期は，時期判定の根拠となる土器類が出土していないため明確でないが，遺構の形状から中世後半と

考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第６２６図 第８０号方形竪穴遺構実測図

第７９号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第６２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３２ 陶器 灰釉平碗［１６�８］（５�１） － 精良・灰釉 淡黄 良好 体部内・外面灰釉 下端露胎 上層 １５％
瀬戸・美濃系

１０３３ 土師質土器 甕 ［２１�０］（６�４） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 上層 １０％

１０３４ 土師質土器 小皿 ［６�２］ ２�３ ３�３ 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り後ナデ 上層 ８０％

１０３５ 土師質土器 小皿 ［９�４］ ２�５ ［４�８］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 上層 ４０％

１０３６ 土師質土器 内耳鍋［３３�４］１２�６［１７�８］長石・雲母 灰褐 普通 口辺部横ナデ 体部内・外面ナデ 底部すのこ
状の圧痕 上・中層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９３ 墨 （６�５） ３�０ １�５ （４７�０）煤 一部欠損 側面に沈線有り 上層

―７４５―



� 地下式壙

第５０号地下式壙（第６２８図）

位置 調査区北部のＱ４ｊ０区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第５５号地下式壙を掘り込み，第５１号地下式壙に掘り込まれている。

竪坑 主室北壁の東寄りに位置し，長軸２�１０ｍ，短軸１�９０ｍの長方形である。壁高は１１４～１２０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。また，底面は平坦で，主室とは高低差１３�の段が形成されている。北壁際にＰ１が確

認されており，深さは１２�で，出入口施設に伴うピットと考えられる。

主室 長軸２�９５ｍで，短軸は２�２４ｍを確認している。方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｅである。天井部は遺存

していない。壁はほぼ直立し，確認面からの深さは１２４�で，底面は東側へ緩やかな傾斜が付いている。

覆土 ２２層に分けられる。第１７層は天井部の崩落土層に相当し，それより下層は竪坑側から流入した堆積状況

を示した自然堆積である。上層は，第２～４層が不規則な堆積状況を示し，第１層で平坦に均されていること

から，第５１号地下式壙を構築する際に人為的に埋め戻されたと考えられる。

第６２７図 第８０号方形竪穴遺構出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 黒 色 ローム粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック微量
８ 明 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ローム粒子中量
１０ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子微量

１２ 明 褐 色 ローム粒子多量
１３ 褐 色 ローム粒子多量
１４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１５ 褐 色 ロームブロック少量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１７ 明 褐 色 ロームブロック多量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１９ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
２０ 褐 色 ローム粒子少量
２１ 黄 褐 色 ローム粒子多量
２２ 明 褐 色 ロームブロック中量

第８０号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第６２７図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量（�） 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９４ 五輪塔 ３２�０ ３１�８ １９�３ ２７�３０ 花崗岩 水輪 下層 PL１４３

Ｑ９５ 宝篋印塔（２２�９）（２０�８） １１�６ （７�６３）花崗岩 基礎 一部欠損 下層

―７４６―



遺物出土状況 土師質土器片９点（小皿４，内耳鍋４，擂鉢１），陶器片２点（碗，瓶），鉄滓１点が出土して

いるほか，土師器片８７点，須恵器片１６点が流れ込んでいる。いずれも覆土中から細片で出土しており，廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，重複している第５１号地下式壙の年代観から１６世紀前葉以前と考えられる。

第５１号地下式壙（第６２９図）

位置 調査区北部のＱ４ｊ０区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６２６号住居跡，第５０号地下式壙を掘り込んでいる。

竪坑 主室の北壁中央部に位置し，長軸１�６４ｍ，短軸１�４４ｍの長方形である。壁高は１２０�で，北壁はほぼ直

立し，東・西壁は外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

主室 長径２�８８ｍ，短径２�０２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７９°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは１２２�である。底面はほぼ平坦で，中央部南側には焼土と炭化物が散在して

いる。

覆土 １３層に分けられる。第９層は天井部の崩落土層に相当している。それより下層は，天井部や壁部から崩

落したローム粒子を含む自然堆積である。上層は，層中にブロック状の構造がみられる人為堆積である。

第６２８図 第５０号地下式壙実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量

７ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
９ 明 褐 色 ロームブロック中量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子少量
１２ 褐 色 ローム粒子中量
１３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

―７４７―



遺物出土状況 土師質土器片４点（内耳鍋１，擂鉢３），陶器片１点（瀬戸・美濃系灰釉端反皿），石器１点（石

臼），自然遺物２点（種子，貝）が出土しているほか，土師器片１６２点，須恵器片７５点が流れ込んでいる。１０３７

は覆土上層から出土しており，天井部の崩落後に廃棄されたものと考えられる。また，自然遺物はいずれも細

片であり種類を同定するには至っていない。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀前葉以前と考えられる。

第５２号地下式壙（第６３０図）

位置 調査区北部のＱ４ｊ６区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

竪坑 主室南壁の東寄りに位置している。長軸１�５３ｍ，短軸１�１２ｍの長方形で，主室との接続部は幅０�７４ｍほ

どに狭くなっている。壁高は５４�で，壁はほぼ直立している。底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。ま

た，接続部には２か所のピットが確認されており，深さは４�で，天井部の崩落を防いだ支柱穴と考えられる。

主室 長軸２�２２ｍ，短軸１�４０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５１°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは６９�である。底面はほぼ平坦である。また，南西側には長軸１�１６ｍ，短軸

第６２９図 第５１号地下式壙・出土遺物実測図

第５１号地下式壙出土遺物観察表（第６２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３７ 陶器 灰釉
端反皿［１１�２］ ２�８ ［６�２］ 精良・灰釉 灰白 良好 体部内・外面ロクロナデ 菊花印花文押捺 削

り出し高台 上層 ２０％
瀬戸・美濃系

―７４８―



０�６７ｍの方形の掘り込みが確認されており，底面は平坦で主室と同じ高さである。

覆土 １６層に分けられる。第６層は天井部の崩落土層に相当している。それより下層は天井部や壁部の崩落土

層と流入土層が互層に堆積する自然堆積である。上層は不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１６点（小皿８，内耳鍋７，擂鉢１），陶器片７点（碗），鉄製品１点（釘），粘土塊

１点が出土しているほか，土師器片４５点，須恵器片１１点が流れ込んでいる。１０３８～１０４０は，いずれも覆土上層

から出土しており，天井部の崩落後に廃棄されたものと考えられる。

所見 主室西壁の南西側に掘り込みが確認されている。天井部の崩落土層の堆積状況から，同時期に機能した

横穴の可能性が考えられる。時期は，出土遺物から１７世紀前半以前と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
８ にぶい褐色 粘土ブロック微量

９ 灰 褐 色 ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
１２ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，炭化

粒子微量
１４ 明 褐 色 ローム粒子多量
１５ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック微量

第６３０図 第５２号地下式壙・出土遺物実測図

第５２号地下式壙出土遺物観察表（第６３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３８ 土師質土器 小皿 ５�６ １�８ ３�２ 長石・雲母 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ９０％

１０３９ 土師質土器 小皿 ［６�１］ １�７ ［３�６］ 長石・石英 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ３５％ 油煙付着

１０４０ 土師質土器 小皿 ［８�６］ ３�２ ［３�０］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ４５％ 油煙付着

―７４９―



第５３号地下式壙（第６３１図）

位置 調査区中央部のＲ４ｂ９区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２６２６号住居跡，第４３３１・４３３２号土坑を掘り込み，第７４号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

竪坑 主室南壁の中央部に位置し，長軸１�２２ｍ，短軸０�９８ｍの長方形である。壁高は１２２�で，壁はほぼ直立

している。また，底面は平坦で，主室とは５�ほどの段が形成されている。

主室 長軸３�０６ｍ，短軸２�３２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７２°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは１２４�で，底面は北側へ高低差７�ほどの緩やかな傾斜が付いている。

覆土 ９層に分けられる。各層は，ブロック状あるいは粒状のロームと黒色土が混在する人為堆積であり，天

井部の崩落土層は明確でない。

遺物出土状況 土師質土器片６点（小皿２，内耳鍋２，擂鉢１，甕１），陶器片２点（甕類）が出土しているほ

か，土師器片４７点，須恵器片１３点が流れ込んでいる。いずれも細片で，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，重複している第７４号方形竪穴遺構の年代観から１６世紀前半以前と考えられる。

第５４号地下式壙（第６３２図）

位置 調査区北部のＱ４ｈ０区，標高２２�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第９５号堀跡を掘り込んでいる。

竪坑 主室西壁の中央部に位置し，長径１�７８ｍ，短径１�５８ｍの楕円形である。壁高は８８�で，壁は外傾して立

ち上がっている。また，底面は主室に向かって階段状を呈しており，高低差は５６�である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・黒

色土粒子微量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量
５ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

６ 灰 褐 色 黒色土ブロック・ローム粒子微量
７ 灰 褐 色 黒色土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子

微量
８ 褐 色 ローム粒子少量，黒色土粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子少量

第６３１図 第５３号地下式壙実測図
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主室 長径２�００ｍ，短径１�６８ｍの楕円形で，主軸方向はＮ－７８°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

彎曲して立ち上がり，確認面からの深さは１５６�である。底面はほぼ平坦で，焼土と炭化材が散在していたが，

湧水のため詳細は明確でない。

覆土 １０層に分けられる。第５・６層は天井部の崩落土層に相当し，それより下層は竪坑側から流入した堆積

状況を示した自然堆積である。上層はロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１８点（内耳鍋）が出土しているほか，縄文土器片１点，土師器片２８点，須恵器片

３点が流れ込んでいる。また，底面から炭化材が散在して出土している。

所見 時期は，重複している第９５号堀跡の年代観から１６世紀前半以降と考えられる。

第５５号地下式壙（第６３３図）

位置 調査区北部のＱ４ｉ０区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第５０号地下式壙に掘り込まれている。

竪坑 主室東壁の中央部に位置しているが，第５０号地下式壙に掘り込まれているため規模や形状は不明である。

主室 長径２�４０ｍ，短径２�１４ｍの楕円形で，主軸方向はＮ－７７°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

外傾して立ち上がっており，確認面からの深さは１０６�で，底面は皿状である。

覆土 ９層に分けられる。第４層は天井部の崩落土層に相当している。それより下層は天井部や壁部の崩落土

層と流入土層が互層に堆積する自然堆積である。上層は複雑な堆積状況を示した人為堆積であり，第２層は遺

存していた天井部が意図的に破壊されたものと考えられることから，崩落後間もなく埋め戻された様相を示し

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 灰 褐 色 ローム粒子中量
５ 明 褐 色 ロームブロック多量

６ 明 褐 色 ロームブロック中量
７ にぶい褐色 ローム粒子中量
８ 褐 色 ロームブロック微量
９ にぶい褐色 ローム粒子多量
１０ 赤 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量，炭化材少量

第６３２図 第５４号地下式壙実測図
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ている。

遺物出土状況 土師質土器片１点（甕），鉄製品１点（釘）が覆土上層から出土している。いずれも細片で，

廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，重複している第５０号地下式壙の年代観から１６世紀前葉以前と考えられる。

第５６号地下式壙（第６３４図）

位置 調査区中央部のＲ４ｇ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第４４２９・４４５２号土坑を掘り込んでいる。

竪坑 主室西壁の中央部に位置し，一辺１�０７ｍの方形である。壁高は５４�で，壁はほぼ直立している。底面は

緩やかに傾斜して主室に至っている。

主室 長軸１�９４ｍ，短軸１�７５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７４°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは６５�で，底面は平坦である。

土層解説
１ にぶい褐色 ローム粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 明 褐 色 ロームブロック多量
５ 褐 色 ロームブロック少量

６ 褐 色 ロームブロック中量
７ にぶい褐色 ローム粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック微量
９ 明 褐 色 ローム粒子多量

第６３３図 第５５号地下式壙実測図

第６３４図 第５６号地下式壙実測図
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覆土 ６層に分けられる。第１層はロームブロックを多量に含んでいることから天井部の崩落土層と考えられ

る。それより下層は竪坑側から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片５点（小皿２，内耳鍋３）が出土しているほか，土師器片７４点，須恵器片１点が

流れ込んでいる。いずれも細片で，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 周辺には墓坑の可能性がある長方形の土坑群が密集しており，重複関係から本跡はそれらよりも新しく

位置付けられる。時期は，土坑群の年代観から１７世紀前半以降と考えられる。

第５７号地下式壙（第６３５図）

位置 調査区中央部のＲ４ｆ８区，標高２２�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第１５６号溝跡を掘り込み，第４３１６号土坑に掘り込まれている。

竪坑 主室南壁の中央部に位置し，長軸１�８０ｍ，短軸１�１５ｍの長方形である。壁高は６２�で，壁は外傾して立

ち上がっている。また，底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい褐色 黒色土ブロック・焼土粒子微量

４ にぶい褐色 黒色土ブロック微量
５ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第６３５図 第５７号地下式壙・出土遺物実測図
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主室 長軸は２�６６ｍと推定され，短軸２�１５ｍである。長方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｅである。天井部は遺

存していない。壁はほぼ直立し，確認面からの深さは９８�で，底面は平坦である。

覆土 １６層に分けられる。第８～１６層は竪坑側から流入した堆積状況を示した自然堆積である。それより上層

はローム粒子や粘土粒子を含む人為堆積で，天井部の崩落土層は明確でない。

遺物出土状況 土師質土器片１８点（小皿７，内耳鍋１０，擂鉢１）が出土しているほか，土師器片１７０点，須恵

器片１０２点が流れ込んでいる。１０４１・１０４２は覆土上層から出土しており，埋め戻した際に投棄されたものと考

えられる。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀後半以前と考えられる。

第５８号地下式壙（第６３６図）

位置 調査区中央部のＲ５ｃ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

竪坑 主室中央部に位置し，径０�８５ｍの円形である。壁高は３４～４９�で，ほぼ直立している。

主室 長軸２�０４ｍ，短軸１�６０ｍのＴ字形で，幅０�８６～１�０４ｍである。主軸方向はＮ－８１°－Ｅである。天井部

が遺存している。壁は内彎して立ち上がり，竪坑部を含めた確認面からの深さは９６�である。天井部までの高

さは４０～６０�で，底面はほぼ平坦である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量
５ にぶい褐色 ロームブロック微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

９ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１ 灰 褐 色 ロームブロック微量
１２ 褐 色 ロームブロック微量
１３ 灰 褐 色 ローム粒子微量
１４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１５ にぶい褐色 ローム粒子微量
１６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第６３６図 第５８号地下式壙実測図

第５７号地下式壙出土遺物観察表（第６３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４１ 土師質土器 小皿 ７�１ ２�１ ３�７ 雲母 にぶい黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 上層 １００％ 油煙・

煤付着PL１３５

１０４２ 土師質土器 小皿 ７�１ ２�０ ３�２ 雲母・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 上層 ９５％ 油煙

付着 PL１３５

１０４３ 土師質土器 擂鉢［２５�２］ ８�６ ［１４�６］長石・雲母 にぶい赤褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 内面３条１単位の擂
り目 覆土中 １０％
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覆土 ３層に分けられる。ロームブロックを多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（小皿，内耳鍋）が覆土中から出土している。いずれも細片で，廃絶後に廃

棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物や遺構の形状から中世後半と考えられる。

第５９号地下式壙（第６３７図）

位置 調査区北東部のＱ６ｈ６区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１５１・１５２号溝に掘り込まれている。

竪坑 主室西壁の中央部に位置し，長軸０�７０ｍ，短軸０�５１ｍの長方形である。壁高は１９４�で，壁は崩落のた

め内彎しているが，本来直立していたと考えられる。底面は平坦である。

主室 長軸３�６４ｍ，短軸２�４２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４６°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

内彎して立ち上がっており，確認面からの深さは１９４�である。底面は平坦で，中央部に炭化物が散在している。

土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック多量

第６３７図 第５９号地下式壙実測図
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覆土 １８層に分けられる。第９・１３・１７層は天井部の崩落土層に相当しており，その間層及び下層は竪坑側か

ら流入した堆積状況を示した自然堆積である。上層は，複雑な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６点（内耳鍋３，擂鉢２，甕１），陶器片１点（不明），瓦片１点，鉄製品１点（不

明）が出土しているほか，土師器片５７点，須恵器片１４点が混入している。いずれも細片であり，覆土上層から

散在して出土していることから，天井部の崩落後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土遺物や重複している第１５１・１５２号溝跡の年代観から１５世紀後半～１６世紀前半と考えられる。

第６０号地下式壙（第６３８図）

位置 調査区北部のＰ５ｊ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 北側を現代の撹乱坑に掘り込まれている。

竪坑 主室南壁の西寄りに位置し，径１�６３ｍの円形である。壁高は１０６�で，壁は外傾して立ち上がっている。

底面は平坦である。

主室 長軸は２�９８ｍ，短軸は２�３４ｍを確認している。長方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。天井部は遺

存していない。壁は外傾して立ち上がっており，確認面からの深さは１０６�である。底面は平坦である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 明 褐 色 ローム粒子多量

１０ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
１２ 明 褐 色 ロームブロック多量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１４ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
１６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１７ にぶい褐色 ロームブロック多量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第６３８図 第６０号地下式壙実測図
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覆土 ８層に分けられる。第１～３層は天井部の崩落土層に相当している。それより下層は竪坑側から流入し

た堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片４点（擂鉢）が覆土上層から出土しており，天井部の崩落後に廃棄されたものと

考えられる。そのほか土師器片３８３点，須恵器片３８点，磁器片９点，瓦片５点，土製品１点（支脚），鉄製品３

点（不明），ガラス製品１点（おはじき）は，流れ込みや撹乱で混入したものである。

所見 近接している第６１号地下式壙は規模や形状，主軸方向が類似しており，ほぼ同時期に機能していた可能

性がある。時期は，出土遺物や遺構の形状から中世後半と考えられる。

第６１号地下式壙（第６４０図）

位置 調査区北部のＰ５ｊ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 北側を現代の撹乱坑に掘り込まれている。

竪坑 主室南壁の西寄りに位置し，長軸１�４６ｍ，短軸１�２８ｍの隅丸長方形である。壁高は１０６�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は平坦である。

主室 長軸は２�９０ｍ，短軸は１�９０ｍを確認している。長方形で，主軸方向はＮ－１９°－Ｗである。天井部は遺

存していない。壁は外傾して立ち上がっており，確認面からの深さは１０４�である。底面は平坦である。

覆土 ６層に分けられる。第１層は天井部の崩落土層に相当している。それより下層は含有物が細粒かつ微量

な自然堆積である

遺物出土状況 土師質土器片６点（小皿１，内耳鍋２，擂鉢３），陶器片１点（甕）が出土している。そのほ

か土師器片１５９点，須恵器片６点，磁器片１点，瓦片４点は，流れ込みや撹乱で混入したものである。

所見 時期は，出土遺物や遺構の形状から中世後半と考えられる。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 褐 灰 色 ローム粒子少量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

第６３９図 第６０号地下式壙出土遺物実測図

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ にぶい黄褐色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第６０号地下式壙出土遺物観察表（第６３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４３ 土師質土器 擂鉢 － （５�８）［１９�４］長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 内面６条１単位の擂
り目 上層 １０％

―７５７―



第６２号地下式壙（第６４１図）

位置 調査区北部のＱ５ｃ２区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第９６号堀跡を掘り込んでいる。

竪坑 主室南壁の中央部に位置し，長軸１�７２ｍ，短軸０�６８ｍの長方形である。壁高は１１８�で，壁は内傾して

立ち上がっている。また，底面は平坦で，第９６号堀跡を掘り込んだ部分には，粘性の強い褐灰色土やロームブ

ロックを充填して，地盤が軟弱なところを補強している。

主室 長軸３�０８ｍ，短軸１�９８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

彎曲して立ち上がっており，確認面からの深さは１１２�で，底面は平坦である。

第６４０図 第６１号地下式壙実測図

第６４１図 第６２号地下式壙実測図

―７５８―



覆土 １８層に分けられる。第６・９・１０は天井部の崩落土層に相当するが，ブロック状に堆積しており，意図

的に破壊されたと考えられる。その間層及び下層は竪坑側から流入した堆積状況を示した自然堆積である。上

層は，焼土や炭化物を含む人為堆積である。また，第１７・１８層は，竪坑部の第９６号堀跡を掘り込んだ部分に充

填した埋土である。

遺物出土状況 陶器片１点（甕），鉄滓１点が出土しているほか，土師器片１５０点，須恵器片９点が流れ込んで

いる。いずれも覆土中から細片で出土しており，廃絶後に廃棄されたものである。

所見 時期は，重複している第９６号堀跡の年代観から１５世紀後半以降と考えられる。

第６３号地下式壙（第６４２図）

位置 調査区北部のＱ４ｃ０区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４７１６号土坑を掘り込み，第６４号地下式壙に掘り込まれている。

竪坑 主室の南西壁に位置し，長軸１�８３ｍ，短軸１�３２ｍの長方形である。壁高は９２�で，壁はほぼ直立してい

る。また，底面は平坦で，主室とは高低差１２�の段が形成されている。

主室 長径２�８２ｍ，短径２�３０ｍの楕円形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

外傾して立ち上がっており，確認面からの深さは１０４�で，底面は平坦である。また，南壁際からピット１か

所が確認されており，深さは３４�で，天井部の崩落を防いだ支柱穴と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量

１０ 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１７ 褐 灰 色 ロームブロック微量
１８ にぶい黄褐色 ロームブロック多量

第６４２図 第６３号地下式壙実測図
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覆土 １１層に分けられる。第４・７層は天井部の崩落土層に相当している。その間層及び下層は，天井部や壁

部から崩落したロームブロックと流入した黒色土ブロックがみられる自然堆積である。第１～３層は含有物を

含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片３点（内耳鍋）が覆土中から出土している。いずれも細片で，廃絶後に廃棄され

たものである。

所見 時期は，出土遺物や遺構の形状から中世後半と考えられる。

第６４号地下式壙（第６４３図）

位置 調査区北部のＱ５ｃ１区，標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第６３号地下式壙，第９６号堀跡，第４７１６号土坑を掘り込んでいる。

竪坑 主室南壁の中央部に位置し，長軸１�６６ｍ，短軸０�９２ｍの長方形である。壁高は８６�で，壁はほぼ直立し

ている。底面は平坦である。

主室 長軸３�０４ｍ，短軸２�３２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは９２�である。底面は平坦である。

覆土 １７層に分けられる。第７・８層は天井部の崩落土層に相当し，それより下層は竪坑側から流入した堆積

状況を示した自然堆積である。上層はロームブロックが混在した人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
６ にぶい褐色 ロームブロック多量

７ 明 褐 色 ロームブロック多量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，黒色土ブロック微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック中量
１０ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，黒色土ブロック少量
１１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黄 褐 色 ローム粒子多量
７ オリーブ褐色 ロームブロック中量
８ 黄 褐 色 ロームブロック多量
９ オリーブ褐色 ローム粒子多量

１０ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
１１ にぶい黄褐色 ローム粒子中量
１２ オリーブ褐色 ローム粒子中量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１５ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１６ オリーブ褐色 ロームブロック多量
１７ 黒 色 ロームブロック少量

第６４３図 第６４号地下式壙実測図
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遺物出土状況 土師質土器片７点（内耳鍋）が覆土中から出土しているほか，土師器片２点（甕）が混入して

いる。いずれも細片で，廃絶後に廃棄されたものである。

所見 時期は，重複している第９６号堀跡の年代観から１５世紀後葉以降と考えられる。

第６５号地下式壙（第６４４図）

位置 調査区南西部のＳ４ｄ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

竪坑 主室西壁の中央部やや南寄りに位置し，長軸１�４４ｍ，短軸１�０６ｍの長方形である。壁高は１２４�で，壁

は直立している。また，底面の主室側には長軸９９�，短軸５２�の長方形で，深さ３２�の掘り込みがあり，出入

口に伴う施設と考えられるが構造は不明である。

主室 長軸２�１２ｍ，短軸１�３８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８２°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは１３０�である。底面は平坦である。

覆土 １０層に分けられる。各層はブロック状あるいは粒状のロームを含む人為堆積で，近似した土層で互層状

に埋め戻されている。天井部の崩落土層は明確でない。

遺物出土状況 土師器片２０点，鉄製品１点（不明）が出土しており，埋め戻した際に混入したものと考えられる。

所見 近接する第６６号地下式壙と規模や形状，主軸方向が類似していることから，同時期に機能していた可能

性が考えられる。時期は，遺構の形状から中世後半と考えられる。

第６６号地下式壙（第６４５図）

位置 調査区南西部のＳ４ｃ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５３８０号土坑を掘り込んでいる。

竪坑 主室西壁の中央部に位置し，長軸１�１６ｍ，短軸１�０４ｍの方形である。壁高は１１８�で，壁はほぼ直立し

土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 灰 黄 色 粘土ブロック多量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
８ 褐 灰 色 ローム粒子少量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１０ 褐 灰 色 ロームブロック少量

第６４４図 第６５号地下式壙実測図
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ている。底面は長径８２�，短径６７�の楕円形で，深さ１８�の掘り込みがあり，出入口に伴う施設と考えられる

が構造は不明である。

主室 長軸２�７４ｍ，短軸１�８０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７８°－Ｗである。天井部は遺存していない。南・

北壁はほぼ直立し，確認面からの深さは１００�で，底面は平坦である。また，東壁側には，壁外へ８０�，壁高

３２�の段が形成されているが，本跡を埋め戻す際に採土した痕跡と考えられる。

覆土 １１層に分けられる。第７層は天井部の崩落土層に相当しており，それより下層は竪坑側から流入した堆

積状況を示した自然堆積層である。上層はロームブロックを多量に含む人為堆積である。堆積状況は，東側を

拡幅してロームブロックを主体とした第３～６層を充填し，その後周囲から第１・２層で埋め戻したと考えら

れる。

遺物出土状況 土師質土器片２１点（小皿４，内耳鍋１２，擂鉢５），石器１点（石臼）が出土しているほか，土

師器片４１点，須恵器片５点が流れ込んでいる。いずれも覆土上層から細片で出土しており，廃絶後に廃棄され

たものと考えられる。

所見 近接する第６５号地下式壙と規模や形状，主軸方向が類似していることから，同時期に機能していた可能

性がある。時期は，出土遺物や遺構の形状から中世後半と考えられる。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

７ 明 褐 色 ロームブロック多量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ にぶい褐色 ロームブロック多量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第６４５図 第６６号地下式壙実測図
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� 堀跡

当調査区からは１２条の堀跡を確認した。そのうち第９３号堀跡と第１０３号堀跡は当調査区の南部で合流してお

り，さらに北部，西部の調査区域外に延びている。以下，遺構の特徴について記述するが，ここでは土層断面

図と出土遺物を掲載し，平面図は遺構全体図に示す。

第９２号堀跡（第６４６・６４７図）

位置 調査区北東部から東部のＱ６ｇ７～Ｓ６ａ４区，標高２１�５～２２�５ｍの平坦な台地上から斜面部上

段に位置している。

重複関係 第４４９４号土坑を掘り込み，第１５０号溝に掘り込まれている。

第６４６図 第９２号堀跡・出土遺物実測図
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規模と構造 北部と南部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは５１�０ｍである。Ｑ６ｇ７区から南

方向（Ｓ－６°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅４３０～５４０�，下幅４２～９２�，深さ１８３～２２３�である。断面

は逆台形状で，壁は外傾して立ち上がっている。両壁面の中段には長径１０�以上のピットが並び，土留めのた

めの杭が打たれ，また，上段には長径１０�以下のピットが並び，柵列状に杭が並んでいたと推測される。

覆土 １４層に分けられる。下層（第１１層～１４層）は締まりが弱くレンズ状の堆積状況を示した自然堆積であり，

上層はロームブロックを含み東・西両側から投げ込まれたような堆積状況を示した人為堆積である。第１３層は

締まりが強く硬化していることから，堀浚いが行われた際何度も踏み締められたと考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片３９６点（小皿４６，内耳鍋２８９，擂鉢３９，甕２２），陶磁器片１３点（常滑系１０，碗２，

皿１），青磁片１点（皿），瓦片１点，土製品２点（支脚），石器・石製品１７点（石臼４，茶臼１，砥石１１，硯

１），石塔２点（五輪塔），鉄製品４点（釘）のほか，古銭１点が散在して出土している。また混入した土師器

片９３２点，須恵器片２２４点も出土している。１０４７は南部，１０４８は北部，１０４９・Ｍ１７６中央部の覆土下層からそれ

ぞれ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。１０４５は南部の覆土中層，１０５０は北部，１０４６・

TP５０は南部の覆土中からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 東側には現代の道路がほぼ並行して延びていることから，区画的な機能を有していたと想定される。ま

た，北部と南部の底面の高低差がほとんど無いことや柵列状にピットが並んでいることから，防御施設として

の機能も有していたと想定される。時期は，出土土器から１６世紀後半と考えられる。

第６４７図 第９２号堀跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
１３ 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量
１４ 黒 褐 色 粘土粒子中量

第９２号堀跡出土遺物観察表（第６４６・６４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４５ 土師質土器 小皿 ６�３ ２�０ ２�６ 雲母・黒色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 中層 ７０％ 油煙付着

１０４６ 土師質土器 小皿 ８�８ ２�８ ４�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ８５％ PL１３３

―７６４―



第９３号堀跡（第６４８図）

位置 調査区北部から南部のＱ５ｅ４～Ｓ４ｆ８区，標高２２�０～２２�５ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５９９・２６０７・２６１４・２６１６・２６２１・２６２８・２６２９・２６３３・２６４３・２６５０・２６５５～２６５７・２６５９号住居跡，

第４８４号掘立柱建物跡，第９４・９６・１０２号堀跡，第４２２３・４４８４・４４８８・４４９９・４５１０・４５２８号土坑を掘り込み，第

１５４号溝に掘り込まれている。

規模と構造 北部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは９１�３ｍである。Ｑ５ｅ４区から南方向（Ｓ

－１７°－Ｗ）に直線的に延び，Ｓ４ｆ７区で西方向（Ｗ－２°－Ｓ）に屈曲し，土橋状に地山掘り残し部を挟ん

で第１０３号堀に至っている。規模は上幅１７２～４２５�，下幅１０～４０�，深さ１００～１５２�である。断面は東壁が急

な薬研状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２２層に分けられる。下層（第５～７・１０～１２・１６～２２層）は締まりが弱くレンズ状の堆積状況を示した

自然堆積であるが，上層はロームブロックを含み，締まりの強い堆積状況を示した人為堆積である。第１３～１７

層は新たに掘り直された後の覆土で，第２０～２２層がそれ以前の覆土である。

遺物出土状況 土師質土器片１０３点（小皿４６，内耳鍋４１，擂鉢１６），陶器片６点（常滑系甕１，瀬戸・美濃系天

目茶碗１，瀬戸・美濃系皿１，瀬戸・美濃系擂鉢１，志野系皿２），青磁片３点（皿），磁器片５点（碗），土

製品５点（支脚），石器・石製品４点（砥石２，硯２），鉄製品４点（鏃３，釘１）のほか，古銭２点が出土し

ている。また，混入した土師器片９２１点，須恵器片２２１点も出土している。１０５１・１０５６は中央部の覆土中層から

それぞれ出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。Ｑ９６は中央部南寄りの覆土上層から出土し，

廃絶後に投棄されたものと考えられる。１０５２～１０５４・Ｍ１７９・Ｍ１８０は中央部，１０５５・TP５１・Ｍ１７７・Ｍ１７８は

南部の覆土中からそれぞれ出土している。

所見 調査以前の農道と位置がほぼ一致することから区画的な機能を有していたと想定できる。西側に屈曲し

た部分には土橋状に地山を掘り残し，幅は狭いもののピットが確認できることから橋の基部と考えられる。ま

た，第１０３号堀と同規模に上幅が広がることから，同一の堀と想定される。時期は，出土土器から１６世紀後半

と考えられる。

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 灰 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子少量
１１ 褐 色 ロームブロック少量

１２ 褐 色 ローム粒子中量
１３ にぶい黄褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１７ にぶい黄褐色 ローム粒子少量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２０ 褐 色 ロームブロック中量
２１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０４７ 土師質土器 小皿 ９�６ ２�５ ４�０ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 下層 ９５％ PL１３３

１０４８ 土師質土器 甕 ［１７�６］（１６�３） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・小礫 にぶい橙 普通 口辺部横ナデ 口辺部内面ヘラナデ 外面ナデ

体部外面ナデ 内面輪積み痕残しのナデ 下層 ３０％

１０４９ 土師質土器 甕 ［２９�０］（１４�８） － 長石・石英・赤
色粒子・礫 にぶい褐 普通 口辺部横ナデ 体部内・外面ナデ 下層 １０％

１０５０ 陶器 香炉［１４�０］（５�０） － 精良・鉄釉 淡黄 良好 ロクロ成形 体部外面鉄釉 内面・体部下端露胎 覆土中 ５％

TP５０ 須恵器 甕 － （４�１） － 長石 褐灰 良好 体部片 外面同心円状の叩き目 覆土中

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７６ 古銭 ２�５ ０�６２ ０�１２ ２�１ 銅 元符通寶 初鋳１０９８年 北宋銭 無背銭 下層 PL１４８

―７６５―



第６４８図 第９３号堀跡・出土遺物実測図

第９３号堀跡出土遺物観察表（第６４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０５１ 土師質土器 小皿 ９�２ ３�１ ４�３ 長石・石英 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 中層 ８０％ PL１３３

１０５２ 土師質土器 小皿 ８�７ ２�５ ５�０ 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 中層 ７５％

１０５３ 土師質土器 小皿 ［７�６］ ２�３ ３�４ 長石・石英 にぶい褐 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ６０％ 油煙付着

１０５４ 土師質土器 小皿 ［７�４］ ２�６ ［３�４］ 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ナデ 覆土中 ５０％

１０５５ 須恵器 円面硯［１１�８］（５�６） － 長石・雲母 黄灰 普通 ロクロ成形 透かし孔有り 覆土中 １０％

１０５６ 陶器 皿 ［１２�８］ ２�２ ［７�８］ 精良・長石釉 灰白 良好 ロクロ成形 体部内・外面長石釉 底部無釉
釉溜まり痕 中層 ４５％

瀬戸・美濃系

―７６６―



第９４号堀跡（第６４９図）

位置 調査区南部のＳ４ｆ８～Ｔ４ｅ６区，標高２０�５～２２�０ｍの斜面部上段から下段に位置している。

重複関係 第２６０２号住居跡，第１６・１７・１８号道路跡，第５５６３号土坑を掘り込み，第９３・１０２号堀に掘り込まれ

ている。

規模と構造 南部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは３３�９ｍである。Ｓ４ｆ８区から南方向（Ｓ

－１７°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅７８～２６４�，下幅２０～６８�，深さ７４～９５�である。断面はＵ字状で，壁

は外傾して立ち上がっている。途中Ｔ４ａ７区で土橋状の地山の掘り残しが確認され，橋の基部と考えられる。

覆土 １１層に分けられる。下層（第５～８層）は締まりが弱くレンズ状の堆積状況を示した自然堆積であるが，

上層はロームや白色粘土のブロックを含み，特に南部では不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化材・ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
６ 褐 灰 色 ロームブロック・炭化粒子微量

７ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 灰 褐 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼

土粒子・炭化粒子微量

第６４９図 第９４号堀跡・出土遺物実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP５１ 須恵器 甕 － （６�７） － 長石・石英 灰白 良好 体部片 外面同心円状の叩き目 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９６ 砥石 （７�１） ４�３ ２�２ （７６�６）凝灰岩 砥面５面 他は破断面 上層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７７ 鏃 （１２�３） ０�５ ０�３ （１３�５）鉄 鏃身部欠損 茎部一部欠損 断面長方形 覆土中

Ｍ１７８ 釘 （５�４） ０�６ ０�５ （９�６） 鉄 先端部一部欠損 断面長方形 覆土中

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７９ 古銭 ２�５ ０�６３ ０�１３ ３�０ 銅 永楽通寶 初鋳１４０８年 明銭 無背銭 覆土中 PL１４８

Ｍ１８０ 古銭 ２�５ ０�６３ ０�１５ ３�５ 銅 永楽通寶 初鋳１４０８年 明銭 無背銭 覆土中 PL１４８

―７６７―



遺物出土状況 土師質土器片５９点（小皿２３，内耳鍋３３，擂鉢３），陶器片２点（瀬戸・美濃系天目茶碗，瀬戸・

美濃系皿），石器・石製品１３点（石臼１２，砥石１），石塔２点（五輪塔）のほか，混入した土師器片２０１点，須

恵器片４２点も出土している。Ｑ９７・Ｑ９８は北部の覆土中から出土し，廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 調査以前の農道と位置がほぼ一致することから区画的な機能を有していたと想定できる。第９３号堀と比

べると規模が小さく，浅いことから別の堀と考えられる。時期は，中世後半で第９３号堀と同時期もしくは古く

なると推定される。

第９５号堀跡（第６５０図）

位置 調査区北部から南西部のＰ５ｉ２～Ｓ４ｈ４区，標高２２�０～２２�５ｍの平坦な台地上から斜面部中段に位

置している。

重複関係 第２６１２・２７０７号住居跡，第９６号堀跡，第１５７号溝跡，第５２９２・５２９３号土坑を掘り込み，第５４号地下

式壙，第１０３号堀，第７６・７７号井戸，第４２０８・４２１６・４２５８・４２６３・４２６４・４３１７・４３１８・４３２０・４３２１・４３２３・４３２４・

４３２７・４３３０・４４１６号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 北部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは１１８�９ｍである。Ｐ５ｉ２区から南方向

（Ｓ－１８°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅６０～２５４�，下幅１４～６０�，深さ３２～８６�である。断面はＵ字状

で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

第６５０図 第９５号堀跡・出土遺物実測図

第９４号堀跡出土遺物観察表（第６４９図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９７ 砥石 （７�１） ３�６ ２�３ （６６�４） 凝灰岩 砥面５面 他は破断面 覆土中

Ｑ９８ 五輪塔 １４�１ １５�０ １４�０ ４０８０ 花崗岩 空輪 上部一部欠損 覆土中

―７６８―



第６５１図 第９５号堀跡出土遺物実測図

―７６９―



覆土 １９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片５３４点（小皿４２，内耳鍋４６６，擂鉢２４，甕２），陶器片６点（常滑系甕２，瀬戸・

美濃系碗２，瀬戸・美濃系皿１，志野系皿１），磁器片５点，土製品７点（球状土錘１，支脚５，羽口１），石

器１３点（石臼８，砥石５），鉄製品１点（釘）のほか，鉄滓５点が北部の上層を中心に出土している。また，

混入した土師器片５５７点，須恵器片１３６点も出土している。１０５７～１０５９・１０６３・Ｍ１８１は北部の覆土上層，１０６４

は北部の覆土中層，１０６１は北部の覆土下層から出土し，廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。１０６２は

中央部の覆土上層から中層，TP５２は中央部，１０６０は南部の覆土中からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後に廃

棄されたものと考えられる。

所見 第１５５号溝とほぼ平行して延びていることから，同時期に機能していたものと考えられ，調査区北側に

位置する妙徳寺の正面から直線的に延びており，参道の側溝として機能していた可能性がある。時期は，出土

土器や陶器から１６世紀前半と考えられる。

第９６号堀跡（第６５２図）

位置 調査区北部のＰ４ｉ０～Ｑ５ｄ５区，標高２２�０～２２�５ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第７９号方形竪穴遺構，第６２・６４号地下式壙，第９３・９５号堀，第１５４・１５５号溝，第４７０７・４７２０・４７２７

号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 北部と東部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは４３�１ｍである。Ｑ５ｄ５区から西

方向（Ｗ－８°－Ｎ）に直線的に延び，Ｑ４ｄ０区で直角に曲がって北方向（Ｎ－６°－Ｅ）に直線的に延びて

いる。規模は上幅１９８～３２４�，下幅１４～３６�，深さ１３５～１７６�である。断面は薬研状で，壁は緩やかに外傾し

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗オリーブ褐色 ロームブロック微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ロームブロック少量
１０ 褐 色 ローム粒子少量

１１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
１４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１７ 褐 灰 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１７ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第９５号堀跡出土遺物観察表（第６５０・６５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０５７ 土師質土器 小皿 － （２�３） ３�７ 長石・雲母・赤色粒子 灰黄 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ５０％

１０５８ 土師質土器 小皿 ９�３ ２�９ ３�１ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 １００％ PL１３３

１０５９ 土師質土器 小皿 ５�９ ２�０ ２�８ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ９５％ 油煙
付着 PL１３３

１０６０ 土師質土器 内耳鍋［３４�２］１２�９［２０�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 覆土中 １０％

１０６１ 土師質土器 内耳鍋［３６�０］（１８�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ 下層 ３０％ 体部
外面煤付着

１０６２ 土師質土器 甕 ［２２�８］（１１�０） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面ナデ 体部外面ナデ 上・中層 １０％ 体部内面

剥離が激しい

１０６３ 陶器 皿 ［１１�６］ ２�１ ７�０ 精良・長石釉 灰白 良好 ロクロ成形 体部内・外面長石釉 底部外面無
釉 トチン痕 上層 ３０％

瀬戸・美濃系

１０６４ 陶器 甕 ［２７�６］（１０�５） － 精良 にぶい褐 良好 口辺部横ナデ 体部内・外面ヘラナデ 中層 １０％ 常滑系

TP５２土師質土器 擂鉢 － － － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 底部片 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８１ 釘 （７�０）（１�１） ０�６ （７�８） 鉄 頭部一部欠損 先端部屈曲 断面長方形 上層

―７７０―



て立ち上がっている。Ｑ４ｄ０区のコーナー部の底面が最も低くなっている。

第６５２図 第９６号堀跡・出土遺物実測図

―７７１―



覆土 ２２層に分けられる。下層はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積であるが，上層はロームや粘土のブロ

ックを含み不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６７点（皿４，小皿３８，内耳鍋２３，擂鉢１，甕１），陶器片１７点（常滑系甕５，皿

４，直縁大皿１，擂鉢３，甕３，瓶類１），石器・石製品７点（磨石１，石臼１，砥石５），石塔１点（五輪塔）

のほか，混入した土師器片４９４点，須恵器片１１９点も出土している。１０６７・Ｑ１００は北部の覆土下層からそれぞ

れ出土し，いずれも廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。１０６５・１０６６・Ｑ１０１はコーナー部，Ｑ９９は

北部の覆土中からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 周辺に中世の遺構が確認され，それらを区画するように巡っていることから，区画的な機能を有してい

たと想定される。また，底面の深さはコーナー部が一番低く，北部と東部の底面に高低差がほとんど無いこと

から，防御施設としても機能していた可能性がある。調査区の北側には妙徳寺があり，関連が考えられるが明

らかではない。時期は，出土土器や陶器と重複関係から１５世紀後半と考えられる。

第９７号堀跡（第６５３図）

位置 調査区北西部のＱ４ｃ２～Ｒ３ａ９区，標高２１�０ｍほどの斜面部中段に位置している。

重複関係 第９８・１００号堀，第１５８・１６５号溝に掘り込まれている。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
２ 暗オリーブ褐色 粘土ブロック中量
３ 黒 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
６ オリーブ褐色 ロームブロック中量
７ 褐 灰 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
９ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック微量
１０ 黄 灰 色 砂粒少量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

１２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
１４ 黒 色 ロームブロック微量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１８ にぶい黄褐色 ローム粒子中量
１９ 褐 色 ロームブロック多量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
２１ 褐 灰 色 ロームブロック微量
２２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量

第６５３図 第９７号堀跡実測図

第９６号堀跡出土遺物観察表（第６５２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６５ 土師質土器 皿 １２�０ ３�１ ７�５ 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ５５％ PL１３３

１０６６ 土師質土器 小皿 ７�９ ２�３ ４�８ 雲母・赤色粒子
・黒色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ９０％ 油煙

付着 PL１３３

１０６７ 陶器 直縁大皿 － （５�９）［１５�６］長石・石英・黒色粒子・灰釉 灰白 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転糸切り後回転
ヘラ削り 高台貼り付け 外面上部・内面灰釉 下層 ２０％ 古瀬戸

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９９ 砥石 （１１�７） ３�１ ２�４（１２３�０）凝灰岩 砥面４面うち１面に条線状の研磨痕有り 他は破断面 覆土中

Ｑ１００ 砥石 １６�９ ２�８ ０�６ ５３�４ 泥岩 砥面５面 他は破断面 下層 PL１４２

Ｑ１０１ 砥石 （１１�５） ２�８ ２�３ （８１�０）凝灰岩 砥面５面うち２面に条線状の研磨痕有り 他は破断面 覆土中 PL１４２

―７７２―



第６５４図 第９７号出土遺物実測図�

―７７３―



規模と構造 Ｒ３ａ９区から北方向（Ｎ－２３°－Ｅ）に直線的に延び，長さ３６�０ｍが調査され，規模は上幅６０

～１８６�，下幅２０～６０�，深さ６０～８８�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 １２層に分けられる。各層にロームや白色粘土のブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積であ

る。第１～５層は掘り返し後の覆土であり，第３・４層を主体として版築し，道路として利用されたと想定さ

れる。中央部北寄りでは掘り返す以前でも第８・９層を主体として版築している。

第６５５図 第９７号出土遺物実測図�

―７７４―



遺物出土状況 土師質土器片４１３点（小皿７５，内耳鍋２３９，擂鉢５５，甕４２，壺類２），陶器片３点（壺），磁器片

２点（皿），青磁片１点（龍泉系皿），石器１２点（石臼７，砥石５）のほか，鉄滓１０点が南部に集中して出土し

ている。また，混入した土師器片８点も出土している。１０７４は南部の覆土下層から底面，１０７６は中央部， １０７１・

１０７７は南部の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。１０６９は南部，１０７３

は中央部の覆土中層，１０７０は中央部の覆土中，１０６８・１０７２は覆土中からそれぞれ出土している。また，１０７５は

中央部南寄りの覆土上層から下層にかけて出土した破片が接合している。いずれも廃絶後に廃棄されたものと

考えられる。

所見 周辺に中世の遺構が確認され，それらを区画するように巡っていることから，区画的な機能を有してい

たと想定される。第９９号堀跡と規模形状が近似しており，ともに底面は北側に下るように傾斜していることか

ら同時期に機能していたと考えられる。時期は，出土土器から１６世紀半ばから後半と考えられる。

第９８号堀跡（第６５６図）

位置 調査区北西部のＱ４ｃ２～Ｒ３ａ９区，標高２１�０ｍほどの斜面部中段に位置している。

重複関係 第９７号堀跡を掘り込み，第１００号堀，第１５８・１６５号溝，第１０９号井戸，第５４４０号土坑に掘り込まれて

いる。

規模と構造 北部を第１０９号井戸に掘り込まれているため，確認できた長さは３７�０ｍである。Ｑ４ｃ２区から

南方向（Ｓ－１８°－Ｗ）に直線的に延び，Ｒ３ａ９区で西方向（Ｗ－３°－Ｎ）に屈曲して止まり，第１００号堀

に至っている。規模は上幅７２～２１４�，下幅２２～５０�，深さ２２～８０�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに

外傾して立ち上がっている。

覆土 １０層に分けられる。各層にロームや白色粘土のブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック微量
２ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック少量
３ 暗 灰 黄 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量
４ 灰 色 ロームブロック・白色粘土ブロック微量
５ 灰 色 白色粘土ブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック微量

７ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量
８ 暗 灰 黄 色 白色粘土ブロック中量
９ 黄 灰 色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量
１０ 灰 黄 色 白色粘土ブロック多量
１１ 暗 灰 黄 色 白色粘土ブロック多量
１２ 黄 灰 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第９７号堀跡出土遺物観察表（第６５４・６５５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０６８ 土師質土器 小皿 ６�６ ２�３ ３�６ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁端部面取り ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 １００％ 油煙
付着 PL１３２

１０６９ 土師質土器 小皿 ７�１ ２�２ ３�８ 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 中層 ９５％ PL１３２

１０７０ 土師質土器 小皿 ９�１ ２�６ ４�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ７０％

１０７１ 土師質土器 小皿［１０�０］ ２�８ ４�６ 雲母・赤色粒子 灰白 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ナデ 下層 ７０％

１０７２ 土師質土器 小皿 ８�６ ２�６ ３�８ 雲母・赤色粒子・小礫 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ６５％

１０７３ 土師質土器 内耳鍋（３１�４） ８�９ ［２７�６］長石・石英・雲母・赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 底
部網代状の圧痕 中層 ２５％ 体部

外面煤付着

１０７４ 土師質土器 内耳鍋 ３２�７ １０�１ １８�８ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 底

部ヘラナデ 下層・底面 ６５％ PL１３２

１０７５ 土師質土器 内耳鍋［３１�８］ ９�３ ［２７�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部横ナデ 体部内・外面ナデ 底部ヘラナデ 上～下層 ２０％

１０７６ 土師質土器 甕 １５�８（２１�７） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・小礫 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 下層 ３０％

１０７７ 土師質土器 甕 ［１８�０］（２１�７） － 長石・石英・雲母
・赤色粒子・礫 赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 下層 ２０％

―７７５―



遺物出土状況 土師質土器片８点（小皿２，内耳鍋４，擂鉢１，甕１）が南部に集中して出土している。１０７８・

１０７９は南部の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 周辺に中世の遺構が確認され，それらを区画するように巡っていることから，区画的な機能を有してい

たと想定される。第９７号堀の廃絶後に掘り替えられたと考えられる。第１００号堀につながって止まっているこ

とから，同時期もしくは古くなると推定される。時期は，出土土器や重複関係から１６世紀後半と考えられる。

第９９号堀跡（第６５７・６５８図）

位置 調査区北西部のＱ３ｅ８～Ｑ３ｉ７区，標高１９�５～２０�０ｍの斜面部中段から下段に位置している。

重複関係 第１１３・１１８～１２０号井戸跡を掘り込み，第１６０・１６１号溝に掘り込まれている。

規模と構造 北部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは１７�１ｍである。Ｑ３ｉ７区から北方向に

（Ｎ－１６°－Ｅ）に直線的に延び，規模は上幅２３４～２９４�，下幅５０～７８�，深さ１６０～１８３�である。断面は薬

研状で，壁は外傾して立ち上がっている。南端が方形状に掘られ止まっている。

覆土 １８層に分けられる。下層（第８～１８層）は両壁外から交互に流れ込んで堆積方向が変わる堀特有のレン

ズ状の堆積状況を示した自然堆積であり，上層は各層にロームや白色粘土のブロックを含む不規則な堆積状況

を示した人為堆積である。

土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック少量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化材・白色粘

土ブロック少量
３ 灰 黄 褐 色 ローム粒子少量，白色粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
４ オリーブ褐色 ロームブロック・白色粘土ブロック・炭化粒子少量
５ 暗 灰 黄 色 白色粘土ブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・白色粘土粒

子微量

７ 暗 灰 黄 色 ロームブロック・炭化材少量，焼土粒子微量
８ 暗オリーブ褐色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック・炭化粒

子少量，焼土粒子微量
９ 黄 灰 色 白色粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック・炭化粒

子少量

第６５６図 第９８号堀跡・出土遺物実測図

第９８号堀跡出土遺物観察表（第６５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０７８ 土師質土器 小皿 ６�７ １�９ ４�４ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 下層 １００％ 油煙
付着 PL１３２

１０７９ 土師質土器 小皿 ［８�４］ ２�７ ３�６ 長石・雲母・赤色粒子 褐灰 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 下層 ５０％

―７７６―



遺物出土状況 土師質土器片１５９点（小皿１３，内耳鍋１２２，擂鉢２４），陶器片５点（皿２，不明３），石器４点（石

臼２，砥石２）のほか，混入した土師器片１５点，須恵器片３点も出土している。１０８２・１０８３は南部の覆土中層

から重ねられた状態で出土している。また１０８１は南部の覆土中層から下層にかけて出土した破片が接合したも

のである。１０８０は北部の覆土中から出土している。いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化材・白色粘土ブロック少

量，焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・白色粘

土ブロック少量
３ 褐 灰 色 炭化材・ローム粒子少量，白色粘土ブロック・焼

土粒子微量
４ にぶい褐色 白色粘土ブロック多量，ロームブロック中量，焼

土粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量，ロームブロック中量，焼

土粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量，ロームブロック少量
７ 褐 灰 色 ロームブロック少量

８ にぶい黄褐色 白色粘土ブロック多量
９ 灰 色 ロームブロック中量，白色粘土粒子少量
１０ 灰 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１１ 灰 色 ローム粒子・白色粘土粒子微量
１２ 灰 色 ローム粒子微量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック少量
１４ 褐 灰 色 白色粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１５ 黄 灰 色 白色粘土ブロック多量，ローム粒子少量
１６ 黄 灰 色 白色粘土粒子少量，ローム粒子微量
１７ 暗 灰 色 白色粘土粒子微量
１８ 褐 灰 色 白色粘土粒子少量，ローム粒子微量

第６５７図 第９９号堀跡・出土遺物実測図

―７７７―



所見 周辺に中世の遺構が確認され，それらを区画するように巡っていることから，区画的な機能を有してい

たと想定される。第９７号堀跡と規模形状が近似しており，ともに底面は北側に下るように傾斜していることか

ら同時期に機能していたと考えられる。時期は，出土土器や陶器と重複関係から１６世紀半ばから１６世紀後半と

考えられる。

第１００号堀跡（第６５９～６６１図）

位置 調査区北西部のＱ３ｈ２～Ｒ３ａ９区，標高２０�０～２０�５ｍの斜面部中段から下段に位置している。

第６５８図 第９９号堀跡出土遺物実測図

第６５９図 第１００号堀跡実測図

第９９号堀跡出土遺物観察表（第６５７・６５８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０８０ 土師質土器 小皿 ６�７ ２�１ ３�４ 長石・雲母・赤
色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 覆土中 ７０％ 油煙付着

１０８１ 土師質土器 擂鉢 ２９�０ １２�４ １４�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ナデ 内面５条

１単位の擂り目 底部網代状の圧痕 孔径１�３� 中・下層 ６０％ PL１３２

１０８２ 陶器 皿 １０�６ ２�８ ５�５ 精良・鉄釉 暗赤褐 良好 ロクロ成形 体部内・外面鉄釉 片口 底部内
面トチン痕 外面輪ドチ 中層 １００％ PL１３２

１０８３ 陶器 皿 １１�０ ２�６ ５�２ 精良・鉄釉 黒褐 良好 ロクロ成形 体部内・外面鉄釉 底部内面トチ
ン痕 外面輪ドチ 中層 ９５％ PL１３２

―７７８―



第６６０図 第１００号堀跡出土遺物実測図�

―７７９―



第６６１図 第１００号堀跡出土遺物実測図�

―７８０―



重複関係 第９７・９８号堀跡，第５４００号土坑を掘り込み，第１６６号溝，第９９号井戸に掘り込まれている。

規模と構造 西部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは２９�０ｍである。Ｒ３ａ９区から西方向（Ｗ

－５°－Ｎ）に直線的に延び，規模は上幅１７０～３７０�，下幅２０～６０�，深さ５０～１６８�である。断面は薬研状で，

壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。東部は上幅・深さともに規模は小さく，Ｑ３ｊ８区から上幅が広く

なり，深さも急に深くなって延びている。第９８号堀と東部（Ｒ３ａ９区）でつながっている。

覆土 １８層に分けられる。下層（第１２～１８層）はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積であり，上層は各層に

ロームや白色粘土のブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。白色粘土を主体とする第１０・

１１層を水平に版築し，道路として利用されたと想定される。

遺物出土状況 土師質土器片５９６点（小皿８３，内耳鍋４７０，擂鉢２９，火鉢１，甕１３），陶器片１４点（瀬戸・美濃

系天目茶碗６，瀬戸・美濃系碗１，瀬戸・美濃系灰釉端反皿１，瀬戸・美濃系瓶類１，瀬戸・美濃系香炉３，

壺１，不明１），青磁片４点（輪花皿），石器・石製品１１点（石臼１，砥石１０），石塔１点（不明）のほか，鉄

滓４点が出土している。また混入した土師器片２点，須恵器片１１点も出土している。１０９７は東部の底面，１０８４・

１０８８・１０９４は東部の覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。１０８９は中

央部東寄り，Ｑ１０２は西部の覆土下層からそれぞれ出土し，廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。１０８５

は東部，１０９１は中央部西寄り，１０９３は中央部東寄りの覆土中層からそれぞれ出土している。また，１０９２は中央

部東寄りの覆土中層から下層にかけて出土した破片が接合したものである。１０８６・１０８７・１０９０・１０９５は東部の

覆土上層，１０９６は東部の覆土中からそれぞれ出土している。いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 周辺に中世の遺構が確認され，それらを区画するように巡っていることから，区画的な機能を有してい

たと想定される。時期は，出土土器と重複関係から１６世紀後半から１７世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量
３ 黄 灰 色 白色粘土ブロック少量，ロームブロック微量
４ 暗 灰 黄 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 黄 褐 色 ロームブロック少量，白色粘土ブロック微量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量，焼土粒

子・炭化粒子少量
８ 黄 灰 色 ロームブロック・白色粘土ブロック・砂粒少量
９ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量，ロームブロック中量

１０ にぶい黄褐色 白色粘土ブロック多量
１１ 灰 色 白色粘土ブロック少量
１２ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量，砂粒少量
１３ オリーブ褐色 ロームブロック少量，焼土ブロック・白色粘土ブ

ロック・炭化粒子微量
１４ 褐 灰 色 ロームブロック少量，白色粘土ブロック微量
１５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量
１６ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，白色粘土ブロック中量
１７ 灰 色 ローム粒子・白色粘土粒子・砂粒少量
１８ 褐 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第１００号堀跡出土遺物観察表（第６６０・６６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０８４ 土師質土器 小皿 ５�５ １�７ ３�２ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 下層 １００％ 油煙

付着 PL１３３

１０８５ 土師質土器 小皿 ５�８ １�８ ３�６ 雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 中層 ９５％ 油煙
付着 PL１３３

１０８６ 土師質土器 小皿 ６�８ ２�１ ３�３ 長石・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ８０％ PL１３３

１０８７ 土師質土器 小皿 ６�７ ２�１ ３�０ 雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 上層 ７０％
油煙付着

１０８８ 土師質土器 小皿 ８�８ ２�８ ４�６ 雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 下層 １００％PL１３３

１０８９ 土師質土器 小皿 ８�４ ２�６ ３�７ 雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 下層 １００％PL１３３

１０９０ 土師質土器 小皿 ８�０ ３�０ ５�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 上層 ８５％ 油煙

付着 PL１３３

１０９１ 土師質土器 内耳鍋［３４�２］ ７�８ ［２８�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 体
部下端横ナデ 底部布状の圧痕 中層 ２０％

１０９２ 土師質土器 内耳鍋 ３３�０ ８�９ ２９�２ 長石・石英・雲母・赤
色粒子・黒色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 体

部下端ヘラ削り 中・下層 ７５％ 体部外面
煤付着 PL１３３

１０９３ 土師質土器 内耳鍋［３４�０］ ８�５ ［２８�０］長 石・石 英・雲
母・赤色粒子・礫 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部横位のナデ 底部

網代状の圧痕 中層 ２０％
外面煤付着

１０９４ 土師質土器 擂鉢［２３�０］ ７�５ ［１３�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部横ナデ 体部外面縦位のヘラナデ 内面
３条１単位の擂り目 体部下端ナデ後ヘラ削り 下層 ２５％

１０９５ 陶器 天目茶碗［１０�４］（６�５）［５�２］ 精良・鉄釉 黒褐 良好 体部内・外面鉄釉 削り出し高台 高台周辺露胎 上層 瀬戸・美濃系

１０９６ 陶器 皿 １１�２ ２�６ ６�２ 精良・長石釉 灰白 良好 ロクロ成形 体部内・外面長石釉 内面花模様
の鉄絵 底部外面トチン痕 覆土中 ８０％ 志野系

PL１３３

１０９７ 陶器 灰釉
端反皿［１１�８］ ２�９ ６�２ 精良・灰釉 灰白 良好 体部内・外面灰釉 底部外面トチン痕 釉溜まり 底面 ５０％

瀬戸・美濃系

―７８１―



第１０１号堀跡（第６６２・６６３図）

位置 調査区西部から中央部のＲ３ｅ８～Ｒ４ｇ５区，標高２１�０～２２�０ｍの斜面部上段から中段に位置している。

重複関係 第１５７号溝跡を掘り込み，第７５・９５号井戸に掘り込まれている。

規模と構造 Ｒ４ｇ５区から西方向（Ｗ－１７°－Ｎ）に直線的に延び，長さ２９�６ｍが調査されている。規模は

上幅１２４～２５６�，下幅２６～４８�，深さ６２～１０４�である。断面は薬研状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっ

ている。

覆土 １４層に分けられる。各層にロームや白色粘土のブロックを含む堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量
２ にぶい黄褐色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック中量
４ 褐 灰 色 白色粘土粒子少量，鉄分沈着
５ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量
６ 褐 灰 色 白色粘土ブロック少量，鉄分沈着
７ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック少量，鉄

分沈着

８ にぶい黄褐色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量
９ 黒 褐 色 白色粘土ブロック少量
１０ 灰 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック・炭化粒子微量
１１ 褐 色 白色粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
１２ 灰 褐 色 白色粘土ブロック少量，ロームブロック微量
１３ 灰 褐 色 ローム粒子微量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第６６２図 第１０１号堀跡・出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１０２ 砥石 （１１�２）（１０�９）（８�４）（１６５７�９） 砂岩 砥面５面うち１面に条線状の研磨痕有り 下層

―７８２―



遺物出土状況 土師質土器片１５１点（小皿１６，内耳鍋１２５，擂鉢６，甕４），陶磁器片１点（不明），石器９点（磨

石１，石臼２，砥石６）のほか，椀状滓１点が出土している。また，混入した土師器片５２点，須恵器片３１点も

出土している。１１０４は破砕された状態で西部の覆土下層から出土し，廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

１０９９・１１０３は西部の覆土上層，１１０１は西部の覆土中層，１０９８・１１０２は東部，１１００は西部の覆土中からそれぞれ

出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 中央から西側の底面に高低差がほとんど認められないことや，壁面は白色粘土であるが表面が風化し褐

色化していることから，機能時は空堀であったと考えられ，防御や区画施設としての機能を有していたと想定

される。時期は，出土土器から１６世紀後半から１７世紀前半と考えられる。

第６６３図 第１０１号堀跡出土遺物実測図

第１０１号堀跡出土遺物観察表（第６６２・６６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０９８ 土師質土器 小皿 ７�５ ２�５ ３�６ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 １００％ 油煙
付着 PL１３４

１０９９ 土師質土器 小皿 ６�０ １�９ ３�７ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ナデ 上層 １００％ 油煙
付着 PL１３４

１１００ 土師質土器 小皿 ８�３ ２�３ ４�６ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ９５％ 油煙
付着 PL１３４

１１０１ 土師質土器 小皿 ５�８ １�８ ３�７ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ナデ 中層 ９５％ 油煙

付着 PL１３４

１１０２ 土師質土器 小皿 ７�０ ２�１ ４�０ 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ナデ 覆土中 ８５％ 油煙
付着 PL１３４

１１０３ 土師質土器 小皿 ５�６ １�８ ２�８ 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ８０％ 油煙
付着 PL１３４

１１０４ 土師質土器 内耳鍋 ３０�９ ９�４ ２４�６ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部ナデ 体部内・外面ナデ 底部網代状の
圧痕 下層 ７０％ 体部外面

煤付着 PL１３３

―７８３―



第１０２号堀跡（第６６４図）

位置 調査区南部のＳ４ｆ８～Ｓ５ｇ３区，標高２１�５～２２�０ｍの斜面部上段に位置している。

重複関係 第２５９０～２５９３・２６０５・２６２０・２６２３号住居跡を掘り込み，第９３号堀に掘り込まれている。

規模と構造 東部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは２３�０ｍである。Ｓ４ｆ８区から東方向（Ｅ

－３°－Ｓ）に直線的に延び，規模は上幅１２６～２００�，下幅４６～８０�，深さ４０～７４�である。断面はＵ字状で，

壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第６６４図 第１０２号堀跡・出土遺物実測図

―７８４―



遺物出土状況 土師質土器片３７点（小皿８，鉢１，内耳鍋９，擂鉢１９），陶器片２点（常滑系甕），磁器片１点

（皿），石器・石製品８点（石臼４，茶臼２，砥石２），石塔２点（五輪塔，宝篋印塔）のほか，馬骨・馬歯１０

点がまとまって出土している。また，混入した土師器片５６８点，須恵器片１０６点も出土している。Ｑ１０３は中央

部の覆土上層，Ｑ１０４は中央部の覆土中層，Ｎ４は西部の覆土上層から中層にかけてそれぞれ出土し，いずれ

も廃絶後に投棄されたものと考えられる。Ｎ４は馬の骨や歯で，写真図版（PL１５０）に掲載した。

所見 第１０３号堀と比べると規模が小さく，浅いことから別の堀と考えられる。調査区域外を東方向に延ばし

ていくと東西に延びる現代の農道につながることから区画的な機能を有していたと想定される。また，覆土上

層から下層にかけて馬骨や馬歯がまとまって出土していることから馬捨場であった可能性も想定できる。時期

は，出土土器や重複関係から中世後半と考えられ，第９３号堀と同時期もしくは古くなる。

第１０３号堀跡（第６６５・６６６図）

位置 調査区南西部から南部のＳ３ｅ３～Ｓ４ｆ７区，標高２０�００～２２�５ｍの斜面部上段から中段に位置してい

る。

重複関係 第２６０７号住居跡，第９５号堀跡を掘り込み，第１７５号溝に掘り込まれている。

規模と構造 西部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは５７�４ｍである。Ｓ４ｆ７区から西方向（Ｗ

－３°－Ｎ）に直線的に延び，規模は上幅１５２～３９４�，下幅２０～４８�，深さ８０～１８０�である。断面は薬研状で，

壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 １７層に分けられる。各層にロームや白色粘土のブロックを多く含む堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量，炭化物・

焼土粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 灰 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック多量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
７ 灰 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土粒子少量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土粒子微量
９ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック少量

１０ にぶい黄橙色 白色粘土ブロック多量，ロームブロック中量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，白色粘土ブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック少量
１５ 褐 灰 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック微量
１６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１７ 褐 灰 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量

第６６５図 第１０３号堀跡実測図

第１０２号堀跡出土遺物観察表（第６６４図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１０３ 五輪塔 １９�９ ２０�３ １０�１ ６４３０ 花崗岩 火輪 四隅が一部欠損 上層 PL１４３

Ｑ１０４宝篋印塔 ２８�８ ２８�３ １８�９ ２３６４０ 花崗岩 笠 中層 PL１４３

―７８５―



遺物出土状況 土師質土器片１０６点（小皿２１，内耳鍋６５，擂鉢１９，甕類１），陶器片５点（瀬戸・美濃系天目茶

碗）のほか，鉄滓５点が出土している。また，混入した土師器片７６点，須恵器片１２点も出土している。１１０９～

１１１１は中央部，１１０６～１１０８・１１１２・Ｑ１０６・Ｑ１０７は西部の覆土中，１１０５・Ｑ１０５は覆土中からそれぞれ出土し，

いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

第６６６図 第１０３号堀跡出土遺物実測図

―７８６―



所見 調査区域外を西方向に伸ばしていくと東西に延びる現代の農道につながることから，区画的な機能を有

していたと想定できる。第９３号堀と土橋状の地山掘り残し部を挟んで規模形状が近似していることから，同一

の堀と想定され，同時期に機能していたものと考えられる。時期は，出土土器や陶器から１６世紀後半と考えら

れる。

� 溝跡

当調査区からは３２条の溝跡が検出されており，そのうち第１５１・１５３・１５５・１７６号溝跡は中世，第１５０・１５２・

１５８・１６３号溝跡は近世に該当する。その他の溝については，時期不明なものが多いが，出土遺物や重複関係か

ら中・近世の区画的な機能を有していたと考えられる。また，第１７７・１７８・１８０号溝は，規模や方向が 近似

していることから同時期に機能していたと考えられる。以下，遺構の特徴について記述するが，ここでは土層

断面図と出土遺物を掲載し，平面図は遺構全体図に示す。

第１５０号溝跡（第６６７図）

位置 調査区北東部から東部のＱ６ｇ７～Ｓ６ａ４区，標高２１�５～２２�５ｍの平坦な台地上から斜面部上段に位

置している。

重複関係 第２６９０・２６９５・２７００・２７０２・２７０４号住居跡，第９２号堀跡，第４４９４号土坑を掘り込んでいる。

規模と構造 北部と南部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは６１�８ｍである。Ｑ６ｇ７区から南

方向（Ｓ－８°－Ｗ）に直線的に延び，規模は上幅８６～１８０�，下幅６～４２�，深さ５２～６４�である。断面はＵ

字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。各層にロームブロックを含む堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１１４点（小皿６，内耳鍋１０１，擂鉢３，甕４），陶磁器片６点（常滑系擂鉢１，常

滑系壺１，常滑系甕２，皿２），瓦片１点，石器１点（石臼）のほか，古銭１点が出土している。また，混入

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１０３号堀跡出土遺物観察表（第６６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１０５ 土師質土器 小皿 ７�１ ２�３ ３�０ 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ナデ 覆土中 １００％ 油煙
付着 PL１３４

１１０６ 土師質土器 小皿 ７�２ ２�４ ３�９ 石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 １００％ 油煙
付着 PL１３４

１１０７ 土師質土器 小皿 ８�５ ２�８ ４�２ 長石・石英・雲母・赤
色粒子・黒色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ９５％ 油煙

付着 PL１３４

１１０８ 土師質土器 小皿 ６�７ ２�０ ３�１ 長石・石英・雲母 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ９５％ 油煙
付着 PL１３４

１１０９ 土師質土器 小皿 ７�８ ２�０ ３�８ 長石・石英・雲
母・黒色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 覆土中 ８０％ PL１３４

１１１０ 土師質土器 擂鉢 ２８�５ １２�２ １４�５ 長石・雲母・小礫 赤橙 普通 口辺部横ナデ 体部外面ナデ 内面５条１単位の擂り
目 底部内面５条１単位の擂り目が格子状 外面ナデ 覆土中 ７５％ PL１３４

１１１１ 陶器 天目茶碗 １１�４ ６�５ ４�２ 精良・鉄釉 にぶい赤褐 良好 ロクロ成形 体部内・外面鉄釉 削り出し高台
高台周辺錆釉 底部外面トチン痕 覆土中 ６５％ 瀬戸・

美濃系PL１３４

１１１２ 陶器 天目茶碗［１０�８］ ５�６ ４�０ 精良・鉄釉 浅黄橙 良好 ロクロ成形 体部内・外面鉄釉 削り出し高台
高台周辺錆釉 覆土中 ５０％ 瀬戸・

美濃系PL１３４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１０５ 茶臼 （１５�９）（７�４） ２�７ （３８５�０） 安山岩 下臼片 覆土中 PL１４３

Ｑ１０６ 茶臼 （１１�６）（５�０） ３�５ （４０９�１） 安山岩 上臼片 側面に菱形の文様 隅丸方形の孔有り 覆土中

Ｑ１０７ 砥石 （８�０） ２�８ １�３ （３９�８） 凝灰岩 砥面２面うち１面に条線状の研磨痕有り 他は破断面 覆土中

―７８７―



した土師器片４１点，須恵器片２５点も出土している。１１１４は南部の覆土下層，１１１３・Ｍ１８２は南部の覆土中から

それぞれ出土し，いずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 第１５２号溝跡と規模や形状が近似しており，同じ時期に区画的な機能を有していたと想定される。時期

は，出土土器や重複関係から１７世紀前半と考えられる。

第１５１号溝跡（第６６８図）

位置 調査区北東部から東部のＱ６ｇ６～Ｒ６ｄ５区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６９０・２７００・２７０２号住居跡，第５９号地下式壙を掘り込み，第４６０８号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 北部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは２９�１ｍである。Ｒ６ｄ５区から北方向（Ｎ

－８°－Ｅ）に直線的に延び，規模は上幅７２～１２８�，下幅３４～９６�，深さ１２～２４�である。断面はＵ字状で，

壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。各層にローム粒子を多く含む堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１４０点（内耳鍋１２０，擂鉢３，甕１７），陶器片４点（瀬戸・美濃系天目茶碗１，不

明３），磁器片２点，石器・石製品３点（石臼２，硯１），鉄製品１点（不明）が中央部北寄りに集中して出土

している。また，混入した土師器片１２２点，須恵器片２８点も出土している。１１１５は南部の覆土中，Ｑ１０８は中央

部北寄りの覆土下層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や陶器から１６世紀後半と考えられる。

第６６７図 第１５０号溝跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量

第１５０号溝跡出土遺物観察表（第６６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１４ 土師質土器 小皿 ６�０ ２�０ ３�５ 雲母・赤色粒子
・黒色粒子 橙 普通 口縁端部面取り ロクロナデ後ヘラナデ 底部

回転糸切り 下層 １００％ 油煙
付着 PL１３４

１１１３ 土師質土器 小皿 ９�９ ２�９ ４�３ 長石・雲母・赤色
粒子・黒色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ６０％

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８２ 古銭 ２�３ ０�７２ ０�１ １�８ 銅 古寛永通宝 初鋳１６３６年 覆土中 PL１４８

―７８８―



第６６８図 第１５１号溝跡・出土遺物実測図

第１５１号溝跡出土遺物観察表（第６６８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１５ 陶器 天目茶碗 － （１�９） ４�２ 精良・鉄釉 にぶい赤褐 良好 ロクロ成形 体部内・外面鉄釉 削り出し高台
高台周辺錆釉 覆土中 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１０８ 石臼 （１８�７）（１７�９） ７�８ （２６１４�４） 安山岩 下臼片 下層 PL１４３

―７８９―



第１５２号溝跡（第６６９図）

位置 調査区北東部から南東部のＱ６ｇ５～Ｓ５ｃ０区，標高２２�０～２３�０ｍの平坦な台地上から斜面部中段に

位置している。

重複関係 第２６３４・２６６６・２６８６・２６８７・２６９１・２７０２・２７０３号住居跡，第５９号地下式壙，第４６０９号土坑を掘り込

み，第１５号道路に掘り込まれている。

規模と構造 北部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは７３�２ｍである。Ｑ６ｇ５区から南方向（Ｓ

－７°－Ｗ）に直線的に延び，Ｒ６ｊ３区で南西方向（Ｓ－４２°－Ｗ）に彎曲している。規模は上幅１１０～１９０�，

下幅３０～５８�，深さ４２～５８�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

第６６９図 第１５２号溝跡・出土遺物実測図

―７９０―



覆土 ８層に分けられる。北部と中央部（第１～５層）は，各層にロームブロックを含む堆積状況を示す人為

堆積であるが，南部（第６～８層）はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第１・２層は締まりが強

く，硬化している。

遺物出土状況 土師質土器片２４２点（小皿８９，擂鉢１６，内耳鍋１０３，甕３４），陶器片１２点（常滑系甕４，碗３，

皿３，瓶類２），瓦片３点，石器・石製品１４点（敲石１，石臼７，砥石４，硯２），鉄製品７点（釘３，不明４）

が出土している。また，混入した土師器片１６６５点，須恵器片２６７点も出土している。１１２１は南部の覆土下層か

ら出土した破片が接合したものであり，廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。１１２０は北部の覆土下層

から出土し，廃絶時に廃棄されたものと考えられる。１１１６・１１１８・Ｍ１８４は中央部の覆土中層，１１１７は中央部

北寄り，１１１９・Ｍ１８３は南部の覆土中からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 第１５０号溝跡と規模や形状が近似しており，同じ時期に区画的な機能を有していたと想定される。時期

は，出土土器から１７世紀前半と考えられる。

第１５３号溝跡（第６７０図）

位置 調査区東部から南東部のＱ６ｊ１～Ｓ５ｃ９区，標高２２�０～２３�０ｍの平坦な台地上から斜面部上段に位

置している。

重複関係 第２６２４・２６２５・２６３７・２６６０・２６６１・２６７１・２６７６・２６８２・２６９２・２６９４・２６９７・２６９８・２７０１・２７０５号住

居跡，第４８９号掘立柱建物跡，第４６５５・４７２４号土坑を掘り込み，第４８８号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 Ｑ６ｊ１区から南方向（Ｓ－９°－Ｗ）に直線的に延び，長さ５０�４ｍが調査されている。規模は上

幅５２～９４�，下幅２８～５８�，深さ６～２６�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。各層にロームブロックを含む堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片３８点（小皿２０，内耳鍋５，擂鉢１１，甕２），陶器片１点（常滑系甕）のほか，混

入した土師器片４６２点，須恵器片３０点も出土している。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１５２号溝跡出土遺物観察表（第６６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１６ 土師質土器 小皿 ７�４ ２�５ ４�０ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 中層 １００％ 油煙
付着 PL１３５

１１１７ 土師質土器 小皿 ７�０ ２�３ ３�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 覆土中 ９０％ 油煙
付着 PL１３５

１１１８ 土師質土器 小皿 ６�６ ２�１ ３�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 中層 ８０％ PL１３５

１１１９ 土師質土器 内耳鍋［２０�４］ ４�４ ［１９�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部横ナデ 体部内・外面横ナデ 底部ヘラ削り 覆土中 １０％

１１２０ 土師質土器 内耳鍋［２９�０］ ９�８ ［１９�８］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部横ナデ 体部内・外面横ナデ 内面菊花文 下層 １０％ 体部
外面煤付着

１１２１ 土師質土器 甕 ２３�６（１０�７） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰褐 普通 口辺部横ナデ 体部内・外面横ナデ 下層 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８３ 鏃 （７�６） ０�９ ０�６ （８�７） 鉄 鏃身部・茎部一部欠損 茎部断面長方形 覆土中

Ｍ１８４ 不明 （４�６） ０�８ ０�２ （４�１） 鉄 わずかに彎曲 断面三角形 中層

―７９１―



所見 時期は，出土土器がいずれも細片のため図示できるものはないが，土師質土器の小皿片や内耳鍋片など

が出土していることや，第４８８号掘立柱建物に掘り込まれていることから中世後半と考えられる。

第１５５号溝跡（第６７１図）

位置 調査区北部から南部のＱ５ｄ４～Ｓ４ｅ７区，標高２２�５～２３�０ｍの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６１３・２６２２・２６２７～２６２９・２６３８号住居跡，第９６号堀跡，第５３７８号土坑を掘り込み，第７９号井戸，

第４２００・４２０２・４２７７・４２９０・４３３４号土坑に掘り込まれている。

第６７０図 第１５３号溝跡実測図

第６７１図 第１５５号溝跡・出土遺物実測図

―７９２―



規模と構造 北部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは８８�１ｍである。Ｑ５ｄ４区から南方向（Ｓ

－２０°－Ｗ）に直線的に延び，Ｒ４ｃ０区で一端途切れ，再びＲ４ｃ０区から南方向（Ｓ－１３°－Ｗ）に直線的

に延びている。規模は上幅２８～１２０�，下幅１３～６８�，深さ１０～５６�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを含む堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片４８点（小皿１７，内耳鍋２２，擂鉢８，甕１），陶器片４点（瀬戸・美濃系大皿１，

瓶類２，不明１），磁器片４点（碗），瓦片１点，石器・石製品７点（石臼３，茶臼１，砥石１，小玉１，硯１），

鉄製品１点（不明）のほか，鉄滓１点が出土している。また，混入した土師器片３９２点，須恵器片１０６点も出土

している。１１２３は中央部北寄り，１１２２・Ｍ１８５は中央部の覆土上層からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後に廃

棄されたものと考えられる。Ｑ１０９は中央部北寄りの覆土下層，Ｑ１１０は中央部の底面からそれぞれ出土し，い

ずれも廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 第９５号堀とほぼ平行して延びていることから，同時期に機能していたものと考えられ，調査区北側に位

置する妙徳寺の正面から直線的に延びており，参道の側溝として機能していた可能性がある。時期は，出土土

器から１６世紀前半と考えられる。

第１５８号溝跡（第６７２図）

位置 調査区北部から北西部のＱ４ｃ７～Ｑ４ｇ５区，標高２０�５～２１�５ｍの斜面部上段から中段に位置してい

る。

重複関係 第９７・９８号堀跡，第１５９号溝跡を掘り込んでいる。

規模と構造 Ｑ４ｃ７区から南方向（Ｓ－１１°－Ｗ）に直線的に延び，Ｑ４ｇ５区で直角に曲がり，西方向（Ｗ

－２０°－Ｎ）に直線的に延びている。長さ４２�５ｍが調査され，規模は上幅２８～１７６�，下幅１５～６８�，深さ６～

３０�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１５５号溝跡出土遺物観察表（第６７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２２ 土師質土器 内耳鍋［３６�８］ ９�１ ［２１�０］長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部ナデ 体部外面縦位のヘラナデ 内面ナデ 上層 １０％

１１２３ 土師質土器 甕 ［２４�８］（４�７） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面ナデ 上層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１０９ 茶臼 （２７�４）（６�８）（５�５）（９７８�４） 安山岩 下臼片 下層 PL１４３

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１０ 小玉 １�０ ０�２ ０�９ １�４ 泥岩 球状 一方向からの穿孔 底面 PL１４４

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８５ 鋤先 （５�３） ２�１ ０�８ （１２�８）鉄 鋤先の破片 身（着装部）の差込式 上層 PL１４６

―７９３―



覆土 ３層に分けられる。各層にロームや白色粘土のブロックを含む堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１０点（小皿１，内耳鍋５，擂鉢２，甕２），陶器片８点（志野系皿２，灯明皿１，

不明５），磁器片２点（皿）のほか，鉄滓３点が出土している。また混入した土師器片１１点，須恵器片３点も

出土している。

所見 第５０７号掘立柱建物跡を囲むようにＬ字状に延び，桁行・梁行方向とほぼ一致していることから，同時

期に区画的な機能を有していたと考えられる。時期は，土師質土器片や陶磁器片が出土していることから１７世

紀代と考えられる。

第１６３号溝跡（第６７３図）

位置 調査区北西部のＱ３ｆ３～Ｑ３ｆ５区，標高１９�０ｍほどの斜面部下段に位置している。

重複関係 第１６４号溝跡，第５５５４号土坑を掘り込み，第１９号ピット群に掘り込まれている。

規模と構造 Ｑ３ｇ４区から南西方向（Ｗ－３２°－Ｓ）に延び，Ｑ３ｇ４区から西方向（Ｗ－１３°－Ｎ）に直線

的に延び，Ｑ３ｇ３区で南西方向（Ｓ－３１°－Ｗ）に屈曲している。長さ８�８ｍが調査され，規模は上幅４２～１２０

�，下幅２０～８０�，深さ３０～５０�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分けられる。各層に白色粘土ブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・白色粘土ブロック少量

３ 灰 白 色 白色粘土ブロック多量

第６７２図 第１５８号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・白色粘土粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子・白色粘土粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 白色粘土粒子中量
４ にぶい黄色 白色粘土粒子多量

５ 黒 褐 色 白色粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
６ にぶい黄色 白色粘土ブロック中量
７ 黒 褐 色 白色粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量

第６７３図 第１６３号溝跡・出土遺物実測図

―７９４―



遺物出土状況 土師質土器片３２点（小皿７，内耳鍋２５），石器２点（砥石），鉄製品２点（縁金具ヵ，不明）の

ほか，混入した土師器片１点，須恵器片３点も出土している。１１２４は西部，Ｍ１８６は中央部の覆土上層，１１２５

は覆土中からそれぞれ出土し，いずれも廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 第５０８号掘立柱建物跡を囲むように本跡と第１６４号溝跡が延びていることから，同じ時期に区画的な機能

を有していたと想定される。時期は，出土土器から１７世紀前半と考えられる。

第１７６号溝跡（第６７４図）

位置 調査区南西部のＳ３ｇ３～Ｓ３ｇ６区，標高２０�０～２１�０ｍの斜面部中段から下段に位置している。

重複関係 第１７５号溝に掘り込まれている。

規模と構造 西部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは１１�６ｍである。Ｓ３ｇ６区から西方向（Ｗ

－１１°－Ｓ）に直線的に延び，規模は上幅１４２～４６０�，下幅６０～３１０�，深さ６８～１４０�である。断面はＵ字状

で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 １４層に分けられる。下層（第８～１４層）はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積であるが，上層はロー

ムブロックを多く含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片４２点（小皿１３，内耳鍋２７，甕２），陶器片２点（不明），磁器片１（碗），土製品

４点（羽口），石器・石製品２点（砥石），石塔１点（五輪塔），鉄滓４１０点（５�５４�）が出土している。また，

混入した土師器片２４点，須恵器片５点も出土している。１１２６・１１２７は西部の覆土中層からそれぞれ出土した破

片が接合したものである。また，DP１３６は西部の覆土中から出土している。さらに，炭化物に混ざって鉄滓が

一か所（第７層に相当）にまとまって出土している。いずれも自然堆積によってできた窪地に一括して投棄さ

れたものと考えられる。鉄滓は，写真図版（PL１４９・１５０）に掲載した。Ｑ１１１は東部の覆土下層から出土し，

廃絶後間もなく廃棄されたものである。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 色 炭化物中量

８ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１１ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量
１２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量
１３ 黄 灰 色 白色粘土ブロック少量
１４ 褐 灰 色 白色粘土ブロック中量

第１６３号溝跡出土遺物観察表（第６７３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２４ 土師質土器 小皿 ６�１ １�６ ３�７ 雲母 灰白 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 上層 ９５％ PL１３５

１１２５ 土師質土器 小皿 ６�２ ２�１ ３�７ 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 覆土中 ９５％ 油煙
付着 PL１３５

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８６縁金具ヵ ４�０ ３�０ ２�５ １９�０ 鉄 筒状で上位から下位にかけて幅が広がる 上層 PL１４７

―７９５―



所見 周辺に中世の遺構が確認され，それらを区画するように巡っていることから，区画的な機能を有してい

たと想定される。鉄滓がまとまって出土していることから，周辺で鋳造が行われていたと想定される。時期は，

出土土器から１５世紀後半と考えられる。

第６７４図 第１７６号溝跡・出土遺物実測図

第１７６号溝跡出土遺物観察表（第６７４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２６ 土師質土器 小皿 ５�５ １�６ ３�０ 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 中層 ７０％ 油煙
付着 PL１３５

１１２７ 土師質土器 取瓶 ［７�０］ １�９５ ［４�２］ 長石 灰黄 普通 口辺部内・外面ナデ 体部内面鉄滓付着 中層 ３５％ PL１４９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３６ 羽口 （４�８） ８�０ （５�１）（１４１�３） 長石・小礫 ナデ 孔径２�１� 端部に鉄滓付着 外面は灰黄色 内面は
被熱痕により橙色 覆土中 PL１４９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１１ 五輪塔 ２１�５ ２２�０ １４�２ １２１８０ 花崗岩 地輪 一部欠損 下層 PL１４３

―７９６―



その他の溝跡（第６７５・６７６図）

第６７５図 その他の溝跡実測図

第１５４号溝跡土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第１５６号溝跡土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック微量

第１５９号溝跡土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土粒子少量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量

第１６０号溝跡土層解説
１ にぶい黄橙色 白色粘土ブロック多量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１６１号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，白色粘土ブ

ロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１６２号溝跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
２ にぶい黄橙色 白色粘土ブロック多量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック微量

第１６４号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・白色粘土粒子

微量

第１６５号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子・白色粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子中量，白色粘土ブロック・焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 白色粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第１６６号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック・焼土粒子微量
３ 褐 灰 色 白色粘土ブロック中量

第１６７号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
３ にぶい褐色 粘土ブロック少量

第１６８号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量，焼土粒

子微量
４ にぶい黄褐色 白色粘土ブロック多量，ロームブロック中量

第１６９号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・

白色粘土ブロック微量
２ 暗オリーブ褐色 ロームブロック・白色粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 黄 灰 色 白色粘土ブロック・ローム粒子微量

―７９７―



� 道路跡

当調査区からは４条の道路跡が検出されており，第１６～１８号道路跡が中世，第１５号道路跡が近世に相当する。

第１７号道路跡と第１８号道路跡は当調査区の南部で合流しており，東部の調査区域外に延びている。以下，遺構

の特徴について記述するが，ここでは土層断面図と出土遺物を掲載し，平面図は遺構全体図に示す。

第１７０号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，白色粘土ブロック・焼土粒子微量

第１７１号溝跡土層解説
１ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・白色粘土

粒子少量
２ 暗 褐 色 白色粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化材微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・白色粘土ブロック・炭化粒子少量

第１７２号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１７３号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
２ 黄 灰 色 ローム粒子少量
３ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量

第１７４号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１７５号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 白色粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック中量
４ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック少量

第１７７号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第１７８号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材少量

第１７９号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１８０号溝跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ローム粒子中量

第１８１号溝跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

第６７６図 その他の溝跡出土遺物実測図

第１６１号溝跡出土遺物観察表（第６７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２８ 土師質土器 小皿 ６�９ ２�１ ３�０ 雲母 褐灰 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラ削り 覆土中 ８５％ PL１３５

第１５７号溝跡出土遺物観察表（第６７６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８７ 刀子 （２１�０） １�４ ０�４ （１９�３）鉄 ほぼ完形 刃先部一部欠損 両区 刃部断面三角形 茎部断面
長方形 上層 PL１４５

第１６６号溝跡出土遺物観察表（第６７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２９ 土師質土器 小皿 ６�６ ２�２ ３�８ 石英・雲母・赤
色粒子・礫 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り後ヘラナデ 覆土中 １００％ 油煙

付着 PL１３５

―７９８―



第１５号道路跡（第６７７図）

位置 調査区北東部から南東部のＱ６ｇ５～Ｓ６ｂ１区，標高２２�０～２３�０ｍの平坦な台地上から斜面部上段に

位置している。

重複関係 第２６６６・２６８６・２６８７・２６９１・２７０２・２７０３号住居跡，第１５２号溝跡，第５９号地下式壙，第４２９８号土坑

を掘り込んでいる。

規模と構造 北部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは５８�８ｍである。Ｑ６ｇ５区から南方向（Ｓ

－７°－Ｗ）に直線的に延び，Ｒ６ｊ３区で南西方向（Ｓ－４２°－Ｗ）に彎曲して止まっている。規模は上幅１７０

～２１０�である。

覆土 ３層に分けられる。ローム粒子を多く含み，締まりの強い堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片６点（内耳鍋）のほか，混入した土師器片２点，須恵器片２点も出土している。

所見 掘り込みがほとんど無く上面が硬化していることから，第１５２号溝跡の廃絶後，道路として機能してい

たと考えられる。時期は，出土土器と重複関係から１７世紀前半以降と考えられる。

第１６号道路跡（第６７８図）

位置 調査区南部のＳ４ｈ７～Ｓ４ｊ０区，標高２１�０～２１�５ｍの斜面部上段から中段に位置している。

重複関係 第２５９６・２６０２号住居跡，第４１８１号土坑を掘り込み，第９４号堀，第８０号方形竪穴遺構，第４１７２・４１７９

号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 東部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは１３�０ｍである。Ｓ４ｈ７区から東方向（Ｅ

－２０°－Ｓ）に直線的に延び，規模は上幅２９８～６２０�，下幅９４～１４２�，深さ４０～８２�である。断面はＵ字状で，

壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。北側の壁は斜面を段切り状に整形して掘り込んだものと考えられる。

底面は，平坦で硬化している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第６７７図 第１５号道路跡実測図

第６７８図 第１６号道路跡・出土遺物実測図

―７９９―



覆土 ４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１１点（小皿５，内耳鍋４，甕２），石器・石製品３点（砥石，石鏃，双孔円板）

のほか，混入した土師器片５９点，須恵器片１１点も出土している。１１３０は東部の覆土下層から出土し，廃絶後間

もなく遺棄されたものと考えられる。

所見 南側には中世の墓坑と考えられる土坑が数基確認されていることから，中世の区画的な機能も有してい

たと想定される。時期は，出土土器や重複関係１６世紀前半と考えられる。

第１７号道路跡（第６７９図）

位置 調査区南部のＴ４ｂ７～Ｔ４ｂ８区，標高２０�５～２１�０ｍの斜面部中段に位置している。

重複関係 第９４号堀，第４１７５・４１８２号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 東部が調査区域外に延びているため，確認できた長さは４�５ｍである。Ｔ４ｂ７区から東方向（Ｅ

－１８°－Ｓ）に直線的に延び，規模は上幅３９３～４４５�，下幅１９０～２５８�，深さ６７�である。断面はＵ字状で，

壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 １０層に分けられる。各層にロームや砂質粘土のブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積であ

り，西側から東側に向かって埋め戻されたと考えられる。底面は，平坦で硬化している。

遺物出土状況 土師質土器片２１点（小皿８，内耳鍋１２，擂鉢１），陶器片６点（常滑系甕４，碗２）のほか，

磁器片２点が出土している。また，混入した土師器片２１点，須恵器片１点も出土している。

所見 北側には中世の墓坑と考えられる土坑が数基確認されており，第１６号道路と規模や形状が近似している

ことから，同じ時期に区画的な機能も有していたと想定される。時期は出土土器から１６世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量

土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭

化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック少量

第６７９図 第１７号道路跡実測図

第１６号道路跡出土遺物観察表（第６７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３０ 土師質土器 小皿 ［７�６］ １�９ ３�２ 雲母・赤色粒子 橙 普通 ロクロナデ 底部回転糸切り 下層 ５５％
油煙付着

―８００―



第１８号道路跡（第６８０図）

位置 調査区南西部から南部のＴ４ａ３～Ｔ４ｂ６区，標高２１�０～２１�５ｍほどの斜面部中段に位置している。

重複関係 第８７号井戸跡，第５２５６号土坑を掘り込み，第９４号堀，第５２５７・５２６０号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 Ｔ４ａ３区から東方向（Ｅ－１８°－Ｓ）に直線的に延び，長さ１３�４ｍが調査されている。規模は

上幅１４８～２４８�，下幅１３６～２０５�，深さ２０～４８�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっ

ている。中央部から西部の底面には，幅１９～３２�の轍痕が確認されている。東部では，第９４号堀を挟んで第１７

号道路跡に至り，下幅の規模が近似していることから同一の道路と考えられる。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを多く含む堆積状況を示した人為堆積である。硬化面は第４・

５層下で確認されている。

遺物出土状況 五輪塔片２点のほか，混入した土師器片５点，須恵器片３点も出土している。

所見 底面は平坦で硬化し，轍痕が確認できる。東側にある第１７号道路跡と同一の道路であり，同時期に機能

していたと考えられる。出土遺物が少なく，いずれも細片であるため時期判断は困難であるが，重複関係から

１６世紀前半と考えられる。

� 井戸跡

今回の調査で，５６基の井戸跡が確認された。これらは，掘り方の形状から次の３種類に分類される。

ア 円筒状の井戸跡

イ 漏斗状の井戸跡

ウ 二段掘りまたは漏斗状で，井戸枠を埋設した版築状の埋土がみられる井戸跡

以下，形状別に実測図と土層解説で紹介する。

ア 円筒状の井戸跡（第６８１～６８５図）

２２基。標高２２�０～２３�０ｍの台地縁辺部に５基，標高１９�５～２１�０ｍの斜面部中段に１７基が確認されている。平

面形は円形で，壁はほぼ垂直な円筒状であり，素掘りの井戸と推定される。覆土はロームブロックや粘土ブロ

ックを多く含む人為堆積である。出土遺物が極めて少なく，いずれも細片であるため時期を特定することはで

きないが，重複関係から漏斗状の井戸跡や二段掘りの井戸跡よりも古い様相を示している。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

４ 黄 灰 色 ロームブロック中量，鉄分沈着
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量

第６８０図 第１８号道路跡実測図

―８０１―



第６８１図 円筒状の井戸跡実測図�

―８０２―



第６８２図 円筒状の井戸跡実測図�

―８０３―



第６８３図 円筒状の井戸跡実測図�

―８０４―



第６８４図 円筒状の井戸跡実測図�

第６９号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第７２号井戸跡土層解説
１ 明 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１０ 明 褐 色 ロームブロック中量
１１ 褐 色 ローム粒子中量
１２ 明 褐 色 ローム粒子多量
１３ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量
１４ 明 褐 色 ロームブロック多量

第７９号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第８３号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ローム粒子多量
８ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
９ 暗 褐 色 ロームブロック多量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土ブロック少量
１１ 褐 色 ロームブロック多量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第８４号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
４ 暗 灰 黄 色 粘土粒子多量，ロームブロック少量
５ 暗オリーブ褐色 粘土ブロック・ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第８５号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子・粘土粒子微量
２ 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・焼土

粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子微量

第８６号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

―８０５―



第１００号井戸跡土層解説
１ 明 褐 色 粘土粒子多量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物少量，粘土粒子微量
６ にぶい橙色 粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
７ にぶい褐色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量

第１０１号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

第１０２号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子微量
２ 明 黄 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
３ 黄 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
４ にぶい褐色 粘土ブロック多量
５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子微量
６ 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量
７ 明 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量

第１１０号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
６ 暗オリーブ褐色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１２ 灰 黄 褐 色 ローム粒子少量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
１４ 暗オリーブ褐色 ロームブロック中量

第１１２号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，粘土

粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
３ 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子微量

第１１５号井戸跡土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック多量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
１２ 黒 褐 色 黒色土ブロック多量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量

第１１６号井戸跡土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
５ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，ロームブロック少量

第１１９号井戸跡土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２ 黄 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 灰 色 粘土粒子多量，ロームブロック中量
４ オリーブ褐色 ロームブロック・粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 炭化物中量，粘土ブロック少量
６ 黒 色 ロームブロック・粘土粒子少量

第１２０号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 粘土ブロック少量
２ 黒 色 粘土粒子微量
３ 黒 色 黒色土粒子多量

第１２２号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
２ にぶい黄橙色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量
３ 黒 褐 色 黒色土粒子多量，粘土粒子微量
４ 褐 灰 色 黒色土粒子多量，粘土ブロック中量
５ 灰 黄 褐 色 粘土粒子多量

第１２３号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子微量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，粘土粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子微量

第６８５図 円筒状の井戸跡出土遺物実測図

第１２０号井戸跡出土遺物観察表（第６８５図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１２ 凹石 １７�７ １５�８ ５�６ １７８１�４ 雲母片岩 石材転用ヵ（用途不明） 表・裏面凹み１０ヵ所 覆土中 煤付着

―８０６―



イ 漏斗状の井戸跡（第６８６～６９３図）

２０基。標高２２�０～２３�０ｍの平坦な台地上から縁辺部に８基，標高１９�５～２１�０ｍの斜面部中段に１２基が確認さ

れている。平面形は円形で，断面形は漏斗状である。覆土は複雑な堆積状況を示した人為堆積で，廃絶後に埋

め戻された状況が見られる。井戸枠の抜き取り痕は認められないことから，素掘りの井戸と推定される。１５世

紀後半から１７世紀前半の時期の土器類が出土しており，中世後半から近世前半にかけて一般的な形状であった

と考えられる。

第６８６図 漏斗状の井戸跡実測図�

―８０７―



第６８７図 漏斗状の井戸跡実測図�

―８０８―



第６８８図 漏斗状の井戸跡実測図�

―８０９―



第６８９図 漏斗状の井戸跡実測図�

―８１０―



第６９０図 漏斗状の井戸跡実測図�

―８１１―



第６９１図 漏斗状の井戸跡実測図�

―８１２―



第７３号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量

第７４号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１０ にぶい褐色 暗褐色土ブロック多量，炭化物微量
１１ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

第７８号井戸跡土層解説
１ 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子・

炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
８ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量，炭化物微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化物少量

第８０号井戸跡土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 灰 黄 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ オリーブ褐色 ロームブロック多量，炭化物少量，焼土粒子微量
４ にぶい黄褐色 ローム粒子少量

第８１号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第８２号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量
７ にぶい黄褐色 ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化

粒子微量

第９１号井戸跡土層解説
１ 褐 灰 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 黄 灰 色 粘土粒子少量
５ にぶい黄褐色 粘土ブロック・炭化粒子少量
６ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量
７ 暗 褐 色 粘土粒子微量
８ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量
９ 黒 褐 色 粘土ブロック少量

第９２号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
２ にぶい褐色 粘土粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
５ 明 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
６ 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量
７ 灰 褐 色 ロームブロック中量

第９４号井戸跡土層解説
１ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ にぶい黄橙色 粘土粒子多量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
８ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量
９ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量
１０ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量
１１ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量

第９５号井戸跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
２ 灰 黄 褐 色 粘土粒子多量，ロームブロック少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
５ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量
６ 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子微量
７ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック多量

第９６号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
４ 褐 灰 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子中量
６ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

第９７号井戸跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック中量，粘土ブロ

ック微量
７ 褐 灰 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
９ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

第９８号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ローム粒子多量

第１０５号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒

子微量
３ 褐 灰 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
４ 黒 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
５ 黄 灰 色 粘土粒子多量
６ 黄 褐 色 粘土粒子多量
７ オリーブ褐色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
８ 黒 褐 色 粘土粒子多量
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第１０６号井戸跡土層解説
１ 灰 黄 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子

微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
３ 暗 灰 黄 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
４ 黄 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
５ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量
６ 灰 色 粘土粒子少量
７ 黄 褐 色 粘土ブロック多量
８ 黄 灰 色 粘土ブロック中量
９ 暗 灰 黄 色 粘土ブロック多量
１０ 灰 色 粘土粒子少量

第１１３号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック中量，焼土粒

子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子少量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
６ 黄 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
７ 灰 黄 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１０ 灰 黄 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量
１２ 黒 色 粘土ブロック中量
１３ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量
１４ 黒 褐 色 粘土粒子微量

第１１４号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック・ローム粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ローム粒子少量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，ローム粒子少量
１２ 褐 色 ローム粒子少量

第１１８号井戸跡土層解説
１ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
３ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
４ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量

第１２１号井戸跡土層解説
１ にぶい黄橙色 粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物・粘

土粒子微量
３ 褐 色 粘土粒子多量，ローム粒子微量
４ 褐 色 粘土ブロック中量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック少量
６ 褐 色 粘土粒子少量
７ 褐 色 粘土粒子中量
８ にぶい黄褐色 粘土粒子中量
９ にぶい褐色 粘土ブロック多量
１０ にぶい橙色 粘土粒子多量
１１ 黒 褐 色 粘土ブロック微量
１２ 灰 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ にぶい褐色 粘土ブロック少量
１４ にぶい褐色 粘土ブロック多量

第６９２図 漏斗状の井戸跡出土遺物実測図�
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第６９３図 漏斗状の井戸跡出土遺物実測図�
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第７５号井戸跡出土遺物観察表（第６９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３１ 陶器 鉄絵皿［１１�６］ ２�４ ［６�７］ 精良・長石釉 灰白 良好 ロクロ成形 体部内・外面長石釉 内面草花文の
鉄絵 削りだし高台 底部無釉 外面トチン痕 覆土中 ３０％ 志野系

第８０号井戸跡出土遺物観察表（第６９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３２ 土師質土器 擂鉢（２０�５） ６�８ ［１２�５］長石・石英・雲母 黒褐 普通 ロクロ成形 内面３条１単位の擂り目 体部下
端手持ちヘラ削り 覆土中 １０％

１１３３ 陶器 水滴 － （３�１）［３�４］ 長石・灰釉 にぶい黄橙 良好 ロクロ成形 体部内・外面灰釉 底部回転糸切り 上層 ４０％
瀬戸・美濃系

第８２号井戸跡出土遺物観察表（第６９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３４ 土師質土器 小皿 ９�４ ３�１ ４�２ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部

回転糸切り 上層 ９０％ PL１３５

１１３５ 陶器 灰釉
端反皿［１１�２］（１�７） － 長石・石英・灰釉 灰黄 普通 ロクロ成形 体部内・外面灰釉 体部下位回転

ヘラ削り 上層 ５％

第９１号井戸跡出土遺物観察表（第６９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３６ 土師質土器 小皿 ［６�８］ ２�１ ３�５ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部

回転糸切り 覆土中 ５５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量（�） 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１３ 石幢 （１１�４）（１１�９）（８�８）（１�３５） 花崗岩 笠宝蕨部 覆土中

第９２号井戸跡出土遺物観察表（第６９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３７ 土師質土器 小皿 （８�１） １�９ ３�８ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 ５５％

油煙付着

第９４号井戸跡出土遺物観察表（第６９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３８ 土師質土器 内耳鍋［３５�４］ ６�８ ［３０�３］長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部横ナデ 体部外面ナデ 内面ヘラナデ
底部板状圧痕 床面 ２０％ 体部

外面煤付着

第９７号井戸跡出土遺物観察表（第６９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３９ 土師質土器 小皿 ［９�０］ ２�７ ４�０ 雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 ６０％

１１４０ 土師質土器 小皿 ６�１ ２�２ ２�９ 雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 １００％ 油煙

付着 PL１３５

１１４１ 土師質土器 小皿 ６�６ ２�１ ２�６ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ９０％ 油煙
付着 PL１３５

１１４２ 土師質土器 小皿 ［８�５］ ３�３ ３�５ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 ７０％

第９８号井戸跡出土遺物観察表（第６９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１４３ 土師質土器 小皿 ［８�４］ ２�０ ５�８ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 ２０％

―８１６―



ウ 二段掘りの井戸跡（第６９４～７０１図）

１４基。標高２２�５ｍほどの台地縁辺部に３基，標高２０�５～２１�０ｍの斜面部上段に１１基が確認されている。平面

形は円形で，断面形は二段掘りまたは漏斗状である。開口部には，黒色土とローム土が版築状に埋土されてお

り，壁部の崩落を防ぐための井戸枠が設置されていたと推定される。形状から曲物の桶枠が用いられていた可

能性が高いが，井戸枠は廃絶時に抜き取られて遺存していない。覆土はロームブロックや粘土ブロックを多く

含む人為堆積である。出土遺物が少ないため明確な時期は判断でないが，出土土器の時期は１６世紀後半に集中

する傾向がみられ，素掘りの円筒状の井戸跡や漏斗状の井戸跡より新しい様相を示している。

第６９４図 二段掘りの井戸跡実測図�

第１０５号井戸跡出土遺物観察表（第６９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１４４ 土師質土器 小皿 ［５�５］ ２�２ ３�７ 長石・石英・黒色
粒子・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り後ナデ 覆土中 ８０％

１１４５ 土師質土器 甕 ［１０�４］ － － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面横位の沈線４条 覆土中 １０％

第１２１号井戸跡出土遺物観察表（第６９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１４６ 土師質土器 小皿 ［８�９］ ２�９ ４�２ 長石・雲母・赤
色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部

回転糸切り後ナデ 上層 ７０％
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第６９５図 二段掘りの井戸跡実測図�
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第６９６図 二段掘りの井戸跡実測図�
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第６９７図 二段掘りの井戸跡実測図�

―８２０―



第６９８図 二段掘りの井戸跡実測図�
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第６９９図 二段掘りの井戸跡実測図�

第７１号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
６ 明 褐 色 ロームブロック多量
７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量
８ 黄 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック，炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
１０ 黒 色 炭化粒子多量，粘土ブロック・ローム粒子微量
１１ 明 褐 色 ローム粒子多量
１２ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック少量

第７６号井戸跡土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
４ 灰 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
５ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・黒色土粒子微量
６ 黒 色 黒色土ブロック多量
７ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・黒色土粒子微量
８ 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・黒色土粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子微量
１０ にぶい褐色 粘土ブロック微量

第７７号井戸跡土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・黒色土粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子少量，黒色土ブロック・焼土粒子微量
３ 灰 褐 色 黒色土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 灰 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子微量
７ 灰 褐 色 ロームブロック微量
８ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１０ 黒 色 黒色土ブロック多量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１３ 褐 色 ロームブロック微量

第８８号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク微量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
３ 灰 黄 褐 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 黒色土ブロック多量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
７ 褐 灰 色 ロームブロック・粘土粒子少量
８ 灰 黄 褐 色 粘土粒子多量，ロームブロック中量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
１０ 褐 色 ローム粒子多量，粘土粒子少量
１１ 黒 色 粘土ブロック微量

第８９号井戸跡土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 灰 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂粒少量
５ 黄 褐 色 砂粒多量，ロームブロック中量，粘土ブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 砂粒中量
７ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１０ 灰 黄 色 粘土ブロック・砂粒多量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１２ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量
１３ 灰オリーブ色 粘土ブロック・砂粒中量
１４ にぶい黄橙色 ロームブロック少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１６ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量

第９０号井戸跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 灰 色 粘土ブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 黒 色 黒色土ブロック多量
７ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量
８ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第９９号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 粘土ブロック微量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック・砂粒少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，砂粒微量
４ にぶい黄褐色 砂粒多量，粘土ブロック中量
５ 黒 色 焼土粒子微量
６ にぶい黄褐色 粘土ブロック，砂粒多量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック多量，砂粒中量
８ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量，砂粒中量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１０ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量
１２ 橙 色 粘土ブロック多量
１３ 黒 色 粘土ブロック・ローム粒子微量
１４ 黒 色 ローム粒子微量
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第１０３号井戸跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量，炭化粒

子微量
１０ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量
１１ 褐 灰 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
１２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量

第１０４号井戸跡土層解説
１ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量
２ 褐 灰 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック多量，粘土粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
７ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，焼土粒子・粘土ブロック少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１０ 褐 灰 色 ロームブロック中量
１１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量

第１０７号井戸跡土層解説
１ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒

子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
３ 灰 黄 色 砂粒多量，粘土ブロック・ローム粒子少量
４ にぶい黄色 粘土ブロック・砂粒少量
５ 明 褐 色 砂粒多量，ロームブロック・粘土ブロック少量
６ 黄 灰 色 粘土粒子多量
７ にぶい黄橙色 粘土粒子多量，ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子，黒色土ブロック少量
９ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量
１０ 黒 色 粘土ブロック中量
１１ 灰 白 色 粘土ブロック多量
１２ 褐 灰 色 粘土ブロック少量
１３ 褐 灰 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 黒 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１５ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量

第１０８号井戸跡土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土粒子中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１３ 暗 灰 黄 色 ロームブロック・粘土粒子中量
１４ 黄 灰 色 ローム粒子・粘土粒子少量
１５ 灰 黄 色 粘土粒子中量，ロームブロック少量
１６ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子微量
１７ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量

第１０９号井戸跡土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
６ 灰 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
７ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土粒子中量
１０ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
１１ 黒 色 ローム粒子微量
１２ にぶい黄橙色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第１１１号井戸跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
５ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量
７ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第１１７号井戸跡土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子少量
４ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
８ 黒 色 ローム粒子微量
９ にぶい黄褐色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量

第７００図 二段掘りの井戸跡出土遺物実測図�
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第７０１図 二段掘りの井戸跡出土遺物実測図�

第７１号井戸跡出土遺物観察表（第７０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１４７ 土師質土器 小皿 ７�３ ２�６ ３�８ 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 ９５％ 油煙

付着 PL１３５

１１４８ 土師質土器 小皿 ９�２ ２�６ ４�６ 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ８０％

１１４９ 土師質土器 内耳鍋［３０�７］（１２�８） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部横ナデ 上層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１４ 砥石 ７�７ ５�５ ３�６ １１４�２ 凝灰岩 砥面７面 断面隅丸三角形 覆土中

―８２４―



� 土坑

第４２１４号土坑（第７０２図）

位置 調査区北部のＱ４ｇ６区，標高２２�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長径１�８８ｍ，短径１�５８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３２°－Ｅである。深さは３３�で，壁は緩や

かに傾斜している。底面は浅い擂鉢状である。

覆土 ３層に分けられる。第１・２層は含有物が細粒かつ微量な自然堆積である。最下層の第３層は，粘性を

おびており，締まりも弱いことから滞水時に堆積した可能性がある。

遺物出土状況 土師質土器片５点（小皿２，内耳鍋２，擂鉢１），陶器片２点（瀬戸・美濃系丸皿），石器１点

（砥石），鉄滓１点，粘土塊３点が出土しているほか，土師器片１４点も流れ込んでいる。いずれも覆土中から

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

第７６号井戸跡出土遺物観察表（第７０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１５０ 土師質土器 小皿 ７�１ ２�０ ３�８ 長石・雲母・黒色
粒子・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部

回転糸切り 埋土上層 ９５％ 油煙
付着 PL１３５

１１５１ 土師質土器 小皿 ［８�０］ ２�２ ４�０ 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 ６５％

１１５２ 土師質土器 小皿 ［６�６］ １�７ ［４�１］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１５ 砥石 ８�５ ４�１ ３�６ １３２�１ 凝灰岩 砥面６面 断面隅丸方形 覆土中

Ｑ１１６ 砥石 （７�０） ４�６ ２�３ （７２�８）凝灰岩 端部欠損 砥面５面 断面台形 覆土中 PL１４２

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８８ 古銭 ２�４４ ０�７４ ０�１５ （３�９） 銅 皇宋通寶 初鋳１０３８年 北宋銭 真書 上層 PL１４８

Ｍ１８９ 古銭 ２�３６ ０�６２ ０�１４ （２�３） 銅 熈寧元寶 初鋳１０６８年 北宋銭 篆書 覆土中 PL１４８

第８９号井戸跡出土遺物観察表（第７０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１５３ 土師質土器 小皿 ［６�９］ １�９ ［３�９］ 長石・黒色粒子・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 覆土中 ３０％

１１５４ 陶器 丸皿［１０�９］ ２�７ ［５�６］ 精良・長石釉 灰白 良好 ロクロ成形 体部内・外面長石釉 削り出し高
台 底部無釉 覆土中 １０％ 志野系

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９０ 不明 ２�７ １�３ ０�１２ ２�３ 銅 長径１�２�・短径０�８�の円孔有り 径０�０９�の銅線２本 覆土中

第１０８号井戸跡出土遺物観察表（第７００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１５５ 土師質土器 小皿 ［６�４］ １�４ ［４�１］ 長石・雲母・黒色粒子・赤色粒子 淡橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ３０％

第１１７号井戸跡出土遺物観察表（第７００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１５６ 土師質土器 小皿 ［５�４］ １�４ ２�５ 長石・雲母・赤
色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ８０％

―８２５―



細片で出土しており，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 堆積状況から一時的に滞水していた状況がうかがえるが，性格は不明である。同時期には，台地の縁辺

部に沿って墓坑群が展開しており，墓域に関連する施設と考えられる。時期は，出土遺物から１６世紀後半以前

と考えられる。

第４４６２号土坑（第７０３・７０４図）

位置 調査区北部のＱ５ｇ０区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第７０２図 第４２１４号土坑・出土遺物実測図

第７０３図 第４４６２号土坑実測図

第４２１４号土坑出土遺物観察表（第７０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１５７ 陶器 丸皿［１０�８］ ２�２ ［６�２］ 精良・灰釉 灰白 良好 ロクロ成形 体部内・外面灰釉 削り出し高台
底部無釉 覆土中 ５％

瀬戸・美濃系

―８２６―



重複関係 第４４６１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径は５�１２ｍを確認しており，短径は３�２６ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－８１°－Ｗである。

深さは３２�で，底面は皿状で，壁は緩やかに傾斜している。

覆土 ３層に分けられる。周囲から流入した堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片４３点（小皿９，内耳鍋３１，擂鉢３），陶器片３点（碗），土製品１点（切子玉），

石器２点（砥石，石臼），鉄製品１点（鏃），古銭１点（太平通寶）が出土しているほか，土師器片１３４点，須

恵器片２５点が流れ込んでいる。ほとんどが覆土中に散在した状態であり，埋没過程で投棄されたものと考えら

れる。Ｍ１９２は中央部の底面から出土している。

所見 遺物の出土状況から，廃絶後の凹地が廃棄土坑として利用されたと考えられるが，本来の機能は不明で

ある。時期は，出土土器から１５世紀後半以前と考えられる。

第４４６３号土坑（第７０５図）

位置 調査区北部のＱ５ｇ６区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４０号住居跡を掘り込み，第４４８７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径６�９５ｍ，短径３�５０ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－６２°－Ｗである。深さは２０�で，底面

は皿状であり，壁は緩やかに傾斜している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第７０４図 第４４６２号土坑出土遺物実測図

第４４６２号土坑出土遺物観察表（第７０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１５８ 土師質土器 小皿 ［７�７］ ２�２ ４�８ 長石・石英・雲母 淡黄 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ５５％

番号 器種 長さ 幅 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３７ 切子玉 １�８ １�２ ０�２ ２�０ 土（石英・長石） ナデ 一方向からの穿孔 １０面体 上層 PL１４０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９１ 鏃 （７�１） ２�９ ０�４～
０�５ （９�３） 鉄 刃・茎部欠損 雁股式 断面長方形 無関 上層 PL１４５

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９２ 古銭 （２�４１）（０�５２）０�１０ １�１ 銅 太（平）通（寶） 初鋳９７６年 北宋銭 底面

―８２７―



覆土 ２層に分けられる。ローム粒子やブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２７点（小皿９，内耳鍋１６，擂鉢２），陶器片２点（不明），古銭２点（洪武通寶，

永楽通寶）が中央部の覆土下層を中心に散在した状態で出土している。そのほか土師器片７５点，須恵器片３点

が流れ込んでいる。

所見 遺物の出土状況や堆積状況から，廃絶後の凹地が廃棄土坑として利用されたと考えられるが，本来の性

格は不明である。時期は，出土土器から１６世紀前半以前と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

第７０５図 第４４６３号土坑・出土遺物実測図

第４４６３号土坑出土遺物観察表（第７０５図）

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９３ 古銭 ２�３１ ０�５９ ０�１７ ４�０ 銅 洪武通寶 初鋳１３６８年 明銭 背一銭 下層 PL１４８

Ｍ１９４ 古銭 （２�４３） － ０�１１ ０�９ 銅 永（楽通）寶 初鋳１４０８年 明銭 下層

―８２８―



第４４９０号土坑（第７０６図）

位置 調査区中央部のＲ５ｅ４区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６４７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径４�４０ｍ，短径２�８５ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－５３°－Ｗである。深さは２８�で，壁は

緩やかに傾斜している。底面には，円形の掘り込みが２か所確認されている。規模は径１３７～１５２�，深さ８～

２８�で，壁は外傾しており，底面は平坦である。

覆土 ４層に分けられる。ローム粒子や炭化粒子を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器１１点（小皿３，内耳鍋７，擂鉢１），石器２点（砥石，茶臼）が出土しているほか，

土師器片４４点，須恵器片１０点も流れ込んでいる。１１５９は中央部の覆土下層から出土しており，廃絶後の埋没過

程で廃棄されたものと考えられる。

所見 遺物の出土状況や堆積状況から，廃絶後の凹地が廃棄土坑として利用されたと考えられるが，本来の性

格は不明である。時期は，出土土器から１６世紀前半以前と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

第７０６図 第４４９０号土坑・出土遺物実測図

第４４９０号土坑出土遺物観察表（第７０６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１５９ 土師質土器 小皿 ９�３ ３�１ ３�６ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 下層 ７５％

―８２９―



第４６６９号土坑（第７０７図）

位置 調査区東部のＲ５ａ９区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径０�７４ｍ，短径０�５２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５８°－Ｅである。深さは６９�で，底面は皿

状で，壁は外傾して立ち上がっている。

第７０７図 第４６６９号土坑・出土遺物実測図

―８３０―



覆土 ４層に分けられる。ロームブロックを多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２７点（小皿３，内耳鍋２４）が出土している。１１６０・１１６２はほぼ完形であり，１１６０

は覆土上層から底部を上向きにした斜位，１１６２は覆土中層から破砕された状態でそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から１５世紀前半と考えられる。

第５３４３号土坑（第７０８図）

位置 調査区西部のＲ３ｄ５区，標高２１�０ｍほどの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長径５�７２ｍ，短径２�４８ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－８２°－Ｗである。深さは２３�で，底面

は皿状であり，壁は緩やかに傾斜している。

覆土 ５層に分けられる。ロームや粘土のブロックを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１６点（内耳鍋１５，擂鉢１），粘土塊３０点が出土しているほか，土師器片５点も流

れ込んでいる。粘土塊は東部の覆土中から出土しており，火を受けた痕跡が認められる。

所見 時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 色 焼土粒子少量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，粘土ブロッ

ク・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

４ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック多量
５ 黒 色 粘土粒子少量，炭化粒子微量

第７０８図 第５３４３号土坑実測図

第４６６９号土坑出土遺物観察表（第７０７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１６０ 土師質土器 小皿 ８�５ ２�７ ３�８ 雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 上層 １００％PL１３５

１１６１ 土師質土器 小皿 ［８�２］ ２�３ ５�４ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ５０％

１１６２ 土師質土器 内耳鍋 ３５�７ １１�３ ３０�６ 長石・雲母 にぶい褐 普通 口辺部横ナデ 体部外面ナデ 底部板状圧痕 中層 ８０％ 体部外面
煤付着 PL１３６

―８３１―



第５４００号土坑（第７０９図）

位置 調査区北西部のＱ３ｊ７区，標高２１�０ｍほどの斜面部中段に位置している。

重複関係 第１００号堀に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�６４ｍ，短軸１�５０ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－３２°－Ｅである。深さは６０�で，底面

は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。ローム粒子や粘土粒子を多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片７点（小皿５，内耳鍋２），鉄滓が出土しているほか，土師器片５点も流れ込ん

でいる。１１６３～１１６７は北壁際の覆土中層からまとまって出土しており，埋め戻した際に一括して投棄されたも

のと考えられる。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀前葉以前と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

４ にぶい褐色 粘土粒子中量，ローム粒子少量
５ にぶい褐色 ローム粒子・粘土粒子中量

第７０９図 第５４００号土坑・出土遺物実測図

―８３２―



第５４５８号土坑（第７１０図）

位置 調査区西部のＲ４ｃ２区，標高２１�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

第７１０図 第５４５８号土坑・出土遺物実測図

第５４００号土坑出土遺物観察表（第７０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１６３ 土師質土器 小皿 ６�６ １�９ ３�２ 長石・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 中層 １００％ PL１３６

１１６４ 土師質土器 小皿 ９�１ ２�８ ４�５ 長石・石英 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 中層 １００％ PL１３６

１１６５ 土師質土器 小皿 ８�２ ２�８ ４�２ 石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 中層 １００％ PL１３６

１１６６ 土師質土器 小皿 ９�３ ２�９ ４�７ 雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 中層 １００％ PL１３６

１１６７ 土師質土器 内耳鍋［４０�０］１０�５［２７�０］長石・石英・雲母 黒褐 普通 口辺部横ナデ 体部内・外面ナデ 中層 ２０％ 体部外
面煤付着

―８３３―



重複関係 第５４５９・５４６４・５４５８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�１０ｍ，短径１�６２ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－５９°－Ｅである。深さは２０�で，底面

は皿状で，壁は緩やかに傾斜している。

覆土 ２層に分けられる。ローム粒子を多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片９０点（小皿１７，内耳鍋６１，擂鉢１２），陶器片１点（瀬戸・美濃系灰釉丸碗），石器

５点（砥石３，石臼２）が覆土下層を中心に出土している。１１６８～１１７０はほぼ完形で，その他の土器は破片の

状態で散在している。いずれも床面から浮いた状態であり，埋め戻した際に一括して投棄されたものと考えら

れる。

所見 時期は，出土遺物から１６世紀前半以前と考えられる。

� 粘土貼り土坑

第５３８１号土坑（第７１１図）

位置 調査区西部のＲ４ｊ２区，標高２１�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５３８３号土坑を掘り込み，第５３８２・５３８４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸は３�６１ｍを確認し，短軸２�８０ｍである。隅丸長方形で，長軸方向はＮ－４５°－Ｗである。深

さは４２�で，壁は緩やかに傾斜している。底面の南東寄りには長軸２００�，短軸１�８５�，深さ１７�の方形の落

ち込みがあり，周囲には層厚２０�ほどの粘土層が貼り付けられている。落ち込みの底面はほぼ平坦である。

覆土 ８層に分けられる。覆土は第１～４層でロームの粒子やブロックを含む人為堆積である。また，第５・

６層は底面に貼り付けられた粘土層で，第７・８層は掘り方の埋土である。

遺物出土状況 土師質土器片２１点（小皿３，内耳鍋１５，擂鉢２，火鉢１），古銭１点（開元通寶）が出土して

いるほか，土師器片４２点，須恵器片１も流れ込んでいる。Ｍ１９５は落ち込み東壁際の覆土下層，１１７５は中央部

の覆土上層からそれぞれ出土している。

土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック中量，炭化物少量 ２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子少量

５ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量
６ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
８ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第５４５８号土坑出土遺物観察表（第７１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１６８ 土師質土器 小皿 ８�６ ２�３ ４�０ 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 下層 １００％PL１３６

１１６９ 土師質土器 小皿 ８�８ ２�６ ４�２ 長石・石英・小礫 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 下層 ９５％ PL１３６

１１７０ 土師質土器 小皿 ６�４ １�８ ３�５ 雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 上層 １００％PL１３６

１１７１ 陶器 天目茶碗 － （３�７） ３�２ 精良・灰釉 にぶい黄橙 良好 体部内・外面灰釉 体部下位回転ヘラ削り 削
り出し高台 高台周辺露胎 下層 ５０％

瀬戸・美濃系

１１７２ 土師質土器 擂鉢［２５�２］ ９�５ ［１２�０］長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部横ナデ 摩滅のため調整不明瞭 内面３
条１単位の擂り目ヵ 下層 １０％

１１７３ 土師質土器 内耳鍋［２９�４］ ９�６ ［２７�４］長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部横ナデ 体部上位孔有り 内・外面ナデ
外面下端指頭痕 底部板状圧痕 下層 ２０％ 体部

外面煤付着

―８３４―



所見 遺構の形状や古銭が出土していることから墓坑としての機能が考えられ，埋葬状況は臥屈葬と推定され

る。同時期には台地の縁辺部に沿って墓坑群が展開しているが，本跡は西側のやや離れた位置に存在している。

また，重複する第５３８２号土坑との形状の違いは，臥屈葬から座葬へ埋葬形態が変化したことによるものと考え

られる。時期は，出土遺物から１６世紀後半以前と考えられる。

第７１１図 第５３８１号土坑・出土遺物実測図

第５３８１号土坑出土遺物観察表（第７１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１７４ 土師質土器 小皿 ［８�９］ ２�５ ［５�３］ 雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り後ナデ 覆土中 ２０％

１１７５ 土師質土器 内耳鍋［３５�４］ ６�７ ［２７�８］雲母 にぶい橙 普通 口辺部横ナデ 体部内・面ナデ 上層 １０％ 体部
外面煤付着

―８３５―



第５３８２号土坑（第７１２図）

位置 調査区西部のＲ４ｊ１区，標高２１�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５３８１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�６６ｍ，短径１�３６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－０°である。深さは４０�で，壁は外傾して

立ち上がっている。底面の中央部には長径８６�，短径５２�，深さ１２�の円形の落ち込みがあり，周囲には厚さ

１０�ほどの白色粘土層が貼り付けられている。落ち込みの底面はほぼ平坦である。

覆土 ４層に分けられる。ロームブロックを多く含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片９点（内耳鍋３，擂鉢１，火鉢５），陶器片１点（瀬戸・美濃系天目茶碗），石器

１点（砥石）が出土しているほか，土師器片１０点，須恵器片２点も流れ込んでいる。いずれも細片で，埋没過

程で混入したものと考えられる。

所見 遺構の形状から墓坑と考えられ，埋葬状況は座葬と推定される。時期は，第５３８１号土坑との重複関係か

ら１６世紀後半以降と考えられる。

第５３９７号土坑（第７１３図）

位置 調査区南西部のＳ３ｈ０区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１７８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸は２�００ｍで，短軸０�９２ｍを確認している。隅丸長方形で，長軸方向はＮ－５°－Ｅである。

深さは１２�で，壁は緩やかに傾斜している。底面の中央部には長軸１３８�，短軸６６�，深さ８�の長方形の落

ち込みがあり，同範囲には層厚８�ほどの粘土層が貼り付けられている。落ち込みの底面はほぼ平坦である。

覆土 ３層に分けられる。覆土は第１層で，ロームブロックを含む人為堆積である。第２層は底面に貼り付け

られた粘土層，第３層は掘り方の埋土である。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
４ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量

第７１２図 第５３８２号土坑実測図

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化材・焼土粒子少量
２ 灰 白 色 粘土ブロック多量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９５ 古銭 ２�４６ ０�６０ ０�１２ ２�１ 銅 開元通寶 初鋳８４５年 唐銭 背梁銭 下層 PL１４８

―８３６―



所見 遺構の形状から墓坑と考えられ，埋葬状況は臥屈葬と推定される。遺物が出土していないため時期判定

は困難であるが，他の粘土貼り土坑や墓坑群の年代観から中世後半から近世前半と考えられる。

第５５２３号土坑（第７１４図）

位置 調査区南西部のＳ３ｆ９区，標高２１�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５５２２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸は１�８２ｍを確認し，短軸１�５６ｍである。隅丸長方形で，長軸方向はＮ－８０°－Ｗである。深

さは２８�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，厚さ１２�ほどの粘土層が貼り付けられている。

覆土 ３層に分けられる。覆土は第１・２層で，ロームブロックを含む人為堆積である。また，第３層は底面

に貼り付けられた粘土層である。

所見 遺構の形状から墓坑と考えられ，埋葬状況は臥屈葬と推定される。出土遺物がないため時期判定は困難

であるが，重複している第５５２２号土坑の覆土中から陶器片（瀬戸・美濃系丸皿）や古銭（煕寧元寶）が出土し

ており，本跡から混入した可能性が考えられる。したがって，時期は，１６世紀後半以前と考えられる。

第７１３図 第５３９７号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ にぶい褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量

第７１４図 第５５２３号土坑実測図

―８３７―



� 火葬土坑

第４２５３号土坑（第７１５図）

位置 調査区北部のＱ４ｅ０区，標高２２�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４２３０号土坑を掘り込み，第４２１５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�４８ｍ，短軸１�０８ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－１８°－Ｅである。深さは７６�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は平坦であり，南半部には焼土層が堆積し，細かい炭化材が散在している。

覆土 ７層に分けられる。第１～４層はロームブロックを含む人為堆積であり，西側から埋め戻された堆積状

況を示している。第５・６層は焼土と炭化物の堆積層である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（擂鉢）が覆土中から出土しているほか，土師器片４点，須恵器片２点も流

れ込んでいる。

所見 骨片などは確認されていないが，底面に焼土が堆積していることや墓坑の可能性がある土坑と重複して

いることから，火葬施設の可能性が高い。時期は，土坑群の年代観から１６世紀代と考えられる。

第４２７３号土坑（第７１６図）

位置 調査区中央部のＲ４ｆ５区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

規模と形状 径１�３３ｍの円形である。深さは２２�で，壁は緩やかに外傾している。底面は平坦で，厚さ８�の

焼土層が堆積している。

覆土 ５層に分けられる。覆土は，第１～４層で不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第５層は底面に

堆積した焼土層である。

遺物出土状況 土師器片６点（坏２，甕類４），石器１点（砥石）が出土しているが，いずれも細片であり埋

没過程で混入したものと考えられる。

所見 骨片などは検出されていないが，底面に焼土が堆積していることや，周囲に墓坑の可能性がある土坑が

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

５ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
６ 黒 色 焼土粒子多量，炭化材中量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第７１５図 第４２５３号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子・粘土粒子・黒色土粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子多量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

４ 黒 褐 色 黒色土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 赤 褐 色 焼土ブロック多量

―８３８―



密集していることから，火葬施設の可能性が高い。時期は，土坑群の年代観から１５世紀後半から１７世紀前半と

考えられる。

第４７３５号土坑（第７１７図）

位置 調査区北東部のＱ５ｇ８区，標高２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６５２号住居跡，第４５８０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�５４ｍ，短径２�２２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５０°－Ｗである。深さは２２�で，壁は緩や

かに傾斜している。底面は凹凸で，焼土ブロックが堆積している。

覆土 ４層に分けられる。各層は，焼土やロームブロックを多く含む人為堆積である。特に，最下層の第４層

は焼土ブロックが多量に含まれており，底面に堆積していた焼土が埋め戻しの際に攪拌されたと考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片４点（擂鉢）が出土しているほか，土師器片５２点，須恵器１８点も流れ込んでいる。

いずれも細片であり，廃絶後に混入したものと考えられる。

所見 底面に焼土が堆積していたと推定される。台地上に単独で存在しており，骨片などは確認されていない

が，火葬施設の可能性がある。時期は，出土遺物から中世後半と考えられる。

第７１６図 第４２７３号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
２ 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック中量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量
４ 橙 色 ロームブロック・焼土ブロック多量

第７１７図 第４７３５号土坑実測図

―８３９―



第５２５４号土坑（第７１８図）

位置 調査区南部のＴ４ａ５区，標高２１�５ｍほどの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長径２�７０ｍ，短径１�９７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７７°－Ｗである。深さは６０�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。底面は平坦で，焼土や炭化物，骨片を含む灰が互層に堆積しており，厚さは２５�である。

覆土 １３層に分けられる。第１～４層は，ロームブロックを多く含む人為堆積である。第５～１３層は，焼土や

炭化物，骨片を含む灰が互層に堆積しており，厚さは２５�で，火葬土坑の機能時の堆積物である。第５・７・

１１層は火を受けて赤変している。

遺物出土状況 土師質土器片６点（小皿４，擂鉢２），鉄製品１点（釘），古銭２点（政和通寶，煕寧元寶）が

出土しているほか，土師器片１６点，須恵器片２点も流れ込んでいる。Ｍ１９６は北壁際，Ｍ１９７は中央部の灰層か

らそれぞれ出土しており，火葬後に遺棄されたものと考えられる。また，覆土中からは骨片が検出されている。

所見 底面に焼土や炭化物，骨片を含む灰層が堆積した火葬施設で，堆積状況から少なくとも３回の操業が想

定される。また，覆土上層から大腿骨の一部とみられる骨片が出土しており，火葬施設の廃絶後，埋葬施設と

して利用されたと考えられる。時期は，出土遺物から１６世紀代と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，骨片含む
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 赤 灰 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック・灰少

量，骨片含む
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・灰多量，炭化物中量，骨片含む

８ 赤 黒 色 炭化物多量，焼土粒子・灰中量，骨片含む
９ 暗 赤 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック・灰

少量，骨片含む
１０ 暗 灰 色 炭化物多量，焼土ブロック・灰少量，ロームブロ

ック微量，骨片含む
１１ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化物少量
１２ 灰 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
１３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

第７１８図 第５２５４号土坑・出土遺物実測図

第５２５４号土坑出土遺物観察表（第７１８図）

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９６ 古銭 ２�５０ ０�６５ ０�１１ ２�５ 銅 政和通寶 初鋳１１１１年 北宋銭 分楷 下層 PL１４８

Ｍ１９７ 古銭 ２�５０ ０�５５ ０�１２ ２�４ 銅 熈寧元寶 初鋳１０６８年 北宋銭 真書 下層 PL１４８
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第５４０７号土坑（第７１９図）

位置 調査区北西部のＱ４ｆ３区，標高２１�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

規模と形状 径１�０８ｍの円形である。深さは２２�で，壁は緩やかに傾斜している。底面は皿状であり，焼土ブ

ロックが堆積している。

覆土 ２層に分けられる。第１・２層は，焼土ブロックや炭化物を多く含む人為堆積で，底面に堆積していた

焼土が埋め戻しの際に攪拌されたと考えられる。

遺物出土状況 陶器片１点（常滑系甕），石器１点（石臼）が覆土下層から破片の状態で出土しており，廃絶

後に混入したものと考えられる。

所見 底面に焼土が堆積していたと推定され，周囲に墓坑の可能性がある土坑が密集していることから，火葬

施設の可能性がある。時期は，出土遺物や土坑群の年代観から１６世紀代と考えられる。

� 墓坑

第４２５８号土坑（第７２０図）

位置 調査区北部のＱ４ｉ９区，標高２２�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第９５号堀跡，第４２０８号土坑を掘り込み，第４２０９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�７４ｍ，短軸０�８４ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－７６°－Ｗである。深さは２４�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，炭化物が付着している。

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロッ

ク・炭化物少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量，ロームブロック少量

第７１９図 第５４０７号土坑・出土遺物実測図

第５４０７号土坑出土遺物観察表（第７１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１７６ 陶器 甕 ［２６�２］（７�５） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部横ナデ 摩滅・剥離のため調整不明瞭 下層 １０％常滑系
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覆土 ５層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片３点（小皿，内耳鍋，擂鉢），石器１点（石臼）が覆土中から細片で出土してお

り，廃絶後の埋没過程で混入したものと考えられる。

所見 人為的に埋め戻した痕跡がみられ，底面に炭化物が付着している。埋葬状況は，形状から伸展葬と推定

される。第４３７３・４３７５土坑と規模や主軸方向が類似しており，近接した時期に構築されたと想定される。時期

は，重複している第９５号堀跡の年代観から１６世紀前半以降と考えられる。

第４３７３号土坑（第７２１図）

位置 調査区北部のＲ４ｆ４区，標高２２�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４３７９・４３８１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�８０ｍ，短軸０�７２ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－７１°－Ｗである。深さは１９�で，壁は

直立している。底面は平坦で，部分的に炭化物が付着している。

覆土 ２層に分けられる。ローム粒子を多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片１点（小皿），銅製品１点（飾金具ヵ）が覆土中から細片で出土しており，廃絶

後の埋没過程で混入したものと考えられる。

所見 人為的に埋め戻した痕跡がみられ，底面に炭化物が付着している。埋葬状況は，形状から伸展葬と推定

される。時期は，規模や形状が類似している第４２５８号土坑の年代観から１６世紀前半以降と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第７２０図 第４２５８号土坑実測図

土層解説
１ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第７２１図 第４３７３号土坑・出土遺物実測図
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第４３７５号土坑（第７２２図）

位置 調査区北部のＲ４ｅ４区，標高２２�０ｍほどの台地縁辺部に位置している。

規模と形状 長軸１�６４ｍ，短軸０�８４ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－７２°－Ｗである。深さは２０�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面は平坦で，北側中央部に炭化物が付着している。

覆土 ２層に分けられる。ローム粒子を多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片５点（小皿１，内耳鍋４），古銭１点（元豊通寶）が覆土中から出土している。

所見 人為的に埋め戻した痕跡がみられ，底面に炭化物が付着している。埋葬状況は，形状から伸展葬と推定

され，古銭は副葬品と考えられる。時期は，規模や形状が類似している第４２５８号土坑の年代観から１６世紀前半

以降と考えられる。

第５２５２号土坑（第７２３図）

位置 調査区南西部のＳ４ｉ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５２５９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�０５ｍ，短軸０�７１ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－８６°－Ｗである。深さは２８�で，底面

は平坦で，壁は直立している。

覆土 ３層に分けられる。ロームブロックを多量に含む人為堆積である。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第７２２図 第４３７５号土坑実測図

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック多量

第７２３図 第５２５２号土坑実測図

第４３７３号土坑出土遺物観察表（第７２１図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９８飾金具ヵ（２�０） ０�９ （１�３）（４�３） 銅 鋲部円形 断面コ字状 覆土中
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遺物出土状況 人骨の頭骸骨及び上腕骨の一部が出土している。

所見 埋葬状況は，人骨の出土状況から頭位を西に向けた臥屈葬と推定される。時期は，遺構の形状から中世

後半と考えられる。

第５２５３号土坑（第７２４図）

位置 調査区南西部のＳ４ｉ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

規模と形状 長軸１�１４ｍ，短軸０�７４ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－５°－Ｅである。深さは４３�で，底面

は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 人骨の頭骸骨及び上腕骨，大腿骨が出土している。

所見 埋葬状況は，人骨の出土状況から頭位を北に向けた臥屈葬と推定される。時期は，遺構の形状から中世

後半と考えられる。

第５２５７号土坑（第７２５図）

位置 調査区南部のＴ４ａ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第１８号道路跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�４６ｍ，短径１�３８ｍの円形で，長径方向はＮ－５６°－Ｗである。深さは３８�で，壁は直立し

ている。底面は平坦で，中央部に径９８�，幅９�，深さ３�の円形の落ち込みが確認され，棺桶の底部の圧痕

と考えられる。

覆土 ５層に分けられる。ロームブロックを多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師質土器片２点（小皿），鉄滓１点が出土しているほか，土師器片１０点，須恵器片２点も流

れ込んでいる。１１７７は北壁際の覆土上層から斜位で出土しており，埋没過程で混入したものと考えられる。

所見 底面に円形の落ち込みがみられることから，桶を棺に用いた座葬と推定される。時期は，出土遺物から

１６世紀後半以前と考えられる。

土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第７２４図 第５２５３号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
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第５２５９号土坑（第７２６図）

位置 調査区南西部のＳ４ｈ４区，標高２２�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第５２５２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�２１ｍ，短軸１�１０ｍの隅丸方形で，長軸方向はＮ－２０°－Ｅである。深さは５１�で，底面は

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ロームブロックを含む人為堆積で，東側から埋め戻された状況を示している。

遺物出土状況 人骨（頭骸骨，上腕骨，大腿骨），古銭６点（永楽通寶４，融着のため不明２）が出土してい

る。Ｍ１９９～２０４は，人骨の胸元にあたる位置からまとまって出土している。

所見 人骨の出土状況から，頭位を北に向けた臥屈葬と推定される。南側に位置する第５２５３号土坑と主軸方向

や埋葬頭位が一致しており，近接した時期と考えられる。また，第５２５２号土坑との重複関係から，埋葬頭位が

北から西へ移行していることが想定される。時期は，遺構の形状や出土遺物から中世後半と考えられる。

第７２５図 第５２５７号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第７２６図 第５２５９号土坑・出土遺物実測図

第５２５７号土坑出土遺物観察表（第７２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１７７ 土師質土器 小皿 ［８�８］ ３�１ ４�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ８０％
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第５５１９号土坑（第７２７図）

位置 調査区南西部のＳ３ｊ８区，標高２１�０ｍほどの斜面部中段に位置している。

規模と形状 長軸１�９２ｍ，短軸０�７５ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－８３°－Ｅである。深さは４９�で，底面

は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。ロームブロックを多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 石塔１点（宝篋印塔笠部）が覆土中層から横転した状態で出土している。

所見 遺構の形状から，埋葬状況は伸展葬と推定され，供養塔として宝篋印塔が建てられていた可能性がある。

時期判定の根拠となる遺物が出土していないため，時期は明確でないが，周辺の墓坑群の年代観から１５世紀後

半から１７世紀前半と考えられる。

土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量

４ 黒 褐 色 ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第７２７図 第５５１９号土坑・出土遺物実測図

第５２５９号土坑出土遺物観察表（第７２６図）

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１９９ 古銭 ２�５０ ０�６０ ０�１３ ２�１ 銅 永楽通寶 初鋳１４０８年 明銭 下層 PL１４８

Ｍ２００ 古銭 ２�５０ ０�５５ ０�１２ ２�４ 銅 永楽通寶 初鋳１４０８年 明銭 下層

Ｍ２０１ 古銭 ２�５０ ０�５８ ０�１２ １�９ 銅 永楽通寶 初鋳１４０８年 明銭 下層

Ｍ２０２ 古銭 ２�５４ ０�６０ ０�１４ ［３�２］ 銅 永楽通寶 初鋳１４０８年 明銭 下層 PL１４８

Ｍ２０３ 古銭 ２�４２ ０�６０ ０�１４ ［３�２］ 銅 錆のため融着 下層 PL１４８

Ｍ２０４ 古銭 ２�４５ ０�６２ ０�１３ ［３�２］ 銅 錆のため融着 下層 PL１４８
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第５５６３号土坑（第７２８図）

位置 調査区南部のＴ４ａ７区，標高２１�０ｍほどの斜面部上段に位置している。

重複関係 第９４号堀に掘り込まれている。

規模と形状 長軸は１�１２ｍ，短軸は０�５２ｍを確認している。形状は隅丸長方形と推定され，長軸方向はＮ－６°

－Ｗである。深さは２６�で，底面は平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。ロームブロックを含む人為堆積であり，西側から埋め戻された状況を示している。

遺物出土状況 土師質土器片５点（内耳鍋４，擂鉢１），陶器片１点（瀬戸・美濃系丸皿），石塔１点（五輪塔

空風輪）が覆土中から出土している。

所見 埋葬状況は形状から伸展葬と推定される。時期は，出土遺物や重複している第９４号堀の年代観から１６世

紀後半以前と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第７２８図 第５５６３号土坑・出土遺物実測図

第５５１９号土坑出土遺物観察表（第７２７図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量（�） 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１７宝篋印塔 ２５�８ ２５�４ １７�７ １９�７５ 花崗岩 笠 中層 PL１４３

第５５６３号土坑出土遺物観察表（第７２８図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量（�） 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１８ 五輪塔 （２５�２）１９�０（１５�２）（１０�８３） 花崗岩 空風輪 端部欠損 上層 PL１４３
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� 墓坑の可能性がある土坑

１６区から検出された土坑のうち，人為的に埋め戻された痕跡があり，位置や形状が墓坑と類似している土坑

が１７５基確認された。１５世紀後半から１７世紀前半の時期の土器類や古寛永通寶を含む古銭が出土しており，時

期は，中世後半から近世前半と考えられる。以下，実測図と土層解説で紹介する。

第７２９図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３０図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３１図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３２図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３３図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３４図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３５図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３６図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３７図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３８図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７３９図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７４０図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７４１図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７４２図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７４３図 墓坑の可能性のある土坑�

―８６２―



第７４４図 墓坑の可能性のある土坑�
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第７４５図 墓坑の可能性のある土坑�
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第４１６４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量

第４１６９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４１７１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量

第４１７７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第４１８１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４１８２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量

第４１９０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子中量

第４１９３号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４１９６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

第４１９９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第４２０３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第４２０８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４２０９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

第４２１３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第４２１５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４２１７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子少量

第４２２０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第４２２２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 明 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 明 褐 色 ロームブロック多量

第４２２３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４２２５号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４２２６号土坑土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４２２７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第４２３０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４２３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４２３２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第４２３７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４２３９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第４２４９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量

第４２５２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

―８６５―



第４２６９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子少量

第４２７０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４２７５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４２７７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック微量

第４２８３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第４２８７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４２９２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第４２９７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４２９８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第４３１３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第４３１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
３ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化材微量
７ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化材少量

第４３１６号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，粘土ブロック・焼土粒子微量

第４３１７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

第４３１８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第４３１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第４３２０号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第４３２２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームロック中量

第４３２３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４３２４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

第４３２５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４３２７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第４３３０号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第４３３１号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第４３３２号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第４３３４号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 色 ローム粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子微量

第４３３７号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック多量
３ 明 褐 色 黒色土ブロック少量

第４３４１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量

第４３４２号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック多量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子多量

第４３４３号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量

第４３４５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック少量

第４３５１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック少量

第４３５２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，黒色土ブロック微量

第４３５５号土坑土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
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第４３５９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック・焼土粒子

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量

第４３６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第４３６２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ にぶい褐色 ロームブロック多量，黒色土ブロック微量

第４３６８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック中量，炭化

物微量
３ 明 褐 色 黒色土ブロック中量

第４３６９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４３７０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

第４３７１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

第４３７４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４３８０号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第４３８４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第４３９３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４３９４号土坑土層解説
１ にぶい褐色 ローム粒子多量，黒色土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック・炭化物微量

第４４０９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，黒色土ブロック中量

第４４１０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・黒色土ブロック中量

第４４１３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４４１４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４４１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４４１６号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・黒色粒子微量
３ 黒 褐 色 黒色粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量
４ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・黒色粒子

微量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第４４１７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量

第４４１８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量

第４４２０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

第４４２４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第４４２５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

第４４２６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第４４３６号土坑土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック少量
２ 明 褐 色 ローム粒子多量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第４４７２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

第４４７３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

第４４７７号土坑土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第４４７８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第４４８４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量

第４５０１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第４５０２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第４５０３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第４５１１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４５１２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

第４５１３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４５２０号土坑土層解説
１ 暗オリーブ褐色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

第４５２８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
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第４５４０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第４５４１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

第４５４２号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４５４３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４５４４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量

第４５４８号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第４５６１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４５６５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４５６７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第４５７１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４６４０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 ローム粒子少量

第４６５４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４６５５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第４６５８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

第４６５９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４６６０号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量，焼土

粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

第４６６３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第４６６４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４６６５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第４６７４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４６７５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第４６８３号土坑土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
２ 灰 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量

第４７０７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物

微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量，炭化物

微量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

第４７０８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

第４７１３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第４７１６号土坑土層解説
１ オリーブ褐色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ オリーブ褐色 ロームブロック多量

第４７１９号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量

第４７２０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

第４７２７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・粘

土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック微量

第５２５１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 黒 色 ロームブロック微量

第５２６４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第５２６５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第５２７２号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第５２７６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

第５２７７号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第５２７８号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量

第５２８０号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量

第５２８７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
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第５２８８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第５２９１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第５２９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第５３３４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック中量，ロームブロック少量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 褐 灰 色 白色粘土ブロック少量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック微量
７ 灰 黄 褐 色 白色粘土ブロック多量

第５３３７号土坑土層解説
１ にぶい褐色 粘土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量

第５３３９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量，炭化粒

子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 白色粘土ブロック中量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック多量，白色粘土ブロック微量
６ 灰 褐 色 ロームブロック多量，白色粘土ブロック少量
７ 褐 灰 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック多量，白色粘土ブロック少量

第５３４９号土坑土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
３ 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック微量

第５３７１号土坑土層解説
１ 褐 灰 色 ロームブロック中量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量

第５３７２号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第５３７３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第５３７４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量

第５３７８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 灰 色 ロームブロック少量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
７ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

第５３９４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量

第５４４９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量

第５４５０号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 炭化材多量，ロームブロック中量，焼土粒子微量

第５４５１号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

第５４５２号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，炭化材微量

第５４５３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第５４５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量

第５４５５号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土ブロック少量

第５４６５号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第５５０９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

第５５２０号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第５５２１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック多量

第５５２４号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
３ 黒 色 ロームブロック微量
４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量

第５５３０号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第５５３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第５５３５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック多量，白色粘土ブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・白色粘土ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
４ 灰 白 色 白色粘土ブロック多量

―８６９―



第７４６図 墓坑の可能性の土坑出土遺物実測図

第４１６４号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２０５ 鏃 （８�６） １�２ ０�５ （８�１） 鉄 茎部一部欠損 木葉形 丸造 無関 上層 PL１４５

第４１６９号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２０６
～２１０ 古銭 ２�３７ ０�６６ ０�５６ １３�１ 銅 寛永通寶 初鋳１６３６年 古寛永 ５枚錆のため融着 底面 PL１４８

第４１９９号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１１ 古銭 ２�４９ ０�７６ ０�１２ ２�４ 銅 皇宋通寶 初鋳１０３８年 北宋銭 篆書 上層 PL１４８

―８７０―



第４２１３号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１７８ 土師質土器 小皿 ９�１ ２�４ ４�３ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部

回転糸切り 上層 ９０％

第４２２５号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・釉薬 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１７９ 磁器 青磁稜
花皿 ［１５�０］ ３�０ ［７�２］ 精良・青磁釉 明緑灰 良好 体部内・外面青磁釉 削り出し高台 上層 ２０％龍泉窯

第４２６９号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３８ 羽口 （７�４） ３�７ １�９（４１４�４）長石・石英 ナデ 端部に鉄滓付着 外面黄灰色 火を受けた部分は橙色 中層 PL１４９

第４２７０号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１２ 煙管 ５�１ １�０ ０�１３ ８�８ 銅 外面緑青 肩部有り 吸口部 覆土中

第４２７５号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１３ 鎌 （１４�８） ２�９ ０�３ （５７�１）鉄 先端部欠損 曲刃 基部折り返し 中層 PL１４６

第４３４２号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１４ 不明 ５�１ ２�１ ０�２ （２�７） 銅 端部欠損 断面円形の銅線をＵ字状に折り曲げている 覆土中

第４５２０号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１５ 古銭 ２�４０ ０�６２ ０�１５ ２�６ 銅 熈寧元寶 初鋳１０６８年 北宋銭 真書 篆書 下層 PL１４８

第４６５４号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１８０ 土師質土器 小皿 ６�１ １�７ ２�６ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 覆土中 ６０％

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１６ 古銭 ２�５０ ０�６０ ０�１２ （２�３） 銅 明道元寶 初鋳１０３２年 北宋銭 篆書 覆土中 PL１４８

第４７０８号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１８１ 土師質土器 小皿 ９�１ ２�９ ３�２ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 下層 １００％ PL１３５

―８７１―



� 柱穴の可能性がある土坑

１６区から検出された土坑のうち，柱痕や柱のあたり，人為的に埋め戻された痕跡が認められる土坑が３１基確

認された。何らかの建物跡の可能性が考えられるが，建物の配列や構造を特定することはできなかった。出土

遺物に土師質土器片や陶磁器片が含まれていることから，時期は中世以降と考えられる。以下，実測図と土層

解説で紹介する。

第７４７図 柱穴の可能性のある土坑�

第５２５１号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１７ 古銭 ２�３０ ０�６１ ０�１２ ２�８ 銅 元豊通寶 初鋳１０７８年 北宋銭 行書 覆土中 PL１４８

第５２８７号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１８ 鏃 （４�５） １�６ ０�４ （７�０） 鉄 茎部欠損 方頭形 平造 無関 覆土中

第５３７２号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１８２ 土師質土器 小皿 ［９�０］ ２�９ ５�０ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り後ナデ 覆土中 ６０％

第５３７３号土坑出土遺物観察表（第７４６図）

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１９ 古銭 ２�４６ ０�５５ ０�１２ １�９ 銅 永楽通寶 初鋳１４０８年 明銭 覆土中 PL１４８
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第７４８図 柱穴の可能性がある土坑実測図�
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第４２０１号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ローム粒子多量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４３８８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第４３９７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量
３ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量

第４４３２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子多量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 明 褐 色 ロームブロック多量

第４４６８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４４９６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第４４９７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第４４９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第４５０７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ロームブロック微量

第４５１０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第４５１９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 灰 黄 色 ロームブロック中量
３ 黄 褐 色 ロームブロック多量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック多量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック多量
８ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
９ にぶい黄橙色 ロームブロック多量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第４５２１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第４５３０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第４５３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第４５３２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第４５４６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第４５５６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４５５７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４５６９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第４５７５号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量

第４５７６号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック少量

第４６４６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

第４６５１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量

第４６９２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第４６９５号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック少量
３ 灰 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

―８７４―



� ピット群

今回の調査で３か所のピット群が検出され，調査区北部の台地縁辺部に１か所と北西部の斜面部に２か所分

布している。各ピットの形状や規模は様々であるが，平面形は円形を呈し，径２５～５０�，深さ２０～７０�のもの

が多い。一部のピットには土層断面中に柱痕跡が認められ，何らかの建物の一部であった可能性も考えられる

が，建物の配列や構造を特定することはできない。時期は，出土遺物に１７世紀前半の土師質土器小皿等が含ま

れていることから，近世前半と考えられる。以下，実測図と一覧表で紹介する。

第３０号ピット群（第７４９図）

第４６９９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第４７００号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第５２８１号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第５２９４号土坑土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第７４９図 第３０号ピット群実測図

―８７５―



調査区北部のＱ４ｈ７～Ｑ４ｉ８から１５か所のピットが検出された。 標高２２�０ｍほどの台地縁辺部に位置し，

平面形は長径２４～７０�の円形または楕円形で，深さは１９～７０�である。一部のピットには土層断面中に柱痕跡

が認められるが，建物の配列や構造は不明である。周囲に墓坑の可能性がある土坑群が密集していることから，

墓域に関連する施設の可能性がある。時期は，土坑群の年代観から中世後半から近世前半と考えられる。

第３１号ピット群（第７５０図）

調査区北西部のＱ３ｅ６～Ｑ３ｇ７から１２か所のピットが検出された。標高１９�５ｍほどの斜面部中段に位置

し，平面形は長径２７～４４�の円形または楕円形で，深さは１３～５５�である。一部のピットには土層断面中に柱

痕跡が認められるが，建物の配列や構造は不明である。１１８３はＰ５の柱抜き取り痕の覆土上層から出土してお

り，時期は，１７世紀前半と考えられる。

表４８ 第３０号ピット群ピット一覧表

第７５０図 第３１号ピット群・出土遺物実測図

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｑ４ｈ８ 楕円形 ３７×３０ ４４

２ Ｑ４ｈ８ 楕円形 ４３×３０ ３８

３ Ｑ４ｈ８ 円形 ４３×４４ ４４

４ Ｑ４ｉ８ 楕円形 ４１×３３ ３８

５ Ｑ４ｉ８ 楕円形 ６０×４２ ３６

６ Ｑ４ｉ８ 円形 ３７×３５ ３６

７ Ｑ４ｉ８ 楕円形 ４２×３６ ４０

８ Ｑ４ｉ８ 楕円形 ４６×４０ ３０

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

９ Ｑ４ｈ８ 円形 ２８×２６ ３４

１０ Ｑ４ｈ８ 楕円形 ５２×４０ ６０

１１ Ｑ４ｈ８ 円形 ２２×２０ ３０

１２ Ｑ４ｈ８ 円形 ２３×２１ １５

１３ Ｑ４ｈ７ 楕円形 ２９×２２ １５

１４ Ｑ４ｈ７ 楕円形 ７０×４７ ７２

１５ Ｑ４ｈ７ 楕円形 ５３×４７ ４８

―８７６―



第３２号ピット群（第７５１図）

調査区北西部のＱ３ｅ２～Ｑ３ｇ５から３９か所のピットが検出された。標高１９�０ｍほどの斜面部下段に位置

し，平面形は長径１７～７６�の円形または楕円形で，深さは１０～８２�である。一部のピットには土層断面中に柱

痕跡が認められるが，建物の配列や構造は不明である。第５０８号掘立柱建物跡と平面構造が重複しているが，

新旧関係は不明である。１１８４・１１８５はＰ１６の覆土上層，Ｑ１１９はＰ３の覆土中層から逆位でそれぞれ出土して

おり，時期は１７世紀前半と考えられる。

表４９ 第３１号ピット群ピット一覧表

表５０ 第３２号ピット群ピット一覧表

第３１号ピット群出土遺物観察表（第７５０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１８３ 土師質土器 小皿 ［９�１］ ２�３ ４�８ 長石・雲母 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ６０％

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｑ３ｅ６ 円形 ３４×３２ ４５

２ Ｑ３ｅ６ 楕円形 ２７×２３ ２２

３ Ｑ３ｅ７ 円形 ３３×３２ ５６

４ Ｑ３ｅ７ 円形 ３２×３０ ３２

５ Ｑ３ｆ７ 円形 ３２×３０ ４４

６ Ｑ３ｆ６ 楕円形 ２９×２５ ３７

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

７ Ｑ３ｆ７ 円形 ３０×２９ １２

８ Ｑ３ｆ６ 楕円形 ３２×２４ １４

９ Ｑ３ｆ７ 円形 ２９×２８ ２１

１０ Ｑ３ｇ６ 不整円形 ４５×４２ １２

１１ Ｑ３ｇ７ 楕円形 ２６×２０ ３２

１２ Ｑ３ｇ７ 楕円形 ３２×２４ ３４

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｑ３ｅ５ 楕円形 ３２×２４ ５４

２ Ｑ３ｅ５ ［円形］ ３２×（２０） ３１

３ Ｑ３ｅ５ 不整楕円形 ４７×３８ ４４

４ Ｑ３ｅ５ 円形 ５０×４７ ５８

５ Ｑ３ｆ５ 楕円形 ６２×４４ ６０

６ Ｑ３ｆ５ 楕円形 ３８×３２ ４２

７ Ｑ３ｆ５ 楕円形 ５９×５１ ３５

８ Ｑ３ｆ５ 円形 ３２×（３２） ５１

９ Ｑ３ｅ４ ［楕円形］ ５０×（３０） ４３

１０ Ｑ３ｅ４ 楕円形 ３６×２７ ３０

１１ Ｑ３ｅ４ 楕円形 ５０×４３ ５３

１２ Ｑ３ｆ４ 楕円形 ４３×３９ ３９

１３ Ｑ３ｅ４ 円形 ４２×３９ ６１

１４ Ｑ３ｅ４ 楕円形 ５７×４０ ５２

１５ Ｑ３ｇ４ 円形 ４８×４５ ５２

１６ Ｑ３ｅ４ 円形 ２４×２２ ８２

１７ Ｑ３ｆ４ 楕円形 ３６×３０ ２６

１８ Ｑ３ｅ４ 楕円形 ２４×１９ ２８

１９ Ｑ３ｅ４ 楕円形 ４３×３２ ５２

２０ Ｑ３ｆ４ 楕円形 ７７×６１ ２６

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

２１ Ｑ３ｅ４ 楕円形 ２０×１６ ２８

２２ Ｑ３ｅ４ 楕円形 ６４×５０ ４８

２３ Ｑ３ｆ３ 楕円形 ２６×２１ ２５

２４ Ｑ３ｆ３ 楕円形 ２８×２２ ４０

２５ Ｑ３ｆ３ 円形 ２２×２１ ４４

２６ Ｑ３ｆ３ 円形 ２９×２８ ４０

２７ Ｑ３ｆ３ 円形 ６６×６２ ８

２８ Ｑ３ｆ３ 楕円形 ３５×３１ ６８

２９ Ｑ３ｆ３ 円形 ２４×２３ ２４

３０ Ｑ３ｅ２ 円形 ３８×３６ １４

３１ Ｑ３ｅ２ 楕円形 ４７×４０ ６５

３２ Ｑ３ｆ２ 円形 ２５×２４ ２４

３３ Ｑ３ｆ２ 円形 ４４×４１ ６３

３４ Ｑ３ｆ２ 円形 ３５×３４ ３１

３５ Ｑ３ｅ２ 円形 ２５×２４ １４

３６ Ｑ３ｆ２ 楕円形 ２６×２３ ３１

３７ Ｑ３ｅ２ 楕円形 ２８×２４ ４７

３８ Ｑ３ｆ２ 楕円形 ２８×２３ １５

３９ Ｑ３ｅ２ 楕円形 ４７×２８ １４

―８７７―



第７５１図 第３２号ピット群実測図
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第７５２図 第３２号ピット群・出土遺物実測図

第３２号ピット群出土遺物観察表（第７５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１８４ 土師質土器 小皿 ６�８ １�９ ３�９ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ７５％

１１８５ 土師質土器 小皿 ［９�０］ ２�６ ４�６ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 黄橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ７０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量
（�） 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１９ 五輪塔 ２２�５ １６�７ １５�５ ７�５７ 花崗岩 空風輪 Ｐ３中層 PL１４３

―８７９―



� 不明遺構

第２０号不明遺構（第７５３～７５６図）

位置 調査区南部のＴ４ｂ３～Ｔ４ｄ５区，標高２１�０ｍほどの斜面部下段に位置している。

規模と形状 斜面部を段切りして，平坦面を造成している。平坦面は長軸１０�２ｍ，短軸６�５ｍの隅丸長方形で，

主軸方向はＮ－８９°－Ｅである。北側の壁高は３１～３７�で，外傾して立ち上がっている。北側および東西の壁

下には，幅４５～６０�，深さ１１～３２�でＵ字状の断面を呈する溝を構築している。底面の標高は中央部が最も高

く，地形に沿って傾斜しており，排水溝として機能していたと考えられる。

床 ほぼ平坦である。ロームブロックを多く含む第７層で整地しており，溝および柱穴は第４層を掘り込んで

構築している。

覆土 ７層に分けられる。第１～２・４層はロームや焼土のブロック，第３層は炭化物を多く含む人為堆積で，

北側から埋め戻された堆積状況を示している。第５・６層は溝の覆土である。含有物が細粒かつ微量な自然堆

積で，本跡の廃絶時には既に埋没していたと考えられる。第７層は床面の整地土である。

掘立柱建物 中央部の西寄りに位置している。桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－８９°－Ｅの東

西棟である。規模は，桁行４�５ｍ，梁行３�０ｍで，面積は１３�５�である。柱間寸法は，桁行，梁行ともに１�５ｍ

（５尺）を基調とし，均等に配置されている。柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ３５か所。Ｐ１～Ｐ１０は掘立柱建物を構成する柱穴で，深さは３４～５４�である。土層は，第１・２層が柱

抜き取り痕，第３層が柱の痕跡，第４～６層が埋土である。Ｐ１２・Ｐ１５・Ｐ１８・Ｐ１９・Ｐ２８・Ｐ２９は深さ２１～

４０�である。柱の痕跡が認められるが建物構造は不明である。Ｐ２２は深さ３０�で，五輪塔の火輪が逆位で出

土している。Ｐ１１・Ｐ１３・Ｐ１４・Ｐ２０・Ｐ２１・Ｐ３０～Ｐ３２は深さ９～３０�で，断面形状が浅い逆台形を呈し，

底面は平坦である。石塔等を設置するための掘り方の可能性が考えられる。また，Ｐ３０には，雲母片岩の板石

が水平に置かれており，石塔等の基部の根石の可能性が考えられる。Ｐ１６・Ｐ１７・Ｐ２２～Ｐ２７・Ｐ３３～Ｐ３５は

性格不明である。

遺物出土状況 土師質土器片７１点（小皿４７，内耳鍋１９，擂鉢４，甕類１），陶器片６点（甕），石製品７点（五

輪塔４，宝篋印塔２，石幢１），鉄製品３点（釘），銅製品１点（古銭），鉄滓２０点が出土しているほか，土師

器片，須恵器片等が多数流れ込んでいる。１１８６～１１８９は覆土上・中層から出土しており，廃絶後に投棄された

ものと考えられる。Ｑ１２０はＰ８から斜位，Ｑ１２１はＰ２２から逆位，Ｑ１２２は北東コーナー部の溝の覆土中から

破片の状態，Ｑ１２３は北壁際から斜位でそれぞれ出土している。いずれも原位置は保っておらず，廃絶時に投

棄されたものと考えられる。Ｍ２２１～Ｍ２２８の鉄滓は，北西側から中央部の覆土中層を中心に出土しており，廃

絶後に北西側から投棄されたものと考えられる。写真図版（PL１４９）に掲載した。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
３ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
６ にぶい黄褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

柱穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
５ にぶい黄褐色 ロームブロック・粘土ブロック中量
６ 灰 黄 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
７ にぶい黄橙色 粘土ブロック中量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
９ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１０ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１３ 褐 色 ロームブロック中量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１６ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
１７ 褐 灰 色 ロームブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量，

焼土粒子微量
１８ にぶい黄橙色 粘土ブロック多量
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第７５３図 第２０号不明遺構実測図�
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所見 五輪塔や宝篋印塔などの石塔の部材が多数出土しており，草堂と推定される。調査前の土地利用図をみ

ると，調査区に隣接する妙徳寺から南へ延びる参道があり，本跡はその南端の位置に相当する。また，参道と

農道，現在の道路とが合流する地点にあたることから，現在の土地区画が本跡の築造時期頃まで遡る可能性が

考えられる。また，同時期には妙徳寺の南側の台地上において墓域が展開していることから，本跡は墓域およ

び寺域の南限を示す性格も有していたと考えられる。時期は，出土遺物から１６世紀前半以前と考えられる。

第７５４図 第２０号不明遺構実測図�

第７５５図 第２０号不明遺構出土遺物実測図�

―８８２―



第７５６図 第２０号不明遺構出土遺物実測図�

第２０号不明遺構出土遺物観察表（第７５５・７５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１８６ 土師質土器 小皿 ６�１ ２�４ ３�１ 長石・石英 黒 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 中層 ９５％ PL１３６

１１８７ 土師質土器 小皿 ６�３ ２�１ ３�７ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ８５％ PL１３６

１１８８ 土師質土器 小皿 ７�８ １�７ ５�０ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部内面ナデ 底部
回転糸切り 上層 ８０％

１１８９ 土師質土器 小皿 ［６�６］ １�７ ３�４ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り 上層 ４０％

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２２０ 古銭 ２�４０ ０�６６ ０�１３ ２�５ 銅 元祐通寶 初鋳１０８６年 北宋銭 行書 上層 PL１４８

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量（�） 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１２０ 石幢 （３９�２）２４�８ ２４�４ （３１�７８） 花崗岩 宝珠 端部欠損 下層 PL１４３

Ｑ１２１ 五輪塔 （２８�０）２８�０（１４�０）（１５�２４） 花崗岩 火輪 一部欠損 下層

Ｑ１２２ 五輪塔 ２２�８（２１�６）１５�２ （１３�２５） 花崗岩 水輪 一部欠損 溝覆土中

Ｑ１２３宝篋印塔 ４３�６ １５�２ １４�０ ７�６５ 花崗岩 相輪 下層 PL１４３
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表５１ 中・近世掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模
桁×梁
（ｍ）

面積
（�）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱穴（�）
主な出土遺物

備考
（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

４７９ Ｒ４ｈ３ Ｎ－２０°－Ｅ ２×１ ３�６×２�１ ７�５６ １�８ ２�１ 側柱 ６ 楕円形 ２４～６３ 土師器片 １７世紀前半以
降

４８１ Ｒ４ｈ３ Ｎ－２３°－Ｅ １×１ ３�０×２�７ ８�１０ ３�０ ２�７ 側柱 ４ 円形
楕円形 ３６～５８ － １７世紀前半以

降

４８８ Ｒ６ｈ１ Ｎ－２°－Ｗ ４×２ ８�１×４�２ ３４�０２ ２�１
１�８ ２�１ 側柱 １２ 円形

楕円形 ２０～６２ 土師器片 中世後半以降

５０７ Ｑ４ｅ３ Ｎ－６０°－Ｗ ４×１ ７�２×３�６ ２５�９２ １�８ ３�６ 側柱 １０ 円形
楕円形 ２０～６２ － １７世紀前半以

降

５０８ Ｑ５ｅ４ Ｎ－１０°－Ｅ １×２ ４�８×４�２ ２０�１６ ４�８ ２�１ 側柱 ６ 円形
楕円形 ４５～６８ 土師質土器片，

陶器片，鉄滓
１７世紀前半以
降

表５２ 中・近世方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 主な出土遺物

備考
（新旧関係
旧→新）柱穴 ピット 出入口部

７３ Ｓ４ｂ０ Ｎ－１５°－Ｅ 長方形 ２�４２×１�９０ ８～２９ ほぼ
平坦 ２ － － 自然 土師質土器片，鉄鏃 SI２６１６�本跡

７４ Ｒ４ｃ９ Ｎ－６°－Ｅ 長方形 ３�３５×２�７２ ３０～４８ ほぼ
平坦 － － － 自然 土師質土器片，陶器片，砥

石，鉄滓
Si２６２６�SK４３３１�
UP５３�本跡

７５ Ｒ４ｈ５ Ｎ－４４°－Ｅ 方形 ２�７２×２�６８ ５０～５４ ほぼ
平坦 － ３ － 人為 土師質土器片，陶器片 SK４３９５�本跡�SK４３８５

７６ Ｑ５ｈ７ Ｎ－３０°－Ｅ 方形 ２�２２×２�０６ ３４～５２ 平坦 ４ － － 人為 土師質土器片，陶器片，鉄
滓 SI２６４０�本跡

７７ Ｒ５ｂ５ Ｎ－６８°－Ｅ 長方形 ２�８５×２�５０ ５～１６ ほぼ
平坦 － － － 自然 土師質土器片，陶器片，鉄

鏃
SI２６４９�SB４９０・４９１�
SK４６０５�本跡�SK４５１７

７８ Ｒ６ｆ２ Ｎ－６６°－Ｗ 長方形 ２�１４×１�４９ ２２ 平坦 ２ １ － 自然 土師質土器片，瓦質土器片 SI２６８９�本跡

７９ Ｑ４ｃ０ Ｎ－６°－Ｗ 方形 ２�５８×２�４６ ４６～５６ ほぼ
平坦 － － １ 人為 土師質土器片，陶器片，硯，

石臼，貝殻 第９６号堀跡�本跡

８０ Ｓ４ｊ９ Ｎ－２１°－Ｅ 方形 ２�１８×１�９４ ２６ ほぼ
平坦 ２ １ － 人為 五輪塔，宝篋印塔，砥石 SF１６�本跡

表５３ 中・近世地下式壙一覧表

番号 位置 主軸方向
規 模（ｍ）

覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係
旧→新）

竪 坑 主 室
長軸×短軸 壁高（�） 平面形 底面 長軸×短軸 深さ（�） 平面形 底面

５０ Ｑ４ｊ０ Ｎ－１３°－Ｅ ２�１０×１�９０ １１４～１２０ 方形 平坦 ２�９５×（２�２４） １２４ 長方形 平坦 人為 土師質土器片，陶
器片，鉄滓

UP５５�本跡�
UP５１

５１ Ｑ４ｊ０ Ｎ－７９°－Ｗ １�６４×１�４４ １２０ 長方形 平坦 ２�８８×２�０２ １２２ 楕円形 平坦 人為 土師質土器片，陶器
片，石臼，貝，種子

SI２６２６�UP５０
�本跡

５２ Ｑ４ｊ６ Ｎ－５１°－Ｅ １�５３×１�１２ ５４ 長方形 緩斜 ２�２２×１�４０ ６９ 長方形 平坦 人為 土師質土器片，陶
器片，釘

５３ Ｒ４ｂ９ Ｎ－７２°－Ｗ １�２２×０�９８ １２２ 長方形 平坦 ３�０６×２�３２ １２４ 長方形 平坦 人為 土師質土器片，陶
器片

SI２６２６�SK４３３１・
４３３２�本跡�第７４
号方形竪穴遺構

５４ Ｑ４ｈ０ Ｎ－７８°－Ｅ １�７８×１�５８ ８８ 楕円形 階段状２�００×１�６８ １５６ 楕円形 平坦 人為 土師質土器片，炭
化材

第９５号堀跡�
本跡

５５ Ｑ４ｉ０ Ｎ－７７°－Ｗ（０�８４）×（０�１４） － 長方形 平坦 ２�４０×２�１４ １０６ 楕円形 Ｕ字状 人為 土師質土器片，釘 本跡�UP５０

５６ Ｒ４ｇ４ Ｎ－７４°－Ｗ １�０７×１�０７ ５４ 方形 緩斜 １�９４×１�７５ ６５ 長方形 平坦 自然 土師質土器片 SK４４２９�
SK４４５２�本跡

５７ Ｒ４ｆ８ Ｎ－１５°－Ｅ １�８０×１�１５ ６２ 長方形 緩斜 ［２�６６］×２�１５ ９８ 長方形 平坦 人為 土師質土器片 SD１５６�本跡
�SK４３１６

５８ Ｒ５ｃ４ Ｎ－８１°－Ｅ ０�８５×０�８５ ３４～４９ 円形 平坦 ２�０４×１�６０ ９６ Ｔ字形 平坦 人為 土師質土器片

５９ Ｑ６ｈ６ Ｎ－４６°－Ｗ（０�７０）×（０�５１） １９４ ［長方形］平坦 （３�６４）×（２�４２） １９４ 長方形 平坦 人為 土師質土器片，陶器
片，瓦片，鉄製品

本跡�SD１５１・
１５２

６０ Ｐ５ｊ３ Ｎ－１５°－Ｗ １�６３×１�６３ １０６ 円形 平坦 （２�９８）×（２�３４） １０６ 長方形 平坦 自然 土師質土器片，瓦
片，鉄製品，支脚

６１ Ｐ５ｊ４ Ｎ－１９°－Ｗ １�４６×１�２８ １０６ 隅丸長方形 平坦 （２�９０）×（１�９０） １０４ 長方形 平坦 自然 土師質土器片，陶
器片，瓦片

６２ Ｑ５ｃ２ Ｎ－１７°－Ｅ １�７２×０�６８ １１８ 長方形 平坦 ３�０８×１�９８ １１２ 長方形 平坦 人為 陶器片，鉄滓 第９６号堀跡�
本跡

６３ Ｑ４ｃ０ Ｎ－１８°－Ｅ １�８３×（１�３２） ９２ 長方形 平坦 ２�８２×２�３０ １０４ 楕円形 平坦 人為 土師質土器片 SK４７１６�本跡
�UP６４

６４ Ｑ５ｃ１ Ｎ－２°－Ｅ １�６６×０�９２ ８６ 長方形 平坦 ３�０４×２�３２ ９２ 長方形 平坦 人為 土師質土器片 第９６号堀跡・UP６３
・SK４７１６�本跡

６５ Ｓ４ｄ４ Ｎ－８２°－Ｗ １�４４×１�０６ １２４ 長方形 凹凸 ２�１２×１�３８ １３０ 長方形 平坦 人為 鉄製品

６６ Ｓ４ｃ４ Ｎ－７８°－Ｗ １�１６×１�０４ １１８ 長方形 凹凸 ２�７４×１�８０ １００ 長方形 平坦 自然 土師質土器片，石
臼 SK５３８０�本跡

―８８４―



表５４ 中・近世堀跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

９２ Ｑ６ｇ７
～Ｓ６ａ４ Ｓ－６°－Ｗ 直線状 ５１�０ ４３０～５４０ ４２～９２ １８３～２２３ 逆台形状 人為

自然 外傾 土師質土器片，陶磁器片，青磁片，瓦片，支
脚，石臼，茶臼，砥石，硯，五輪塔，釘，古銭 １６世紀後半

９３ Ｑ５ｅ４
～Ｓ４ｆ８

Ｓ－１７°－Ｗ
Ｗ－２°－Ｓ 直線状 ９１�３ １７２～４２５ １０～４０ １００～１５２ 薬研状 人為

自然 外傾 土師質土器片，陶器片，磁器片，青
磁片，支脚，砥石，硯，鉄鏃，釘，古銭１６世紀後半

９４ Ｓ４ｆ８
～Ｔ４ｅ６ Ｓ－１７°－Ｗ 直線状 ３３�９ ７８～２６４ ２０～６８ ７４～９５ Ｕ字状 人為

自然 外傾 土師質土器片，陶器片，
石臼，砥石，五輪塔 中世後半

９５ Ｐ５ｉ２
～Ｓ４ｈ４ Ｓ－１８°－Ｗ 直線状 １１８�９ ６０～２５４ １４～６０ ３２～８６ Ｕ字状 自然 緩斜 土師質土器片，陶器片，磁器片，球

状土錘，支脚・羽口，石臼，砥石，釘 １６世紀前半

９６ Ｐ４ｉ０
～Ｑ５ｄ４

Ｗ－８°－Ｎ
Ｎ－６°－Ｅ Ｌ字状 ４３�１ １９８～３２４ １４～３６ １３５～１７６ 薬研状 人為

自然 緩斜 土師質土器片，陶器片，
磨石，石臼，砥石，五輪塔１５世紀後半

９７ Ｑ４ｃ２
～Ｒ３ａ９ Ｎ－２３°－Ｅ 直線状 ３６�０ ６０～１８６ ２０～６０ ６０～８８ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片，磁器

片，青磁片，石臼，砥石，鉄滓
１６世紀半ば
～後半

９８ Ｑ４ｃ２
～Ｒ３ａ９

Ｓ－１８°－Ｗ
Ｗ－３°－Ｎ 直線状 ３７�０ ７２～２１４ ２２～５０ ２２～８０ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片 １６世紀後半

９９ Ｑ３ｅ８
～Ｑ３ｉ７ Ｎ－１６°－Ｅ 直線状 １７�１ ２３４～２９４ ５０～７８ １６０～１８３ 薬研状 人為

自然 外傾 土師質土器片，陶器片，
石臼，砥石

１６世紀半ば
～後半

１００ Ｑ３ｈ２
～Ｒ３ａ９ Ｗ－５°－Ｎ 直線状 ２９�０ １７０～３７０ ２０～６０ ５０～１６８ 薬研状 人為

自然 緩斜 土師質土器片，陶器片，青磁
片，石臼，砥石，石塔片，鉄滓

１６世紀後半
～１７世紀前半

１０１ Ｒ３ｅ８
～Ｒ４ｇ５ Ｗ－１７°－Ｎ 直線状 ２９�６ １２４～２５６ ２６～４８ ６２～１１４ 薬研状 人為 緩斜 土師質土器片，陶磁器片，

磨石，石臼，砥石，椀状滓
１６世紀後半
～１７世紀前半

１０２ Ｓ４ｆ８
～Ｓ５ｇ３ Ｅ－３°－Ｓ 直線状 ２３�０ １２６～２００ ４６～８０ ４０～７４ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片，磁器片，茶

臼，五輪塔，宝篋印塔，馬骨・馬歯 中世後半

１０３ Ｓ３ｅ３
～Ｓ４ｆ７ Ｗ－３°－Ｎ 直線状 ５７�４ １５２～３９４ ２０～４８ ８０～１８０ 薬研状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片，

鉄滓 １６世紀後半

表５５ 中・近世溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１５０ Ｑ６ｇ７
～Ｓ６ａ４ Ｓ－８°－Ｗ 直線状 ６１�８ ８６～１８０ ６～４２ ５２～６４ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶磁器

片，瓦片，石臼，古銭 １７世紀前半

１５１ Ｑ６ｇ６
～Ｒ６ｄ５ Ｎ－８°－Ｅ 直線状 ２９�１ ７２～１２８ ３４～９６ １２～２４ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片，

磁器片，石臼，硯，鉄製品 １６世紀後半

１５２ Ｑ６ｇ５
～Ｓ５ｃ０

Ｓ－７°－Ｗ
Ｓ－４２°－Ｗ 直線状 ７３�２ １１０～１９０ ３０～５８ ４２～８０ Ｕ字状 人為

自然 外傾 土師質土器片，陶器片，瓦片，敲
石，石臼，砥石，硯，釘，鉄製品 １７世紀前半

１５３ Ｑ６ｊ１
～Ｓ５ｅ９ Ｓ－９°－Ｗ 直線状 ５０�４ ５２～９４ ２８～５８ ６～２６ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片 中世後半

１５４ Ｑ５ｅ４
～Ｓ４ｂ９ Ｓ－１１°－Ｗ 直線状 ７５�８ １１８～１８４ １８～５０ ４６～６４ Ｕ字状 人為 外傾 １７世紀前半以降

１５５ Ｑ５ｄ４
～Ｓ４ｅ７

Ｓ－２０°－Ｗ
Ｓ－１３°－Ｗ 直線状 ８８�１ ２８～１２０ １３～６８ １０～５６ Ｕ字状 人為 外傾 土師質土器片，陶器片，磁器片，瓦片，石

臼，茶臼，砥石，石製小玉，硯，鉄製品，鉄滓 １６世紀前半

１５６ Ｒ４ｅ８
～Ｒ４ｈ７ Ｓ－１７°－Ｗ 直線状 １１�２ ６４～１２２ ４６～９６ １０～２７ Ｕ字状 自然 外傾 土師質土器片，陶磁器

片，砥石 近世

１５７ Ｒ４ｆ５
～Ｒ４ｇ６ Ｗ－２°－Ｎ 直線状 ５�２ ６６～９２ ２６～３６ ３６ Ｕ字状 不明 緩斜 鉄製品（刀子） 中世

１５８ Ｑ４ｃ７
～Ｑ４ｇ５

Ｓ－１１°－Ｗ
Ｗ－２０°－Ｎ Ｌ字状 ４２�５ ２８～１７６ １５～６８ ６～３０ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片，

磁器片，鉄滓 １７世紀代

１５９ Ｑ４ｂ１
～Ｑ３ｆ０ Ｓ－１１°－Ｅ 直線状 ２０�３ ２８～９８ １４～４２ １０～４６ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片 中世

１６０ Ｑ３ｅ９
～Ｑ３ｇ３

Ｎ－２８°－Ｅ
Ｗ－１４°－Ｎ Ｌ字状 ３１�０ ７０～１３０ １６～３６ ２５～５８ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，瓦質土器片，

陶磁器片，石臼，砥石，鉄滓 １７世紀前半以降

１６１ Ｑ３ｅ９
～Ｑ３ｇ３

Ｎ－４２°－Ｅ
Ｗ－９°－Ｎ Ｌ字状 ３６�２ ６５～１１２ １２～５５ ３９～５５ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶磁器

片，砥石，鉄滓 １７世紀前半以降

１６２ Ｑ３ｆ９
～Ｑ３ｈ８ Ｎ－２２°－Ｅ 直線状 ７�１ １８～１０２ １０～８８ ２０～４０ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片 １７世紀前半以降

１６３ Ｑ３ｆ３
～Ｑ３ｆ５

Ｗ－３２°－Ｓ
Ｗ－１３°－Ｎ
Ｓ－３１°－Ｗ

直線状 ８�８ ４２～１２０ ２０～８０ ３０～５０ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，砥石，
縁金具ヵ，鉄製品 １７世紀前半

１６４ Ｑ３ｅ３
～Ｑ３ｆ３ Ｎ－１７°－Ｅ 直線状 ６�１ ３２～３８ １２～２２ ６～８ Ｕ字状 不明 外傾 中世

１６５ Ｑ３ｉ７
～Ｒ３ａ０ Ｗ－２６°－Ｎ 直線状 １３�９ ３０～１３２ １０～２２ ３０～３８ Ｖ字状 自然 外傾 土師質土器片，陶磁器

片 １７世紀前半以降

１６６ Ｑ３ｈ２
～Ｒ３ｆ３

Ｗ－５°－Ｎ
Ｎ－１５°－Ｗ
Ｗ－３１°－Ｎ

コの字状 ５５�２ ７２～１８８ ２０～１４２ ２０～３６ Ｕ字状 自然 緩斜 土師質土器片，陶磁器
片，瓦片，鉄滓

１７世紀後半
以降

１６７ Ｒ３ｂ２
～Ｒ３ｂ６ Ｗ－５°－Ｎ 直線状 １４�２ ５６～１２２ １６～３４ １３～３２ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶磁器

片，鉄滓 近世

１６８ Ｒ３ｄ２
～Ｒ３ｊ３ Ｎ－５°－Ｗ 直線状 ２５�０ １３０～１６０ １３～６８ ４０～６５ Ｕ字状 自然 緩斜 中・近世

１６９ Ｒ３ｅ２
～Ｒ３ｊ１

Ｎ－５°－Ｗ
Ｗ－３°－Ｎ Ｌ字状 ２６�４ ８８～１２６ ２３～５０ ４２～４７ Ｕ字状 自然 緩斜 土師質土器片，陶磁器

片，石臼，砥石，鉄滓 中・近世

１７０ Ｒ３ｈ３
～Ｓ３ａ２

Ｓ－３°－Ｗ
Ｗ－２°－Ｎ Ｌ字状 １２�６ ４０～５８ １０～４６ ８～１３ Ｕ字状 自然 緩斜 土師質土器片，陶器片 中・近世

１７１ Ｒ３ｊ２
～Ｓ３ｄ３ Ｎ－９°－Ｗ 直線状 １５�２ ６２～７８ １０～２８ ２０～２９ Ｕ字状 自然 緩斜 中・近世

１７２ Ｒ３ｊ２
～Ｓ３ｃ２ Ｎ－９°－Ｗ 直線状 １０�０ ４８～６６ １２～３２ １０ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片 中・近世

１７３ Ｒ３ｊ２
～Ｓ３ｂ２ Ｓ－１１°－Ｅ 直線状 ７�４ ８４～９４ ３４～４６ ２０ Ｕ字状 自然 緩斜 土師質土器片，磁器片，

石塔片 中・近世

１７４ Ｓ３ｃ６
～Ｓ３ｃ８ Ｗ－２°－Ｓ 直線状 ７�８ ７６～１３０ ２０～９８ ８～１５ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，砥石 中・近世

１７５ Ｓ３ｄ３
～Ｓ３ｃ７

Ｗ－９°－Ｓ
Ｓ－３°－Ｗ
Ｓ－１°－Ｅ

直線状 ３８�５ ４０～２７０ ２０～７６ １０～４０ Ｕ字状 人為 緩斜 １７世紀前半
以降

１７６ Ｓ３ｇ３
～Ｓ３ｇ６ Ｗ－１１°－Ｓ 直線状 １１�６ １４２～４６０ ６０～３１０ ６８～１４０ Ｕ字状 人為

自然 緩斜 土師質土器片，陶器片，磁器
片，羽口，砥石，五輪塔，鉄滓 １５世紀後半

１７７ Ｓ３ｈ０
～Ｔ３ａ０ Ｓ－６°－Ｗ 直線状 １１�８ ３３～５９ １７～４２ ８～２３ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片，

瓦片，釘 中・近世
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番号 位置 方向 形状
規模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１７８ Ｓ３ｈ０
～Ｓ３ｊ０ Ｓ－２°－Ｅ 直線状 ８�１ ５０～７４ ２４～４２ ６～２４ Ｕ字状 人為 外傾 土師質土器片，陶磁器

片，磨石 中・近世

１７９ Ｓ３ｊ０
～Ｔ４ａ２ Ｗ－１２°－Ｎ 直線状 ８�４ ５８～１００ ４２～６２ １２ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片 中・近世

１８０ Ｔ３ｂ０
～Ｔ３ｃ０ Ｓ－２°－Ｗ 直線状 ７�３ ５７～８８ ２５～４８ ４～８ Ｕ字状 自然 緩斜 土師質土器片，陶磁器

片 中・近世

１８１ Ｔ３ｄ６
～Ｔ３ｅ９

Ｓ－１２°－Ｗ
Ｗ－４°－Ｎ Ｌ字状 １４�１ １１５～１６８ ３６～８８ ２８～３５ Ｕ字状 自然 外傾 土師質土器片，陶磁器

片，羽口，砥石 中・近世

表５６ 中・近世道路跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１５ Ｑ６ｇ５
～Ｓ６ｂ１

Ｓ－７°－Ｗ
Ｓ－４２°－Ｗ 直線状 ５８�８ １７０～２１０ － － － 人為 － 土師質土器片 １７世紀前半以降

１６ Ｓ４ｈ７
～Ｓ４ｊ０ Ｅ－２０°－Ｓ 直線状 １３�０ ２９８～６２０ ９４～１４２ ４０～８２ Ｕ字状 自然 緩斜 土師質土器片，砥石，

石鏃，双孔円板 １６世紀前半

１７ Ｔ４ｂ７
～Ｔ４ｂ８ Ｅ－１８°－Ｓ 直線状 ４�５ ３９３～４４５１９０～２５８ ６７ Ｕ字状 人為 緩斜 土師質土器片，陶器片 １６世紀前半

１８ Ｔ４ａ３
～Ｔ４ｂ６ Ｅ－１８°－Ｓ 直線状 １３�４ １４８～２４８１３６～２０５ ２０～４８ Ｕ字状 人為 緩斜 五輪塔片 １６世紀前半

表５７ 中・近世井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

６９ Ｓ５ｈ２ Ｎ－２４°－Ｗ 楕円形 １�５０×１�３４ （１�６８） 垂直 － 人為 土製支脚 SI２５９７�本跡
７０ Ｒ５ｊ８ Ｎ－３５°－Ｗ 楕円形 １�４７×１�０４ （１�８１） 垂直 － 人為

７１ Ｑ４ｇ９ Ｎ－４３°－Ｗ 円形 ３�３８×３�３０ （２�１５） 漏斗状 － 人為 土師質土器片，陶磁器片，瓦片，硯，石臼，砥石

７２ Ｑ４ｉ８ Ｎ－４°－Ｗ 楕円形 １�６３×［１�１４］（０�９２） 垂直 － 人為 土師質土器片，陶磁器片，砥石 本跡�SK４２３２�SK４２３４
７３ Ｓ５ａ２ Ｎ－２６°－Ｅ 楕円形 ３�０２×２�７６ （２�８０） 垂直 － 人為 土師質土器片，陶磁器片，鉄滓，臼玉 SI２６３６�SB４７５・４７７�本跡
７４ Ｒ５ｈ３ Ｎ－４７°－Ｗ 楕円形 ３�７７×３�３８ （２�１６） 漏斗状 － 人為 土師質土器片，陶磁器片 SI２６１９�本跡
７５ Ｒ４ｇ５ Ｎ－６７°－Ｗ 隅丸長方形 ２�９９×２�７７ （１�５０） 緩斜 － 人為 土師質土器片，陶器片 SD１５７�第１０１号堀�本跡
７６ Ｒ４ｄ７ Ｎ－８２°－Ｅ 楕円形 ４�１７×３�６３ （１�９２） 外傾 － 人為 土師質土器片，陶磁器片，砥石，鉄滓，古銭 第９５号堀�本跡�SK４３１８
７７ Ｒ４ｂ８ Ｎ－７０°－Ｗ 隅丸長方形 ２�８０×２�３６ （０�７６） 漏斗状 － 人為 土師質土器片，灰釉陶器片 第９５号堀�本跡�SK４３３０・４３９０・４３９８・４４１６
７８ Ｑ４ｉ６ Ｎ－２７°－Ｅ 円形 ３�７０×３�６４ （１�５０） 垂直 － 人為 土師質土器片，骨片 SK４３１５・４３６３�本跡�SK４３１３・４２６７・４２６８
７９ Ｒ４ｈ９ Ｎ－５２°－Ｗ 楕円形 １�１３×０�９８ （１�８０） 垂直 － 人為 SI２６３８�SD１５５�本跡
８０ Ｑ５ｇ７ Ｎ－４６°－Ｗ 円形 ２�４４×２�２０ （２�１０） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器，灰釉陶器片，陶器片，土製支脚 SI２６４０�SK４４６５～４４６７�本跡
８１ Ｒ５ｃ６ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 ２�８４×２�４０ （２�３０） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片，灰釉陶器片 SI２６４９�SB４９１�本跡
８２ Ｑ６ｊ１ Ｎ－８０°－Ｅ 円形 ２�４８×２�３０ （１�８８） 漏斗状垂直 人為 土師質土器片，陶器片 SI２６６１�SK４５０１�本跡
８３ Ｒ５ｃ８ Ｎ－２８°－Ｗ 楕円形 ２�０５×１�３５ （２�３６） 垂直 人為

８４ Ｔ４ｂ５ Ｎ－７２°－Ｗ 楕円形 １�６６×１�４８ （１�５５） 外傾 － 人為 土師質土器片

８５ Ｔ４ｅ４ Ｎ－８２°－Ｗ 楕円形 １�５７×１�４０ （１�８８） 漏斗状 － 人為 釘

８６ Ｔ４ｆ３ Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 ０�８６×０�７８ （１�３０） 垂直 － 人為 土師質土器片

８７ Ｔ４ａ５ Ｎ－４６°－Ｗ 円形 １�１４×１�１２ （０�７２） 外傾 － 人為 本跡�SF１８
８８ Ｒ３ｉ７ Ｎ－８３°－Ｗ 楕円形 ２�５０×２�１０ （１�９０） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片，陶器片

８９ Ｒ３ｉ８ Ｎ－２４°－Ｗ 楕円形 ３�１０×２�８０ （２�０４） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片，陶器片，砥石

９０ Ｒ３ｈ６ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 ２�９５×２�６５ （１�９０） 漏斗状垂直 － 人為 石

９１ Ｒ３ｅ３ Ｎ－６８°－Ｗ 円形 ２�３２×２�１２ （１�９０） 外傾 － 人為 土師質土器片，陶磁器片，瓦片，石塔

９２ Ｒ３ｆ７ Ｎ－２７°－Ｗ 円形 ２�２９×２�２５ （１�５０） 外傾 － 人為 土師質土器片

９３ Ｒ３ｄ４ Ｎ－０° 円形 １�２０×１�１０ （１�３６） 垂直 － 人為 土師質土器片，鉄製品

９４ Ｒ３ｄ８ Ｎ－２３°－Ｗ 楕円形 ２�７５×２�３０ （１�６０） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片 SE９５�本跡
９５ Ｒ３ｄ８ Ｎ－６９°－Ｅ 楕円形 （２�６０）×２�５５ （１�７１） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片 第１０１号堀�本跡�SE９４
９６ Ｑ３ｊ３ Ｎ－３１°－Ｅ 円形 １�８６×１�７８ （１�３０） 外傾 － 人為 土師質土器片，鉄滓

９７ Ｒ３ｂ８ Ｎ－４５°－Ｗ 円形 ２�３０×２�２６ （２�０８） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片

９８ Ｒ３ａ８ Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 ２�８７×（２�４５）（１�５０） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片 本跡�SE９９
９９ Ｒ３ａ８ Ｎ－４７°－Ｗ 円形 ２�４２×（２�３０）（１�６４） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片 SK３５６６・３５９９�第１００号堀�本跡
１００ Ｒ３ｂ９ Ｎ－０° 楕円形 １�２３×１�０７ （１�１５） 外傾 － 人為 土師質土器片 SE１０２�本跡
１０１ Ｑ３ｉ８ Ｎ－２０°－Ｗ 円形 １�０８×１�００ （１�４７） 垂直 － 人為

１０２ Ｒ３ｂ９ Ｎ－７７°－Ｅ 楕円形 １�１２×０�８０ （１�２６） 垂直 － 人為 本跡�SE９９・１００
１０３ Ｑ４ｃ１ Ｎ－７°－Ｅ［隅丸方形］ ３�１６×（２�１８）（１�９０） 漏斗状 － 人為 土師質土器片 SD１５９・SE１０４�本跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

１０４ Ｑ４ｄ１ Ｎ－６６°－Ｅ 円形 ３�０５×（２�６０）（１�９０） 漏斗状 － 人為 土師質土器片 本跡�SE１０３
１０５ Ｑ３ｈ６ Ｎ－３８°－Ｅ 円形 ３�２０×２�９２ （１�２４） 緩斜 － 人為 土師質土器片，瓦質土器片，瓦片，石臼，鉄滓 SE１２２�SE１２３�本跡�SD１６１
１０６ Ｑ３ｆ５ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 ２�２７×１�８７ （１�９２） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片，陶器片

１０７ Ｑ４ｊ１ Ｎ－５７°－Ｗ 円形 ２�９６×２�７６ （１�５４） 外傾 － 人為 本跡�SK５４６８
１０８ Ｑ４ｇ２ Ｎ－６６°－Ｗ 円形 ３�１４×３�００ （１�７４） 外傾 － 人為 土師質土器片，陶磁器片，砥石，磨石

１０９ Ｑ４ｂ２ Ｎ－７１°－Ｗ［楕円形］ ３�６８×（２�６０）（２�３０） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片

１１０ Ｑ４ｄ６ Ｎ－７５°－Ｗ 楕円形 １�１２×［１�１０］（１�９８） 垂直 － 人為 鉄滓

１１１ Ｑ３ｇ０ Ｎ－７０°－Ｗ 円形 ２�５１×２�４４ （１�９０） 外傾 － 人為 土師質土器片，瓦片，石臼

１１２ Ｑ４ｃ２ Ｎ－５０°－Ｅ 円形 １�１６×１�０８ （１�９６） 垂直 － 人為 本跡�第９７・９８号堀
１１３ Ｑ３ｆ８ Ｎ－２１°－Ｅ 楕円形 ２�３２×（２�０８）（１�８０） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片，陶器片，砥石 本跡�第９９号堀
１１４ Ｓ３ｈ４ Ｎ－６３°－Ｅ 楕円形 ２�４５×２�２１ （１�４０） 垂直 － 人為

１１５ Ｓ３ｄ９ Ｎ－５２°－Ｅ 円形 １�１６×１�１４ （２�３０） 垂直 － 人為 土師質土器片，陶器片，砥石

１１６ Ｓ３ｂ７ Ｎ－２８°－Ｗ 円形 ０�９１×０�８４ （０�９６） 垂直 － 人為 土師質土器片

１１７ Ｓ３ｂ７ Ｎ－６６°－Ｅ 円形 ２�６１×２�４８ （１�６５） 漏斗状垂直 － 人為 土師質土器片

１１８ Ｑ３ｈ６ Ｎ－３４°－Ｗ ［楕円］（２�０８）×（１�９０）（１�５８） 垂直 － 人為 土師質土器片，陶器片，瓦質土器片，砥石 本跡�SE１１９�第９９号堀�SD１６１�SD１６０
１１９ Ｑ３ｈ７ Ｎ－２２°－Ｅ 楕円形 １�２０×１�０８ （２�３７） 垂直 － 人為 SE１１８�本跡�第９９号堀�SD１６１
１２０ Ｑ３ｈ７ Ｎ－４８°－Ｗ 楕円形 １�０９×０�９５ （１�５０） 垂直 － 人為 土師質土器片，陶器片，凹石，砥石 本跡�第９９号堀
１２１ Ｑ３ｈ５ Ｎ－８５°－Ｅ 楕円形 ３�７４×（３�４０）（１�８６） 垂直 － 人為 土師質土器片 本跡�SD１６１�SD１６０
１２２ Ｑ３ｈ６ Ｎ－４６°－Ｗ 楕円形 （１�２０）×１�１７ （１�５８） 垂直 － 人為 本跡�SE１２３�SE１０５�SD１６１
１２３ Ｑ３ｈ６ Ｎ－６８°－Ｅ 楕円形 １�１１×０�９２ （１�４８） 垂直 － 人為 本跡�SD１６１
１２４ Ｑ３ｉ４ Ｎ－１８－Ｗ 円形 １�１８×１�０６ （１�４６） 垂直 － 人為

表５８ 中・近世土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

４２１４ Ｑ４ｇ６ Ｎ－３２°－Ｅ 楕円形 １�８８×１�５８ ３３ 緩斜 擂鉢状 自然 土師質土器片，陶器片，砥石，鉄滓

４４６２ Ｑ５ｇ０ Ｎ－８１°－Ｗ 不整楕円形（５�１２）×３�２６ ３２ 緩斜 皿状 自然 土師質土器片，陶器片，切子玉，石臼，砥石，鉄鏃，古銭 本跡�SK４４６１
４４６３ Ｑ５ｇ６ Ｎ－６２°－Ｗ 不整楕円形 ６�９５×３�５０ ２０ 緩斜 皿状 人為 土師質土器片，陶器片，古銭 SI２６４０�本跡�SK４４８７
４４９０ Ｒ５ｅ４ Ｎ－５３°－Ｗ 不整楕円形 ４�４０×２�８５ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師質土器片，茶臼，砥石 SI２６４７�本跡
４６６９ Ｒ５ａ９ Ｎ－５８°－Ｅ 楕円形 ０�７４×０�５２ ６９ 外傾 皿状 人為 土師質土器片

５３４３ Ｒ３ｄ５ Ｎ－８２°－Ｗ 不整楕円形 ５�７２×２�４８ ２３ 緩斜 皿状 人為 土師質土器片

５４００ Ｑ３ｊ７ Ｎ－３２°－Ｅ 隅丸長方形（１�６４）×１�５０ ６０ 外傾 平坦 人為 土師質土器片，鉄滓 本跡�第１００号堀跡
５４５８ Ｒ４ｃ２ Ｎ－５９°－Ｅ 不整楕円形［２�１０］×１�６２ ２０ 緩斜 皿状 人為 土師質土器片，陶器片，石臼，砥石 本跡�SK５４５９・５４６４・５４８１

表５９ 中・近世粘土貼り土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

５３８１ Ｒ４ｊ２ Ｎ－４５°－Ｗ 隅丸長方形（３�６１）×２�８０ ４２ 緩斜 平坦 人為 土師質土器片，古銭 SK５３８３�本跡�SK５３８２・５３８４
５３８２ Ｒ４ｊ１ Ｎ－０° 楕円形 １�６６×１�３６ ４０ 緩斜 平坦 人為 土師質土器片，陶器片，砥石 SK５３８１�本跡
５３９７ Ｓ３ｈ０ Ｎ－５°－Ｅ ［隅丸長方形］ ２�００×（０�９２） １２ 緩斜 平坦 人為 本跡�SD１７８
５５２３ Ｓ３ｆ９ Ｎ－８０°－Ｗ［長方形］（１�８２）×１�５６ ２８ 外傾 平坦 人為 本跡�SK５５２２

表６０ 中・近世火葬土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

４２５３ Ｑ４ｅ０ Ｎ－１８°－Ｅ 隅丸長方形 １�４８×１�０８ ７６ 外傾 平坦 人為 土師質土器片 SK４２３０�本跡�SK４２１５
４２７３ Ｒ４ｆ５ Ｎ－０° 円形 １�３３×１�３３ ２２ 緩斜 平坦 人為 土師質土器片，砥石

４７３５ Ｑ５ｇ８ Ｎ－５０°－Ｗ 楕円形 ２�５４×２�２２ ２２ 緩斜 凹凸 人為 土師質土器片 SI２６５２�SK４５８０�本跡
５２５４ Ｔ４ａ５ Ｎ－７７°－Ｗ 楕円形 ２�７０×１�９７ ６０ 緩斜 平坦 人為 土師質土器片，釘，古銭，骨片

５４０７ Ｑ４ｆ３ Ｎ－３１°－Ｅ 円形 １�０８×１�０８ ２２ 緩斜 皿状 人為 陶器片，石臼
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表６１ 中・近世墓坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土
人骨

（有・無）
主な出土遺物

備考
（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

４２５８ Ｑ４ｉ９ Ｎ－７６°－Ｗ 隅丸長方形 １�７４×０�８４ ２４ 外傾 平坦 人為 無 土師質土器片，石臼 第９５号堀跡・SK４２０８�本跡�SK４２０９
４３７３ Ｒ４ｆ４ Ｎ－７１°－Ｗ 隅丸長方形 １�８０×０�７２ １９ 垂直 平坦 人為 無 土師質土器片，飾金具ヵ 本跡�SK４３７９・４３８１
４３７５ Ｒ４ｅ４ Ｎ－７２°－Ｗ 隅丸長方形 １�６４×０�８４ ２０ 外傾 平坦 人為 無 土師質土器片，古銭

５２５２ Ｓ４ｉ４ Ｎ－８６°－Ｗ 隅丸長方形 １�０５×０�７１ ２８ 垂直 平坦 人為 有 人骨片 SK５２５９�本跡
５２５３ Ｓ５ｉ４ Ｎ－５°－Ｅ 隅丸長方形 １�１４×０�７４ ４３ 外傾 平坦 人為 有 人骨片

５２５７ Ｔ４ａ４ Ｎ－５６°－Ｗ 円形 １�４６×１�３８ ３８ 垂直 平坦 人為 無 土師質土器片，鉄滓 SF１８�本跡
５２５９ Ｓ４ｈ４ Ｎ－２０°－Ｅ 隅丸方形 １�２１×１�１０ ５１ 外傾 平坦 人為 有 古銭，人骨片 本跡�SK５２５２
５５１９ Ｓ３ｊ８ Ｎ－８３°－Ｅ 隅丸長方形 １�９２×０�７５ ４９ 外傾 平坦 人為 無 宝篋印塔

５５６３ Ｔ４ａ７ Ｎ－６°－Ｗ 隅丸長方形 １�１２×０�５２ ２６ 外傾 平坦 人為 無 土師質土器片，陶器片，五輪塔 本跡�第９４号堀

表６２ 中・近世墓坑の可能性がある土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

４１６４ Ｓ５ｆ３ Ｎ－６°－Ｗ 長方形 １�８８×０�８９ ５１ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄鏃 SI２５９３�本跡

４１６９ Ｓ４ｉ８ Ｎ－１９°－Ｅ ［隅丸長方形］ ２�５０×［１�３５］ ２２ 垂直 平坦 人為 古銭 本跡�SK４１７２・４１７６・４１７８
�SK４１７３・４１７７

４１７１ Ｓ４ｄ９ Ｎ－１０°－Ｅ 隅丸長方形 １�６８×１�００ ３０ 外傾 平坦 人為 SI２６０３�本跡

４１７７ Ｓ４ｊ８ Ｎ－７１°－Ｅ 隅丸長方形 １�１４×０�７６ ８２ 垂直 傾斜 人為 土師器片，土師質土器片 SI２６０２�SK４１６９�本跡・SK
４１７２・４１７６�SK４１７３・４１７７

４１８１ Ｓ４ｊ９ Ｎ－４２°－Ｅ ［隅丸長方形］ ０�８４×（０�４０） ２８ 外傾 平坦 人為 五輪塔

４１８２ Ｔ４ｂ８ Ｎ－２９°－Ｅ ［隅丸長方形］ １�６２×（０�４８） ４０ 垂直 平坦 人為 SF１７�本跡

４１９０ Ｓ４ｄ０ Ｎ－５°－Ｅ 方形 １�１６×１�１２ ８１ 外傾 平坦 人為

４１９３ Ｓ４ｅ０ Ｎ－８１°－Ｗ 長方形 １�８８×１�００ ５６ 外傾 平坦 人為 SI２６０４�本跡

４１９６ Ｒ４ｊ０ Ｎ－１４°－Ｅ 長方形 ２�１６×０�９５ ２８ 緩斜 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６２１�本跡

４１９９ Ｓ４ｃ０ Ｎ－７４°－Ｗ 長方形 ２�４０×１�７５ ５８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，灰釉陶器片，砥石，古銭 本跡�SK４１９８

４２０３ Ｑ５ｉ１ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 １�９１×０�９０ ４８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４２０８ Ｑ４ｉ９ Ｎ－１６°－Ｅ［長方形］［１�６３］×［１�００］ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 第９５号堀跡�SK４２５８�
本跡�SK４２０９

４２０９ Ｑ４ｉ９ Ｎ－１７°－Ｅ ［隅丸長方形］ １�６０×［０�７０］ ２１ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 第９５号堀跡�SK４２５８�
SK４２０８�本跡

４２１３ Ｑ４ｈ８ Ｎ－２８°－Ｅ 長方形 ２�６４×１�７３ ３７ 緩斜 平坦 人為 土師質土器片 本跡�PG３０

４２１５ Ｑ４ｅ０ Ｎ－１４°－Ｗ 長方形 ２�９７×１�２３ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，瓦片，鉄滓 SK４２５３�本跡

４２１７ Ｑ４ｆ８ Ｎ－７９°－Ｗ 隅丸長方形 ３�５８×１�２２ ２７ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 本跡�SK４２１８

４２２０ Ｒ５ｉ４ Ｎ－１７°－Ｅ 長方形 １�６５×０�８０ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６３５�本跡

４２２２ Ｑ４ｉ８ Ｎ－７９°－Ｗ［長方形］［１�６８］×１�０８ ６６ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶器片

SE７２�本跡�SK４２３２�
SK４２３４

４２２３ Ｒ５ｈ１ Ｎ－８０°－Ｗ 長方形 ３�０７×１�４２ ４０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６３３�第９３号堀跡�本跡

４２２５ Ｑ４ｉ８ Ｎ－１１°－Ｅ 隅丸長方形 ２�３６×１�２０ ２６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，青磁片 本跡�SK４２２４・SK４２２６�
SK４２３３

４２２６ Ｑ４ｊ８ Ｎ－１４°－Ｅ 隅丸長方形 １�２８×１�００ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SK４２２５�本跡・SK４２２４�
SK４２３３

４２２７ Ｑ４ｊ８ Ｎ－１８°－Ｅ 隅丸長方形 １�９７×０�８８ ３５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SK４２４８�本跡

４２３０ Ｑ４ｆ９ Ｎ－４°－Ｅ 長方形 ２�５５×０�８０ ４１ 緩斜 平坦 人為 本跡�SK４２５３

４２３１ Ｑ４ｆ９ Ｎ－６°－Ｅ 長方形 ４�２２×０�８５ ３５ 外傾 平坦 人為 本跡�SK４２５９・４２６１

４２３２ Ｑ４ｉ８ Ｎ－７９°－Ｗ 隅丸長方形 ２�１６×１�０８ ３８ 外傾 平坦 人為 SE７２�SK４２２２�本跡�
SK４２３４

４２３７ Ｓ５ｂ１ Ｎ－１６°－Ｅ 長方形 １�７７×１�２５ ２５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡�SK４２３９

４２３９ Ｓ５ｂ１ Ｎ－３７°－Ｅ 長方形 １�６７×０�９６ １３ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SB４７７・SK４２３７�本跡

４２４９ Ｑ４ｊ８ Ｎ－７２°－Ｗ［楕円形］ １�６０×［０�８６］ １４ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 本跡�SK４２４８・４２５０

４２５２ Ｑ４ｊ７ Ｎ－８０°－Ｗ 楕円形 ２�８６×１�０７ １５ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片，釘 SK４２５１�本跡

４２６９ Ｒ４ｆ９ Ｎ－１４°－Ｅ 隅丸長方形 １�９４×［１�６２］ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，羽口 SI２６１３�本跡

４２７０ Ｒ４ｆ８ Ｎ－４°－Ｅ 隅丸長方形 １�８６×１�６６ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄滓，煙管 SI２６１３�本跡

４２７５ Ｓ４ｆ０ Ｎ－８５°－Ｅ 隅丸長方形 ２�７０×１�０２ ８４ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土玉，鎌 SI２６２３�SK４２７６�本跡

４２７７ Ｒ５ａ１ Ｎ－１９°－Ｅ 隅丸長方形 １�９６×１�０６ ９４ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，瓦片 SD１５５・SK４２８９�本跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）
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４２８３ Ｒ４ａ８ Ｎ－１４°－Ｅ 長方形 ２�３２×１�１０ ２０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SK４２８４�本跡

４２８７ Ｒ４ｂ７ Ｎ－７８°－Ｗ 隅丸長方形 ２�１５×１�０２ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片

４２９２ Ｒ４ａ８ Ｎ－１７°－Ｅ 楕円形 １�３２×１�１０ ４０ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 本跡�SK４２９３

４２９７ Ｑ４ｈ８ Ｎ－１８°－Ｅ［長方形］（１�７０）×０�７４ １１ 外傾 平坦 人為 陶器片，鉄滓 SK４２２９�本跡�PG３０

４２９８ Ｓ６ａ１ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ２�７７×１�９２ ６６ 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶器片，瓦片，釘 本跡�SF１５

４３１３ Ｑ４ｈ６ Ｎ－４５°－Ｅ 長方形 ２�４２×１�４０ ５２ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SE７８�本跡

４３１５ Ｑ４ｉ５ Ｎ－７２°－Ｗ 長方形 ５�２０×１�１４ ５８ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 本跡�SE７８

４３１６ Ｒ４ｆ８ Ｎ－６７°－Ｅ 隅丸長方形 ２�２２×１�６０ ２０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SD１５６�UP５７�本跡

４３１７ Ｒ４ｄ８ Ｎ－７１°－Ｗ 楕円形 １�３６×０�８４ １２ 外傾 平坦 人為 第９５号堀跡�本跡

４３１８ Ｒ４ｄ７ Ｎ－６３°－Ｗ 隅丸長方形 ２�１８×０�９６ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 第９５号堀跡�SE７６・
SK４３１９�本跡

４３１９ Ｒ４ｃ７ Ｎ－７°－Ｗ 隅丸長方形 ２�００×０�８６ ２３ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡�SK４３１８

４３２０ Ｒ４ｅ７ Ｎ－２１°－Ｅ 長方形 １�１８×０�７６ １９ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片，砥石 第９５号堀跡�本跡

４３２２ Ｒ４ｃ７ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 １�５２×０�７０ ２０ 外傾 平坦 人為 SK４３２３�本跡�SK４３２４

４３２３ Ｒ４ｃ７ Ｎ－７５°－Ｗ 楕円形 ［１�５０］×０�７２ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 第９５号堀跡�本跡�
SK４３２２・４３２４・４３２７

４３２４ Ｒ４ｃ８ Ｎ－７２°－Ｗ 楕円形 ［２�３０］×１�１２ ２４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 第９５号堀跡�SK４３２２・４３２３
・４３２５�本跡�SK４３２７

４３２５ Ｒ４ｃ７ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 １�７０×０�９２ ３９ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，陶器片 本跡�SK４３２４

４３２７ Ｒ４ｃ８ Ｎ－１６°－Ｅ 隅丸長方形 ２�５４×１�２８ １２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 第９５号堀跡�
SK４３２３・４３２４�本跡

４３３０ Ｒ４ｂ８ Ｎ－２０°－Ｅ 隅丸長方形 １�５２×１�２６ ２５ 外傾 平坦 人為 第９５号堀跡�SE７７�
SK４３９０�本跡�SK４４１６

４３３１ Ｒ４ｂ９ Ｎ－７８°－Ｗ［長方形］ １�０１×（０�７０） １５ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡�UP５３

４３３２ Ｒ４ｂ９ Ｎ－７°－Ｅ［長方形］［１�６４］×０�７８ １８ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６２６�SK４３３３�
本跡�UP５３

４３３４ Ｒ４ｇ０ Ｎ－２１°－Ｅ 長方形 １�５６×１�２２ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 第９３号堀跡・SD１５５�
本跡�SK４３３６

４３３７ Ｒ４ｊ３ Ｎ－２５°－Ｅ 長方形 １�５３×１�１２ ６２ 垂直 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 SK４３５２�本跡

４３３９ Ｒ４ｉ３ Ｎ－２０°－Ｅ 長方形 ２�７９×１�１９ ５７ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，石臼，刀子 SK４３９４�本跡�SK４３４０・４３５５

４３４１ Ｒ４ｊ３ Ｎ－２０°－Ｅ 方形 ２�０８×１�９７ ２６ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶器片，土玉

４３４２ Ｒ４ｊ４ Ｎ－１５°－Ｅ 不整長方形 ４�６４×２�２８ ７５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，不明銅製品 SK４３４５・４３６９�本跡

４３４３ Ｒ４ｉ５ Ｎ－７４°－Ｅ 隅丸長方形 １�５８×０�８８ ４０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片，釘 SK４３６９�本跡

４３４５ Ｒ４ｉ４ Ｎ－１０°－Ｅ 隅丸長方形 ２�７０×１�２０ ３８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 本跡�SK４３４２

４３５１ Ｒ４ｉ３ Ｎ－７４°－Ｗ ［隅丸長方形］（０�８０）×０�７１ ３０ 外傾 平坦 人為 土師質土器片，砥石 SK４３５２�本跡�SK４３５０

４３５２ Ｒ４ｉ３ Ｎ－１９°－Ｅ［長方形］（２�６０）×［０�９２］ ２０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 本跡�SK４３３７・４３５１・４３５４

４３５５ Ｒ４ｉ３ Ｎ－２６°－Ｅ［長方形］ １�６０×（０�６８） ２４ 緩斜 平坦 人為 SK４３３９�本跡�SB４８１・
SK４３５４

４３５９ Ｒ４ｈ３ Ｎ－７８°－Ｗ［長方形］［１�９２］×１�１５ ３８ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 本跡�SB４７９

４３６１ Ｒ４ｊ４ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸長方形 １�３６×１�１０ ４０ 緩斜 平坦 人為 SK４３６２�本跡

４３６２ Ｒ４ｊ４ Ｎ－１９°－Ｅ［楕円形］（２�０２）×１�０２ ２０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 本跡�SK４３４４・４３６１・４４５０

４３６８ Ｒ４ｈ５ Ｎ－１８°－Ｅ 隅丸長方形 ２�４０×１�１８ ５４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶磁器片，釘

４３６９ Ｒ４ｉ５ Ｎ－１８°－Ｅ 隅丸長方形［３�８８］×［１�３０］ ４２ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，砥石 本跡�SK４３４２・４３４３

４３７０ Ｒ４ｈ４ Ｎ－７０°－Ｗ 楕円形 １�５６×０�８５ １１ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK４３７１�本跡

４３７１ Ｒ４ｈ４ Ｎ－１６°－Ｅ 隅丸長方形 １�０９×０�８６ １０ 緩斜 平坦 人為 本跡�SK４３７０

４３７４ Ｒ４ｅ４ Ｎ－７３°－Ｗ 楕円形 １�５２×０�８２ １９ 緩斜 平坦 人為

４３８０ Ｓ５ｃ１ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 １�５５×１�０６ ２４ 緩斜 平坦 人為 SB４７８�本跡

４３８４ Ｓ５ｅ１ Ｎ－８７°－Ｗ 円形 １�４２×１�３６ ２６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４３９０ Ｒ４ｂ８ Ｎ－７６°－Ｗ 隅丸長方形 １�１０×０�６０ ４２ 垂直 平坦 人為 SE７７�本跡�SK４３３０・
４４１６

４３９３ Ｒ４ｃ４ Ｎ－６７°－Ｗ 台形 １�３６×１�２８ ４１ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，陶器片

４３９４ Ｒ４ｉ２ Ｎ－７２°－Ｗ［長方形］（１�２０）×０�９７ ４７ 外傾 平坦 人為 本跡�SK４３３９

４４０９ Ｒ４ｈ５ Ｎ－１８°－Ｅ 隅丸長方形 １�７０×０�８０ ３８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４４１０ Ｒ４ｈ５ Ｎ－５９°－Ｗ 楕円形 １�１０×１�００ ４０ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片

４４１３ Ｒ４ｅ５ Ｎ－７４°－Ｗ 隅丸長方形 ２�４０×０�９０ １４ 外傾 平坦 人為 本跡�SK４４１４
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４４１４ Ｒ４ｅ５ Ｎ－３８°－Ｅ 隅丸長方形 ２�５０×０�９２ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶器片 SK４４１３�本跡

４４１５ Ｒ４ｅ６ Ｎ－８０°－Ｅ 隅丸長方形 １�３７×０�６２ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK４４１７�本跡

４４１６ Ｒ４ｂ８ Ｎ－４４°－Ｗ 隅丸長方形 １�６０×１�１４ ４５ 外傾 平坦 人為 第９５号堀跡・SE７７・SK４３３０
・４３９０�本跡�SK４３９８

４４１７ Ｒ４ｅ５ Ｎ－１°－Ｗ ［隅丸長方形］（０�７４）×０�７２ １２ 外傾 平坦 人為 本跡�SK４４１５

４４１８ Ｒ４ｅ６ Ｎ－１６°－Ｅ 隅丸長方形 １�８２×［０�９８］ ２６ 外傾 平坦 人為 SK４４１５・４４２２・４４２３�
本跡�SK４４２８

４４１９ Ｒ４ｅ６ Ｎ－４１°－Ｅ 隅丸長方形 １�８０×０�７０ ２４ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，鉄滓 SK４４２０�本跡�SK４４２７

４４２０ Ｒ４ｅ６ Ｎ－４７°－Ｅ 隅丸長方形 １�６６×０�７２ １６ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 本跡�SK４４１９

４４２１ Ｒ４ｆ６ Ｎ－２９°－Ｅ 隅丸長方形 １�５０×０�７５ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 本跡�SK４４３１

４４２２ Ｒ４ｅ６ Ｎ－５７°－Ｗ 隅丸長方形 １�０７×０�７０ ２１ 外傾 平坦 人為 本跡�SK４４１８・４４２３

４４２３ Ｒ４ｅ６ Ｎ－４８°－Ｅ ［隅丸長方形］（１�３２）×０�７５ １８ 垂直 平坦 人為 SK４４２２・４４２４�本跡�
SK４４１８・４４２５・４４２６

４４２４ Ｒ４ｅ６ Ｎ－５８°－Ｗ 隅丸長方形 １�５０×０�７２ ３３ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 本跡�SK４４２３�SK４４２５�
SK４４２６

４４２５ Ｒ４ｅ６ Ｎ－５３°－Ｅ 隅丸長方形 １�９０×０�７８ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SK４４２４�SK４４２３�本跡�
SK４４２６

４４２６ Ｒ４ｅ６ Ｎ－４５°－Ｅ 隅丸長方形 １�４２×０�９４ ３１ 外傾 平坦 人為 SK４４２４�SK４４２３�
SK４４２５�本跡

４４２９ Ｒ４ｇ４ Ｎ－７８°－Ｗ 楕円形 ２�５０×１�０４ １２ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，古銭 SK４４３０�本跡�
UP５６・SK４４３９

４４３０ Ｒ４ｇ３ Ｎ－２６°－Ｅ ［隅丸長方形］ １�１４×（０�９４） ２８ 外傾 平坦 人為 本跡�SK４４２９・４４３９

４４３６ Ｒ４ｆ５ Ｎ－２２°－Ｅ 隅丸長方形 １�７８×１�０６ ２１ 外傾 平坦 人為 SK４４３５�本跡�SK４４４０

４４７２ Ｒ５ａ３ Ｎ－４°－Ｅ 長方形 １�２５×０�７４ ３５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片，釘

４４７３ Ｑ５ｈ５ Ｎ－８３°－Ｗ 隅丸長方形 １�４８×０�８６ ５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６４４�本跡

４４７６ Ｒ５ａ３ Ｎ－２°－Ｗ 隅丸長方形 １�１２×０�９０ ４０ 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片

４４７７ Ｑ５ｈ５ Ｎ－４°－Ｅ 隅丸長方形 １�３２×１�０７ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６５０�本跡

４４７８ Ｑ５ｈ５ Ｎ－１°－Ｗ 隅丸長方形 １�３９×１�０３ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６５０�本跡

４４８４ Ｑ５ｇ４ Ｎ－１１°－Ｅ 長方形 ２�０７×１�０９ １５ 緩斜 平坦 人為 土師器片 SI２６５０�本跡�第９３号堀跡

４５０１ Ｑ６ｊ１ Ｎ－７９°－Ｗ［長方形］（３�５０）×１�２０ ２４ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 SI２６６１�SK４５０２�本跡�
SK４５０３

４５０２ Ｑ６ｊ１ Ｎ－８８°－Ｗ［長方形］ １�０２×（０�７１） １２ 緩斜 平坦 人為 SI２６６１�本跡�SK４５０１

４５０３ Ｑ６ｊ１ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸長方形 ２�１６×１�０９ ２０ 緩斜 平坦 人為 SI２６６１・２６６３�SK４５０１�
本跡・SK４４９２

４５１１ Ｒ５ｂ３ Ｎ－８５°－Ｗ 隅丸長方形 ２�２６×１�１０ ５０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片，鉄滓 SI２６６９�SI２６６８�SI２６５６�本跡�SK４６１７・４６３８
４５１２ Ｒ５ｃ３ Ｎ－８３°－Ｗ 長方形 １�５１×１�１０ ４５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６６９�SI２６６８�SI２６５６

�SK４５１３�本跡
４５１３ Ｒ５ｃ３ Ｎ－２°－Ｅ 長方形 １�８２×１�０７ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６６９�SI２６６８�SI２６５６

�本跡�SK４５１２
４５２０ Ｑ５ｊ５ Ｎ－７３°－Ｗ ［隅丸長方形］［１�５１］×１�１０ ２０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片，古銭 SI２６５７�本跡�SK４５０８

４５２８ Ｒ５ｃ２ Ｎ－１８°－Ｅ［楕円形］ １�３０×（１�２４） ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片 土師質土器片 SI２６６９�SI２６５６�本跡�
SK４５６５�第９３号堀跡

４５４０ Ｒ６ｄ１ Ｎ－８８°－Ｗ 長方形 ２�７０×１�０７ ２１ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６６７�本跡

４５４１ Ｒ５ｆ６ Ｎ－１０°－Ｅ［長方形］［０�９２］×０�８８ ３７ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８１�本跡�SK４５４２

４５４２ Ｒ５ｆ６ Ｎ－８７°－Ｗ 楕円形 １�７０×１�１０ ２５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８１�SK４５４６�SK４５４１
�本跡�SK４５４３

４５４３ Ｒ５ｆ６ Ｎ－１４°－Ｅ 長方形 １�７０×０�８６ ２０ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８１�SK４５６９�SK４５４２
�本跡

４５４４ Ｒ５ｆ６ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 １�１２×０�８１ ２９ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，双孔円板 SI２６８１�本跡

４５４８ Ｒ５ｇ６ Ｎ－０° 長方形 １�７０×１�０５ ２６ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６８１�SK４６６０�本跡

４５６１ Ｒ５ｄ３ Ｎ－０° 隅丸長方形 １�２１×１�０６ ５０ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２６６９�SI２６６８�SI２６５６
�本跡�SK４５８６

４５６５ Ｒ５ｃ２ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 １�３６×０�５６ ３２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６５９・SK４５２８�本跡

４５６７ Ｑ５ｊ４ Ｎ－４°－Ｅ 隅丸長方形 １�０５×０�８７ １３ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２６５７�本跡

４５７１ Ｒ５ｅ６ Ｎ－９°－Ｗ 円形 １�０３×０�９４ ６８ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６８１�本跡

４６４０ Ｒ５ｅ６ Ｎ－５°－Ｅ 長方形 １�４１×０�８０ ２２ 外傾 平坦 人為 SI２６８１�本跡

４６５４ Ｒ５ｂ０ Ｎ－９°－Ｅ 長方形 ４�１４×１�１８ １９ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，古銭，鉄製品 SK４６５５�本跡

４６５５ Ｒ６ｃ１ － 円形 １�５０×［１�４７］ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６７１�本跡�SD１５３・
SK４６５４

４６５８ Ｒ５ｆ８ Ｎ－８６°－Ｗ 長方形 ３�２１×１�２２ ３２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６９９→SI２６８８→
SK４６７５→本跡

４６５９ Ｒ５ｆ８ Ｎ－８３°－Ｗ 長方形 ２�５１×１�１４ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，灰釉陶器片 SI２６９９→SI２６８８→本跡

４６６０ Ｒ５ｇ７ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ３�４０×１�０６ ４５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶器片，釘

SI２６８１→SK４６９０→本跡→
SK４５４８

―８９０―



番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

４６６３ Ｒ５ｇ８ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ２�２５×（０�８９） ２４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６８８→本跡→SK４６６４→
SK４６６５

４６６４ Ｒ５ｆ７ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 ２�５４×１�０２ １８ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６８８→SI２６８１→SK４６６３
→本跡→SK４６６５

４６６５ Ｒ５ｇ７ Ｎ－３°－Ｅ 楕円形 １�０６×０�８０ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６８８→SK４６６３→SK４６６４
→本跡

４６７４ Ｒ５ｂ０ Ｎ－５°－Ｅ 長方形 ２�６８×１�２８ ２９ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，灰釉陶器片，瓦片，砥石

４６７５ Ｒ５ｆ８ Ｎ－８６°－Ｗ（長方形）（２�２０）×（０�２１） ２４ 外傾 － 人為 土師器片，須恵器片 SI２６９９→SI２６８８→本跡→
SK４６５８

４６８３ Ｒ５ｅ６ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 １�２３×０�９９ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８１→本跡

４７０７ Ｑ５ｄ２ Ｎ－７５°－Ｗ 隅丸長方形 １�７５×１�３０ ５０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 第９６号堀跡→本跡

４７０８ Ｒ５ｆ０ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 １�９４×１�３４ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，灰釉陶器片，古銭 SI２６９９→SI２６８４→本跡

４７１３ Ｒ５ｈ９ Ｎ－８２°－Ｗ 長方形 ２�３４×１�１０ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 TP７→SI２６８２→本跡

４７１６ Ｑ５ｂ１ Ｎ－６４°－Ｗ 隅丸長方形 ２�０４×１�２０ ３２ 外傾 平坦 人為 本跡→UP６３・６４

４７１９ Ｑ４ｄ０ Ｎ－１５°－Ｅ 隅丸長方形 ４�８０×１�０４ ２２ 垂直 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 本跡→SK４７２０

４７２０ Ｑ４ｄ０ Ｎ－８５°－Ｗ 隅丸長方形 １�９８×１�１６ ５４ 垂直 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 SK４７１９→本跡

４７２７ Ｑ４ｃ９ Ｎ－８６°－Ｗ 隅丸長方形 ２�９３×１�１４ ５８ 外傾 平坦 人為 第９６号堀跡→本跡

５２５１ Ｓ４ｉ５ Ｎ－１８°－Ｅ 隅丸長方形 １�２８×０�７６ １４ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片�古銭 本跡→SK５２５０

５２６４ Ｓ４ｃ２ Ｎ－８１°－Ｗ 隅丸長方形 ２�２６×［１�３３］ ４０ 外傾 平坦 人為 SK５２６３・５２６７・５２９７→
本跡→SK５２６５・５２６６

５２６５ Ｓ４ｃ２ Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 １�２７×１�００ ３０ 緩斜 平坦 人為 SK５２９７→SK５２６４→
SK５２６６→本跡

５２７２ Ｓ４ｂ３ Ｎ－１９°－Ｅ 長方形 １�４８×０�９７ １３ 緩斜 平坦 人為

５２７６ Ｓ４ｄ２ Ｎ－１６°－Ｅ［隅丸方形］（１�３２）×１�２２ ３０ 緩斜 平坦 人為 本跡→SK５２７７

５２７７ Ｓ４ｄ２ Ｎ－７５°－Ｗ 隅丸長方形 １�６２×１�１０ ５０ 外傾 平坦 人為 土師質土器片，砥石 SK５２７６→本跡

５２７８ Ｓ４ｄ２ Ｎ－１７°－Ｅ 楕円形 ［０�８３］×０�７３ ２４ 外傾
緩斜 平坦 人為 土師質土器片

５２８０ Ｓ４ｂ３ Ｎ－１２°－Ｅ［隅丸方形］［２�１４］×０�９４ １３ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 本跡→SK５２９４

５２８７ Ｓ４ａ３ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸長方形 １�９７×１�２５ ２１ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，陶器片，
鉄鏃 SK５２９１→本跡

５２８８ Ｓ４ａ２ Ｎ－３６°－Ｅ 楕円形 １�５８×１�４０ ３４ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片

５２９１ Ｓ４ａ３ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸方形 １�３９×１�３４ ５１ 外傾 平坦 人為 土師質土器片 本跡→SK５２８７

５２９８ Ｓ４ｂ４ Ｎ－５°－Ｅ 隅丸長方形 ３�７２×１�２８ ２４ 緩斜 平坦 人為 土師質土器片，磁器片，鉄製品

５３３４ Ｒ３ｇ６ Ｎ－９°－Ｗ 隅丸長方形 ２�２９×１�４７ ４４ 外傾 平坦 人為

５３３７ Ｒ３ｇ８ Ｎ－４８°－Ｗ 隅丸長方形 １�８７×１�１９ １０ 緩斜 平坦 人為

５３３９ Ｒ３ｈ５ Ｎ－５°－Ｗ 隅丸長方形 ２�９３×０�９７ ２６ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，瓦質土器片 SK５３４０→本跡

５３４９ Ｒ３ａ５ Ｎ－２１°－Ｅ 隅丸長方形 ２�３４×０�８６ １８ 緩斜 平坦 人為

５３７１ Ｓ４ａ３ Ｎ－７９°－Ｗ 隅丸長方形 ２�４８×１�３２ ３５ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，陶器片 本跡→SK５３７４

５３７２ Ｓ４ａ４ Ｎ－１７°－Ｅ ［隅丸長方形］（１�６６）×１�０８ ２３ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 本跡→SK５２７５・５３７３・５３７４

５３７３ Ｓ４ａ４ Ｎ－７５°－Ｗ 隅丸長方形 １�７０×１�２２ ３２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片，
不明鉄製品，古銭，砥石，剥片 SK５３７２・５３７４→本跡

５３７４ Ｓ４ａ４ Ｎ－１６°－Ｅ 長方形 ２�７５×１�４２ ４０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SK５３７１・５３７２→本跡→SK５３７３

５３７８ Ｓ４ｂ８ Ｎ－２４°－Ｅ 円形 １�３０×１�２０ ４２ 外傾 平坦 人為 本跡→SD１５５

５３９４ Ｒ４ｈ２ Ｎ－１７°－Ｅ 隅丸長方形 ２�２０×１�２９ １０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶器片

５４４９ Ｑ４ｂ３ Ｎ－８０°－Ｗ［長方形］ ２�４０×（０�５１） １２ 外傾 平坦 人為 SK５４５０→本跡

５４５０ Ｑ４ｃ３ Ｎ－２°－Ｅ［長方形］（１�０６）×１�０４ ９ 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 SK５４５１→本跡→SK５４４９

５４５１ Ｑ４ｃ３ Ｎ－５°－Ｅ［長方形］（１�９９）×１�１０ ４ 緩斜 平坦 人為 SK５４５２～５４５４・本跡→SK５４５０

５４５２ Ｑ４ｃ３ Ｎ－８１°－Ｗ［長方形］（１�６０）×１�１２ ３ 緩斜 平坦 人為 本跡→SK５４５１

５４５３ Ｑ４ｃ４ Ｎ－８２°－Ｗ［長方形］（２�２５）×１�０９ １５ 外傾 平坦 人為 土師質土器片，陶器片 本跡→SK５４５１

５４５４ Ｑ４ｃ４ Ｎ－１６°－Ｅ 長方形 １�６３×０�８６ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 SK５４５５→本跡→SK５４５１

５４５５ Ｑ４ｄ３ Ｎ－１８°－Ｅ ［隅丸長方形］［１�９０］×０�９１ １４ 外傾 平坦 人為 本跡→SK５４５４

５４６５ Ｑ４ｃ４ Ｎ－２１°－Ｅ 隅丸長方形 １�３０×１�０９ １４ 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，釘

５５０９ Ｓ３ｉ４ Ｎ－１２°－Ｗ 楕円形 ２�１２×０�６５ １５ 緩斜 平坦 人為 本跡→SK５５１７

５５２０ Ｓ３ｊ９ Ｎ－２°－Ｗ 長方形 ３�６６×１�０８ ５６ 垂直 平坦 人為 土師器片，土師質土器片，陶器片

５５２１ Ｔ３ａ９ Ｎ－８９°－Ｅ 隅丸長方形 ２�９６×０�９５ ４３ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶磁器片，釘
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

５５２４ Ｔ３ｂ９ Ｎ－１２°－Ｗ 隅丸長方形 １�４８×１�０２ ３４ 外傾 平坦 人為

５５３０ Ｓ３ｂ８ Ｎ－８２°－Ｅ 長楕円形 １�９４×０�８２ ２２ 外傾 平坦 人為

５５３１ Ｓ３ｃ８ Ｎ－８８°－Ｅ 隅丸長方形 １�４８×０�９７ １２ 緩斜 平坦 人為 SD１７４→本跡

５５３５ Ｔ３ｃ８ Ｎ－４１°－Ｅ 円形 １�２４×１�１６ ２４ 外傾 平坦 人為

表６３ 中・近世柱穴の可能性がある土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径 深さ（�）

４２０１ Ｑ５ｉ２ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円 ０�８５×０�６２ ５０ 緩斜 平坦 人為 本跡・SD１５５→SK４２００

４３８８ Ｒ４ｇ７ Ｎ－５６°－Ｅ 円形 ０�６８×０�６２ ８０ 外傾 平坦 人為

４３９７ Ｒ４ｆ５ Ｎ－２９°－Ｗ 隅丸方形 ０�６４×０�６４ ９４ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

４４３２ Ｒ４ｆ６ Ｎ－１０°－Ｗ 隅丸方形 ０�７６×０�７０ ８４ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

４４６８ Ｑ５ｈ５ Ｎ－６°－Ｅ 隅丸長方形 １�３４×１�１２ ７２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SI２６４４→本跡

４４９６ Ｑ５ｈ９ Ｎ－５４°－Ｗ 不整円形 １�１８×１�１０ ５０ 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片 SK４４９８ 新旧不明

４４９７ Ｑ５ｈ９ Ｎ－４５°－Ｗ 不整円形 １�０６×０�９３ ６８ 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片

４４９８ Ｑ５ｉ９ Ｎ－７４°－Ｗ 不整楕円形 １�５０×０�８２ ５６ 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器片 SK４４９６ 新旧不明

４５０７ Ｒ５ｂ６ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 １�１０×０�９４ １２０ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６４９→本跡

４５１０ Ｑ５ｊ３ Ｎ－８２°－Ｗ 円形 １�０５×０�９７ ６０ 外傾 Ｕ字状 人為 SI２６４３→本跡→第９３号堀跡

４５１９ Ｑ５ｊ６ Ｎ－４１°－Ｗ 不整長方形 １�５２×０�９８ ６０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器
片，陶器片

４５２１ Ｑ５ｊ６ Ｎ－７６°－Ｗ［楕円形］［１�５３］×０�９８ ６８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４５３０ Ｒ５ａ６ Ｎ－８７°－Ｗ 隅丸方形 ０�８４×０�８２ ９１ 垂直 平坦 人為 土師器片

４５３１ Ｒ５ｄ６ Ｎ－７６°－Ｗ［楕円形］ １�０６×（０�８７） ７２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK４５３２→本 跡→SB４９１→
SK４５５７

４５３２ Ｒ５ｄ６ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 １�３４×１�２１ ８６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK４５３１

４５４６ Ｒ５ｆ６ Ｎ－１２°－Ｅ［楕円形］ １�０６×０�８５ ６４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８１→本 跡→SK４５４７→
SK４５４２

４５５６ Ｒ５ｄ７ Ｎ－２７°－Ｅ 不整円形 １�２８×１�２０ ７８ 外傾 平坦 人為 土師器片，釘 SI２６４９→本跡

４５５７ Ｒ５ｄ６ Ｎ－５２°－Ｗ 楕円形 ０�８０×０�５５ ５６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SB４９１・SK４５３１→本跡

４５６９ Ｒ５ｇ６ Ｎ－１７°－Ｗ［楕円形］ ０�４１×０�３３ ５０ 垂直 平坦 人為 SI２６８１→本跡→SK４５４３

４５７５ Ｒ５ｅ５ Ｎ－４０°－Ｅ 円形 ０�９６×０�８８ ６２ 垂直 凹凸 人為 土師器片，須恵器片，陶器片

４５７６ Ｒ５ｅ５ Ｎ－１３°－Ｅ 楕円形 ０�９２×０�８０ ５２ 垂直 凹凸 人為

４６４６ Ｒ５ａ７ Ｎ－５０°－Ｗ ［円形］ ０�６８×（０�５７） ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２６７５→SI２６７４→本跡

４６５１ Ｑ５ｊ７ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 １�３０×１�１０ ２５ 緩斜 外傾 平坦 人為 土師器片，土師質土器片 SI２６７５→SI２６７４→SK４７１１
→SK４７１２→SK４６５０→本跡

４６９２ Ｒ５ｆ６ Ｎ－６°－Ｅ 円形 ０�４８×０�４６ ４１ 垂直 Ｕ字状 人為 土師器片 SI２６８１→本跡

４６９５ Ｒ５ｅ６ Ｎ－１１°－Ｗ 円形 ０�５５×０�５５ ２６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２６８１→本跡

４６９９ Ｒ５ｅ６ Ｎ－８°－Ｗ 円形 ０�５４×０�５０ ５２ 垂直 Ｕ字状 人為 土師器片 SI２６８１→本跡

４７００ Ｑ５ｊ０ Ｎ－６０°－Ｗ 方形 ０�９２×０�９０ ８４ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片，灰釉陶器片，
陶器片，瓦片，石臼 SI２６７３→本跡

５２８１ Ｓ４ｂ３ Ｎ－１７°－Ｅ 不整楕円形 ０�５４×０�４８ １０２ 外傾 平坦 人為

５２８９ Ｓ４ｂ３ Ｎ－４１°－Ｅ 円形 ［０�５７］×０�５５ ７２ 外傾 平坦 人為 土師質土器片 SK５３６９→本跡

５２９４ Ｓ４ｂ３ Ｎ－７７°－Ｅ 不整楕円形 ０�４８×０�３９ ８６ 外傾 平坦 人為 SK５２８０→本跡

５３６９ Ｓ４ｂ３ Ｎ－５２°－Ｗ 円形 ０�５８×０�５６ １０４ 外傾 平坦 人為 本跡→SK５２８９

―８９２―
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